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巻頭図版 l

1.九景川遺跡上空から日本海・榊西湖 (旧神門水海)方向を望む

2.九景川遺跡上空から出雲平野方面を望む



番頭図版2

1.Ⅲ・Ⅳ区完掘時 (北から)

2.Ⅲ 区古墳時代・古代遺構面 (北から)



巻頭図版 3

Ⅳ区完掘時 (東から)

I区 5層上面遺構群 (東か ら)

子1戸■ギr七鼻キ1学 :



巻頭図版 4

|:1挙イデlr i:

♂.II

翠
―t_イ

区SK01と「銭検出時

N

れ|

r.:浄■
=と|:

1主主
=|チ|イ

‐
= 

ヶ l

ざ

む

騨 ミ

韓

済

ぎ
蟄

ilユ
ー11■

=Ⅲ

IIミi



・， ォ
・

一

ｒ
一

′
一　
‘

一一一， 一一一一一

一

一

一
″
　

．
　
　
　
一

汗
孝

″
一
　
；
一

●

●      
°

'

一 ,' _●rr

″ ● .・ !

■|― rL転―∵
を  っ =■ .

勢

群
ｔ坤襲

姦
f>・」ア

”
，

っ　・　”
●

●

| 二て
'

一苺

li:|― i奮

'Hどデ

が

等で
r「ヽ

T■すit鏃
」 抄

ず

ダ

イ鎖
`(す

41,,1.

穀

●

`

難

華 ■

。
■乾

‐
'手

    電

―

'・ ミ `さ

巻頭図版 5

,ヽヽ
| lffl「‐

||ザ イト|| :

,IFill

.IIIf

=オ
IS

与1蓼



巻頭図版 6

1.Ⅲ区SB10(北から)

2.Ⅲ区SR03古墳時代中期土師器出土状況 (北から)



本書は、島根県教育委員会が島根県土木部から委託を受けて、平成 17年度に実

施した一般県道出雲インター線建設予定地内に所在する九景川遺跡の発掘調査の

成果をとりまとめたものです。

九景川遺跡は出雲市東神西町に所在 し、出雲平野南端の谷部に立地する集落遺

跡です。周辺には古墳時代前 。中期では出雲部最大級の前方後円墳である北光寺

古墳や戦国時代の尼子氏・毛利氏の合戦の舞台となった神西城跡など重要な遺跡

が存在し、神門水海 (現在の神西湖)に面する交通要衝の地として出雲部でも注

目される地域の一つです。

本遺跡からは、主として古墳時代中期、奈良・平安時代、鎌倉時代の集落が折

り重なるような状態で発見されました。古墳時代中期の集落は出雲平野において

は珍しく、掘立柱建物の柱材が遺存するなど残存状況が良好な点が特筆されます。

さらに、谷を流れる小川では多量の土師器が投棄された状態で出土し、水辺にお

いて執り行われた祭祀跡と考えられ、当時の集落内における祭祀のあり方を考え

る上で興味深い発見となりました。また、奈良・平安時代の集落跡からは多数の

掘立柱建物が検出され、F出雲国風土記』に記載される滑狭郷を構成する集落の一

つであったと考えられます。鎌倉時代の集落跡からは建物跡とともに小規模な貝

塚が検出され、鯨骨や漁携具など、当時の人々の日々の営みを紡彿とさせる遺構・

遺物を多数検出することができました。

これらの調査成果は島根県の歴史を明らかにするうえで欠くことのできない貴

重な成果であるといえます。本書が地域の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心

を深める一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査と報告書の作成にあたりご協力いただきました

地元住民の皆様や、出雲市並びに島根県土木部をはじめとする関係機関の皆様に

厚 くお礼を申し上げます。

平成 20年 3月

島根県教育委員会

教育長  藤 原 義 光
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例 言

1.本書は、島根県土木都道路建設課からの委託を受けて、島根県教育委員会が平成 17年度に実

施 した一般県道出雲インター線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2,発掘調査地は下記のとお りである。

出雲市東神西町 257-2外  九景川遺跡

3.調査組織は次のとお りである。

調査主体 島根県教育委員会

平成 17年度 現地調査

[事 務 局]卜 部吉博 (島根県埋蔵文化財調査センター所長)、 永島静司 (総務課長)、

川原和人 (調査第 1グループ課長)

[調 査 員]池 淵俊― (同文化財保護主事)、 田中玲子 (同臨時職員)、 糸賀伸文 (同 )

[調 査 指導 ]田 中義昭 (島根県文化財保護審議会委員)、 蓮岡法障 (同 )、 渡辺貞幸 (島根大学

法文学部教授)

平成 18年度 報告書作成

[事 務 局]卜 部吉博 (島根県埋蔵文化財調査センター所長)、 坂本憲― (総務グループ課長)、

川原和人 (調査第 1グループ課長)

[調 査 員]池 淵俊― (同文化財保護主任)、 田中玲子 (同臨時職員)

4.発掘調査ならびに報告書作成にあたっては以下の方々から有益な御指導・御助言・御協力をい

ただいた。記 して謝意を表させていただく。

西本豊弘 (国立歴史民俗博物館教授)、 小笠原善治 (松山市生涯学習振興財団埋蔵文化野調査

センター調査員)、 川上稔、景山真二 (出雲市文化財課)、 米田克彦 (岡 山県古代吉備文化財

センター)、 大賀克彦 (島根県古代文化センター特任研究員)、 中村唯史 (三瓶自然館指導員)、

平尾政幸 (⑭京都市埋蔵文化財研究所)

5.挿図で使用 した方位は、測量法による第3座標系X軸方向を指 し、平面直角座標系XY座標は

日本測地系による。また、レベル高は海抜高を示す。

6.本書で使用 した第 2図は国土地理院発行の 1/25,000地 図、第 3・ 209図は出雲市都市計画平面

図を使用 して作成 したものである。

7.本調査に伴って行った自然科学的分析は、次の機関に委託 して実施 し、その成果の一部は第 7

章にまとめて掲載 した。

柱材の放射性え素年代測定、出土木製品の樹種同定分析、中世貝塚貝類分析、花粉分析及びプ

ラントオパール分析 (以上、文化財調査コンサルタント)、 鍛冶関連遺物分析 (九州テクノリサー

チ)

8.本書に掲載 した写真は、空中写真を除き松山智弘の協力を得て池淵が撮影した。

9。 本書に掲載 した遺物実測図の作成は、各調査員のほか、飯塚由起、内田律雄、陶山佳代、田中裕貴、

守屋かおるが行った。遺物・遺構の浄書は池淵、飯塚、陶山、田中玲子が行った。



10.本書の編集は池淵が行った。

11.注は各章ごとに連番を振 り当該買下に配置した。参考文献は各章末にまとめて示したが、第 3

章年7章は第7章巻末にまとめて掲げた。また挿図番号は第8章は各節ごとに番号を振 り、第

8章を除く各章は通し番号により表示 した。

12.本文・図版中の表記に用いた遺構略号は次のとおりである。

SI:竪穴住居、SB:掘立柱建物、SD:溝、SK:土坑、SR I自然河道、SX:そ の他の遺構

13,i遺物実測図の断面は、縄文土器、弥生土器、土師器を白ヌキ、須恵器を黒塗 り、陶磁器を

50%ス ミーで示している。赤色または▲印は赤彩土師器の赤彩範囲を示す。

14,本書の仕様は巻末に示した。

15。 本書に掲載した遺物及び実測図・写真などの資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センターに

て保管している。|
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Ⅲ・Ⅳ区出土陶磁器

I・ Ⅳ区出土石器・石製品





第 1章 調査に至る経緯

一般県道出雲インター線は、山陰自動車道「ッ鳥取益田線」の出雲インターチェンジ (仮称)と 一

般国道 9号及び一般国道 431号 を直接結ぶ道路であるとともに、出雲インターチェンジ (仮称)を

起点とした宍道湖・中海都市圏の連携を強化する地域高規格道路「境港出雲道路」の重要な部分を

担う道路として計画されものである。

平成 15年 4月 14日 、島根県出雲土木建築事務所より出雲市教育委員会に対 して、当道路予定地

内における埋蔵文化財の有無について照会があった。出雲市教育委員会では、事業予定地の周辺に

は大規模な前方後円墳である北光寺古墳や周知の遺跡である浜井場古墳が所在することから、確認

調査が必要な旨を回答 した。さらに同市教委では同年及び翌年にかけて試掘確認調査を実施し、新

発見遺跡について島根県教育委員会あて 10月 23日付けで遺跡発見の通知を行い、同日及び翌年 5

月 11日 付で島根県出雲土木建築事務所から島根県教育委員会教育長あてに周知の埋蔵文化財包蔵

地内における土木工事の通知が提出されるに至った。これを受けて島根県教育委員会では平成 16

年 5月 13日 付で工事着手前に発掘調査が必要な旨を回答 した。なお、早急に工事着手が必要な浜

井場 2号墳については、出雲市教育委員会により平成 15年 11月 から本発掘調査が行われ、平成

17年 2月 には報告書が刊行されている。

当時、出雲市教育委員会は多数の事業を抱えている関係から、試掘調査の結果確認されたその他

の遺跡について平成 16年度以降の調査対応は出雲市教育委員会単独では困難な状況であった。こ

のため、出雲市教育委員会では島根県教育委員会及び島根県出雲土木建築事務所との間で協議を重

ねた結果、平成 16年度の工期上調査が急がれる九景川遺跡橋脚部分 (I区)については、県教育

委員会が出雲市内の東林木バイパス関係の調査班 1班を派遣 して応急的に対応することとし、平成

17年度以降については、県 と市からそれぞれ調査員 1名 を派遣 し2パーティ編成により、九景川

遺跡・玉泉寺裏遺跡の2遺跡の調査を実施する逗びとなった。

表 1 -股県道出雲インター線建設予定地内遺跡一覧 (平成 18年度分まで)

番号 調査年度 遺跡名 報告書干J行年 遺跡の内容

平成 15年度

2  平成 17年度

3  平成 17年度

4  平成 18年度

5  平成 上8年度

6  平成 18年度

7  平成 18年度

浜井場 2号墳

九景川遺跡

玉泉寺裏遺跡

御崎谷遺跡

浜井場古墳群 (4号墳)

間谷東遺跡

間谷東古墳

2005年 2月

2008年 3月

(本書)

2008年 3月

(予定)

未定

2008年 3月

(予定)

未定

2008年 3月

(予定)

古墳時代中期の小規模な方墳 1基を調査

2段掘の墓墳に石列区画溝 と想定される落ち込み

鉄刀片ほか鉄片出土

縄文時代～中世の集落遺跡。古墳時代中期、8～ 9世

紀の建物跡を多豹検出。古墳時代中期の自然河道にお

ける土器祭TE、 中世の小規模貝塚など

弥生時代終末～古墳時代前期の本格墓、丘陵頂部に立

地する古墳時代中期の竪穴住居、古代の集落など

弥生時代後期から奈良時代の建物跡及び多量の土器群

土師器、須恵器、土師質土器出土

奥才型本構を有する古墳時代中期初頭の小規模古墳

刀子出土



第2章 九景川遺跡の位置と景境

九景川遺跡は出雲平野の南西、出雲市東神西町に所在する。この周辺一帯は『出雲国風土記』に「ネ申

門水海」と記載され、現在神西湖にその面影を残す入海の南岸地域にあたる。当地域の歴史的展開

においては、古来より良好な港湾として利用され、常に外界との接点であった入海地帯という地理

的特性が大きく作用 していたことは論を倹たない。以下、こうした観点から当地の歴史的展開につ

いて祖述 しておきたい。

縄文時代 旧石器時代の遺跡は出雲平野では、まだ確認されていない。縄文時代早期になると菱根

遺跡や上長浜貝塚などの遺跡が確認されるようになる。後者は九景川遺跡にほど近い、日本海と神

戸川との間に位置する砂丘上に立地する遺跡で、後述するように中世には大規模な貝塚が形成され

ている。縄文時代の遺物はその下層から検出されてお り、菱根式に近い早期末の繊維土器群が比較

的まとまって検出されている (出雲市教育委員会 1996)。 また神西湖南岸の御領田遺跡では縁帯文

期の方形竪穴住居が検出されている (湖陵町教育委員会 1994)。 当該期の住居址は出雲山間部では

近年のダム関連の調査により明らかにされつつあるが、平野部では稀有な事例に属する。縄文時代

晩期になると、出雲平野南部の小支谷では遺構そのものは検出されていないものの、土器や打製石

斧など当該期の遺物が多数確認されるようになり、出雲平野においては当該期に初期農耕集落が成

立 していたことを物語る。代表的な事例 としては三田谷 I遺跡 (島根県教育委員会 2000)、 当地域

周辺では保知石遺跡 (島根県教育委員会 2005)があり、当遺跡でも当該期の遺物が出土している。

弥生時代 出雲平野における弥生時代前期の遺跡としては、原山遺跡、矢野遺跡、三田谷 I遺跡な

どがある。遺跡の性格が判明する事ケよは乏しいが、原山遺跡では前期の配石墓が確認されてお り、

出雲部における砂丘立地の弥生初期墓制として注目される (村上 。川原 1979)。 当地域周辺では当

遺跡や保知石遺跡などで当該期の遺物が散発的に検出されてはいるものの、集落全体の様相は不明

と言わざるを得ない。この地域で遺跡が増加するのは弥生時代中期中葉以降であり、著名な例とし

ては古志本郷遺跡、下古志遺跡、田畑遺跡、知井宮多聞院遺跡等があり、当地で古墳時代前期初頭

まで継続的に営まれる大規模集落は当該期に開始される例が多い (藤永 2005。 米田 2006)。 弥生時

代後期に入ると出雲平野中央部・北部では姫原西遺跡、山持遺跡、青木遺跡など大規模な遺跡が増

ぶ
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加する傾向にある。入海南岸地域周辺では明確な集落は確認できていないものの、調査された遺跡

の大半からは当該期の遺物がそれぞれまとまって出上 していることから、この時期集落の増加傾向

にあったことはほぼ間違いないことと思われる。当該期の墳墓は玉泉寺裏遺跡で弥生時代終末期か

ら古墳時代初頭の木棺墓が若干検出されているのみであり、出雲平野中央部・北部のような四隅突

出墓は現在のところ確認できていない。

古墳時代 出雲平野の遺跡は弥生時代中期中葉以降順調な発展を続けてきたが、こうした様相が大

きな変化を見せるのは古墳時代前期段階である。従来から指摘されているとおり、当地域において

は西谷9号墓に後続する前期前半の有力首長墓を現状では確認できない状況にある (渡辺 1986)。

9号墓に隣接する7号墳は近年の確認調査で四隅を削り出す特異な構造が注目されたが (出雲市教

育委員会 2006)、 規模的には9号墓と比較すると追かに見劣りし、かつ築造時期も出土土器から前

|ゝドヘ埼
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1.九景 川 遺 跡  2玉泉寺裏遺跡 3北光寺古墳 4御崎谷遺跡 5浜井場古墳群 6間谷東古墳 7
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期後葉まで降る可能性が高い。その他の前期古墳としては、山地古墳、大寺 1号墳、浅柄Ⅱ古墳、

権現山古墳などが知られるが、時期不明の権現山古墳を除き、いずれも前期後葉 (集成編年3期以

降)に降るものである。

一方、集落遺跡は、従前は古墳時代前期になると収束方向へ向かうと理解されていたが、古志本

郷遺跡や中野清水遺跡のように前期中葉頃まで継続的に集落が営まれる事例も存在し、墳墓の動向

とは単純にはリンクしないようである (松 山2002)。 しかし、小谷式後半期には集落数が減少する

傾向は認められるようであり、如何なる要因に基づくものか、その背景が注目される。

古墳時代前期末から中期にかけても出雲平野の様オロは今ひとつ不明確であるが、当地域周辺では

いくつか重要な様相が確認できる。一つは、山地古墳、浅柄工古墳、間谷東 1号墳のような礫床を

備える古墳の出現である。山地古墳は小規模な円墳でありながら筒形銅器や銅鏡を備える、当地域

では豊富な副葬品を有する古墳として位置づけられる。さらに関谷東 1号墳は奥才型木棺 (鹿島町

教育委員会 2002)と 称される構内礫敷組合式木棺の埋葬施設を備える中期初頭の古墳である。同

タイプの埋葬施設は北部九州から北近畿にかけて分布し、当時の海浜部に立地する中小古墳被葬者

層に広域的な地域間交渉が存在していたことを物語る。こうした特異な古墳群の出現は対外交渉の

結節点としての良好な内海地帯という当地域の地理的特性を雄弁に物語るものと言えよう。九景川

遺跡の古墳時代集落もこれらの特異な古墳の出現とほぼ軌を―にして出現する点はその性格を考え

る上で極めて重要である。

古墳時代中期中葉には大形前方後円墳である北光寺古墳が営まれる。当古墳は出土遺物や石棺

残片から中期前～中葉に編年され、同時期としては出雲部最大の古墳であり、その突発的な出現

の背景の解明は出雲平野の地域史を再構成する上で大きな課題である (島根県古代文化センター

2007)。

古墳時代後期になると、出雲平野では大念寺古墳や上塩冶築山古墳など、全国的にも著名な巨石

墳が相次いで築かれ、山代二子琢古墳、山代方墳に代表される出雲東部勢力と措抗関係にあった出

雲西部の大首長の奥津城と理解されている (渡辺 1986)。 当地域に程近い神戸川左岸地域でも豊富

な副葬品が出土 した前方後円墳である妙蓮寺山古墳、圭頭大刀が出上 し精美な切石づ くりの横穴式

石室を有する放れ山古墳などが点在する神門古墳群が存在 し、大念寺古墳・上塩冶築山古墳等の大

首長層を補佐する第2ク ラスの首長墓域として位置づけられている (大谷 1997)。 こうした巨石墳

の背景には当然平野の開発の進展が想定されようが、今のところ当該期における大規模な集落は出

雲平野では確認できず、生産遺跡の断片を知り得るのみである (角 田2006)。 こうした大形古墳の

築造が停止されるのとほぼ軌を―にして平野南部の丘陵には上塩冶横穴墓群や神門横穴墓群などの

大規模な横穴墓群が営まれるようになる。

奈良時代 九景川遺跡の位置する神門水海南岸地域は奈良時代の神門郡滑狭郷に属する。出雲平野

における官衝関連遺跡は近年の発掘調査の進展によりその解明が飛躍的に進み、神門郡家は出雲市

古志本郷遺跡 (島根県教育委員会 2003)が、出雲郡家の関連施設として斐川町後谷V遺跡 (斐川

町教育委員会 1996)がlヒ定されており、その他に神門郡内では天神遺跡、三田谷 I遺跡、小山遺

跡、古志遺跡などが官衡関連遺跡である可能性が指摘されている。九景川遺跡では奈良時代から平

安時代初期の建物跡や遺物が多数確認されており、なかに桁行 14mを測る大形の掘立柱建物や漆

付着土器なども確認されており、その性格が注目されるところである。なお、当遺跡の約 500m東
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には7～ 8世紀にかけての多数の

掘立柱建物が検出された浅柄遺跡

(出雲市教育委員会 2000)が所在

する。当遺跡及び浅柄 Ⅱ遺跡の所

在する出雲平野南縁部には古代山

陰道が通 じていたと想定されるこ

とから、その関係の解明も今後の

調査研究の課題の一つである。

官衛遺跡以外では、寺院跡とし

て神門寺境内廃寺、長者原廃寺が

古 くから知られているほか、墳墓

遺跡 としては、西 日本では稀 な

蕨手刀が出上 した小坂古墳石櫃、

方形マウンドを備え石櫃が出土 した光明寺 3号墓、石製骨蔵器が使用されていた菅沢古墓や朝山古

墓などが知られている。

中世 神門水海周辺の中世の遺跡 としては、冒頭に述べた上長浜貝塚が特筆される。中世の貝塚と

しては全国屈指の規模を備え、土錘や鉄製釣針など多数の漁榜具の出土から専業的な漁携集団の存

在が想定される。上長浜貝塚の他にも神門水海周辺では当遺跡をはじめ当該期に属する小規模な貝

塚が幾つか知られてお り、その成立要因の一つに当該期における神門水海の拡大といった自然環境

変化の要因も今後検討課題として俎上にのせる必要があろう。

出雲平野における主要な中世集落遺跡 としては蔵小路西遺跡で検出された居館跡があげられる。

これは一町四方の大溝に囲まれた中に多数の建物を配置する方形居館跡で、出土 した陶磁器類から

12世紀後半から15世紀にかけてのものと考えられ、朝山氏または塩冶氏の居館である可能性が指

摘 されている (島根県教育委員会 1999a)。 そのほかの中世集落としては、 ミニチュア五輪塔が出

上 した渡橋沖遺跡 (島根県教育委員会 1999b)、 鍛冶炉などが検出された築山遺跡 (出雲市教育委

員会 2007)な どがあげられる。墳墓例 としては、青磁の優品を出土 した荻抒古墓 (近藤 1969)が

あり、当該期の木棺墓は余小路遺跡や姫原西遺跡、蔵小路西遺跡などで多数確認されている。

室町時代から戦国時代にかけて、出雲平野においても多数の山城が築かれるようになる。神門水

海南岸の代表的な山城 としては神西氏代々の居城であり出雲十旗に数えられた神西城があげられ、

最近の分布調査によって以前の想定より蓬かに広域的な縄張 りを有する山城であることが明らかに

なりつつある。

以上、出雲平野南麓を中心とした当遺跡周辺の歴史的環境について他の出雲平野地域と比較 しつ

つその素描を試みた。冒頭に述べたとお り当地の歴史的展開には神門水海縁辺部という地理的特性

が大きく作用 してお り、それは古墳時代前期末～中期初頭の特徴的な古墳の出現や中世初期の貝塚

の形成などにその一端を垣間見ることができ、今後のさらなる調査 。研究の進展が期待されるとこ

ろである。

写真 1 神西城本九から神西湖方面を望む
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第3章 調査の経過状況と概要

第 1節 調査 の方法

調査区の設定 九景川遺跡の調査は、県出雲土木建築事務所との協議の上、最も工事が急がれる橋

脚部分の調査から着手することとし、ここをI区 として調査を進めた。その後調査範囲の広い谷の

中心部を調査する際の排土置場を確保するため、谷奥部を工区として調査を進め、次いで最も広い

Ⅲ区、橋脚部の I区南に隣接する箇所をⅣ区として順次調査を行った。それぞれの調査区の面積は、

I区が 500だ、工区が 520だ、Ⅲ区が 1,800だ 、Ⅳ区が 770だである。それぞれの調査区には、第Ⅲ

座標軸系に基づき10m四方のグリッドを設定し、北西部を原点として、東へ向けてアルファベッ

卜順、南へ向けてアラビア数字順

に呼称 し、それぞれの区画は北西

杭の名称をグリッド名とし、これ

に基づいて遺物の取 り上げ等 を

⊆星亀彗
第
婁塁与定地の現況は水雹易

田、畑、宅地跡であり、表上の除

去はバケ ッ トに平爪 を装着 した

バックフォーを用いて実施 した。

より掘 り下げた。遺構の検出はいっ

たん鋤第により大雑把に精査 した

後、遺構面を草削 りを用いて丁寧

に削 り、遺構検出に努めた。地山

付近での遺構検出は比較的容易な

状況であったが、中世遺構面 (4

層上面)な どの精査はやや判別 し

にくい状況であった。遺構の掘 り

下げは主として草削 りにより実施

した。遺構内の調査は大型の上坑

や竪穴住居跡等は十字にベル トを

設置 し、ピットなど小規模な遺構

は半裁 し、土層断面図を作成した。

記録の作成 遺構の平面図は (株)

第 3図 調査区の配置 (S=1/2,500)

課を二rtぼ≧尋子4ミ§摺意:岳絢

写真 3 バックフォーによる表土除去 (Ⅲ 区)



コンピュータシステムによる遺跡調査システム「サ

イト」を使用して測量を行い、出力後補正を行った。

土層図は手測りにより縮尺 1/20,1/10に より作成し

た。有意な遺物出土状況については手測 りにより縮

尺 1/10で平面図・立面図の図イとを必要に応じて行い、

報告書掲載が見込まれる遺物については基本的に出

上位置を「サイト」を用いて記録した上取り上げた。

遺構の写真は、原則として報告書に掲載が見込ま

れるものについては6× 7判 フイルムによる撮影を

行い、メモ・素図作成用、またはピット断面写真な

どは主としてデジタルカメラを使用した。また、全体

写真については調査工程の都合上撮影不可能であっ

たため、各調査区における各遺構面調査の終了ごと

に高所作業車により全体写真撮影を行ったうえ、調

査終了時にⅢ・Ⅳ区を対象としてラジコンヘリによ

り空中写真撮影を実施した。

写真4 遺物包含層の掘削 (I区 )

写真 5 遺構面の精査 (Ⅲ 区)

第 4図 調査区地区割 り図



第 2節 調 査 の経 過

I区の調査

第 1章で述べたとお り、緊急性を要する橋脚部の

I区の調査は、事業者との当初の協議では平成 16年

■ 月から着手の予定であった。 しかし、工事予定地

内の家屋移転が大幅に遅れ、年内に着手することは

極めて困難な状況となった。このため、出雲土木建

築事務所 と再度協議を行った結果、家屋移転が終了

後速やかに基礎除去、表土掘削を終えた後、平成 17

年 4月 当初から前年度繰越事業として対応すること

となった。

調査は平成 17年 4月 26日 から着手 した。 I区で

は中世か ら古代にかけての遺構面を3面検出した。

上層遺構面は中世の造成上上に営まれた遺構面で、

表土掘削の際に土師質土器がまとまっている状況を

確認 した。精査 したところ、土師質土器を花弁状に

配置 して内部に古銭を入れ、さらに土師質土器によ

り蓋 をした地鎮 と考えられる祭祀遺構 を検出した。

中層遺構面では 12～ 13世紀に属する掘立柱建物や

柵列、水溜用 と思われる土坑やこれに伴 う溝などを

検出した。最下層の遺構面では奈良時代に属する掘

立柱建物 3棟 と自然河道を検出した。掘立柱建物跡

は2棟が総柱建物で東西に主軸を揃えて並んでお り、

倉庫 2棟 と側柱建物と考えられる。

I区 は緊急を要する工事のため調査期間が lヶ 月

と短期間ではあつたが、好天にも恵まれ調査は順調

に進行 し、6月 6日 に全体写真撮影を行い調査を終

了した。

Ⅱ区の調査

Ⅱ区は I区 の調査 と併行 して表土掘削を行い、6

月 6日 より調査を開始 した。I区は試掘調査時に古

墳時代後期の遺物が比較的まとまって出上 し、多数

の遺構の存在が予測されたものの、遺構の密度は薄

く、古墳時代中～後期の自然河道や抗列、弥生時代

後期の溝や土坑群が検出されたにとどまった。ただ、

土坑の中でもSK05か らは弥生時代前期の壷が倒立

した状態で検出された。安来市柳Ⅱ遺跡例のような

写真 6 祭祀土坑 (SK01)検 出時

写真 7 1区調査風景

写真 8 Ⅱ区SR02実測風景

写真 9 Ⅱ区調査風景



乳幼児用の壺構 と考えられ、当地域における弥生時

代前期の墓制研究上貴重な資料 を提供 した。なお、

古墳時代中～後期の自然河道からは量的には多 くな

い ものの朱塗の上師器や手握ね土器がまとまって出

土 し、さらにウシの上腕骨が含 まれている点が注意

を引いた。こうした調査成果を得て工区の調査は7

月 1日 に終了した。

Ⅲ区の調査

Ⅲ区はⅡ区の調査 と併行 しつつ、6月 27日 から着

手 した。Ⅲ区については、谷間に位置することや調

査前に宅地であったことから遺構はさほどないもの

と想定 していたが、調査が進むにつれ、宅地造成に

よる攪乱箇所を除 くとほぼ全面に濃密に遺構が分布

することが明らか となった。上層の中世遺構面では

掘立柱建物跡 1、 貝塚、溝等 を検出した。貝塚は長

径約 5m程の浅い土坑内にシジミを中心に構成され

た小規模な貝塚であるが、土錘等の漁携具や鯨骨等

が出上 し、中世における神門水海付近の生業及び環

境を知る上で貴重な資料を得ることができた。貝塚

出上の貝についてはすべて取 り上げて現地で洗浄 し、

持ち帰って検討を行った。またSD24と した中世の溝

からは大型馬の中手骨が出土 し、当屋敷主の性格 を

知る上で注目される資料 となった。

古代の遺構としては、掘立柱建物跡 7棟 をはじめ

土坑・溝を多数検出した。古代の遺構は調査区北半

部に集中し、商東から北西へ流れる当該期の自然河

道であるSR04がその南限を区画するかのような状

況で検出された。掘立柱建物跡の大半は側柱建物で

居住用と推測されるが、調査区西端で検出した SB10 z―

とSB18は総柱建物で倉庫である可能性が高い。当集

落は墨書土器など官衛的な遺物は乏 しいものの、桁

行 14.5mに 及ぶ大型建物 も含まれることから、神門

水海南岸部における中核的な集落の一つであった可

能性が高い。

古墳時代の遺構は中期初頭のものが大半で、掘立

柱建物跡3棟、加工段状遺構 3基及び自然河道(SR03)

を検出した。掘立柱建物跡はいずれもⅣ区で検出し

た竪穴住居群とほぼ同時期のものと想定される。特

10

写真 12 貝の洗浄作業

写真 10 Ⅲ区貝塚 (SX02)の調査

写真 11 中学生による発掘体験 (Ⅲ 区)

写真 13 土器群の実測 (Ⅲ 区)



にSBllは柱材が良好に残存 していて注 目された。こ

れらの遺構は古代の遺構群とは封照的に調査区南側に

集中しており、その間を東西に分害Jす るように自然河

道であるSR03が南流 している。このSR03か らは当

該期の上器が一括投棄された状態で出土 し、完形品が

多い点、高郭や小形丸底董の占める比率が極めて高 く、

水辺の祭祀に関わる土器群と理解される。なかには一

箇所から6個体以上の小形九底重が検出された状況も

確認された。同様な自然河道への祭祀的な土器投棄行

為はⅡ区の吉墳時代後期に属するSR02に おいても認

められ、各時代を越えて認められる当遺跡の大 きな特

徴 となっている。

Ⅲ区では弥生時代の遺構は乏 しく、調査区南側で井

戸 と考えられる土坑 (SK14)を 検出したのみである。

SK14は中世の貝塚 (SX02)の 底面で検出した土坑で、

内部から参J物桶が出土 してお り、当木製品の使用法を

知る上での貴重な発見となった。

Ⅲ区の大要が明らかになった 11月 5日 には現地説

明会を開催 した。好天に恵まれたこともあって約 120

名の見学者の参加を得た。その後補足調査を進めてい

たところ、それまで地山と認識 していた層から縄文晩

期の遺物が出土することが判明した。このため縄文時

代の遺物が出土する調査区東側についてはⅣ区の調査

が終了した後、部分的に面的調査を実施 し、溝やピッ

ト群を検出し、翌年の 1月 19日 にⅢ区の調査を終了

した。

Ⅳ区の調査

このように、Ⅲ区において予想以上の遺構を検出し

たため、Ⅳ区の調査に着手 したのは現地説明会終了後

の 11月 7日 からであった。当調査区は I区の南側に

隣接することから複数の遺構面が存在することが予測

されていたものの、小面積であるため 12月 中までに

は予定どおり調査が終了するものと見込んでいた。と

ころがこの年の晩秋から冬にかけては大荒れで 12月

にはいると連日みぞれ交 じりの雨の日が続き、遺跡が

谷間に位置することから遺構精査 もままならず、当初

の予定より調査は大幅に遅廷することとなった。中世

の遺構面では掘立柱建物跡 3棟をはじめ、貝だまり、

写真 14 調査指導風景 (Ⅲ 区)

写真 15 現地説明会 (Ⅲ 区)

写真 16 現地説明会での遺物展示

写真 17 竪穴住居の検出 (Ⅳ 区 S103)



土坑、溝、ピット多数を検出した。 ピットの中には

底部から古銭が出土 したものもあ り、 I tt SK01と

同様な地領祭祀によるものと考えられる。

下層遺構面では I区のような古代の建物は確認で

きなかったものの、Ⅲ区の古墳時代集落 とほぼ同時

期の竪穴住居 3棟 をはじめ多数の土坑、溝、ピット

を検出した。竪穴住居群は当該期に通有のものであ

るが、玉作関連遺物や土製勾玉未製品が出土 した点

が注 目された。また、S103内 には多量の土師器が一

括投棄された状態で出土 し、当該期の上器編年研究

上の貴重な資料を得ることができた。

年末の大荒れの天気は年が明けてからも続 き、工

期上の制約から雪掻 きしながら遺構精査を進めると

いう劣悪な条件下の中での調査であったが、1月 13

日にラジコンヘリによる空中写真撮影を行い、上述

のⅢ区の補足調査を行った後、1月 19日 にすべての

調査を終了した。

遺物整理・報告書作成作業

遺物の洗浄・注記の一部は現地調査 と併行 して実

施 し、平成 18年度から埋蔵文化財調査センターにて

本格的な報告書作成作業を他事業の報告書作成 と併

行 して実施 した。平成 18年度は他事業の整理作業を

優先 したため、主として遺物の復元、実測を中心に

行い、一部遺構及び遺物の トレース作業を行った。

翌平成 19年度は他事業の発掘調査 と併行 しつつ整

理作業を進め、主として遺構・遺物の トレース、遺

物写真撮影、割付、原稿執筆を行った。なお、遺構・

遺物の トレースはAdobe社の 11lustratorを 使用 し、

遣物 。遺構 ごとに11lustratorに より図版を作成 した

後、Adobe社 の InDesignを 用いて割付作業及び原

稿執筆を行った。

写真 19 雪に覆われた現場 (Ⅲ 区)

写真 21 室内での整理作業

(11lustratorに よる トレース作業)

写真 18 竪穴住居の調査 (Ⅳ 区 S103)

写真 20 雪中での現場作業 (Ⅳ 区)
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第4章 I区の調査

I区では弥生時代前期から中世に至る遺構・遺物を確認した。上層では 13世紀頃の地鎮用と

思われる祭祀土坑を検出し、中層の遺構面では 12～ 13世紀に属する掘立柱建物、柵列、土坑

等を検出した。下層遺構面では奈良時代に属する総柱建物 2棟を含む3棟の建物跡、自然河道

等を検出した。上層の祭祀土坑は土師質土器内に銭貨を納めて土師質土器により入念に蓋をし

た遺構で県内では例がなく注 目される。また、古代の掘立柱建物跡群はⅢ区の古代建物群 とと

もに当該期の出雲平野では数少ない一般集落構造のわかる良好な事例となった。

第 1節 基本層位

第5図に九景川遺跡 I区の上層を掲載した。 I区は遺跡が立地する谷部西側の平野部への出口に

あたる場所で、丘陵に近い南側は比較的浅い位置で地山に達し、北へ向けて徐々に深くなっている。

1層 は近現代の造成土及び耕作上である。このうち下層の1-2層からは近世陶磁器が出土してお

り、江戸時代に堆積した層と考えられる。

2層 は中世の造成上と考えられる黄灰褐色系の土で、一見地山に似る堅く締まった上であり、人

為的に突き固められた土層と思われる。2層 は調査区西部でしか認められないが、西壁付近では厚

さ約 50cm前後に達している。この土層の上面から、後述する祭祀土坑であるSK01が掘り込まれ

ている。重機で除去したため遺物相は不明だが、重機掘削中に龍泉窯系の青磁が 1点出上した。

3層 は黒褐色系の粘質上で中世の包含層である。この層は隣接するⅢ・Ⅳ区でも広く認められる

鍵層で、土師質土器や白磁が比較的まとまって出上している。出土遺物から12世紀頃を中心に形

成された層と考えられる。

4層 は黒～茶褐色系の粘質上で、地山ブロックを含む比較的よく締まった層である。この上面か

ら中世前半期の遺構が掘り込まれている。遺物は多くはないが縄文時代後期から奈良時代の遺物が

出土している。4層 も幾つかに細分され、特に調査区北西側では後述するように大形の溝または自

然河道であるSD07を 責掲色系の砂質上で人為的に埋め立てており、その上面に奈良時代の遺構面

が形成されている様相を確認した。

5層 は黄～灰褐色系の粘質土・砂質上により構成される層である。わずかに弥生時代前期土器が

出土 したが、僅少であり全面的な掘 り下げは実施 していない。弥生時代～古代の遺構はこの層の上

面において検出している。

第 2節 2層上面検 出遺構の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 6図)

2層上面は中世の造成土により形成された遺構面

であるが、先述のようにこの造成土は調査区西側に

おいてのみ分布しており、調査区東側では確認でき

ていない。これは東側は中世包含層である3層上面

が遺構面となっていたのか、後世の削平により中世

造成土が削り取られてしまったものなのかは、にわ

瞼 |

区北壁西側土層
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かには判断し難いが、後述するように地鎮用と思われる祭祀土坑があるにもかかわらず建物等が隣

接する東側の3層上面で確認できなかったことからみて、後者であった可能性が高い。

遺構面は南西から北東に向けて緩やかに傾斜しており、土坑 1、 溝状遺構 と、ピット、杭列等を

検出したが、建物等は確認できていない。

(2)土坑

SK01(第 7・ 8図)

規模と形態 調査区北西隅で検出した遺構で、遺跡が位置する谷の西端、丘陵裾付近に位置する。

径 43cm前後の小規模な土坑で、断面形は台形状を呈している。現状での深さは12cmであるが、重

ё
| |>

機掘削中に発見 した関係

で上方は削平されており、

正確な深さは不明である。

内部には灰褐色系の上が

堆積していた。

当遺構の構造を調査所

見により復元すると、ま

ず①径 50cm前後の比較的

浅い土坑を掘 り込み、②

その底部 に長 さ10 cm前

後の円礫を敷き詰め、③

敷き詰めた円礫上に5個

の上師質土器小皿を花弁

状に配置 し、④その中に

それぞれ銭貨を複数枚配

し、⑤再び土師質土器小

皿を伏せて蓋をし、埋め

戻すといった、一連の工

程が復元できる。土師質

土器小皿による蓋は複数

枚によって幾重にも行わ

れていたものと思われる

が、当遺構は重機掘削時

にその上方部を破壊 して

しまったため、その正確

な上部構造は不明である。

小皿内に配置されてい

た銭貨は4枚のものと5

枚のものがあるが、ブロ

ンズ病による崩壊が進行

鞄

鞄

鞄

0                         10m

第 6図 九景川遺跡 I区 2層上面遺構配置図 S=ソ200

だ
ぽ
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第 7図 九景川遺跡 I tt SK01実 測図

S=1/15

第 8図 九景川遺跡 I tt SK01銭 貨出土状況

遺構 :S=1/10、  遺物 :S=1/3

している個体が多いため、正確な枚数は確認できていない。また、調査した範囲内では炭化物や骨

等は確認できなかった。

SK01出土遺物 (第 9。 10図)第 9図はSK01か ら出土した土師質土器小皿で、古銭埋納用の容器

及びその蓋として使用されたものである。

いずれもほぼ同形同大の小皿で、口径 10.1～ 11.Ocm、 器高 3.0～ 3.6cm、 底径 5cm前後を測るが、

全体的にやや歪みの顕者な資料が多い。

器形はほぼ直線的に立ち上がり、口縁部はやや内

湾気味で丸 く収めている。底部はやや風化が進んで

いるが、確認できる資料ではいずれも回転糸切痕が

認められる。

第 10図 は土師質土器小皿内から出土した銭貨であ

る。個々の釈読及び詳細な計測値は表2に掲げた。

SK01出土古銭は、先述のように全般に遺存状況が

悪 く、文字の判別が困難な資料が多い。文字の判読

できる資料は第 10図 16の 開元通賓 (621年初鋳)を

邸篭砂ぽ

16

写真 23 SK01発見時



除くと、いずれも北宋代の資料に限定され、明代の

資料は認められないようである。

遺構の性格と年代 既に述べたように、当遺構はそ

の形態や特異な古銭出土状況から、中世期によく見

られる地鎮のための祭祀遺構と判断される。残念な

がら検出した箇所が調査区隅であり、本来付近に存

在したと思われる建物群との空間的配置関係は不明

である。

県内における中世期の銭貨を用いた地鎮遺構は9

例が知られており、①銭貨のみが単独で出土するも

写真 24 SK01発見時 (横方向から)

の、②銭貨と皿がセットで出土するもの、③鍋もしくは釜+皿に銭貨が伴う事例に分類されている

(西尾2002)。 当例は②に該当するが、他の事例が柱穴であるのに対し当例は明らかに祭祀用の上

坑であり、かつその丁寧な作りは他事例とその様相を大きく異にする。比較的類似する例としては、

機殻

10cm

(S=1:3)

出土遺物実測図 (1)Si1/3第 9図 九景川遺跡 I tt SK01
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―

(S=1:1)

第 10図 九景川遺跡I tt SK01出 土遺物実測図(2)S=1/1

広島県三次市山崎遺跡 SK09例などが比較的似た事例であるが、底面に円礫を敷 く事例は稀なよう

である。

遺構の年代については、層位的関係から12世紀以降であることは確実である。銭貨は明代の銭

を含まず、14世紀以前のものである可能性が高い。土師質土器からの年代比定は困難だが、やや

厚手のつ くりは松江市黒田畦遺跡土居第Ⅳ調査区例 (広江 1992)に 類似 している点から、現段階

では 13世紀代を中心とする時期のものと考えておきたい。

SD01(第 11図 )

規模と形態 調査区西側で検出した小規模な溝で、長さ56m、 幅 40cm、 深さ5cm前後を測 り、や

や弧状を呈する小規模な溝である。本来は東の方へさらに延びていたと思われるが、遺構検出時に

掘 り下げすぎたため失われている。溝内には黒褐色粘質土が堆積 していた。

遺構の性格と年代 遺物は出土 していないが、層位的関係からみてSK01と ほぼ同時期の遺構 と考

18



表 2 九景川遺跡 I tt SK01銭 貨計測表

図版番号 初鋳年 銭径 (A)/羨径 (B) 内径 (C)/内径 (D) 里
皇

第10図 1  嘉砧元賓(北宋)

第 10図 2  □□元賓

第10図 3  元豊通賓 (北宋)

第 10図 4  景徳元賓 (北宋)

第 10図 5  □□元賓

第±0図 6  □□通賓 (北宋)

第 10図 7  元市通賓 (北朱)

第 10図 8  紹聖元賓 (北宋)

第 10図 9  聖未元賓 (北宋)

第 10図 10    元□□□

第10図 11  熙寧元賓 (北宋)

第 10図 12  熙寧元賓 (北宋)

第 10図 13  元砧通賓 (北宋)

第 10図 14  元豊通賓 (北宋)

第 10図 15  元□通賓

第10図 16  開元通賓 (唐 )

第 10図 17    不明

第10図 18  興寧元賓 (北未)

第 10図 19  □聖元寅

第10図 20  天虐通質 (北宋)

第 10図 21  治平元賓 (北未)

第 10図 22  □□通費

第10図 23  熙寧元賓 (北宋)

第 10図 24  政和通賓 (北宋)

第 10図 25  至和通賓 (北宋)

2360mm  2375mm

38 00mm  39 00mal

24 50mm

247Э卿  %10mm

24 30mm  2445mm

24 20mm

2405mm  2400mm

2505mm  2575mm

2380mm  2380mm

2460mm  2495mm

24 15mm  2420mm

2455mm  2470mm

2475mm 2485m

130～ 1 45mm    1 60g

120-1 30mm    l llg

l10～ 1 30mm    2 92g

1 10mm       1 03g

120´-1 25mm   0 75g

115-1 20mm   0 77g

125～ 1 30mm    1 52g

145～ 1 55mm    381g

140´ヤ1 50mm   0 93g

130- 1451コ m   096g

125^-1 45mln   2 57g

l15～ 1 20mm    1 04g

105～ 1 20mm    1 80g

135～ 1 40mm   2 25g

1 40mm      083g

090～ 1 10mm   2 56g

l10～ 1 20mm    1 64g

120～ 1 30mm    1 85g

1 20mm       0 63g

140～ 1 50mm   244g

1 211mm       l 14g

140´ -1 50mn   0 71g

l10～ 1 20mm   2 88g

l15^-1 30mn   2 61g

135～ 1 40mm   2 1lg

1056年 (暦 )

1078年 (暦 )

1004年 (暦)

1086年 (暦 )

1094年 (暦 )

1101年 (暦 )

1068年 (暦)

1068年 (暦 )

1086年 (暦 )

1078年 (暦 )

621年 (暦)

1068年 (暦)

1017年 (暦 )

1064年 (暦)

ｍｍ
　
　
闘

ｍ
　
　
剛

590mm  590mm

700mm  640mm

695mm  695mm

590mm  610mm

ｍｍ
　
　
ｍｍ
　
　
　
　
ｍ
　
　
ｍｍ
　
　
ｍｍ

ｍ
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ｍｍ
　
　
ｍ
　
　
硼

ｍｍ
　
　
ｍｍ
　
　
ｍ

孵

２３

孵

Ю

２５

Ю

ｍｍ
　
　
ｍ
　
　
ｍ

暦

暦

暦

年

年

年

えられる。遺構の性格は不明である。

杭列 l(第 6図)

規模 と形態 SD01の北側で検出した抗列で、抗 自体は腐食 し

て残っていないが、土壌化 した痕跡により杭の跡 と判断された。

現状では2.8m程が残存 していており、S字状に蛇行 している。

遺構の性格と時期 打ち込み面が確認できないため年代は不明

である。性格についても不明と言わざるを得ないが、その位置

と方向が後述する下層のSD07の護岸付近にほぼ対応 している点

が注意される。

第 11図  九景川遺跡 I tt SD01

夢琶瀕Jtt  S=1/60
写真 25 1区 4層上面遺構面 (東から)
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第 3節 4層上面検 出遺構の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 12図)

4層上面は中世前半期の包含層である3層 を除去した茶褐色系の粘質土上面で検出した遺構群で、

遺構覆土は概ね3層 と同じ黒褐色粘質土系の土が堆積しており、概ね11世紀末～ 13世紀の遺構と

考えられる。
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第 12図 九景川遺跡 I区 4層上面平面図 遺構 :S=1/200、 遺物 :S=ν 12、 1/8
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聰鬱

閣③

粥5⑤

朦  腟    ら
第 13図 九景川遺跡 I

平P41ド

⑧ ¬
Ю

浸亀暫辱査土            中
区SB01・ SA01実測図 S=1/60

遺構面は標高 37～ 42m

で南西から北東へ向けて緩

やかに傾斜 している。SB01

などをはじめとする居住関

連遺構は調査区南東部に位

置し、SK03等の、おそらく

耕作関連と想定される土坑、

溝群は柵列 SA01を 境界 と

して西側に分布 している。

(2)掘立柱建物跡

SB01(第 13図)

規模と形態 調査区東南 に

位置す る掘立柱建物跡で、

後述するSA01と ほぼ主軸

を同 じくしている。建物は

北東隅の一部 しか確認で き

ていないが、梁間2間以上、

桁行 3間 以上あった ものと

推測される。柱穴間はかな

りばらつきが認められる。

なお、この南側に隣接す

るⅣ区でも同 じ4層上面で

掘立柱建物跡 を数棟確認 し

ているが、この建物の続 き

と思われる柱穴は確認でき

なかった。おそらく調査区

天地返 しの関係で調査でき

なかった I区 とⅣ区の間で

収 まる規模の建物 と推測 さ

3層 と同じ黒褐色系の粘質土

①

理

⑬
瑠

⑤

P95⑬ Y◎ m6

菌O③

聰9◎

Pa③

⑩
Ｐ‐５ Ｐ‐２⑬

⑬

聰

れる。

柱穴は比較的小規模で径 20～ 30cm、 深さ20cm前後のものが多 く、

が堆積 していた。

遺構の性格と時期 柱穴内からの遺物は出土 していないが、層位的所見から3層包含層の時期、12

世紀頃の建物跡と考えられる。建物の性格・構造は部分的にしか確認できていないため、不明とい

わざるを得ない。

SA01(第 13図)

規模と形態 SB01の 北西側に約 170cm離れてSB01桁方向とほぼ平行 して位置する柱穴群で、検出

した範囲での長さは9,9mを 測る。柱穴間の間隔はまちまちで、長い箇所で2.3m、 短い箇所で ■5

つ
る



SK02
引

1 黒褐色粘質土(黄色ブロック若干含む)

2 暗黄褐色粘質土(黄色ブロック多量に含む)

3 黒褐色粘質土

4 暗掲色砂質土

5 灰掲色砂質土

6 灰色粘土

1 暗責褐色土(責色プロック多く含む)

2 黒褐色粘質土(炭、地山ブロック小粒を含み、粘性高い)

3 暗灰褐色砂礫層(やや粘土を多く含み、汚れる)

0           1m

珍

第14図 九景川遺跡 I tt SK02・ 03実測図 S=1/40

mである。柱穴はSB01と ほぼ同規模で、覆土は黒色～灰褐色系の粘質上が堆積 していた。

遺構の性格と時期 SB01の桁行と主軸を同じくすることから、SB01と 同時期かつその付属施設で

ある可能性が高い。当遺構の西側では溜井状遺構であるSK03や廃棄土坑であるSK02が位置する

点からみて、居住域とその外部を区画する柵列的な遺構 と想定される。

なお、当遺構の北西側にも、これとほぼ平行するピット列があるようにも観察されたが、柱穴間
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0                         11n

第 16図 九景川遺跡 I tt SK03遺 物出土状況

遺構 :S=1/40、 遺物 :S=1/12

の距離がかなり不揃いになることから遺

構 としては取 り扱っていない。

(3)土坑

SK02(第 14図)

規模と形態 調査区のほぼ中央で検出し

た土坑で、平面形は長楕円形 を呈する。

規模は、長径 2.4m、 短径 1.9m、 深さ85

cm前後を測る。底部は中央付近が若干窪

み、浅い二段掘状 を呈 している。覆土は

底面付近に灰掲色系の粘上、砂質上が堆

積 し、その上に暗褐色砂質土、最上層に

黒褐色・暗黄褐色系の地山ブロックを含

む粘質土が堆積 していた。水平に近い堆積

状況や地山ブロックを多量に含む上が堆積

している点などからみて、人為的に埋め

戻 した上である可能性が高い。

SK02遺物出土状況 (第 15図)床 面付近

から青磁が 1点、包含層中より上錘、土

師質土器、弥生土器等が出土 している (写

真 26)。

SK02出土遺物 (第 17図)1は 同安窯系

の青磁皿 I-lbに 属する資料で、底径 4.9

cmを 測る。内外面 とも施釉 され、見込み

部に櫛または箆状工具により花文が描か

れている (太宰府市教育委員会 2000)ω。

2は土師質土器郭で、底部に回転糸切痕

を残す。3は小型の上錘で平面形は寸詰ま

りの楕円形状を呈 し、重さ10.5gを 測る。

4は弥生土器広口壷の口縁部で、口縁端部

を上下に拡張 し、2条の四線文を施 してい

る。下層からの混入品と考えられる。

遺構の性格と時期 1の 同安窯系青磁から

12世紀中頃から後半の遺構 と想定される。

埋土の様相からみて、廃棄土坑的な性格で

ある可能性が考えられるが、定かではない。

(1)当遺跡出上の陶磁器類については、鳥根県埋蔵

文化財調査センター西尾克己・守岡正司氏にご

教示いただいた。

⑦

第 15図  九景川遺跡 I

遺構 :S=1/40、

区 SK02遺物出土状況

遺物 :S=1/12

り

顧
ね

写真 26 SK02遺 物出土状況
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第 17図 九景川遺跡 I tt SK02・ 03・ SD05'06・ P85出土遺物実測図 S=1/3

霞SK03(第 14図)

0                  10cm

(S=1:3)

規模と形態 調査区西側、SK02の南西約 5m付近で

検出 した土坑である。平面形は長楕円形を呈 し、長

径 2.Om、 短径 1,7m、 深さ約 90cmを 測る。底部はほ

ぼ平坦で、斜面に一ヶ所ステップ状の平坦面が削 り

出されている。土坑の南東側にはSD04が取 り付い

てお り、SD05と ともにSK03に付随する施設であつ

た可能性が高い。

埋土は上層から暗黄褐色上、黒褐色粘質土、暗灰

掲色砂礫の順で凹状に堆積 してお り、自然堆積であ

ると半」断される (写真 27・ 28)。

SK03出土遺物 (第 17図 6)第 17図 6は 3層 か ら

出土 した土師質土器郭の底部である。底径 5.4cmを 測

り、不明瞭ながら底面に回転糸切痕を残 している。

遺構の性格と時期 当遺構の年代は、出土遺物や層

位的関係から、12世紀頃の遺構であると考えられる。

性格については断言できないものの、坦土が明らか

に自然堆積状を呈 している点や、土坑の形態及びス

テップ状の平坦面を有する点、小溝が取 り付いてい

る点からみて、畑地などにおける溜井状の施設であつ

た可能性 も一案としては想定されよう。

写真 27 SK03検出時
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(4)溝

SD02(第 18図)

規模と形態 調査区中央北側で検出した小

溝で SD03と 一部接 し、コンターラインと

ほぼ直交 して主軸を南北方向に向けて位置

している。検出した範囲での規模は、長さ2.3

m、 幅 16cm、 深さ5cm前後を測る浅い溝で

ある。覆土は3層 と同じ黒褐色系の上が堆

積 していた。

SD02出土遺物 土師質土器が若干出土 して

いるが、細片のため図化 し得なかった。

遺構の性格 と時期 僅少であるが、出土遺

物から12世紀頃の遺構 と想定される。性格

については不明である。

SD03(第 18図)

規模と形態 調査区中央北側で検出した小

溝で、先述のようにSD02と 一部接 し、ほ

ぼ同一方向に主軸 をとって位置 している。

規模 は、長 さ■5m、 幅 20cm前後、深 さ5

cm前後で、SD02と 同様な黒褐色系の上が堆

積 していた。

SD03出土遺物 土師器・土師質土器片が出

土 しているが、細片のため図化 していない。

遺構の性格と時期 細片ではあるが、出土

遺物や層位的関係からSD02と ほぼ同時期

1 黒掲色粘質土

B~、
昇

堕 ゴ

1 黒褐色粘質土

lm

第 18図 九景川遺跡 I tt SD02・ 03実測図 S=1/40

0    1m の遺構 と判断される。
1暗灰掲色± 6D05埋土)       

半

 sD04(第 19図 )2 灰褐色土 (SD04埋土)

第 19図 九景サll遺跡 I tt SD04・ 05実測図 S=1/60 規模 と形態 調査区西側で検出 した溝で、

先述のSK03南側に取 り付 き、南端はSD05と 切 り合っている。土層観察からSD04が先行すると

思われるが、一連の遺構である可能性が高い。遺構の規模は、長さ5.2m、 幅約 80cm、 深さ 15cm

前後で、溝内には灰褐色上が堆積 していた。遺物は出土 していない。

遺構の性格と時期 遺構の年代を示す明確な遺物は出土 していないが、SK03と 密接な関連を持つ

遺構であることから、中世前半期の遺構である可能性が高い。その機能としては、その配置関係か

らみてSK03に雨水を導 くための溝であったと想定される。

SD05(第 19図 )

規模と形態 調査区西側に位置し、南西から北東へ延びる小規模な溝で、先述のとお りSD04の 南

を切っている。検出した範囲での規模は、長さ9.3m、 幅 60cm前 後、深さ18cmを 測る。溝内には

暗灰掲色系の上が堆積 していた。

>才
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ど
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第 20図 九景川遺跡 I区 3層 出土遺物実測図 (1)
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第21図 九景川遺跡 I区 3層 出土遺物実測図(2)S=1/2、 2/3

SD05出土遺物 (第 17図 7)SD05内 からは弥生土器または土師器の細片が若干出土 している。第

17図 7は甕口縁部の細片である。緩やかに外反する形状を呈 し、端部は九 く収めている。口縁部

端部に刻みなどは認められないが、やや大形の石英・長石を多 く含む胎土からみて、弥生時代前期

に属する資料である可能性が高い。その他、弥生時代終末期前後の甕片 も若干出上 している。

遺構の性格と時期 切 り合い関係からSD04よ り後出することは明らかであり、SK03及 びSD04

とほぼ同時期の遺構と想定される。溝内の出土遺物は下層からの混入品であろう。遺構の性格につ

いては、SD04と 同じく導水的性格の施設であった可能性が高い。

(5)I区 3層出土遺物 (第 20・ 21図)第 12図 に主な3層 出土遺物の分布状況を示した。遺物はそ

れほど多くはないが、その多くはSB01。 SA01の位置する調査区東側を中心に分布 しており、遺

構の散浸な調査区南西部からはほとんど出上していない。

第 20。 21図 には3層 出土遺物を示した。第20図 1は弥生土器の甕である。口縁部は強く屈曲し



端部を九 く収めている。胴部は内外面ともナデ調整により仕上げている。Ⅲ-1前後の資料 と思わ

れる。2は土師器甕の口縁部で復元口径 16 0cmを 測る。口縁部は段部が九みを帯びてほぼ直立する

形】犬を呈 し、全体的に厚手である。後述するⅣ区S101～ 03と ほぼ同時期に属する資料 と想定される。

3は小形丸底壷で、口縁部はほぼ直立 し、頸部を強 くなでることにより複合口縁状に仕上げている。

胴部は中央部に最大径を持ち、外面にヨコハケが認められる。やはりS101～ 03と ほぼ同時期の資

料 と考えられる。5は弥生土器蓋 と思われる資料で、二方向に円孔が認められる。大型の砂粒を多

く含む胎土からみて弥生時代前期に属する可能性が高い。

4は須恵器杯蓋で、小片ではあるが復元径 12.3cmを 測る。天丼部はヘラ切 りのちナデにより仕上

げている。大谷 5期 (大谷 1994)に 属する資料であろう。6は甑の取手で外面を粗いナデにより仕

上げている。1～ 6は基本的に下層からの混入品と考えられる。

7～ 14は 白磁・青白磁である。7・ 8は玉縁状口縁部の太宰府分類椀Ⅳ類 (横田・森田 1978)の 白磁

で、緑かかった厚い釉薬がかかっている。9は皿V～Ⅶ類、10は抗 V類に属する。10の外面には

櫛描文状のモチーフが描かれている① llは椀Ⅳ類の底部で外面下半部及び底面には釉が及ばない。

12は高い高台を備える椀V類の底部で、見込みに円圏を巡らせその内部に櫛描文によるモチーフ

を充填 している。13は 白磁Ⅳ類椀の底部、14は青白磁皿の底部である。15～ 30は土師質土器で

ある。15はハの字状に開く足高の高台を備える杯で、体部 もほぼ直線的に開く形状をなす。17は

無高台の杯であるが、体部の形状は 15に 近い形状を呈する。18の杯 も直線的に開くが、若千内湾

気味に立ち上がっている。24、 26、 27は高台付杯の資料であるが、脚部のみで杯部の形状は不明

である。底部にはいずれも回転糸切痕を残す。

第 21図 には3層 出土の鉄器、土製品、鉄器等を掲載 した。1～ 5は鉄器で、うち 1～ 4は釘と

想定される資料である。1は現存長 4 7cmを 測 り、先端部を欠損 している。頭部はやや折 り曲げら

れているが打面は形成されていない。2は 1と ほぼ同規模の釘ないしは棒状鉄片で、やはり先端部

を久損 している。3は小形の釘で長さ3.5cmを 測る。頭部は折 り曲げられ打面が形成されている。4

は 3と ほぼ同タイプの釘であるが、頭部を欠損 してお り、現存長 4.2cmを 測る。これらの釘はいず

れも断面形は方形ないしは矩形を呈する。5は長さ8 8cm、 幅 2.Ocmを 測るヘラ状の鉄片で、先端部

は九みを帯びやや外反している。

6。 7は鉄津である。6は椀形鍛冶淳で断面 2段状を呈するようにも見える。中央部に溝状の窪み

があり、炭の噛み込みは比較的少ない緻密な淳である。分析の結果、砂鉄起源の鍛錬鍛冶淳と判定

されている (第 8章大澤・鈴木論文参照)。 7は径 2 7cm前 後の球形の小形淳で、気泡が多 く炭の噛

み込みが少ない。分析の結果、鍛錬鍛冶津片と判定されている。

8・ 9は土錘で、いずれも円柱状の小形タイプである。8は半分以上を欠損 し、現存長 2.4cm、 重量

4.25gを 測る。9も 約半分が欠損 してお り、現存長 3.4cm、 重量 4.77gを 測る。

10は チャー トまたは玉髄製の石核 または楔形石器 と考えられる資料で、長さ2.Ocm、 幅 2.6cm、

厚さ2 0cmを 測る。上下面に潰れ状の細かな剥離が認められる。11は珪質岩製の剥片で、長さ43

cm、 幅 2.2cm、 厚さ1 6cmを 測 り、断面は三角形状を呈する。各辺には細かな剥離痕が観察されるが、

その剥離角度からみて縄文時代以前の剥片剥離技術 とは考え難 く、鉄製工具等を用いて石材加工を

行った玉作関連資料である可能性が高い②。

(2)島根県埋蔵文化財調査センター 稲田陽介氏のご教示による。
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第 4節 5層上面検 出遺構 の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 22図 )

5層上面遺構群は、中世遺構面が掘り込まれた4層を除去し、基盤層である灰褐色系砂質土上面

で検出した遺構群で、弥生時代から奈良時代の遺構が含まれるが、中心となる遺構は奈良時代の建

物群である。

遺構面は南西から北東へ傾斜する標高 3.3～ 40mの緩やかな斜面に位置している。北西隅は後

‐⑫l鰺
~   31‐

17

・ ≒＼
＼
ヒ 4厚

31ワ

ぎ9        19m
第 22図 九景川遺跡 I区 5層上面平面図 遺構 :S=1/200、 遺物 :S=1/12、 1/8
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述するSD07が存在するが、おそらく旧河道に相当するものと思われ、その上面、すなわちSB03・

04と ほぼ同一面に奈良時代の遺物がまとまって認められた。このことから、奈良時代に旧河道で

あるSD07を埋め立て、その整地面に掘立柱建物群を営んだものと推測される。

遺構は調査区西側で先述のSD07の すぐ南にSB03・ 04がほぼ軸を同じくして東西に並んでいる。

この2棟はその配置関係や主軸方向からみて同一時期に併存していた可能性が高い。調査区南側に

は2× 3間の掘立柱建物跡であるSB02が、やはり東西主軸で位置するが、SB03・ 04と は主軸方

Q

T                 35mB
0       1m

l 暗茶褐色土     ~
2 茶褐色粘質土

3 黒灰掲色粘質土

4 黒掲色粘質土

第 23図 九景川遺跡 I tt SB02実測図 S=1/60

30



⑦

E~ペチ
~も一―嗚十~琶

万4

0       1m

l 茶捐色粘質±     8 暗黒褐色粘質土    ~
2 灰茶褐色粘質±    9 暗黄茶褐色粘質土

3 灰色砂質土      Ю 暗灰色砂質粘土

4 灰色粘質±      11 暗灰褐色粘質土

5 黒茶褐色粘質±    12 灰茶掲色粘質土 (ブロック多い)

6 暗茶掲色粘質±    13 暗茶褐色土
7 暗茶灰掲色粘質±   14 黒褐色土

第 24図 九景川遺跡 I tt SB03実測図 S=1/60

Э
聴

      _Э

F咎

⑤塑
I P70

岸 V  幣  ∀
「

鞠

類似することから古代に属するものと考え

ているが、古墳時代中期まで遡る可能性 も否定できない。性格については特定できないが、後述す

るように倉庫 と想定されるSB03'04に 隣接することから、同時代の建物であれば、それに関連す

る施設である可能性 も考慮される。

SB03(第 24図)

規模と形態 調査区東側で検出した掘立柱建物で、後述するSB04と 主軸を同じする。2間 ×2間

の構造で、規模は2.6m× 2,7mと 平面形がほぼ正方形状を呈する建物である。両梁間とも中央の

柱穴が若干棟持柱状に外側に張 り出している。柱穴の規模は径 40～ 60cm前後で、深さはSB02と

同様 30cm弱 と浅い。

向が若干ずれてお り、SB03・ 04と 同一併

存 していたかどうかは不明である。

調査区中央部には不定形な落ち込みで

あるSX01が存在するが、層位的関係から

みて古墳時代以前の遺構である可能性が高

(2)掘立柱建物

SB02(第 23図 )

規模と形態 調査区東側で検出した掘立柱

建物跡である。

一部は調査区外へと延びてお り全容は不

明であるが、東側梁間中央の位置する柱穴

の存在や、調査区側溝の断面において当建

物と思われる柱穴存在が確認できたことか

ら、2× 3間 の構造である可能性が高い。

規模は梁間4,3m、 桁行 6.7mを 測る。柱

穴の深さは約 15cm前後と浅いことから、4

層中から掘 り込まれていたか、中世以降に

削平 されてしまった可能性が高い。覆土

は黒～茶褐色系の粘質土が堆積 していた。

また、P80お よびPl14は 二段堀状を呈 し、

下段の直径は約 18cm前 後を測 り、柱材の

大きさを一定程度反映 しているものと考え

られる。

遺構の性格と時期 柱穴内から遺物は出土

していないが、層位的所見から古墳時代中

期～奈良時代に属する建物跡 と考えられ

る。後述するSB03・ 04と の関係や、Ⅲ区

で検出した古代の掘立柱建物群と構造的に
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当建物で注 目される点は、惨

建物中央には他の柱穴 と同

様な規模の柱穴は存在せず、

その代わ りに径 18cm前 後の

小形の柱穴が桁行方向に並

んで認め られる点である。

その位置関係からみて束柱 ■

状のものであつた可能性が

高い。

遺構の性格 と時期 柱穴内 ,

か ら遺物は出上 していない ●

が、隣接す るSD07上 面で

検出 した土器群 との関係か

らみて奈良時代に属する可

能性が高い。性格 について

は、特異な束柱及び棟持柱

状にやや張 り出した柱穴の

存在から、やや特異な建物

であつた可能性 も想定 され
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茶褐色粘質±     5 灰掲色粘質土

茶～灰掲色粘質±   6 灰褐色土

灰褐色砂質粘±    7 灰色砂質土

灰茶褐色粘質土

第 25図 九景川遺跡 I tt SB04実測図 S=1/60

るものの、後述するSB04と の関係から考えて、倉庫

であった可能性が最 も高いと考えている。

SB04(第 25図 )

規模と形態 SB03西側で検出した掘立柱建物で、先

述のとお りSB03と 建物主軸 を同 じくする。建物の

構造は2間 ×2間の総柱建物で、規模は2.8m× 2.6

mを 測る。柱穴の配置はやや歪みが認められるが、

SB03の ような棟持柱状の張り出しはない。柱穴の規

模は径 25～ 50cm前後とかなりのばらつきが認められ

るが、深さが20cm耳司とかなり浅ヤヽことから、上部は

相当部分が削平されていたものと推測される。柱穴内には主として茶褐色～灰褐色系の粘質土が堆

積していた。

遺構の性格と時期 柱穴内から遺物は出上していないが、先に述べたようにSD07上面土器群との

関係から奈良時代の遺構である可能性が高い。性格については総柱建物という構造からみて、倉庫

であった可能性が最も高いと考えている。

(3)溝等

SD06(第 26図 )

規模と形態 調査区東側で検出した小溝である。南東から北西方向へ延び、SB02と 一部重複して

いるものの、直接的な切り合い関係はない。調査区内で検出した範囲での規模は、長さ6.4m、 幅

32

写真 30 SB03・ 04



⑫

⑥

剛

1 黒褐色土

2 黒褐色土 (ブ ロック多い)

1 黒褐色土

3 暗灰褐色粘質土

＼                      (聖

整寺D

0       1m

―

暗灰掲色粘質土

第26図 九景川遺跡 I tt SD06・ 08実測図 遺構 :S=1/60

約 40cm、 深さ 10cm前後を測る。溝内には黒褐色土が堆積 していた。

SD06出土遺物 (第 17図 5)第 17図 5は SD06か ら出上 した弥生土器の底部である。しっかりし

た平底状を呈 し、底径 7.3cmを 測る。内外面はハケにより仕上げてお り、石英・長石などの大形砂

粒を多 く含む点から弥生時代前期に属する可能性が高い。

遺構の性格と時期 出土遺物から弥生時代前期の溝である可能性が考えられるが、混入品である可

能性 も否定できない。性格については不明である。

SD08(第 26図 )

規模と形態 調査区東側で検出した小溝で、先に述べたSD06と ほぼ平行するように北西にS字状

に蛇行して廷びている。規模は現存長で4.6m、 幅 35cm前後、深さ5cm前後を測る。溝内の覆土は

暗灰褐色粘質土が堆積していた。

遺構の性格と時期 遺物は出土していないが、SD06と 隣接し、かつほぼ平行して位置することから、

これと同時期の遺構と思われる。

SD07(第 27図 )

規模と形態 調査区北西隅で検出した遺構で、その規模や屈曲する平面形態からみて、溝というよ

りもむしろ自然河道であった可能性が高い。南岸を検出したのみで溝幅などは不明であるが、現状

での深さは約 60cmを波Iり 、断面は比較的緩やかな傾斜をなしている。溝内の覆土は、底面付近に

】．一
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◎
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◎
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暗黒褐色粘質上が堆積 し、その上層に灰

褐色系の粘質上が凹状に堆積 した後、大

形の責色地山ブロックを含む責灰色砂

質土が 30cm近 くの厚さで堆積 していた。

この責灰色砂質土は堅 く締まってお り、

人為的に造成 した上である可能性が高い

(写真 31)。

遺物の出土状況 (第 28図 )遺 物は主

として 1層 の黄灰色砂質上の上面でまと

まって出上 したほか、下層の4層からも

古代を中心とした遺物が出土 している。

また、古代の遺物の多 くはSD07東側の

溝肩付近の上面に比較的まとまって認め

られた (写真 32)。

このことから、SD07は奈良時代のあ

る段階まで自然堆積 したのち、人為的に

造成 。整地 され、その上面 にSB03・ 04

等の掘立柱建物が営まれたものと理解で

きる。

SD07出 土遺物 (第 29図 )第 29図 1

は弥生時代中期の甕で、口径 33.4cmを 測

る。口縁部はやや内傾気味に上下に拡張

し、3条の凹線文を施す。頸部には刻 目

突帯を貼 り付けている。Ⅳ-1～ 2式に

に属する (松本 1992)。 2は土師器甕で

口縁部はゆるやかにタト反し、端部はやや

先細 り状に収めている。内面は顎部以下

ヘラケズリを施すが器壁は厚い。古墳時

代後期以降の資料であろう。3も 同様に

古墳時代後期以降の甕である。日縁部の

外反度は鈍 く、肩の張 りも弱い。

4は退化 した複合口縁状を呈する甕で

器壁はかなり厚 く口縁部外面にヨコナデ

による凹面を顕著に残す。古墳時代中期

の資料であろう。5は古墳時代後期以降

に属する大形の甕で、回縁部は強くタト反

し端部は九 く収める。6は頸部の張 りの

弱い小型奏で、日径 16.8cmを測る。口縁

34

―
黄灰色砂質土 (大形責色ブロックを多 く含む)

淡灰褐色砂質土 (小型黄色ブロック若干含む)

黒灰褐色粘質土 (小型黄色ブロック 炭を若干含む)

灰褐色粘質土 (SD07の埋土で炭 奈良時代の上器を若干合む)

暗黒kFJ色粘質土 (炭 ブロック小粒 を若干含む)

九景川遺跡 I tt SD07実 測図 S=1/60第 27図
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第28図 九景川遺跡 I tt SD07遺 物出土状況 遺構 :S=1/60、 遺物 :S‐ 1/12、 1/8

部は内湾気味の退化した複合口縁状を呈し、胴部の

張りは弱い。古墳時代中期のものであろうか。7は土

製支脚の脚部で、内面は中実ではなく上げ底状を呈

し、外面を縦方向のユビナデ 。オサエによって仕上

げている。8は土師器皿で内外面及び底面に一部赤彩

痕を残している。底部の調整は風化のため不明。9は

土師器高杯で、脚部内面に杯部と脚部を接合する際

の顕著な肥厚が認められ、接続法β (松山1991)に

よるものである。

10～ 12は 無高台の須恵器杯である。いずれも底

部が比較的小さな平底で口縁部がやや内湾し屈曲するタイプで、青木編年 I～ Ⅱ期 (松尾 2006)

に属するものと考えられる。11の底部は一見静止糸切にも見えるが定かではない。13は外面には

平行タタキのち縦方向にカキメを巡らしている点から横瓶と思われる。口径 13.Ocmを 測り、日縁部

は強く外反し、端部は丸く収めている。14は 杯で受部立ち上がりは低い。底部を欠くが、口径や

立ち上がりの形状からみて、大谷 5期前後の資料であろう (大谷 1994)。

15。 16は鉄器である。15は刀子で刃部の大半を欠くが、現存長で7.5cm、 茎長 5。 lcm、 刃部幅 1.8

cmを 測る。両関で刃部は内湾が顕著な形態をなす。16は鎌と思われる資料で刃部の大半は欠損し

写真 32 SD07上面遺物出土状況
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ている。現存長 5.5cm、 幅 2.7cmを測 り、一隅を柄の装着用に折 り曲げているが顕著ではない。

遺構の性格と時期 遺構の性格については、部分的な検出のため断言できないが、その不整形な形

状から人工的な溝ではなく自然河道であった可能性が高い。覆土内の出土遺物は弥生時代中期～奈

良時代と幅があるが、造成土中及びその上面の遺物は青木編年 I～ Ⅱ期の遺物にほぼ限定されるこ

とから、8世紀前半に人為的に埋め立てられるに至ったものと解釈される。

SX01(第 30図 )

規模と形態 調査区中央やや東寄 りで検出した不整形な溝状の落ち込みで、長さ9.3m、 幅は広い

箇所で24mを測る。断面は浅い皿状を呈 し、よくしまった茶灰色土が堆積 していた。

遺構の性格と年代 遺構内からは弥生土器細片が若千出土 しているが、小片でありかつ風化が著 し

いため図化 していない。よって年代の特定は困難だが、埋上の様オロや周辺からの出土遺物からみて

弥生時代中期の遺構である可能性が高い。

④ I区 4・ 5層出土遺物 (第 31図)

第 31図は I区 4・ 5層から出土 した遺物である。1は縄文土器片である。色調は灰黄褐色を呈 し、

口縁部外面をやや肥厚させ斜格子状のモチエフを充填する。津雲A式・彦崎 KI式 に類する縁帯

文土器と考えられる。

A一    l   鞠 」

1 茶灰色プロック土

q鬱 (圭墓をきЪ弥生

◎

0

2～ llは弥生土器である。2は大形の弥生

土器底部である。 しっか りした平底 を有 し、

底部外面に指頭圧痕 を残す。摩滅により調整

は不明だが、大形砂粒 を多 く含む特徴的な胎

土からみて弥生時代前期に属する資料 と考え

られる。3は弥生前期の壼肩部の資料である。

4条によるヘラ描沈線文の直下に羽状文を施文

している。I-4式に属する資料 と思われる(松

舅卜1992)。

4は鉢口縁部の小片で、口縁郡外面には凹線

文を施文後刻みを施 している。Ⅲ-2～ Ⅳ lに

属する資料で同様の資料はⅢ区SR04に おいて

も出土 している。5は 2と 同じく弥生時代前期

0     1m

―

第 30図 九景川遺跡 I tt SX01実 測図 S=1/80

写真33 1区 4層弥生土器出土状況

37



-0-熟
笠7距巫貶9   17

第131園

0                  .10C4n
15     -

(S‐ 1お)

0                        10cm―

lS l:2)

《) .B

九景川遺跡I区.4・ 5層出土遺物察測図 争
"牧

1/2



▼ 平〒

(S=1:3)

第 32図 九景川遺跡 I区遺構外出土遺物実測図 S=1/3

に属すると思われる甕底部である。これのみが 5層 中か ら出土 している。

6は風化が著 しいが口縁部形態からみてⅢ-1式の奏と考えられる。9は小型の甕で口径 15。2cm

を測る。口縁部はわずかに内傾する複合口縁状を呈 し、外面に2条の凹線文を施文する。胴部中央

部付近に櫛歯状工具による刺突文を施す。内面には縦方向のヘラケズリが施されるが胴部上半部に

は至っていない。Ⅳ-2式に属する。

10は高杯の脚部で脚端部を断面三角形状に肥厚させ、脚部外面を沈線及び刺突文により飾る。9

とほぼ同時期に属すると考えられる。11は半円形の取手であるが器種は不明。

12～ 15は土師器で概ね古墳時代中期に属する資料 と思われる。12は口径 17.7cmを測る甕である。

口縁部は複合口縁 を呈するが段部は鈍 く、また器壁 もかなり厚い。13も 複合口縁甕だが、より口

縁部段部の退化が顕著である。14・ 15は高杯で、14は脚部屈曲部付近に3方向の円形スカシが認

められる。16は口縁部が緩やかに外反する単純口縁の壷で、厳密な年代比定は難しい。

17は絹雲母製0の有孔円盤でSX01の西側付近から出上 した。径 3.lcm、 厚さ4.541mを 測るほぼ正

円形の円盤で中央部に片面穿孔による双孔が認められ、全面にわたり研磨による擦痕が認められる。

周辺出上の遺物から勘案 して古墳時代中期のものと考えられる。通常の集落出土資料としては県内

では非常に稀な事例になると思われる。

(5)I区遺構外出土遺物 (第 32図 )

第 32図 は表土掘削中または壁面清掃や側溝掘削中に出土 した遺物である。1は有段の杯部を有

する高杯である。2～ 6は土師質土器である。4は高台付小皿で口径 8.2cm、 器高 2.8cmを淑Iる 。

7～ 10は 白磁である。7は太宰府分類Ⅳ類椀の底部、8'9はⅣ類椀の口縁部で、8は比較的釉が薄い。

10は ■-la類の皿と思われる。

一巡
評
‐

(3)当遺跡出上の石器の石材鑑定は三瓶自然館の中村唯史氏にご教示いただいた。
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第 5章 Ⅱ区の調査

Ⅱ区は、谷間に立地する当遺跡の最奥部に位置する調査区であり、縄文時代から古墳時代に

至る遺構・遺物を確認した。居住関連施設は確認できなかったが、溝、土坑、杭列、自然河道

等を検出している。特に弥生時代前期に属するSK07では土坑内から重が倒立した状態で検出

され、当地域では珍しい弥生時代前期の壷棺である可能性がある。また自然河道であるSR02

からは量的には多くないものの古墳時代中期～後期に至る遺物が出上し、なかには赤彩土器や

獣骨等も含まれることから、Ⅲ区SR03と ともに水辺の祭祀に関連する遺構である可能性も考

慮される。

第 1節 基本層位

Ⅱ区は谷間に立地する当遺跡でも最も最奥部に立地する調査区である。当初は調査対象外の区域

であったが、Ⅲ区の表土掘削残土置場として利用するに先立って試掘調査を実施したところ、遺物

を多数確認したため急邊調査対象とした区域で、調査面積は約520どである。

第34図に工区東壁の上層図を示した。1層 は表土ないしは近代の造成上で約60～ 80cmと 厚く堆

積していた。2層 は橙～茶褐色系粘質上で部分的に堆積しており、近世以降の造成上と思われる。

3層が古墳時代中～後期の遺物を含む包含層で茶～灰褐色系の粘質土が50cm前後堆積していた。細

町 髯

/ /
0                 1Clm

第 33図 九景川遺跡Ⅱ区 3層上面平面図 遺構 :S=1/250、 遺物 :S=1/12
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か く細分可能であるが、層位的な整合性は認められ

ない。4層 は土層図には図示 していないが、灰色系

の砂質土で、山裾に近い調査区西側にのみ認められ

た層であ り、弥生時代中期～古墳時代中期の遺物が

若干ではあるが出上 している。その下は灰色系の砂

利層である5層があ り、この上面で遺構検出を行っ

た。なお、この 5層 からも後述するように側溝掘削

時に縄文晩期土器が若干出土 したものの量的には僅

少であったため面的調査は実施 していない。

第 2節 3層 上 面検 出遺構 の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 33図)

工区では近世造成上である2層 を除去 した時点で

一旦面的精査を行った。精査 した範囲は調査区西側

のみである。調査区内は南西から北東に向けて緩や

かに傾斜 している。遺構は南西部から若千のピット

を検出したのみで、特に規則的な配置は認められな

2層出土遺物 (第 35図 )遺 物は調査区西側の調査

区側溝中より若干出土 している。2層 出土資料 とし

ているが、当該箇所は丘陵に近い地山が浅い場所で

層位的にはやや混乱 してお り、実際出土遺物の様相

も3層 と違わない。

1は土製支脚である。脚部など一部欠 くものの、お

およその規模はわかる資料である。背面に貫通 しな

い円孔を設け、脚部は上げ底状に窪んでいる。

2は土師器甕で口径 19.5cmを測る。口縁部下から顎

部にかけては強いヨコナデにより形成された2条の

写真 34 Ⅱ区調査風景第 34図 九景川遺跡Ⅱ区土層図 S=1/80
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(S=1:3)

第 35図 九景川遺跡Ⅱ区2層 出土遺物実測図 S=1/3

稜が認められ、外面をタテハケ、内面を横方向のヘラケズリにより仕上げる。1の土製支脚とほぼ

同時期の資料 と思われる。3は古墳時代中期の上師器甕の回縁部で、復元口径 14 9cmを 測る。厚手

の作 りで口縁部外面にわずかに複合口縁段部の退化 した稜線を残す。

4は土製支脚の脚部である。中実であるが、高い上げ底状 となっている。外面は縦方向の粗いユ

ビナデにより仕上げ、内面には横方向のヘラケズリを施している。

第 3節 4・ 5層上 面検 出遺構 の調 査

(1)遺構の分布と概要 (第 36図)

古墳時代中～後期の遺物包含層である3層 を除去 してSD09最終掘削時の溝 (SD09-A)や若

干のピットを検出した後、さらに4層 を除去 し基盤層である5層上面で面的精査を行い、当初掘

削時のSD09等の遺構を検出した。第 36図 には5層上面段階で検出した遺構群を掲載 している。5

層上面は3層上面と同じく北から南へむけて緩やかに傾斜 してお り、標高 5.7～ 6.7mを 測る。

遺構の分布は散浸だが、丘陵に近い西側では溝群、柵列、ピット群を検出し、谷に近い調査区東

側においては自然河道であるSR02を検出している。上坑は調査区各所に散在 し、その分布に規則

性は認められない。

(2)建物等 (第 37図)

SA02(第 37図 )

規模と形態 調査区西側で検出した柵列跡で、北西から南東の方向へ、長さ4.5m分程を検出した。

柱間距離は60～ 120cmと ばらつきがあるが、ピットは一つを除いて径 40cm前後で比較的まとまっ

ており、柱根を残す柱穴も存在する。

遺構の性格と年代 柱穴からの遺物は出土 していないが、周辺ピット出土柱根の AMS年代を勘
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案すれば5～ 6世紀前半の遺

構である可能性が高い (第 8

章第 3節 )。 性格については

SD09と の位置関係から区画的

な施設であった可能性も考慮

されるが定かではない。

SA03(第 37図 )

規模 と形態 SA02の す ぐ東

側で検出した柵列状遺構で、

SA02か らかなり西へ主軸を

振っており、長さ5,Om程を検

出した。柱間距離は90～ 150

cm程度で、柱穴の規模は径 20

cm前後とSA02よ り小振 りな

ものが多い。覆土は灰褐色系

の粘質土が堆積 していた。ま

た、SA02と 同様に柱根が残存

している資料も認められた。

遺構の性格と年代 柱穴から

の遺物は出上 していないが、

SA02と 同様にAMS年代測定

値からSR02と ほぼ同時期の遺

構 と推察される。性格 もにわ

かにイよ決し難いが、SD09イこ隣

接 しかつほぼ平行 して位置し

ていることからみて、SD09と

密接な関係を持ちつつ機能し

ていた遺構である可能性が考

えられる。

(3)土坑

SK04(第 38図)

規模と形態 調査区北東隅で検

長径 84cm、 短径 72cmを測る。断面は浅い皿

く
溜

0

第 36図 九景川遺跡Ⅱ区5層上面平面図 S=1/250

写真 35 Ⅱ区5層上面遺構面 (北から)

出 した上坑である。平面形は不整形な楕 円状 を呈 し、

状を呈 し、深 さ25cmを 測る。

遺構の性格と年代 土坑内からは遺物は出上しておらず、年代 。性格ともに不明である。

SK06(第 38図)

規模と形態 調査区西側で検出した土坑で、SA02と 重複している。平面形は不整形な楕円状を呈

し、平面規模は78cm× 60cmを 測る。



⑤

1 暗灰褐色粘質土 4 暗灰褐色土 (砂粒を多く含む)

2 灰褐色粘質土 (プロック多い) 5 灰褐色土 (砂粒を多く含む)

& 灰掲色砂質土

第37図 九景川遺跡Ⅱ区SA02・ 03実測図 S=1/60

④     ⑤     g

1 灰褐色粘質土 (砂粒・ブロック多い)

第 38図 九景川遺跡Ⅱ区SK04,06実測図 S=1/40

断面形は浅い皿状を呈し、深さ10cm前後である。覆土は砂粒等を多く含む灰褐色粘質上が堆積

していた。

遺構の性格と年代 遺物が出上しておらず、性格 。年代とも不明であるが、遺構配置からみて

SD09や SA02・ 03と 比較的近い時期に営まれたものである可能性が高い。

SK05(第 39図 )
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Q I

1灰オリーブ色粘質土
(粘性高く砂粒を多く含む)

0            50cm

第 39図 九景川遺跡Ⅱ区SK05実測図 S=1/20

0                  10cm

(S=1:3)

第 40図 九景川遺跡 Ⅱ区 SK05出 土遺物実測図 S=1/3

(網掛けは漆状付着物の範囲)

規模と形態 調査区北側中央の緩斜面上

で検出した土坑で、平面形はほぼ円形を

呈する。検出時にやや掘 りすぎたため本

来の規模は不明であるが、現状での大 き

さは径 54cm、 深さ20cm程 を測る。出土 し

た土器の大 きさからみて、本来の深さは

30cm以上はあったものと推測される。土

坑内の埋土は灰オリーブ色粘質土が充填

していた。

SK05出 土遺物 (第 40図 )SK05内から

は、ほぼ中央付近から、頸部以上を欠 く

弥生土器壺が倒立 した状態で出上 した (第

39図 ・写真 36)。 土器は先述のとおり顎部

以上を欠 くが、胴部以下はほぼ全周が残

り残存高 20.lcmを 測る。

やや間延びした器高の高い壼で、胴部

最大径はほぼ胴部中位付近に位置する。

肩部には現状では段及び沈線は認められ

ない。調整は、外面は縦方向、内面は下

半部が縦、胴部以上が横方向のヘラミガ

キ調整が認められる。器壁は lcm前後 と

厚 く、胎土は石英 。長石等の大形砂粒 を

多 く含んでいる。また、胴部最大径付近

には漆状の黒色物質が付着 した痕跡が帯

状に認められる。

なお、土器内からは遺物は一切出上 し

なかった。

遺構の性格と年代 出土土器は、文様等を

欠 くため明確な位置づけは難 しいが、胎

土や器形、調整からみて弥生時代前期末～

中期初頭、 I-4様 式～Ⅱ-1様式 (松本

1992)前後に位置づけられる資料 と考えら

れる。

遺構の性格については、遺構の一部を欠

くため断言はできないが、重が倒立 して出

土した状況は、人為的に意図的に据えられ

たと考えてよい。こうした弥生前期壼の倒

立出土例としては、安来市柳Ⅱ遺跡SK01

ヒニ娑▲

写真 36 Ⅱ区SK05土器出土状況
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0       2m
崇

SD09-3
1 灰褐色砂質土
2 灰褐色砂質土 (プロック多い)

SD09-2
1 灰茶褐色粘質士
2 暗灰褐色粘質土

3 灰褐色粘土

4 灰オリーブ色ブロック土

5 オリーブ色砂質土

6 灰褐色砂質土

SD09-1
1 黒茶褐色粘質土 (SD09-A覆土)

2 黒灰褐色粘質土 (ブロック小粒 を含む SD09-A覆 土)

3 暗灰褐色粘質土 (最終掘削時覆土)

4 黒灰褐色粘質」

5 灰オリーブ色ブロック土 (や や粘性あ りSD∞ ―B覆土 底面から弥生後期土器出土)

6 灰色粘質土

第41図 九景川遺跡Ⅱ区SD09実測図 遺構 :S=1/120、 1/60、 遺物:S=1/12

があり、当地の縄文時代後晩期の埋奏の系譜を引 く土器棺であると報告されている (島根県教育委

員会 1996)。 当例 も人骨・副葬品出土などの決め手を欠 くものの、柳Ⅱ遺跡 SK01と 同様な弥生時

代前期の壷棺であった可能性を想定したい。なお、胴部付近の漆状の付着物も、壼の下には既に腐

朽 してしまった木製等による何 らかの容器があり、それとの接着のための痕跡であった可能性 も、

一案としては想定される。

(4)溝

SD09(第 41図 )

規模と形態 調査区西端で検出した溝で、西側に位置する丘陵の下端部分で検出した溝である。溝

は丘陵下端部を取り巻くように弧状をなしている。

土層観察から3回以上の掘削が認められ、最終段階の溝 (SD09-A)は 4層上面で検出した溝

46



で、調査区内ではごく一部を検出したに過ぎないが、

検出した範囲での規模は長さ5.5m、 幅約 60cm、 深

さ20cm前 後を測る。埋土は灰褐色砂質上が堆積 して

いた。

もう一つの最終段階の溝はプラン検出時には確認

できず、土層観察段階で確認できたものである (第

41図 SD09-1'3層)。 溝の規模は幅35cm前後、深

さ25cm前 後で暗灰褐色粘質土が堆積 しており、溝の

床面にはこの掘削時による小溝の痕跡が部分的に認

められた。直接的な切り合いがなく、前後関係は不

明であるが、この二つの溝はほぼ平行して丘陵裾を

巡っており、最終段階には二条の溝が並走していた

可能性が高い。

最初に掘削されたSD09-Bは 検出した範囲で長

さ15.4m、 幅 1.6m、 深さ40cm前後を測 り、やはり

丘陵裾を巡るように弧状を呈する。覆土はいくつか

に分層されるが、灰褐色・灰オリーブ色系の粘質土

が堆積していた。

SD09出土遺物 (第 43図)溝 の底面付近から弥生土

器片が出土しており、出土状況からみて最初に掘削

された段階の溝に伴うものと考えられる。

第43図 1は口径 18.Ocmを 測る甕で、口縁部は短く

直立し、外面に3条の凹線文を施す。肩部にはやや

幅広の原体によるノ字刺突文が認められる。弥生後

期前葉に属する資料であろう。2は 口縁部は拡張が顕

著でなく短くタト傾し、3条の凹線文を施文する。頸部

付近に幅広で鋭利な原体による連続刺突文を施して

いる。1よ り若干後出的であるが、九重式以前、門

0       1m

―l 暗茶褐色粘質土 (黄色ブロック小粒含む)

2 黒褐色粘質土

第 42図 九景川遺跡Ⅱ区SD10実測図 S=1/60

0               10cm

(S=1:3)

第 43図 九景川遺跡Ⅱ区SD09。 10出土遺物実測図 S=1/3

写真 37 SD09(SD09-A)
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Q

第 44図 九景川遺跡Ⅱ区 杭列 2実沢1図 S=1/30

生 Ⅱ期前後の資料 と考えられる (島根県教育委員会

1998)。

遺構の性格と年代 底面出土遺物から、溝 (SD09-B)

の掘削年代は弥生時代後期前葉と考えられるが、最終

掘削時のSD09-Aは 4層上面で検出したことから、

古墳時代後期以降の遺構 と想定されるものの、滞内出

土遺物がないため、それ以上の特定は困難である。

遺構の性格 としてはSA02・ 03等柵列 との関連から

区画溝的な機能が想定されるが、溝内の様相が判明し

ないため、詳細は不明である。

SD10(第 42図 )

規模と形態 調査区西側で検出したもので、等高線 と

ほぼ平行 してほぼ東西方向に走る溝である。規模は、

長さ47m、 幅 40～ 60cm、 深さ15cm前後を測る。

覆土は上層に暗茶掲色粘質土、下層に黒褐色系の粘

質上が堆積 していた。

SD10出土遺物 (第 43図)溝 内か らは弥生土器が 1

点出土している。第43図 3は 口径 11.6cmを測る小壷で、

口縁部は短 くハの字状に開く単純口縁で、紐通用の小

子しが認められる。外面はヨコナデ調整、内面は顎部以

下に時計回りのヘラケズリを施す。類例が乏 しいため

正確な位置づけは困難だが、弥生時代後期に属する資

料 と考えられる。

遺構の性格と年代 出土遺物から弥生時代後期段階の

溝と考えられる。

(5)杭列

杭列 2(第 44図 )
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第 45図 九景川遺跡Ⅱ区 杭列 3実測図 S=1/30
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規模と形態 調査区北西部で検出した遺構で、東西に方向にやや館行しながら延びている。杭列の

長さは43mを測
.り

、径!5～ 10cmの杭が雑然―と20cm前後の深さで打ち込まれていた。杭に絡あた

横木などは確認できていない。

造構の性格と年代 抗を打ち込ん―だ面が確認できないため、時期を特定することは困難―である.が、

周辺の遺物相からみて古墳時代以前の遺構|である可能性が高い。付近に河道らしき落ち込みもなく、
P1446は不明である。

柄列3鉾 45図)

規模と形態 調査1区南西で検出した杭列であるが、杭5本分、長さに
|し

て24111分 を検出した.にす



ぎない。杭列の方向はSD09と

ほぼ直交する東西方向である。

使用 された杭材は径 6cm前 後の

細い材で、浅いもので 15cm、 深

いもので 50cm前後打ち込まれて

いた。

遺構の性格と年代 杭の打ち込

み面が確認できないため詳細は

不明であるが、周辺の追物相か

ら古墳時代後期以前の遺構であ

る可能性が高い。

(6)自 然河道

SR02(第 46図 )

規模と形態 谷部中央に近い調

査区東側に位置する自然河道で

ある。流路というよりも淀み状

の落ち込みに近い形状で、肩部

は明確ではない。調査区内では

長 さ20m程 を検出 し、調査区

南側は約 9,8mと 非常に幅広 く

なっているが、北に向けて急激

に幅を狭め、狭い箇所では 2.2

m程度となっている。深さは深

い箇所で 40cm前 後 と比較的浅

く、埋土は下層に灰色砂質土、

上層に茶褐色砂質粘上が堆積 し

ていた。なお、河道北側付近に

は比較的大形の柱根 を残す柱穴

が 2基認められたが、切 り合い

関係から河道埋没後に営まれた

遺構であると考えられる。

SR02遺物出土状況 (第 47図 )

SR02か らは比較的まとまって遺

物が出上 しているが、完形品は

乏 しい。その多 くは河床に近い

レベルでまとまってお り、また

河道東側に集中している。遺物は

大きく見て北側と南側にグループ

第 47図 九景川遺跡 Ⅱ区 SR02遺物出土状況

遺構 :S=1/80、  遺物 :S=1/12

ｌ
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写真 38 SR02獣 骨出土状況
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第48図 九景川遺跡Ⅱ区SR02出土遺物実測図 S=1/3

に分かれる。遺物は古墳時代中期後葉～後期前半とやや幅が認められるが、層位的または平面的な

グルーピングにおいて明確な時期差は確認できない。

また、出土遺物の中には、丹塗の高郭などに混 じってウシの上腕骨が出土 してお り (写真 38)、

土器群の性格を考える上で示唆的であるとともにその所属年代が注目される。

SR02出土遺物 (第 48図 )

1は土師器甕の口縁部である。顎部はよくしまり、口縁部は強く屈曲して直線的に開く。口縁部

の形状は古墳時代後期的だが、頸部がよくしまり稜をなす点はやや古い様相を残 している。2は退

化 した複合口縁を有する甕で、口縁端部は丸 く収めやや外方へ突出する。回縁部外面には痕跡的な

稜を残すのみだが、内面には明確な段部を形成 している。

3は高郭脚部で杯部との接合部から大 きくハの字状に開く形状をなし、外面に赤彩痕を一部残 し

ている。4は 同じく高郭脚部である。脚部は途中で屈曲し大きく開く形状をなす。外面のほか、内

面にも一部赤彩痕が認められる。

5は高杯の郭部である。杯部の形状は浅い皿状を呈 し、器壁が非常に厚いのが特徴である。外面

はハケ、内面はナデ調整により仕上げた後、内外面ともに赤彩を施 している。6は高杯脚部で、脚

部下方に屈曲点が認められる資料である。赤彩は確認できない。8は手捏ね土器で、口径 5.4cm、

器高 5.Ocmを測る。内外面とも指頭圧痕が顕著な粗雑なつ くりのものである。

9は須恵器蓋で回径 14.7cmを 測る。天丼部には丁寧な回転ヘラケズリを施 し、段部を2条の沈線

により表現 している。口縁部端部はやや嘴状を呈するが明確な段を形成 しない。口径からみて大谷
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第49図 九景川遺跡Ⅱ区3層遺物出土状況 遺構 :S=1/250、 遺物 :S=1/12、 1/8

2期～ 3期古相の資料であろうか (大谷 1994)。 10は ほぼ完形の須恵器杯で、口径 12.lcmを 測る。

立ち上が りは高 く、端部はやや丸いが面取 りを行っている。やはり大谷 2期前後の資料 と思われる。

11・ 12は土師器杯である。11は 口径 14.Ocmで口縁部は大 きく開いて端部がやや肥厚させつつ丸

く収め、外面を軽いヘラケズリで仕上げたのち、内外面に赤彩を施す。12は内湾するタイプの杯で、

古墳中期後半的な杯である。赤彩痕は確認できない。

遺構の性格と年代 SR02は その形状からみて人工的な遺構 とは考えにくく、その立地からも自然

河道と理解するのが適切である。出土遺物の年代はやや不明な点が残るものの、その中心は古墳時

代後期前葉にあると言える。SR02出土遺物群で注 目されるのは、赤彩高杯の比率が高 く、手捏ね

土器や獣骨が出土 している点であり、後述するSR03と 同様に水辺における祭祀的な土器群であっ

た可能性 も十分に考慮されよう。

(7)Ⅱ 区 3層出土遺物 (第 49・ 50図)

第 49図 に3層出土遺物の分布状況を示 した。3層は主 として古墳時代中～後期を中心 とした遺

物包含層である。特に集中箇所は見出し難いが、調査区北側からは弥生時代後期以降の遺物はほと

んど出土 しておらず、当該期の遺物はより丘陵部に近い調査区西側に偏る傾向が認められる。
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S=1/3第 50図 九景川遺跡Ⅱ区3層 出土遺物実測図 (1)
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第51図 九景川遺跡Ⅱ区3層出土遺物実測図(2)1・ 2:S=1/3、 3:S=1/2

第 50図 1は弥生土器甕または壷の底部である。しっかりとした平底を呈 し、内外面をハケ調整

が認められる。器壁の様子や胎土からみて弥生時代前期 と考えられる。2は複合口縁甕で口径 19.5

cmを測る。比較的薄手のつ くりで、口縁部外面下半に沈線が認められるが、いわゆる擬凹線文とは

異なる。3は月同部まで残る小形甕で、口縁部外面には段部を表現する痕跡的な細い沈線が認められ、

肩部にはヨコハケのほかヘラ状工具による刺突文が認められる。古墳時代中期でも前半に属する資

料であろうか。4はやや退化した複合口縁を有する甕である。口縁端部は九く収めているが、まだ

器壁は厚くなってはいない。口縁部段部は1条の沈線により表現している。内面ヘラケズリの始端

位置は顎部屈曲部からかなり下がっている。古墳時代前期末の資料であろう。

5は小形丸底壷である。口縁部は比較的短く、口縁部外面に痕跡的な複合口縁状の稜を残す。胴

部最大径付近にはヨコハケを施している。6は大型の甕で、口縁部はやや上方に長く立ち上がり、

端部は内面に若干肥厚する。顎部は比較的よくしまり、肩部には縦方向の後横方向へ比較的粗いハ

ケを施している。5・ 6と もに古墳時代中期前半頃の資料と思われる。

7は甑の取手、8は山陰型甑の脚 (口縁)部 と思われる。8は内面だけでなくタト面にも軽いヘラ

ケズリ痕が認められる。9は土師器高イの杯部である。有段タイプの資料で、郭部は比較的深く、

口縁部は長く直線的に立ち上がる。風化により調整は不明であり、赤彩痕も残存していない。10

も高杯杯部で接合部付近しか残っておらず杯部下半の接合部は突出している。11は高郭脚部だが、

脚径が比較的太く、当該期では珍しい資料である。脚部外面にはタテハケ痕が顕著に残り、外面に
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第 52図 九景川遺跡Ⅱ区4・ 5層出土遺物実測図 S=1/3

赤彩が認め られる。12は杯で内湾する形状 を呈 し、内外面 をヨコナデにより仕上げている。18は

高杯脚部で、比較的短脚 タイプの資料である。杯部 と脚部 との接合部には底か ら粘土 を貼 り、なで

つけたかのような痕跡が認められる。

14～ 18は須恵器である。14は郭で口径 10,7cmを 測る。立ち上が り部は上方へ長 く立ち上が り、

端面には段部を設ける。大谷 1期に属する資料である (大谷 1994)。 15の郭は口径 11.8cmを 測 り、

立ち上が りは低 く斜め上方に立ち上がる。底部調整は不明だが、大谷 5期に属する資料 と思われる。

16は さらに口径が縮小 し、立ち上が り部の退化が進んだ杯である。底部調整はヘラ切 り未調整で

大谷 6期に属する。

17は須恵器高杯で一部脚部が残る。杯部は単純に内湾 しつつ開 く椀形を呈 し、脚部には切れ込

み状の2方向スカシが認められる。大谷 4～ 6期に属する資料であろう。18は須恵器高郭脚部で、

脚端部は短 く直立 した平坦面を有 し、4方向に切れ込み状の方形スカシが認められる。

第 51図 1・ 2は土製支脚で、SA02・ 03付近から出上 した。1は脚部の大半を欠 くが、背面の円

孔の一部がわずかに残っている。2は脚部と角部の一端を欠き、背面の円孔は現存する部分では確

認できない。3は双孔棒状土錘である。一端を欠 くが、現存長 3.5cm、 重量 14.03gを測る。断面は

ほぼ円形で一端に径 5mm前後の円孔を穿つ。

(8)Ⅱ 区 4・ 5層出土遺物 (第 52図 )

第 52図 は4・ 5層から出土した遺物を掲載 した。1が調査区側溝掘削時に5層 中から出土 した遺

物であるほかは4層 出上の遺物である。

1は縄文晩期土器深鉢口縁部の小片で、口縁部端部に水平方向からの刺突痕が認められる。2は

弥生土器甕口縁部である。口縁部は頸部から強く水平方向に屈曲しほぼ直立する端面を形成してい

る。Ⅳ l前後の資料と思われる。

3は土師器甕で口径 22.Ocmを 測る。口縁部は退化 した複合口縁状を呈 し、端部はやや肥厚する。

古墳中期前半頃の資料であろうか。4は土師器高杯で、古墳時代前期の郭部外面に稜を有さず緩や
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第 53図 九景川遺跡 Ⅱ区遺構外出土遺物実浪1図 S=1/3

かに外反する高郭の系譜を引くタイプであるが、口径が縮小し、郭部が著しく深くなっている点か

らみて中期以降に降る資料であろう。5は高郭郭部で円盤充填タイプで刺突痕 aを 有するタイプで

ある (松山 1991)。 6は砂岩製の砥石である。一部を欠くが平面鼓状の比較的整った形状を呈する

砥石で、現存長 6.lcm、 幅 5 0cm、 厚さ3,9cmを 測る。使用面は4面あり、いずれの面にも鉄器刃先

痕と想定される傷が認められる。

(9)Ⅱ 区遺構外出土遺物 (第 53図 )

第 53図 1は調査区北側溝中から出上した縄文土器で、おそらく5層 出土と思われる。口縁部端

部付近に刻目突帯を有し、口縁部端部上面も刻むタイプの突帯文土器である。

2は土師器高杯の脚部で脚下半が強く屈曲し脚端内面に幅広の平坦面を有するタイプの高杯であ

る。赤彩は確認できない。3は単純口縁タイプの上師器甕で、顎部の屈曲は比較的甘い。肩部がや

や張り、胴部外面に粗いタテハケを施すが肩部ヨコハケは認められない。4・ 5は土師質土器杯の

底部で、4は若千高台状を呈するタイプで、5は底部に回転糸切痕が認められる。

6は表土から出土した須恵器杯底部で、底径 8.6cmを 測る。杯部下半の立ち上がりは直線的では

なく丸みを帝びて内湾気味に立ち上がる。7は須恵器蓋の口縁部である。体部は非常に扁平でつま

みを欠く。口縁部端部は下方に短く屈折しほぼ垂直な平坦面を形成する。青木Ⅲ期前後の資料であ

ろう (松尾 2006)。 8は甑の取手で断面形は不整円形を呈し、外面は粗いナデにより仕上げている。

9は大型の管状土錘で調査区北側側溝から出土した。ほぼ完形で、長さ8.Ocm、 幅 2 5cm、 厚さ2.7cm、

重量 50.62gを 測る。

∩
Ｍ
Ｍ
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第 6章 Ⅲ区の調査

Ⅲ区は、今回の調査区では最も遺構・遺物が集中していた調査区である。検出された遺構は

弥生時代後期から近世までの各時期にわたるが、主たる遺構は古墳時代中期、奈良～平安時代、

中世前半期の3時期のものである。古墳時代中期では柱根が良好に残存する掘立柱建物跡を検

出したほか、自然河道において水辺の祭祀に関わる土器群を検出した。古代の遺構では多数の

掘立柱建物跡を検出し、なかには桁行 14.5mに も及ぶ大形建物や倉庫と想定される総柱建物等

が含まれる。中世遺構面では小規模ではあるが貝塚を検出している。

第 1節 基本層位

Ⅲ区の調査前の現況は大半が水田であつたが、西側の一部は宅地となっており、この部分は攪乱

が著しく (G4・ G5グリッド付近)、 遺構・遺物も断片的にしか検出できていない。それ以外の

箇所においても攪乱はかなり激しかったが、調査区南西部は比較的遺存状況が良好で、中世遺構面

と古墳時代遺構面とを重層的に検出することが可能な状況であった。

Ⅲ区の土層を第55・ 56図 に示す。1層は表土・耕作土・攪乱土である。2層 は暗掲色～灰掲色

系の粘質土で中世以降の堆積による層である。この 1・ 2層は重機により除去した。3層 は黒褐色

粘質上で、白磁などを含む中世前半期の遺物

包含層であ り、 I・ Ⅳ区と共通する。特に調

査区南西部では堆積が厚 く、遺物 も比較的ま

とまって出上 した。

4層 は茶褐色系の粘質土で、地山ブロックを

多 く含み、この上面から中世の遺構が掘 り込

まれている。遺物は少ないが中世土器を若干

含むことから当該期の造成上である可能性 も

考えられる。5層 は黒褐色系粘質上の遺物包含

層で、弥生時代後期～奈良時代の遺物を含ん

でいる。中世以前の遺構はこの層を除去 した灰

オリーブ色～黒灰褐色上である6層上面で検

出している。この6層の一部からは縄文時代

の遺構 を若干検出したが、これについては節

を改めて後述する。

これらのうち、3～ 5層 は調査区西側でしか

検出し得ていない。奈良時代の遺構・遺物が

密集 した調査区北側中央及び北東部において

は、表土を除去すると薄い黒色土を若干挟ん

だ後、遺構面に達 している。この黒色土は調

査段階では3層 と類似 していたが中世の遺物

はほとんど含まず、その大半が古代の遺物で占

写真 39 Ⅲ区遠景 (玉泉寺裏遺跡から)

写真40 Ⅲ区西壁土層 (北から)
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められていたことから、3層 とは区別 し便宜的に2層 としてして取 り扱った。第 139～ 141図 で 1

～ 2層 出土遺物として掲載 した遺物はほとんどがこの区域からの出土遺物である。おそらくこの区

域は中世段階以降に削平を受けたか、もしくは中世期のあまり遺構が営まれなかった区域であった

と想定される。

一方、調査区南西部は先に述べたとお り中世遺構面とそれ以前の遺構面とが層位的に分離可能な

状況であった。このため、本章では、まず調査区南西部の4層上面で検出された遺構・遺物を報告

し、次いでⅢ区全体において 6層上面で検出された弥生時代後期～中世にかけての遺構を検出順に

その概要を述べ、さらにⅢ区6層の一部について実施 した断ち割 り調査時において検出した縄文時

代の遣構・遺物の順で、順次報告することとしたい。

の

99輪
五 亀ω ガ

際
馬
が
√

|   |
第54図 九景川遺跡Ⅲ区遺構配置図

|

(古墳～古代遺構面)S=1れ00
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写真 41 Ⅲ区南西部 4層上面遺構面 (東から)

第 2節 南西部 4層上面検出遺構の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 57図 )

Ⅲ区南西部は約 300ど程の範囲で、北側は近世以

降の削平により大 きく削 り取 られ、段状を呈 して

お り、南及び東側は宅地造成により完全に破壊 さ

れていた。調査区内は南から北へ降る緩やかな緩

斜面となってお り、標高 46～ 5,4mを 測る。

当該地区の 4層上面は 3層 の中世前半期の遺

物包含層により安定的に覆われてお り、後述する

SD18や SK08な どの一部の遺構を除 くと、その大

部分の遺構はほぼ 12～ 13世紀頃の遺構であると

考えて大過ない。

調査区の中央 には中世の小規模 な貝塚である

SX02が位置 し、その北側の一部切って小規模な

掘立柱建物跡であるSB09が位置 している。また

SX02以外にも貝層 1の ような小規模な貝だまり

が存在 した。調査区の西壁付近及び南壁付近には

SD21、 SD18、 SK08と いった溝や土坑が存在するが、

これらは近世以降の遺構である。

その他、調査区東側にはSD16・ 17の ような小

規模な溝や比較的規模の小さい柱穴が散在 してい

るが、明確な建物を復元するに至っていない。

また、他の時期の遺構面で確認 されたような、

調査区の位置する谷を南流する当該期の自然河道

は検出されず、当時はより東側を南流 していたも

のと考えられる。

(2)掘立柱建物

SB09(第 58図 )
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第 56図 九景川遺跡Ⅲ区北壁土層図 S=1/80



規模と形態 SX02の北側で検出した建物で、SX02及 び貝層 1と 重複 している。SX02及び貝層 1

を除去 した段階で検出したことから、これらより先行する建物と考えられる。

建物構造及び規模は、2× 1間で梁間 3.5m、 桁行 3.5mの ほぼ正方形を呈 しているが、全体的

にやや歪みのある印象を受け、また梁間の柱間が著 しく広い。なお、西側柱列の南側延長線上に幾

つかの柱穴が並んでいる状況が確認されたが (写真 42)、 柱間が不均等である点や東側では対応す

る柱穴は確認できなかった。

柱穴は40× 70cmの楕円形状 を呈するものが多い

が、幾つかのものについては抜 き取 り時によるもの

である可能性 も考えられる。柱穴の深さは30cm前後

で主として黒色・黒灰色の上が堆積 していた。また、

貝層 1と 重複 していた南西隅の柱穴では柱根が残っ

てお り、径約 20cm程度の柱 を使用 していたものと想

定される。

遺構の性格 と時期 層位的関係から貝層 1や小規模

な貝塚であるSX02に先行するが、4層上面から掘 り

込まれていることからほぼ同時期、12～ 13世紀頃

写真 42 SB09と Sx02(南 から)

創

即

③   ③

第57図 九景川遺跡Ⅲ区中世遺構面平面図 S=1/150
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3 嗜灰褐色土
4 灰褐色土

5 暗黒灰色粘質土

6 暗灰褐色粘質土 (地山ブロック含む)

7 黒灰色粘質土

第 58図 九景川遺跡Ⅲ区SB09実測図 S=1/60

の建物跡と考えて大過ない。

性格は不明だが、当建物周辺は建物廃絶後に貝

関係の建物であったことは疑いない。

(3)土坑

SK08(第 59図)
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写真 43 SD18・ SK08(西から) 写真 44 SK09

琢が形成されていることから、貝塚の機能とは無



規模 と形態 調査区南端で検出

した土坑で南半は調査区側溝掘

削時に失われている。平面形は

長方形状 を呈 し、現状での規模

は、長 さ2.2m、 深 さ20cm前 後

を浪↓る。

遺構の性格 と時期 遺物は出土

していないが、後述するSD18と

の関係から近世以降の遺構であ

る蓋然性が高い。

SK09(60図 )

規模と形態 SB09の 西側で検出

した土坑で、西隅を別のピット

により切 られている。平面形は

比較的整 った長方形状 を呈 し、

長さ85cm、 幅 57cm、 深さ 12cm月J

後を測る。

土坑内埋土は暗褐色粘質上が

堆積 していた。また床面には板

材が部分的に敷かれていたが (写

真 44)、 製品ではなく、その性格

も不明といわざるを得ない。

遺構の性格 と年代 先述の板材

以外は遺物は出土 していないが、

4層上面から掘 り込まれているこ

とか ら12～ 13世紀頃の遺構 と

考えられる。その平面形態から墓

である可能性 も考慮されようが、

現状ではそれを積極的に裏付け

る根拠はない。

(4)溝

SD18(第 59図 )

規模 と形態 調査区南西隅で検

出 した溝で、西側及び南側は調

査区外へ と続いている。形状は

ほぼ直線状 をなすが、東側は幅

を広げて南側へ向けて屈曲して

お り、また不明瞭なが ら中途で

O        lm

―
第 59図 九景川遺跡Ⅲ区 SD18'SK08実測図

遺構 :S=1/60、  遺物 :S=1/12
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惣

第 60図 九景川遺跡Ⅲ区SK09実測図 S=1/30
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SD17 SD18

―

(S=1:1)

(S=1:3)

第 61図 九景川遺跡Ⅲ区SD17・ 18。 21・ 24・ 26出土遺物実測図 S=1/3

表3 SD21出土銭貨計測表

Ⅷ
~

図版番号 量 目名称 初鋳年  銭径 (A)/銭径 (B)内 径 (C)/内径 (D)

第 61図 9 寛永通費 (江戸) 1636年 (暦) 080～ 0 90mm    092 g

二股状に分かれており、その西側には先述のSK08が隣接 している。

現状での規模は長さ8.9m、 幅 50cm～ 160cm、 深さ30cm前後を測る。溝内の埋土はしまりのない

暗掲色上が堆積 していた。

SD18出土遺物 (第 61図)第 61図 2は土師器高郭である。脚部内面の絞 り目が顕著に残る。3は

土師器甕口縁部の小片である。口縁部は比較的薄手の単純口縁でやや内湾気味に立ち上が り口縁部

端部はやや先細 り状に収めている。2・ 3は古墳時代中期前半に属する資料である。4は土師質土器

杯の底部小片で、内外面をヨコナデで仕上げ、底面に回転糸切痕が認められる。

なお、図示 していないが、これ以外にも当遺構からは近世陶磁器片が多数出上 している。
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遺構の性格と年代 当遺構

の年代は近世陶磁器の出土

から近世以降に属するもの

と考えられ、古墳時代中期

の土師器や中世の上師質土

器は混入品であろう。

SD16(第 62図 )

規模 と形態 SB09の 東側

で検出した、南東から北西

に向けて延びる小溝で、東

側 は調査 区外へ廷びてい

る。中央付近が途切れてい

るが、検出した範囲での規

模は、長さ4.7m、 幅 40cm、

深さ8cm前 後を測る。溝内

の埋土は当遺構面のピット

埋土と共通する暗灰褐色系

の粘質土が堆積 していた。

遺構の性格 と年代 遺物 第62図 九景川遺跡Ⅲ区SD16・ 17実測図 遺構 :S=1/40、 遺物 :St1/12

がな く時期の特定はで き

ないが、埋上の特徴から12～ 13世紀の遺構である

可能性が高い。

SD17(第 62図 )

規模と形態 SD16に 隣接 して検出した溝で、SD16

とほぼ直交するように南西から北東へ延びている。

現状での規模は、長さ2.8m、 幅 30cm、 深さ8cm前後

を測る。覆土はSD16と 同様な土が堆積していた。

SD17出 土遺物 (第 61図)第 61図 1は SD17か ら

出土した須恵器蓋である。口径 12.Ocmを 測 り、口縁

部と天丼部との段はほぼ消失しており、口縁部は丸

く収め内面の沈線はない。天丼部は周辺に回転ヘラケズリを行うが、中央部はナデのみで終わって

いる。口径や調整の特徴からみて大谷 5期 に位置づけられる。

遺構の性格と時期 出土遺物から判断すれば、7世紀の遺構と想定されるものの、当該期の遺構は

他には見当たらず積極的に首肯し難い。むしろ、層位的関係や埋上の特徴からみて中世前半期の遺

構である可能性が高い。

SD21(第 63図)

規模と形態 調査区西際で検出した遺構で北側は攪乱により削られ、また溝東側の肩部は調査区側

溝掘削時に失われている。溝底面には溝の主軸に沿って杭列が南北に廷びており、南側は調査区西

0            1m

写真 45 SD21(】 とから)



生
曳 7

1＼
61‐5

側へ と続いている。現状での

規模 は、長 さ 12m、 幅 80～

90cm、 深 さ40cm前 後 を測 る。

杭列はやや雑然 としているが

ほぼ2列状 をなし、比較的密

に打ち込まれてお り、部分的

には横架材状の部材 も認めら

れた。

SD21出土遺物 (第 61図 )

第 61図 5～ 9は SD21出土

遺物である。5は土師器奏で

口径 16.lcmを 測る。 口縁部は

やや厚みを帯び、ほぼ直線的

に開 く単純口縁で、口縁部端

部内面にわずかに段を備える。

顎部には強い横ナデを施 し肩

部に稜 を形成 している。肩部

外面には一部ヨコハケを残す。

古墳時代中期前半に属すると

考えられる。

6は 白磁の底部で底径 7.6cm

を測 る。7は土師質土器杯で

高台を備えるタイプである。8

も土師質土器杯でやや高い高

台を備えるタイプで、高台は

小形のものでハの字状に大 き

く開き、やや先細 り状 に収め

ている。9は寛永通宝で半分近

くを欠いているため詳細な年

代は不明である。

遺構の性格と年代 SD21は 3

層を切 り込んで形成されてお

り、層位的には中世以降の遺

構であることは間違いない。出

土遺物も5～ 8等の古墳時代中

期や中世の遺物を含んでいるが

これらは混入品と考えられ、9

の寛永通宝の出土からみて近世
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第 63図 九景川遺跡Ⅲ区SD21実測図 遺構 :S=1/60、 遺物 :S=1/12
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第64菌 九景〕1遺跡ⅢΣ SX02笑測図 辞1/60

まで1昨
る遺構と考えられる。性格については明確にし得なヤ嘲ミ、横架材を伴う杭列の存在からみ―て、

排永溝的な性格の溝であった可能性が高いと考える。

③ その他の遺構

ISX02傍 64酌

1規模と―形態 調査区南西部のほrぎ■1共で検出した土抗ないしは浅い落ち込み状|の遺構である
.。 平

面形態は不整形な楕日形哄を皇し、長径読 m、 短径蠅 mを測る。1断面形は浅い皿状を塁し、深

さは∞�前後で―ある。貝層は全部で3.層認められたが、土坑全域を被覆するような状況ではない。

床面付近は黒褐色粘質上が堆積し、床面中央付近に小翔懐4貝だまりを1形成―している。床面付近は

湧水が多く温潤であり、撥述する弥生時代後朗の井戸状遺構であるSK141ま SX02の床面で検出した。
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第 65図 九景川遺跡Ⅲ区SX02遺物出土状況 遺構 :S=1/60、 遺物 :S=1/12、 1/8

この黒褐色粘質土上に 15～ 20cm前後の厚さで黒灰色

混貝土が堆積 してお り、その上層にはやはり黒褐色

系の粘質上が堆積 していた。

貝層中の上はすべて全量を洗浄・ふるいにかけて

自然遺物の採取を実施 したところ、貝の99%以上は

馘水産のヤマ トシジミであ り、一部牡蠣、サザエな

どが含まれていた。またヤマ トシジミの成長線の分

析から夏から秋にかけて採取された可能性が指摘 さ

写真46 SX02貝 層検出時     れている。(第 8章第4節参照)。

洗浄中には貝以外にも後述するように土錘等の漁携具が若千見つかっているほか、獣骨などの自

然遺物も若千出土している。特に、鯨骨の出土は当時の神門水海の様相を考える上で興味深い (第

8章第5節参照)。

SX02遺物出土状況 (第 65図 )

土坑内からは貝類など自然遺物が大半で人工遺物の出土は少ないが、陶磁器、土師質土器、鉄器

等が若干出上している。出土状況に特に偏りはなく、貝層以外の層序からも遺物が一定量出土して

いる。また、土坑中央部床面付近からは板材及び枝材が出土しているが、何らかの構造物の痕跡と

は考えにくい。
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(S=1:3)

(S=1:2)

第66図 九景川遺跡Ⅲ区SX02出土遺物実測図 1～ 21:S=1/3、 22～ 25:S=1/2

SX02出土遺物 (第 66図 )

第 66図 1は庭である。胴部中央部を円孔を挟んで沈線で区画 し、その内部に櫛状工具による刺

突文を充填する。2は製塩土器で内外面の指頭圧痕が顕著に残る。

3～ 14は土師質土器である。3は郭部底部で、底面に径 15mm程の焼成前穿了しが認められる。5は

口径 15 2cm、 底径 6 4cmを 測 り、底部からやや内湾気味に体部が立ち上が り、口縁端部は若干外に

くびれる形状を呈する。6は高台の付 く杯で、体部は内湾気味に立ち上がった後、口縁部でやや

外反する形状を呈する。7は同じく高台の付 く郭であるが、高台部、体部ともハの字状に大きく開
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第 67図 九景川遺跡Ⅲ区南西部中世遺構面遺物出土状況 遺構 :S=1/200、 遺物 :S=1/16他

く形状をなし、外面はヨコナデによる凹凸が著 しい。

9～ 12は小皿に類するものであるが、ややバリエー

ションがある。9は比較的径が小さくて厚い底部で器

高が高いタイプのもので、小形の杯状の形状を呈す

るものである。10～ 12は通常の小皿であるが、器形

はそれぞれ若千異なっている。13・ 14は 高台付杯で

あるが、全体の形状は不明である。

15～ 21は陶磁器である。15は器形や胎土からみて、

東播系須恵器鉢と考えられる。16～ 21は白磁である。

16は太宰府分類のXⅡ 類に属する椀で、体部が内湾 しつつ口縁部が外反し、外面に縦箆花弁文が認

められる。17・ 18は 白磁椀・皿の口縁部小片であるが同定は難 しい。

19は Ⅳ類椀で内外面に明緑灰色の釉が認められる。20・ 21は底部資料で、高台の特徴からⅣ類

椀 と思われる。外面は明オリーブ色の釉が高台付近まで及んでいる。

22・ 23は土錘で、ほぼ同形同大のものである。平面形は紡錘形をなし、長さ5,3～ 5 9cm、 幅 1.8

cm前後、重量 14.3～ 14.9gを測るやや大型の上錘である。
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24・ 25は鉄器である。24は切先及び茎を欠

損 しているが刀子片 と考えられ、現状での長

さ6.Ocm、 幅 0.8cm、 厚さ4mmを測 り、断面は長

三角形を呈する。25は小型の釘で先端部を欠

損 している。現状での長さ2 9cm、 幅 0.8cm、 厚

さ4mmを 測 り、断面は矩形を呈 している。頭部

はL字状に折 り曲げられ、平坦面を形成 して

いる。

遺構の性格と年代 遺構の年代は、出土 した

陶磁器や土師質土器の年代観から12～ 13世

紀頃と推定される。

当遺構の性格については、貝層の存在から小

規模な貝塚であることは間違いないものの、貝

の出土量は必ず しも多 くはない。今回、SX02

出土貝の全量を回収 し分析 し、4万個のヤマ ト

シジミを確認 したが、そのカロリーは成人男

性の 7日 分、タンパク質の25日 分にしかすぎ

ないという (第 8章第 4節)。 こうした点から

みて、当遺構内の貝層の形成は、上長浜貝塚

のような専業的なシジミの採取活動により形

成されたものとは到底考え難い。当遺跡の場

合、当遺構以外にも、貝層または貝だまりは

Ⅳ区を中心に幾つか散見される。こうした貝層の′点的な分布状況は、貝殻の投棄が当遺跡の場合に

は特定の廃棄場所を占有 して集中的な廃棄行為を行っていたのではなく、一定期間の間に散発的な

廃棄行為を行っていた結果によるものと考えた方が理解 しやすい。SX02付近は、その下層に丼戸

(SK14)が存在することからもわかるように、もともとやや窪地で湿潤な環境であることから、比

較的まとまって貝層が残ったものと理解される。

こうした′点からみて、これらの貝層は、日常における消費活動による廃棄行為がかなりのウエイ

トを占めていたものと理解されるものの、土錘や刀子などの漁排具の出土からみて、それにある程

度の漁携行為による廃棄分が含まれていた可能性 も全 く否定はできない。

貝層 1(第 57図 )

規模と形態 SX02の北西で検出した貝だまりで、貝層の範囲は3.Om× 08mを測る。SB09の南

西隅柱穴を被覆した状態で検出した。

遺構の性格と年代 位置的関係からみて、SX02と 一連の廃棄行為により形成された貝層と考えら

れることから、12～ 13世紀頃のものと想定される。

(6)Ⅲ 区南西部 3層遺物出土状況 (第 67図 )

第 67図 にⅢ区南西部からの遺物出土状況を示 した。白磁、土師質土器等、12世紀を中心とする

遺物が中心であるが、古墳時代の遺物も一定量出上 している。

写真 48 SX02貝 層堆積状況

写真49 SX02貝 層検出時近景
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④ 中世に属する遺物の大半はSB09や SX02な どの

位置する南西部調査区中央部付近、特にSB09南西

部付近から比較的まとまって出土 しているのに対

し、古墳時代に属する遺物は調査区南半部にほぼ限

定される傾向が認められた。個々の遺物の詳細につ

いては後述する。

第 3節 6層上面検 出遺構の調査

ここで報告する遺構群はⅢ区全域の6層上面で

検出された遺構群であり、そのほとんどは古墳時代

中期及び古代に属するが、Ⅲ区南西部以外の箇所に

ついては6層 より上層から掘り込まれた遺構、すな

わち中世に属する遺構も若千含まれる。以下、所属

する時代を問わず遺構の種別・検出順に順次報告す

る。

(1)掘立柱建物

SB05(第 68図 )

千
p唖 /艶 ― _β＼、Э

會  
二

・―印   ~∇
~巧

「
4 0nlA

0       1m
崇

l 黒色粘質±         5 灰色土
2 黒褐色粘質土 (炭多く含む)  6 茶掲色粘質土

3 黒褐色±          7 黒灰褐色粘質土
4 黒褐色粘質土 8 黒灰色粘質土

第68図 九景川遺跡Ⅲ区SB05実測図 S=1/60 規模と形態 Ⅲ区東端で検出した建物で、東側は調

査区外へと続いている。検出した範囲での構造は、梁間3間、桁行 2間以上で、梁間 3.Om、 桁行 2.2

m分を測る。なお、桁行は柱穴間の距離が南北で大きく異なっていることから、中間に位置する柱

穴は異なる建物に属する可能性 もある。柱穴は径 25～ 40cmの 円形のもので、大きさにややばらつ

きがある。柱穴の深さは深いもので 45cm前後を測 り、覆土は黒褐色～黒灰色系の粘質上が堆積 し

てお り、P239で は柱痕跡が土層観察で確認できた。

SB05出土遺物 (第 73図)

第 73図 1は SB05の うち、P195から出土 した須恵器蓋である (第 68・ 71図 )。 復元径 17.8cmを測 り、

天丼部を欠いている。扁平な器形を呈 し、口縁部はわずかに下方へ痕跡的に屈曲し、その内面に沈

線が認められる。青木編年Ⅲ期末～Ⅳ期に属する資料と思われる。

遺構の性格と年代 遺構の年代については出土 した須恵器から8世紀末～ 9世紀前半の年代が想定

されるが、先に述べたように、この遺物は当建物に伴わない可能性 もあり、断言はできない。しか

し当建物の周辺で検出された他の建物群とほぼ同一主軸を指向している点からみて、他の建物とほ

ぼ同様な年代、すなわち先に述べた時期に比定 して大きな問題はないと考える。

SB06(第 69図 )

規模と形態 Ⅲ区北東部で検出した掘立柱建物で、今回の調査ではSB08に次ぐ規模を測る建物で

ある。ほぼ東西に主軸をとり、梁間2間、桁行 4間 の構造で、建物の規模は、梁間4.5m、 桁行 8.2

mを 測る。柱間の距離は梁間・桁行 ともで 2.lm前後のものが多 く比較的均等で、先述のSB05の

様相 とは大きく異なる。柱穴は円形または楕円形を呈 し、径 40～ 60cmと やや幅が認められる。柱

穴の深さは30～ 40cm前後のものが大半を占める。柱穴の覆土は黒褐色～灰掲色系の粘質上が堆積

していたが柱痕跡は土層では確認できていない。
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|け攣鑑
″ 痰協色な質土

第69図 九景川遺跡Ⅲ区SB06実測図 S―1/60

SB06出―土遠物 鱒 ‐73図)

SB06は柱穴内から遺物が幾つか―出土している。遺物は、P350、 P321、 0蜆、P361等|の ピツト

から出上した (第 69■ 71図 )。 第!73図 2は1日径 lttcmのやや小型の雰である。体部はほilF直線的

に立ち上がり、高台は底部縁辺部付逓に取り付く。底部はヘーラ切りのちなでている。31.ま長く立ち

上がる杯で、口縁部は緩やかに外反する。4は 2と ほぼ同形の杯で日縁部を久く。5は,皿で口縁部
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灰掲色粘質土

黒褐色粘質土

灰褐色土

7 黒褐色粘質土 (柱痕)

8 黒灰色粘質土

9 暗責灰色粘質土

10 暗オリープ色粘質土

灰色粘土 (しまりない)  11 暗掲色粘質土

暗灰褐色土 12 黒褐色粘質土 (橙色 /rlック含む)

第 70図 九景川遺跡Ⅲ区SB07実測図 S=1/60

はS字状に緩やかに外反する。8は杯部が深い

大形の杯で、高台が低 く、底部外縁付近に取

り付いている。9は土師器皿であるが、現状で

は内タト面に赤彩は確認できない。

遺構の年代 SB06出 土土器は、高台付郭の直

線的な器形や高台の貼 り付け位置、外反する

皿の形態的特徴からみて、概ね青木編年Ⅳ期、

9世紀前葉を中心とする時期 と考えられ、この

時期までには廃棄された建物と考えられる。

SB07(第 70図)

規模と形態 SB06の南西部で検出した建物で、

一部 SB06と 重複 してお り、特にP409は SB06

の P408と 切 り合っているが、明確な前後関係

R_

―

θ

一

一
Э 査

ξl

写真 50 Ⅲ区北東部古代建物群 (北東から)
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第 71図 九景川遺跡Ⅲ区SB05～ 08付近ピット内遺物出土状況

は土層観察上では確認できなかった。

主軸はSB06と 同じ東西に主軸を置 くが SB06と は若千ずれている。構造は梁間2間、桁行 3間

であるが、梁間の柱間が SB06よ りやや幅広となっている。規模は梁間4.3m、 桁行 6.7mを 測る。

柱穴はいずれも円形または楕円形で、P453で は柱材が残存 していたとともに、土層観察から柱痕

が観察できるものもあり (P487、 P432)、 そこからの復元される柱材の径は 15～ 20cm前後である。

柱穴の埋土は灰褐色系の粘質上が主体で、上述のように柱痕 らしき土層は黒褐色粘質土として観察

された。柱穴の深さは深いもので45cm前後である。

SB07出土遺物 (第 73図 )

P409か ら1点土師器が出土 している (第 70'71図 )。 第 73図 10は復元径 12 0cm前 後を測る赤

彩土師器である。体部は底部との屈曲が比較的明瞭で、ほぼ直線的に立ち上が り、わずかにS字状

のカーブを残 している。内外面に赤彩を施すが剥離のため範囲は不明。

遺構の性格 と年代 SB07は SB06と 重複 している点か ら建物構造や規模はやや異なるものの、

SB06と 同様な性格の建物であった可能性が高い。いずれが先行するかは今回の調査では確認でき

なかったが、出土遺物はSB06と ほぼ同時期である青木Ⅳ期に比定することができ、あまり時期を

隔てない時間幅での建て替えであったと推祭される。

SB08(第 72図 )

規模と形態 Ⅲ区北西部で検出した建物跡で一部は調査区北側へ延びている。他のⅢ区北東部古代

建物群と同じく、東西に主軸をおいた建物である。構造は梁間2間、桁行 4間分を確認したが、梁
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SB05

ー

SB06

第73図 九景川遺跡Ⅲ区SB05～ 08出 土遺物実測図 S=1/3

間については調査区北側が調査区外へ廷びている関係から3間以上あった可能性 も残されている。

規模は、心々距離で梁間が 5。2m、 桁行が 14.5mを測る。柱穴は平面形は円形で比較的大型なも

のが多 く、80cm前後を測る。柱穴の深さは検出面から50cm前後で、覆土は黒褐色～灰褐色系の粘

質上が堆積 していた。柱材または柱痕らしき痕跡は明確なものは確認できていない。

SB08出土遺物 (第 73図 )

SB08か らの出土遺物は、いずれもP357か らの出土である (第 71・ 72図 )。 第 73図 11は 土師

器皿で口径 14.8cm前 後を測る。わずかではあるが内外面に赤彩の痕跡を残 し、底面にも赤彩がわず

かに観察される。比較的大きな底部から体部が直線的に立ち上がるものの、緩やかなS字状のカー

ブを残 している。口縁部内外面はヨコナデ、底面はユビオサエで仕上げている。12は須恵器高台

付皿の底部で、底部外面付近に高台を貼 り付ける資料である。底部はなでて仕上げている。

遺構の性格 と年代 SB08は桁行が 14mを越えると

いう規模や、Ⅲ区北東部古代建物群の中央付近に存

在 していたと推定される点からみて、当遺跡の古代

集落における中心的施設であつた可能性が高い。年

代については、11は やや古い様相を残すが、他のⅢ

区北東部建物群 との関連から青木編年Ⅳ期頃の建物

と推察される。

SB10(第 74図)

規模と形態 Ⅲ区北西部で検出した掘立柱建物跡で、

SB07

写真 51 SB08
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④

鯵

0       1m
半

1 暗灰掲色粘質土

2 暗灰掲色粘質土 (黄 色ブロック多い)

3 黒灰色粘質土

4 暗黄褐色粘質土

5 暗灰褐色土

6 暗茶褐色粘質土

7 灰褐色粘質土 (柱痕)

8 責灰色土

9 暗褐色土

10 黒灰色粘土

11 暗責褐色土

12 暗責灰掲色土

13 灰褐色土

14 責掲色土

第 74図 九景川遺跡Ⅲ区SB10実測図 S=1/60

西側柱穴列の一部は調査区側溝を掘削する際

に失われている。また、建物の一部はSD27と

切 り合ってお り、土層及び平面観察からSD27

が先行する。

建物は2間 ×2間 の総柱建物である。Ⅲ区

で検出した建物で確実に総柱建物 と断定でき

るのはこれだけである。建物の平面形はほぼ

正方形状を呈 し、規模は3.5m× 3.Omと 南北

方向がやや長 く、建物主軸 もほぼ南北軸をと

る。平側は柱間隔が 1.8mでほぼ揃ってお り6

尺の設計であった可能性が高い。一方妻側の柱

間隔はややはっきりしないが 1.5m前後に集中
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することから5尺であった可能性がある。

柱穴は円形及び楕円形を呈し、径 60cm前後を測る。覆土は責色地山ブロックを多く含んだ灰褐

色系の粘質土が裏込めとして使用されていた。

当建物で特筆される点は、北側束柱を除くといずれも柱材が残存していた点で、遺存状況は比較

的良好であり、ある程度本来の柱材の形状をとどめているものと推定される。柱材は径 20～ 30cm

であり、柱材はいずれも底部を平坦に仕上げている。また、建物の柱配置の違いによって柱材の大

きさが異なるような様相は現状では認められない。

また顕微鏡観察の結果、柱材はいずれもクリ材が使用されていたことが明らかになっている (第

8章第 3節参照)。

なお、SB10の柱穴覆土内からは弥生時代後期～古墳時代中期の遺物細片が若干出土しているが、

周辺の遺構の様相から混入品である可能性が高い。

遺構の性格と年代 SB10の 建築年代を明確に示す出土遺物はないが、遺存していた柱材 6点につ

いてAMS年代測定を実施した結果、AD640～ 870年 という結果が得られた。これ以上の年代の

限定化は困難であるが、当調査区では7世紀代及び9世紀後半まで降る遺物は僅少なため、現時点

では8世紀段階の建物と考えておきたい。

建物の性格としては、総柱建物という構造からみて倉庫または祭祀関連施設である可能性がある

が、心柱に特異な造作は認められないことから前者である蓋然性が高い。

SBll(第 75図 )

規模と形態 SB10よ り40m南、Ⅲ区南西に位置し、

上面で検出した建物である。

建物の主軸は北からやや東にふれた方向に位置 し

ており、これまで述べてきたⅢ区北東部古代建物群晟

とは趣 を異にする。建物の構造は梁間2間、桁行 2稼

間であ り、梁間がやや幅広な点がこれまで述べてき

た古代の建物跡と若干異なる点である。

柱穴はいずれもほぼ円形をなし、径 40cm前 後、深

さ45cm前後を測るが、南北両妻側中央の柱のみが、

径 24cm、 深 さ20cm前後 と小規模で浅 くなってお り、

いわば通常の 1× 2間 の建物の幅を広げ、梁間に束柱

写真 53 SBll

を設けたかのような構造をとる。

建物の規模は、桁行 4.lm、 梁間 5.4mで柱間隔は

梁間、桁行ともほぼ揃う整った建物である。

SB10と 同様に当建物についても柱材が良好に遺存

していた。柱材は先に述べた妻側中間柱穴以外では

程度の差こそあれ、柱材 または柱が腐朽 した痕跡が

平面的に検出可能な状態であった。

柱材は径 20cm弱 を測 り、顕微鏡による樹種鑑定を

実施 した結果、劣化が著 しく断定には至っていない

前述のⅢ区南西部中世遺構面を除去 し基盤層

写真 54 SB10柱材
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⑮ ものの、分析 した 6本の柱材い

ずれもがヒノキ属であつたと推

定されている。

SBll出 土遺物 図示 していな

いが、P824か ら大東式の上師器

甕の細片が出土 している。

遺構の性格と年代 後述するよ

うに、Ⅲ区内の古代に属する遺

構 はSR04以北 に限定 される。

また、SBllは 古墳時代 中期前

葉の上器が投棄されていたSR03

に隣接 し、西側 30mに はS102

をはじめとする当該期の住居址

群が位置し、SR03を隔てた東側

にはやはり古墳時代中期前半の

加工段 2～ 4が存在する。こう

した位置関係からみて当遺構が

古墳時代中期に属する遺構であ

る可能性は高 く、P824出 上の上

師器甕の年代 も小片ではあるが

これを傍証する資料である。

しかし、柱材のAMS年代測定

Ｐ３２３⑥

◎貶6

◎

◎
剛

だ一聰
◎
劇

農      蜘

暗灰褐色粘質土(柱痕)  5 黒褐色粘質土 (柱痕あり)

暗黄灰色粘質±      6 黒茶褐色粘質土

黒褐色粘質±       7 暗黄褐色粘質土

灰色±          8 暗褐色粘質土

p萌_回__  海キ  __日__Э

も一 哉

醐O⑥

第 75図 九景川遺跡Ⅲ区SBll実測図 S=1/60

値ではAD130～ 250年 と、かなり古い値が出ている。確かにSBllの東南 15m付近には弥生時代

後期末の井戸であるSK14が存在することから、弥生時代後期～古墳時代前期初頭に属する可能性

もないわけではない。ただ、当地方における弥生時代後期から古墳時代前期にかけての掘立柱建物

は梁間 1間 のものがほとんどであり、梁間2間の居住用建物は古墳時代中期から一般化する点から

みても (島根県教育委員会 1996)、 当遺構を弥生時代後期に比定することには若干の躊躇を覚える。

ここでは両時期の可能性があり、周辺の遺構の様相からは古墳時代中期前葉の可能性がより高いと

考えておく。

SB12(第 76図 )

規模と形態 Ⅲ区北側ほぼ中央に位置する掘立柱建物で、中世の大溝であるSB12に よって中央部

をかなり破壊されているが、建物全体の構造を把握することは可能である。建物主軸をほぼ南北方

向にむける梁間2間、桁行 3間の構造で、SB07をやや細長 く小型化 した建物である。建物の規模は、

梁間 3.3m、桁行 4.5mを 測る。柱間隔は妻側はやや不揃いだが平側は 150cm前後 (5尺)でほぼ整っ

ている。

柱穴の平面形はほぼ円形状を呈 し、径が 50cm前後、深さ50cm前後のものが多いが、側柱では径

25cm前後の小型の柱穴も含まれる。また大半の柱穴には柱材が残存 もしくはまたは柱痕が断面土層

上で観察された。柱材は遺存状況が悪 く、本来の大きさ・形状は不明であるが、土層観察上では径
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34鍛錢難     
性事‐=≧摯‐

ヒ
第76図 ―元景チキI遺蘇Ⅲ直sB12実測図 S1/60

20cn前後の荘痕が観察されている.。 柱六のなかには黒褐色系または尿掲色系の粘質上が堆積して

いたo注材の樹種は、P988がサタテ痛、,韓埒―

'ダ
ルミー、P633がケヤキとすべて異なってゃリーⅢ

同一樹種であつた.SB10・ 1.1と は対照飾なあり1方を示してい.る ゃ

SB12出土遺物 1鱗|-80醐

遺物は各ピジトから細片が出上してぃるが、弥生土器～吉墳時代中期の土師器など混入品が多い。

第80図 7は東側側柱で
―
あるP620から出土した土師器皿である。土師器としたが、赤彩痕は全く

認められず、器形からみても須恵器の焼成不1良品|で―ある可能性も杏定で
―
きな.し、 El縁部はほぼ直線

的に1開 (形状で―あるが、高台は底部外周
―
のゃゃ内側に取り付いている.。 青木Ⅲ期に痛する資料と思

われ.る .。

進構の性格と年代 出.土遺物は誅 �期前後―に位置づけられ、Ⅱ区北東部古代建物群より1先行する

可能性がある。なお、AMS奪く測定ではAD670～ 775年 と、出土土器と整合的な値が出ている。

1点だけの上器から建物
.の
年代を1論ずるこ―とは危険ではあるがヽ当建物がⅡ区北東都昔代建物群か

ら西へやや外れた管所に位置し、建物主軸ヽ9y違ぇている点も、他の建物群と|の間に若千の時期
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3 暗灰掲色粘質土 (砂多 く、 しまりない)  9 暗黒灰色粘質土
4 暗褐色粘質土 (黄 色ブロック含む)    10 暗黒灰色粘質土 (炭多い)

5 暗灰褐色粘質±             11 暗灰掲色粘質土
6 暗黄褐色粘質土

第77図 九景川遺跡Ⅲ区SB13実測図 S=1/60

差を考慮するのに好都合な要素ではある。

SB13(第 77図)

規模と形態 調査区北西隅に位置する建物で、調査区内では梁間 2間、桁行 1間分を検出したが、

北側はさらに調査区外に広がる可能性がある。現状での規模は梁間 2.9mを 測る。

柱穴は円形もしくは楕円形で径 40～ 50cm、 深さは深いもので 40cm前後を測る。柱穴の覆土は灰

掲色系の上が堆積 していた。また、P941、 P945で は柱穴床面付近から土壌化 した柱腐朽材を検出

しており、P941は クリ材 と判定されている。

SB13出土遺物 SB13か らは、細片のため図化 していないが、P945か ら弥生時代終末期の薄甕細

片が数点、P893か ら同じく弥生時代後期の薄甕細片と赤彩土師器 1点が出土 している。この赤彩

土師器は底面まで丹塗 りが及ぶタイプのものである。

遺構の性格と年代 SB13柱穴出土遺物は弥生時代後期末と奈良時代の2時期が認められ、いずれ

かの時期に属する可能性が高い。当建物の周辺からは弥生終末期の土器が比較的まとまって出土 し

てお り (第 138図 )、 この時期に属する可能性 も考慮されるが、P941の AMS年代測定値は大D660

～ 780年であり、クリ材 というSB10と 共通する柱材質や P893出 上の赤彩土師器の年代観 とも合

致 している。この点から、赤彩土師器の示す年代観、青木工～Ⅲ期前後、8世紀中～後葉を中心と

する時期の建物と考えておきたい。

性格については、建物の全容がわからないため不明といわざるを得ないが、SB10の ほぼ真北に

位置し、棟筋がほぼ同一直線上に並んでいる点、梁間規模が SB10と ほぼ一致する点、さらに確認

できた柱材が SB10と 同じクリ材であった点から考えて、SB10と 同様な2間 ×2間 の総柱建物の

南半部である可能性が現段階では最も高いと考えている。

SB14(第 78図)
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規模と形態 Ⅲ区南半部中央で検出した

掘立柱建物で、北にはSR04、 南には加工
⑫

段 2～ 4が隣接 している。最近の攪乱に

より西側はかなり失われているが、現状

では梁間 1聞、桁行 2間の小規模な建物

跡に復元される。

方位は北西から北から約53° 西へ振れた

方向で古代の建物群とは全 く異なり、後

述する加工段 3,4の主軸とほぼ一致して

いる。建物の規模は梁間■4m、 桁行 2.8

mを測る。

柱穴はいずれも円形で径 40cm前 後、深

さ40～ 50cmを 測る。P844、 P928で 1ま柱

材がわずかに残っており、P846では柱痕

が断面土層上で観察できた。

また、P919、 P928は 二段掘状を呈して

おり、下段は柱材の大きさを反映してい

るものと想定される。これらから復元さ

れる柱材は径 12cm前後とかなり細い材で

あったと考えられる。

SB14出土遺物 小片のため図化していな

ヤヽが、 P914、 P919、  P928、 IP844か らフそ

れぞれ大東式前後と思われる土師器奏の

細片が数点ずつ出土している。

遺構の性格と年代 SB14に ついては、出

土遺物や周辺の遺構との位置的関係、加

工段 3。 4の主軸と一致する点からみて、

古墳時代中期前半に属する建物であった

可能性が高い。P928出 土の柱材から得ら

1 暗灰褐色粘質土(柱材あり)

2 暗禍色粘質土
3 暗黄灰色粘質土
4 暗黄灰色粘土(地山プロック多い)

5 灰色粘主(柱痕木あり)

6 灰色粘質土

0       1m
半

7 黒灰色粘質土

8 黒褐色粘質土

9 暗責灰色土

10暗黒掲色粘質土
11 暗茶褐色粘質土

第78図 九景川遺跡Ⅲ区SB14実測図 S=1/60

れたAMS年代浪j定値は△D565～ 650年 と、土器から想定される年代より200年近く新しい値が

出ており、検討を要するものの、出土土器が古墳時代中期にほぼ限定される点から当該期の建物と

理解しておきたい。

なお、建物の性格に関しては、その規模から居住用施設とは想定しがたく、物置などの付属的な

施設であったと考えられる。

SB15(第 79図)

規模と形態 Ⅲ区北東部古代建物群に属する建物でSR04のすぐ北に位置し、SB07と ほぼ重複し

ている。建物の方位は北から西へ約 76° 振れており、他のⅢ区北東部古代建物群とは主軸がずれ、

やや斜交する関係になる。

も
日
ロ
ド
ー
ト

写真 55 SB14
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第 79図 九景川遺跡Ⅲ区SB15実測図 S=1/60

やや不確実な部分 を残すが、梁間 2間 、桁行 3間 の建物 と考えられ、規模は梁間が 2.7m、 桁行 4.5

mを測る比較的小規模 な掘立柱建物 と想定 される。柱間隔は比較的揃ってお り、梁間、桁行 ともが

150cm前後を測るが若干ばらつきが認められる。また、西側梁間は東側梁間のような等間隔の2間

構造ではなく不均等な柱間となっている。

柱穴は円形または楕円形プランで径 30～ 40cm前後を測る。覆土は主として暗褐色系の粘質上が

堆積 していた。柱根は確認できなかったが、P498で は土層観察から柱痕が確認でき、それから復

元される柱材の太さは径 18cm前後と想定される。

SB15出土遺物 小片のため図化していないが、P413、 P型6か ら土師器が出上している。うち 1

点は有段を呈するタイプの高杯で、古墳時代中期前半に属する資料である。

遺構の性格と年代 前述のとおり、SB15は他のⅢ区北東部古代建物群とは建物を主軸を異にして

いる点から、これらとは異なる年代の建物である可能性が高い。柱穴からの出土遺物も現状では古

墳時代中期に限定され古代に属する遺物は出土していないことからみて、他の古墳時代中期の遺構

からやや離れているという問題はあるものの、現時点では古墳時代中期に属する建物である可能性

が高いと考えている。

Ⅲ区6層上面ピット内遺物出土状況 (第 71図)

第 71図 にはSB05～ 08を はじめとしたⅢ区北東部古代建物群周辺のピット内から出上した主

な遺物の分布状況を示した。その殆どは8～ 9世紀の遺物によって占められているが、古墳時代

中期前半の九底壺が完形の状態でピット内から出上しており、先のSB15の ケースなども勘案すれ

ば、これらの柱穴群に古墳時代中期のものが一定量含まれているものと判断される。しかし、先の

SB15以外には明確に当該期の建物を復元するには至っていない。
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第 80図 九景川遺跡Ⅲ区ピット出土遺物実測図 S=1/3

Ⅲ区ピット内出土遺物 (第 80図 )

第 80図 1は ほぼ完形の土師器重で、SB06付 近の

P324か ら出上 した (第 71図 ・写真 56)。 口縁部は

退化 した複合口縁状を呈するが、器壁は比較的薄 く、

先細 り状に仕上げている。胴部はよく張 り最大径郡

位にヨコハケをめ ぐらせ、底部は完全な九底で内面

に指頭圧痕を残す。

2は甑把手で外面にハケを残 している。3は土師器

杯であるが、赤彩は剥落し現状では確認できない。4、

0              10cm

(S=1:3)

写真 56 Ⅲ区ピット内遺物出土状況
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6は 土師質土器であ

る。4は 小 皿 で体 部

は短 く外反する。

5は 須恵器把手の

剥離 した資料である

が、器 種 は不 明。8

は赤彩 土 師器 皿で、

体部はほぼ直線的に

短 く立ち上が り、赤

彩は底部全体 までは

及んでいない。

9は小形 の短顎壺

と思われる須恵器で、

肩部力S稜 をな し、口

縁部が短 く外反する。

10～ 16は 須 恵 器

蓋である。現状で確

認で きる資料では扁

平な宝珠つまみの付

くタイプのみで、輪

状つ まみは確認で き

ない。口縁部端部は

いずれも短 く屈曲し、

16は 痕跡的な屈曲と

なっている。扁平な

宝珠つまみの盛行は、

後 述 す るSR04や 包

含層資料 を含めたⅢ

区出土須恵器蓋の大

きな特徴 となってい

|

第 81図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 1実測図 S=1/80

る。18の 深い杯部を有する杯とほぼ同時期、青木Ⅳ期前後のものと考えられる。20は砂岩製の砥

石で4面を使用面として用い、各面とも鉄器による刃先痕が顕著に認められる。

(2)加工段

加工段 1(第 81図)

規模と形態 調査区北西部で検出した遺構で、SB13の東側に隣接 し、中央部を中世の溝である

SD24に より切られている。

加工段としたが、実際は特異な形態の溝状遺構であり、現状での規模は長さ13.lm、 幅 2.Om、

深さ20cm前後を測る。溝の下場には幅30～ 40cmの溝が一部途切れつつも壁帯溝状にめぐっている。
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溝底面はほぼ平坦で径 20cm前

後の浅いピットを多 く検出 し

たが、建物が復元で きるよう

な状況ではない。溝内の覆土

は淡灰色の比較的締 まった粘

質上が堆積 していた。

加工段 l出土遺物 小片のた

め図化 していないが、弥生後

期土器、古墳時代中期の上師

器、古代の須恵器小片が若干

出上 している。

遺構の性格と年代 SD24と の

切 り合い関係か ら中世以前の

遺構であることは確実である

が、出土遺物は弥生後期～古

代 と幅があ り、かついずれ も

小片で特定できない。また性

格 についても類似する遺構 は

寡聞にして知らない。

加工段 2(第 82図 )

規模 と形態 Ⅲ区南側で検出

した遺構 で、SKll、 SD25と

切 り合ってお り、SKll→加工

段 2→ SD25の 順 となる。平

面形はかな り不整形な長方形

状 を呈 し、コーナーも鋭角気

味 となっている。ただ し、蛇

行はしているものの加工段南

壁の主軸は後述する加工段 3・ 4と ほぼ同一方向を指向している。西側は後世の攪乱により失われ

ているが、現状での規模は、長さ8.Om、 幅 3.4m、 深さ約 20cmを 測る。

壁帯溝等は一切認められず、テラス面はほぼ平坦であるが、若干北側に向けて傾斜 している。覆

土は黒色土混 じりの責灰色粘質土で後述するように多 くの遺物が含まれていた。

加工段 2遺物出土状況 (第 83図 )

加工段 2か らは比較的まとまって古墳時代中期の遺物が出上 している。その多 くは加工段内の床

面付近から出土 しているが、加工段外からも完形品に近い遺物が出上 している。遺物の多 くは破片

であるが、完形品に近い遺物も幾つか認められた。器種は甕、壼、高郭、郭などがあり、特定器種

に限定されるような様相はなく、出土地点による器種の偏在は認め難い状況であった。

加工段 2出土遺物 (第 84・ 85図 )

0       1m

―第 82図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 2実測図 S=1/60
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―第83図 九景川遺跡Ⅲ区加工段2遺物出土状況 遺構 :S=1/60、 遺物:S=1/12

第 84図 1は突帯文系の上器で、小片だが口縁部端部外面に断面三角形の突帯を貼 り付けている。

内外面はナデで灰白色を呈 し砂粒を多 く含んでいる。下層からの混入品と思われる。

2～ 6は甕である。2は単純口縁奏で口縁部はほぼ直線的に開き、端部に平坦面を有する。口縁

部まで粗いタテハケが残 り、浅黄橙色で白色砂粒を若干含む、当該期に特有の胎土・色調を呈する。

3はやや内湾気味の口縁部を有する甕で、体部はよく張るが肩部のヨコハケは認められない。4は

3と よく似た形状を呈する甕で、頸部のしまりが甘 く稜を形成しない。色調は橙色を呈する。

5は比較的頚部がよくしまって口縁部が内湾気味に立ち上がり、口縁部端部内面をわずかにつま

み出している。色調は灰白色を呈する。前期的な布留系甕の系譜を引く斐と考えられる。6も「く」の

字口縁甕だがは顎部がよくしまり布留養的なプロポーションを残す甕で、色調も小谷式的な灰白色
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0                 10cm

(S=1:3)

第 84図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 2出土遺物実測図 (1)S=1/3
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10cm

(S=1:3)

第 85図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 2出土遺物実測図 (2)S=1/3

を呈 し、ハケロは粗いが肩部ヨコハケを残す。

7～ 11は 壼である。7は直口壺で、頸部がよくし

まり、口縁部はほぼ直線的に長 く立ち上がる。肩部

がよく張 り色調は灰白色を呈する。8は大形の複合口

縁壷で口径 22.3cmを 測る。短い顎部を有 し口縁部は

やや内傾 し口縁部端部上面を強 くなでて凹面を形成

している。器壁は厚いが灰白色を呈する小谷式系列

の器種である。9も 直口壼の口縁部と思われる資料で

写真57カロエ段2遺物出土状況    あるが、顎部からラッパ状に広が り口縁部付近はさ

らに外反する形態を呈する。色調は浅黄橙色である。

10は小形九底壷で色調は灰白色を呈する。頸部のしまりがなく直口壼のように口縁部が上方へ立

ち上1がる。

12は粗製杯で口径 12.8cmを 測る。大きな平底を有 し、全面に指頭圧痕が著 しい。13は小形の杯

である。手捏ね成形で全体的に指頭圧痕が顕著に残る。九底で口縁部は内傾 しない。

第 85図 1～ 6は高杯である。1は有段口縁タイプの高杯で橙色を呈するティピカルな大東式タ

イプの高郭である。内外面橙色を呈する。3はやや異形の高イで、口縁部は浅い椀状を呈 し、脚は

太 く裾にむけて緩やかに外反 し、端部は斜上方へ反る。脚部は中実で郭部外面にはケズリ・ミガキ

が認められる。当該期には珍 しく内外面に赤彩を施す大束式でもやや異質な高杯である。4は 口径

16.Ocmを 測る高イ郭部で、プロポーション的には小谷式の系列下に属するタイプであるが、接合は

大東式的なβ技法によるものである (松山 1991)。 色調は灰白色を呈する。5は高杯外部の小片で

あるが杯部底面に径 5mmのやや深い刺突痕を有する。6は比較的短脚タイプの高杯脚部で、脚部下

半部で強 く屈折 し、脚部内面に稜を形成する。色調は浅責橙色の大東式タイプの器種である。7は

低脚杯脚部である。脚部は強 く外反し、灰白色を呈する点は小谷式的であるが、前期の通常の低脚
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不二比較する期 靖ヽなり厚いo

遺構の性格と年代1来面出上の主器は、従来の輔 、TAk山■期|の特徴を有し、音墳時代中期前業

に比定さ―i施る。遺構の性格について
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不明であるが 構ヽ造からみて少なくとも日常的な居住用施設
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m198鉾 86薗)

犠

■確脅霊 僚I織豊デ,ツタ|を多くetrl

鶏86.図 九気ナ‖遺跡車区加工残3・ 4葉劇図 S-1/40

OW              IIn
‐
とと

=ェ===E==] =Ξ
ニユ

===I=============Ξ =Ξ
ΞJ I

Ｈ
和
蕊
０
詳
漁
＝

（母
ユ
善
≡
ヽ
耳
て
ヽ
苺
韓

４
ゆ
登
）

轟
離
瀬
Ｆ
欝
騨
＝

盆

導

轡
Ｆ
稲
芦
む

塙翻珍

が
鞠
璃

ら

ぎ 簿

〉
議
謬
酌
講
Ч．こ
黙
（嘗

91



規模と形態 Ⅲ区南側で検出した遺構で、加工段 2の東側に位置する。後述する加工段 4と 一部重

複しており、切り合い関係から加工段 3→加工段 4の順で営まれたと考えられる。平面形は不整形

な方形状を呈し、南側壁の軸は加工段 4のそれとほぼ平行しており、比較的近い時期に営まれた遺

構と想定される。加工段 3は試掘調査の際に錯誤があり、床面のかなりの部分が失われてしまった

ため正確な規模は不明であるが、現状では一辺2.5m程度を測る。現状での深さは10cm前後とかな

り浅く、後世に上半部を削平されてしまったものと考えられる。遺構内からは壁帯溝やピット、焼

土面などは一切検出されていない。

加工段 3出土遺物 (第 88図)第 88図 6は加工段 3か ら出土した小形丸底壼で、床画西端から検

出した (第 87図 )。 口径 6.8cm、 器高a7cmを測り、口縁部は直口壷状にほぼ上方へ長く立ち上がる。

胴部はよく張り最大径付近外面にヨコハケをめぐらせる。色調は灰白色を呈する。
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第 87図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 3・ 4遺物出土状況 遺構 :S=1/40、 遺物 :s=1/12



遺構の性格 と年代 出土土器や加工段 4と の

関係から古墳時代中期前半の遺構 と考えられ

る。当遺構は加工段 2よ りも平面形が整って

いるものの、壁帯溝や柱穴の欠落か らみてや

はり居住用施設 とは考え難 く、性格 について

は不明と言わざるを得ない。

加工段 4(第 86図 )

規模 と形態 加工段 3の 一部を切つて造成さ

れた加工段で、加工段 3と 同様に試掘調査時

の錯誤により床面の一部が失われている。プ

ランは比較的整った正方形状を呈 し、現状での

規模は南北 3.4m、 東西 2.8mを 測る。深さは 10cm前後と浅 く、加工段 3と 同じく上半部を削平さ

れているものと思われる。覆土は地山ブロックを多 く含む暗褐色土が堆積 していた。

加工段 4遺物出土状況 (第 87図)

加工段 4内からは比較的まとまって土器が出土 している。上器群はほぼ床面付近に集中し、若千

浮いている遺物 もあるものの、一括廃棄に伴うものである可能性が高い。上器は加工段南東部及び

中央部付近に比較的まとまって認められたが、加工段外からの遺物 も若干認められた。

加工段 4出土遺物 (第 88・ 89図)

第 88図 1～ 5は甕である。1は口縁部から胴部下半部までが残る資料で、口径 15.Ocmを 測る。

頸部はよくしまり、口縁部はやや上方へ立ち上がって端部に面を形成 しわずかに内面に肥厚する。

胴部はよく張るがタテハケ調整のみで肩部ヨコハケが消失している。内面ケズリの位置は頸部から

かなり下へ下がっている。色調は大東式特有の浅黄橙色を呈する。2は小形の甕で顎部のしまりが

あまく、口縁部がやや長 く直線的に上方へ立ち上がる。色調は灰色を呈する。3は頸部のしまりが

あまく口縁部が上方へ長 く立ち上がる点は2に似るが、2と 異なり口縁部が緩やかに外反するタイ

プの甕 (重)である。橙色を呈するテイピカルな大東式段階の資料である。

4は 1と 同様な単純口縁タイプの奏であるが、口縁部が厚 く外反気味に立ち上がる′点でより後出

的な要素を備える。1と 同様に胴部がよく張るが、胴部最大径付近が長い寸胴状のプロポーション

を呈 し、タテハケ調整のみで仕上げ、肩部ヨコハケは認められない。胴部中央付近には径 3mm前後

の焼成後穿子しが認められる。色調は淡責色を呈する。5はやはり厚手で外反する単純口縁タイプの

甕で、口縁部外面にヨコハケを残す。7は布留奏の系譜を引 く甕で、顎部がよくしまって口縁部が

内湾気味に立ち上が り端部内面が月巴厚する。肩部はよく張 リヨコハケを若干残す。色調は灰白色を

呈する。

8・ 9は董である。8は複合口縁壷で口縁部が内傾するタイプであるが、日縁部は厚手・粗雑で形

態も小谷式的な本来の内傾する複合口縁壷の形状からの逸脱が著 しい。9は直口壺で、顎部のしま

りがあまく、口縁部はわずかに複合口縁段部の痕跡を残す。色調は淡責色を呈する。

第 89図 は高杯である。lは有段高イで郭部は段部からほぼ直線的に立ち上がる。内外面はハケ

のちナデ調整で、やや原体の粗いハケ調整をよく残 している。色調は橙色を呈する。2は小谷式的

な杯部形態を有する高杯であるが、杯部がかなり深 くなっている。赤彩痕は確認できないが、内外

写真 58 加工段 3・ 4遺物出土状況
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0                  10cm

(S=1:3)

第 88図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 3・ 4出土遺物実測図 (1)

6:加工段 3、 3・ 8:加工段4付近、その他は加工段4
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10cm

第 89図 九景川遺跡Ⅲ区加工段 3

(S=1:3)

4出土遺物実測図 (2)S=1/3

面とも橙色化が著 しい一方、断面は淡責色を呈 してお り、形態は小谷式的であるが、色調・胎土は

大東式的な特徴を有 している。3は 1と 2の 中間的な杯部形状を呈する高郭で、外面にタテハケ調

整を顕著に残 している。

4～ 6は高郭脚部である。4はやや大形の高郭脚部で、脚柱部がやや太 く、裾にむけて緩やかに

外反し端部を九 く収めている。5は脚柱部がややふくらみつつ脚部下半で強 く屈曲し、内面に平坦

面及び稜を形成する。脚部下半部に円形スカシを3方向に穿つ。調整は外面が縦方向にハケのちミ

ガキ、内面は屈曲部以上は横方向のヘラケズリ、下半はヨコハケで調整で仕上げる。6は低脚タイ

プの高杯で脚裾部が大きく広がる。器壁は厚 く浅責橙色を呈する。

遺構の性格と年代 加工段 2に比べるとやや新 しい要素が見受けられるものの、ほぼ同時期の古墳

時代中期前葉の遺構 として差 し支えないと考える。加工段 2・ 3と 同様に、当遺構についても壁帯

溝や柱穴、焼土面などが一切認められないことから居住用施設とは考えにくい。

(3)土坑

SK07(第 90図 )

規模 と形態  調査区北東隅で検出した土坑で、多 くのピットや溝 と重複 している (写真 59)。

SDllを はじめ柱穴の多 くはSK07埋没後に掘 り込まれた遺構である。後述するようにSDllは

SB06な どのⅢ区北東部古代建物群の雨落溝 と想定される遣構であることから、当遺構はこれらに

先行 して営まれていた可能性が高い。

平面形態はやや寸詰まりの長方形を呈 し、長さ150cm、 幅 145cmを 測る。深さは 10cm前後と浅 く、

後述する土器の出土状況からみてかなりの部分は削平されているものと考えられる。

床面には後世の掘 り込み以外にはピットなどは検出されていない。覆土は淡灰色の細砂が充填さ

れてお り、粘質土系の上が堆積 している他の柱穴とは全 く様相を異にする。

SK07遺物出土状況 (第 90図)SK07か らは東側床面から土師器甕が出土 している。甕は上方の

大半を後世の削平により掻き取 られたかの様相を呈 してお り、詳細は不明であるが、少なくとも1



個体がほぼ倒立した状態で据えてあったと思

われる。その下には内面を上に向けた別の甕

片が敷かれていた。これらは直接的な接合関

係にはなく同一個体であるかどうかは不明で

ある。

SK07出 土遺物 (第 91図)第 91図 1は須恵

器蓋の宝珠つまみである。SK07出土遺物であ

ることは明らかだが、出土地点は明らかでな

く、SDllな ど他の遺構からの混入である可能

性もある。2は床面に据えてあった土師器甕で

ある。口径 31.4cmを 測る大形の甕で、先述のよ

うに後世の削平により胴部以下は失われている。器壁は厚く、口縁部は頚部から鋭く「く」の字状

に強く外反している。胴部の張りは弱く、粗い縦・斜方向のハケを施している。

遺構の性格と年代 SK07は、先述のSDllと の切り合い関係から、Ⅲ区北東古代建物群の時期で

ある9世紀前葉より先行する遺構であると考えられる。出土遺物のうち当遺構に伴うのが確実な2

�
91,

1黒灰褐色粘質土 (P297覆 土)

2淡 灰色細砂 (あ まり汚れない置土状の土層)

第 90図 九景川遺跡Ⅲ区SK07実測図 遺構 IS=1/20、 遺物 :S=1/12

写真 59 SK07検出時
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SK12

第 91図 九景川遺跡Ⅲ区SK07・ 10・ 12出土遺物実測図 S=1/12

の甕は、その形態からみて 7～ 8世紀に属するもの

と考えられるが、それ以上の年代の限定は現状では

難しい。

遺構の性格については、プランが比較的整った方

形を呈する点や床面に砂 を敷 く点、甕を床面に意図

的に配置 している点から土壊墓または木棺墓である

可能性が高い。

SK10(第 92図 )

規模と形態 Ⅲ区中央南壁際で検出した土坑で、加

工段 2の南側に位置する。南半は調査区側溝により

失われている。平面形は楕円形状を呈 し、径 1.lm、

深さ50cmを測 り、壁は比較的急角度に掘 り込まれて

いる。覆土は上層に灰褐色粘質上、下層に灰色粘土

が堆積 していた。

SK10遺物出土状況 (第 92図)土 坑床面付近から土

師器が 1点出土 している。

SK10出土遺物 (第 91図 )

第 91図 6は SK10の床面付近から出上 した土師器

写真 60 SK07土師器甕出土状況

写真 61 SK10土師器甕出土状況
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甕または甑である。顎部の くびれは

ほとんどなく、口縁部はわずかに外

反する。胴部の張 りは弱 く、外面に

粗いタテハケを施す。

遺構の性格と年代 出上 した土師器

奏から細かな年代の特定することは

困難であるが、奏であれば8世紀以

降の遺構 となる。ただし、当遺構周

辺には古代の遺構は全 く存在せず古

墳時代中期の遺構 しか存在 しないこ

とから古墳時代中期に属する可能性

も残る。性格については明確にし得

ないものの、現在で も湧水がある地

点に営まれていることから丼戸であ

る可能性が高い。

SKll(第 93図 )

規模と形態 調査区中央南に位置す

る土坑で、加工段 2に 沿 うように位

置してお り、切 り合い関係からSKll

が先行する。

プランは不整形な長方形状を呈 し、

長 さ1.95m、 幅 1.2m、 深 さ 12cmを

測る。土坑内には暗黒掲色土が堆積

していた。遺物は出土 していない。

遺構の性格と年代 遣物は出上 して

いないが、周辺の遺構の様相からみ

て、古墳時代中期に属する可能性が

高い。

SK12(第 94図 )

規模 と形態 調査区北西部で検出し

た土坑で、SB13及 び加工段 1に 隣接

歩優雹亀笙
質土(ブロック多しヽ)   0____聟山

第 92図 九景川遺跡Ⅲ区 SK10実測図

遺構 :S=1/30、  遺物 :S=1/12

1 暗黒褐色混 じり黄灰色土 (黒褐色上がプロック状に混 じる)

第 93図 九景川遺跡Ⅲ区SKll実測図 S=1/30

するが、層位的にはこれらの検出面より上の4層上面で検出した土坑で、これらより先行すること

は明らかである。平面形態は不整形な楕円形状を呈 し、北側の一部は調査区側溝により失われてい

る。現状での規模は、長さ2.Om、 幅 80cm前後を測る。断面形は浅い皿状を呈 し、深さ10cm前後

を測る。土坑内には3層 と同様な黒褐色系の粘質土が堆積 していた。土坑内からは遺物が若干出土

している (第 94図 )。

SK12出土遺物(第 91図)第 91図 3～ 5は SK12出土遺物である。3は弥生土器甕で、灰白色を呈 し、

口縁部はややカーブを描 きながら外反し、端部を丸 く収める。草田5期前後 (赤澤 1992)の 資料
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0       50cm

―

1 黒灰色粘土 (し まりない)

2 黒褐色粘質土 (ブ ロック小粒若千含む)

第 94図 九景川遺跡Ⅲ区 SK12実測図 遺構 :S=1/30、 遺物 :

S=1/12

写真 62 SK12

黒褐色土 (責・ 白色ブロック含む)

黒褐色粘質土 (プ ロック少量含む)

黒褐色粘質土

淡責掲色粘質土

第95図 九景川遺跡Ⅲ区SK13・ SD29実測図 S=1/60

であり、下層からの混入品である。4は 白磁で口縁部は玉縁状を呈するⅣ類椀で釉が厚い。5は土

師質土器杯で、底部は比較的小さく、体部は若干内湾気味に立ち上がる。

遺構の性格と年代 4層上面から掘 り込まれた遺構である点、出土遺物からみて 12～ 13世紀の遺

構 と考えられる。

SK13(第 95図 )

規模と形態 調査区中央部やや南寄 りに位置する遺構で、SB14の北に隣接する。土坑西側には平

面長方形状の小規模な土坑で、長さ4.4m、 幅 50cm程の小規模な溝であるSD29が取 り付いている。

土坑の規模は、長さ1.6m、 幅 1.2m、 深さ60cm前後を測 り、断面形は逆台形状を呈する。覆土は

上層の黒褐色土が、下層は責褐色系の上が堆積 していた。遺物は出上 していない。

遺構の性格と年代 明確な共伴遺物はないが、周辺の遺構配置から考えて古墳時代中期に属する遺

構である可能性が高い。性格は不明だが、溝が取 り付いている点から、小規模な溜井状の施設であっ

た可能性が考えられる。

SK14(第 96図 )
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規模と形態 調査区南西部で検出した

土坑で、中世の貝塚であるSX02を 完

掘 したのち、その床面で検出した遺構

である。

平面形は三角形に近い精円形状 を

呈 し、長径 1.7m、 短径 1.25m、 深さ

35cmを測るが、上方はSX02に より破

壊されてお り、本来はより深かったも

のと推測される。断面形は北壁は比較

的急傾斜に掘 り込まれているが、南側

はやや緩やかな傾斜を呈 している。な

お、底部南半部は調査時の錯誤により

失われ、本来の形状は不明である。

覆土は上層は黒褐色系の粘質上が堆

積 しており、下層になるにつれ砂を多

く含み灰色を帯びるように変化し、最

下層には灰褐色の砂質土が堆積してい

た。最下層付近は湧水が著しく、今J物

桶が比較的良好な状態で遺存 してい

た。

SK14遺物出土状況 (第 97図 )

上述のとお り床面付近か らは今J物

桶、部材、弥生土器片が出上 しており、

これらは土坑床面北西部付近から比較

的まとまった状態で検出された (写真

63)。 参J物桶は全体の 1/4程度の部材

が外面を上に向けて横倒 しの状況で出

上している。

SK14出土遺物 (第 98図 )

第 98図 1は床面付近から出上 した

弥生土器壼の頸部から肩部にかけての

資料である。同一個体であるが直接接

合 しないため、図上で復元 している。

器壁は薄 く、色調は灰白色を呈する。

頸部には長い矢羽根状の羽状文の下半

部と思われる連続斜線が描かれ、肩部

にはヨコハケと鋭利な工具による連続

ノ字刺突文が施文されている。羽状文

100

1 黒灰色粘質土 (プ ロックを若干含む )

2 黒褐色粘質土

3 暗灰褐色粘質土 (砂多 く含む )

4 灰掲色砂質土

lm

9よ2

|

0

第 96図 九景川遺跡Ⅲ区SK14実測図 S=1/30

第 97図 九景川遺跡Ⅲ区 SK14遺物出土状況

遺構 iS=1/30、  遺物 :S=1/12、  1/18
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=翌0                  10cm

(S=1:3)

0                 20cm

(S=1:6)

第 98図 九景川遺跡Ⅲ区 SK14出土遺物実測図 1:S=1/3、 2:S=1/6

的モチーフは新 しい様相だが、全体の質感か

らみて草田5期前後まで遡る可能性が高い。

2は参J物桶である。杉材で約 1/4が残存 して

いた。平面形はかなり扁平な楕円形】犬を呈 し、

器高 30.8cmを 測る。現状では内面に漆痕や木釘

は認められない。

遺構の性格と年代 土器の年代観から当土坑

は弥生時代終末期前後に位置づけられるが、当

該期の遺構はSK14以外には当遺跡では存在 し

ない。SX02に よる削平によって本来の形状が

不明なため遺構の性格については明らかにし難

いものの、湧水地点に掘 り込まれている点、今↓物桶の出土などから丼戸の可能性が考えられる。

SK15(第 99図)

規模と形態 調査区南西部に位置する土坑で、調査区を南東から北西へ縦断する自然河道 SR03内

に掘 り込まれている土坑である。土坑の平面形態は長楕円形状を呈 し、北側にはステップ状の平坦

面を設け、二段に掘 り込まれており、床面には径 7cm、 長さ60cm程の杭材が打ち込まれていた。

規模は長さ2.8m、 幅 1,3m、 深さ40cm前後を測る。

覆土は土坑中央部上層にに暗灰褐色土、下層に灰褐色・灰オリーブ色系の上が堆積 していた。遺

物は出上 していない。

遺構の性格と年代 遺物が出土 していないため詳細は不明だが、SR03が古墳時代中期にほぼ埋没

する河道であることを勘案すれば、当該期に比定するのが妥当と考えられる。性格は不明だが、自

然河道中に掘 り込まれていることから、水利に関わる遺構であった可能性が高い。

写真 63 SK14遺 物出土状況
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SK16(第 100図 )

規模 と形態 調査区東南部

に位置する遺構で、調査区を

東か ら西へ横断する自然河

道 SR04の 下層で検出した小

規模な土坑である。

平面形はほぼ円形で、断面

は浅い皿状を呈 しているが、

SR04に より上半部を削 られ

ているため本来の深 さは不

明である。現状での上坑の

規模は、径 60～ 65cm、 深さ

15cmを測る。覆土は上層がブ

ロック小粒 を含む暗灰褐色

粘質土、下層が灰オリーブ色

土で、他のピット・土坑覆土

とは大きく様相が異なる。

遺物は当土坑内からは出土 第 99図 九景川遺跡Ⅲ区SK15実測図 S=1/40

していないが、付近より突帯文土器が数′点出上している。

遺構の性格と年代 土坑内からの出土遺物はないが、すぐ

近くから突帯文土器が出上したことや覆上が後述する縄文

時代包含層である6層 に類似する点から縄文時代晩期の遺

構である可能性が考えられる。

SK19～ 28(第 101～ 103図 )

規模と形態 Ⅲ区北側中央付近で検出した土坑群で、ほぼ 0   .501m. 1腸:路9頃鵜含め

南北に長楕円形の上坑が 2列 に整然と並んでお り、さらに          磐¥質
でブロック少数

その南北端には同様な形態の上坑がこれに直交するように

配置されていた。こうした配置状況から、当初は大形建物 第100図 九景川遺跡Ⅲ区SK16実測図

の柱穴群とも考えたが、現状の配置では建物が復元できる        S=1/30

状況にはなり得ないことから、一定の規則性をもって配置された土坑群と判断した。

土坑の平面形態は長楕円形もしくは隅九長方形状を呈するものが多いが、SK22や SK28の よう

なやや不整形な形態をなす土坑も含まれる。構造は段のない単純な形態のものが多いが、SK22や

SK26の ようにステップ状の平坦面や2段掘の形態を呈するタイプも含まれる。壁面は各土坑とも

比較的急傾斜に掘り込まれている。床面は平坦なものが多いが、やや凹凸状をなすタイプ (SK19・

21)も 含まれる。また東列の一群は2段掘状をなす点で共通しており、西列の一群とは対照的なあ

り方を示している。土坑の規模は表4の とおりであるが、概して長さ1.2～ 1.4m、 幅60～ 100cm前後、

深さ60～ 70cm前後のものが多い。

当土坑群の最大の特徴は、土坑内の埋土がしまりのない灰色粘上である′点で、多少の程度の差こ

102

珍

1 暗灰褐色土 (粘質高、砂多い)

2灰 褐色土 (責色ブロック含む)

3灰 オリーブ色土 (暗褐色粘上をまだらに混 じえる)

lm
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⑬

第101図 九景川遺跡Ⅲ区SK19～ 28遺構配置図 S=1/80

そあれ各土坑ともこの点では共通 しており、その計画的な配置とともに築造年代の近さを物語るも

のと言える。

また、通常の柱穴・土坑群とに幾つか切 り合い関係が認められるが、現状ではいずれの場合にお

いても当土坑群が後出する。またSK23と SK24は唯一当類の上坑間で切 り合い関係を持ち、SK23

が SK24を 切っている。

遺物はいずれも細片のため図化 していないが、SK19か ら土師器片、SK26か ら土師器・土師質

土器片、SK28か ら土師器片が若干出土 している。

遺構の性格と年代 幾つかの土坑からわずかながら土器が出土 しているが、いずれも検出面付近か

らの出土であり、年代決定の根拠とはなりにくく、現状では切 り合い関係から古代の柱穴群より後

出する遺構群であると言えるのみである。性格についても不明といわざるを得ない。

(4)溝

Ⅲ区では溝状遺構を多数検出したが、ここでは遺物が出土 した溝を中心に報告する。

SDll(第 104図)

規模と形態 調査区北東の、Ⅲ区北東古代建物群の北側に位置する溝で、SB06の北側柱から約 2.3

m離れた箇所にSB06主軸とほぼ並行 して走っている。遺存状況はあまり良好でなく、部分的に途

切れているが、東端は前述のようにSK07と切 り合い関係にあり、SK07よ り後出する。

◎◎◎
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表41九景,Fl遺跡Ⅲ区SK19～ 28-覧表

鮒翠

主軸つ配置 平面形態  構造  床面形態 出土遺物さ深釦
一

模‐ぐ
一幅

規
さ長

離
Sk19

SK20

SK21

SK 2 2  1

SK 2 3

SK24

SK25

S五26

Sp7.

SK28 .

142

170

160

165

134

134

124

142

103

∝

４

Ｔ

徳

∞

Ｆ

針

脱

甚

偲

“

駆

狗

拠

飩

・

密

・∞

猾

解

南北   長方形   1-段掘   凹凸面

南北   長方形 片側2繰掘 どウト有

南北  長糖円形1  1農掘   凹凸面

南北  長糖H影 片側2段綴  平坦

蒸西   長方彦  1段婉  ほ蔭平垣

南北     一      ―      ―

東西   長方形   1段掘   平坦

M「Iと   ,長結円諺  2段掘   Ш凸面
―

帝北  長捨中形  2段線  平坦

南北   長楕日形  21残掘   平坦

■HiFM

土師器、土師質土器

i師器―

1.05
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-    4 0oln

1/テ

身=弓
[二:「

1 黒褐色粘質土
2黒 褐色粘質土 (炭含む、P360埋土)

3灰 褐色粘質土 (P360埋 土)

一 マ

1黒褐色粘質土

l 黒褐色粘質土

lm

現状での規模 は、長 さ9.7m、

幅は広い箇所で 50cm前後、深 さ

10cm前後を沢1る 。覆土は古代建物

群の柱穴埋土と同様な黒褐色系の

粘質上が堆積 していた。

SDll出土遺物 (第 105図 )

第 105図 1は 小型の上 師器甕

で、口径 12.2cm、 器高 15.Ocmを 測

る。口縁部は単純口縁で外反気味

にやや上方へむけて立ち上が り、

器壁はやや厚い。胴部はよく張 り

外面はタテハケで仕上げる。底部

は完全な九底をなす。周辺からの

混入と思われる。

2・ 3は須恵器杯である。両者

ともほぼ同様なタイプで、高台は

底部外周近 くに取 り付き、体部が

直線的に長 く立ち上がる。4は須

恵器蓋で扁平な宝珠形つまみを持

ちやや器高が高いタイプのもの

で、口縁部端部はわずかに下方へ

屈折する。

遺構の性格と年代 SDll内 出土

遺物は明らかな混入品である 1を

除けば、青木Ⅳ期の特徴を呈する

資料であり、Ⅲ区北東部古代建物

群の年代とほぼ同時期の遺構 と考

えられる。遺構の性格については、

0                  10cm

(S=1:3)

④
∩
Ｖ

処

了 ＼1

目籍野曽ヱパ錐
(ピ ット覆土)

第 104図  九景川遺跡Ⅲ区SDll実測図 S=1/60

③③ 了戸ず
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第 105図 九景川遺跡Ⅲ区SDll出 土遺物実測図 S=1/3
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1 暗褐色粘質土
2 灰褐色砂質土
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第 106図  九景川遺跡Ⅲ区 SD15実測図

S主 1/60

SB06の建物主軸 とほぼ並行 し、その範囲もそれとほぼ一致

していることからみてSB06の 雨落溝であった可能性が高い。

SD15(第 106図)

規模と形態 調査区中央部で検出した溝状遺構で、西側は後

世の削平により失われている。当遺構は後述するSR04と 完

全に重複 している。すなわち、SR04が埋め立てられたのち

掘 り込まれた溝で、その北岸はSR04のそれとほぼ一致する。

SR04覆上の一部である可能性 もあるが、SD15と した溝状

遺構の覆土はSR04の それと明らかに区別されるため、埋没

後改めて掘 り込まれた遺構であると理解 した。

溝は蛇行状 を呈 してお り、現状での規模は長さ13.6m、

幅 30～ 140cmを 測 り、西側に向けて広がっている。覆土は

暗褐色系の粘質土が堆積 していた。

SD15遺物出土状況 (第 106・ 107図)遺 物は東側からも出

上 しているが、幅が広 くなった西側から比較的まとまって出

土 している。他の遺構 と比べると、土師器甕や須恵器甕が比

較的まとまって出土 しているのが特徴である。

SD15出土遺物 (第 108図 )

第 108図 1は赤彩土師器である。底部から体部への立ち上

が りは九みを帯び、口縁部は緩やかに外反する。赤彩は内外

面だけでなく底部まで及んでいることから8世紀前半に属す

るものと考えられる。2・ 3は 中形の上師器甕である。2は 口

縁部が長 く緩やかに外反する。3は顎部に強いヨコナデを加

え、肩部に稜を形成する。肩の張 りは弱い。7～ 8世紀に属

すると考えられる。4・ 5は 口径 30cm以上の大型の甕で、4

は 3と 同様に肩部にヨコナデによる稜を形成 している。5は

口径 42.6cmを 測 り、口縁部はくの字に強 く外反する。肩の張

りは弱 く、外面にはタテハケ、内面にはヨコハケのち部分的

にヘラケズリを施す。

6・ 7は須恵器蓋で、いずれ も扁平な宝珠つまみを備え、

口縁部端部が下方へわずかに屈折 し、端部外面にヨコナデに

よる面を形成する。6は墨書土器で天丼部に不明瞭であるが

「中」という文字が判読できる。

8は無高台の須恵器杯で、口縁部はやや外反気味に立ち上

が り、底部はヘラ切 りのちナデで仕上げている。酸化焼成で

淡黄色を呈 している。9は土製支脚で背部から斜め上方に円

了しが穿たれている。

遺構の性格と年代 出土遺物は、1の赤彩土師器は8世紀前
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第 107図 九景川遺跡Ⅲ区SD15遺物出土状況 遺構 :S=1/30、 遺物 :S=12

半 まで遡 る資料である一方、8の須恵器郭は確実に 9世紀代 まで降る資料であ り、現状ではかな り

の時間幅が認め られる。 しか し当遺構の下限の時期がⅢ区北東部古代建物群の時期 と一致 し、さら

に当遺構を境にその北側においてのみ当該期の建物群が認められるという位置関係を考慮すれば、

Ⅲ区北東部古代建物群の時期の遺構である可能性が高い。

SD24(第 109図)

規模と形態 調査区北西部に南北方向に走る溝で、北側は調査区外へと延びている。周辺に位置す

る他の遺構 と異なり、当遺構は中世包含層である3層 を除去 した4層上面で検出した遺構であり、

SB12や加工段 1の一部を切つている。

溝は北からやや西へ振れた方向に直線的に延びてお り、現状での規模は長さ11.4m、 幅 1,4～ 2.1

m、 深さ50cm前後を測る。溝の断面形はやや緩いV字状に近い台形状を呈 している。溝内の覆土

は比較的しまりのない暗灰褐色～灰色系の粘質土が堆積 していた。

SD24遺物出土状況 (第 l10図)SD24内からの出土遺物は比較的少なく、その多 くは北側に集中

していた。また溝の中央北側西肩付近では古銭がまとまって出土 している。また、溝の南端付近の

底面では馬の中手骨が単独で出上 している (写真 64)。

SD24出土遺物 (第 61図 。第 ■1図)
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第 108図 九景川遺跡Ⅲ区SD15出土遺物実測図 S=1/3
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第109図 九景サH遺跡Ⅲ区SD24-実測図 1許1/60

第61図 10は器形や胎土から―みて、東播系須恵器鉢と考えられる.。 小片であり、口径の復元はエ

確なものではない。■ は土師質土器郭の底部で底面に回霜藻切痕な残す。12は土師器甕で菌縁部

は強く外反す.る 。3～つ世紀頃の遺物であり混入品と考えら―れる。

第111図は銭貨である。1詳細は表5に示した。いずれも1麟 に属じ初鋳年は1054～ ■91年で

あり、こ区SKOと の銭費と二較すると遺存状態は比較的良好である。

1遺構の性格と年代1層位曲関係や出土遺物から、SD24鱒代は12～ 13世紀領と考えられる.。 性
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―第 ■0図 九景川遺跡Ⅲ区SD24遺物出土1状況 遺構 :S=1/60、 遺物 iSと 1/1ム 1/2

格については比較的整った形態から屋敷地の区画溝的な性格が想定されるが、周辺に明確な当該期

の建物は確認できず(詳細は不明である。

sD25(第182図)
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第 111図  九景川遺跡Ⅲ区SD24出土遺物実測図 S=1/1

規模と形態 Ⅲ区南側で検出した遺構

で、北西 一南東方向に走 る溝である。

加工段 2と 切 り合ってお り、これに先

行する。形態はほぼ直線状を呈 し、長

さ8.Om、 幅 30cm、 深さ約 12cmを 測る。

溝内には灰褐色系の粘質上が堆積 して

いた。当遺構 に伴 う遺物は出上 してい

ない。

遺構の性格と年代 年代については加

工段 2と の切 り合い関係から古墳時代

中期前葉以降に降ることは確実だが、

出土遺物は同じ古墳時代中期前半の上

師器細片が若干出土 していることから

あまりかわらない時期のものと考えら

れる。

SD26(第 l12図 )

規模と形態 調査区のほぼ中央、SD15

の南 にほぼ並行 して東西に走る溝で、

SD15と 同様にSR04の埋没後に営まれ

た溝である。平面形態はやや不整形で、

床面は凹凸が著 しい。溝の規模は5.Om、

幅 ■Om、 深 さ20cmを 測る。溝の埋土

は地山ブロックを含む暗黄褐色上が堆

積 していた。

表5

lm

第 112図  九景川遺跡Ⅲ区SD26実測図 S=1/40

SD24出土銭貨計測表

1 暗黄茶褐色上 (地山アロック多 く含む)

写真 64 SD24馬 中手骨出土状況

図版番号 量 目名称 初鋳年  銭径 (A)/銭径 (B)内径 (C)/内径 (D)

第 ■1図 1

第 ■1図 2

第 ■1図 3

熙寧元賓 (北宋)

至和元賢 (北宋)

聖宋元賓 (北宋)

675mm  650mm

625mm  655mm

680mm  680mm

1 00mm

080～ 1 00mm

l10～ 1 20mm

1068年   (厄ξ)   24 60mm  24 90mm

1054年 (暦) 23 15mm 23 50mm

l101年   (雁罫)   24 20mm  2560mm

ｇ

　

ｇ

　

ｇ
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SD26出土遺物 (第 61図)

第 61図 13は 弥生土器奏 で 口径

16.Ocmを 測る。口縁部は複合口縁状を

呈 し、外面には貝殻腹縁による擬凹

線文を施文後ナデ消 している。草田

3～ 4期に属する資料である。

14は須恵器杯の底部で底径 9.4cmを

測る。高台は底面外縁付近に取 り付

き、底面はナデ調整を施す。青木Ⅳ

～V期に属する。

遺構の性格 と年代 当遺構 はSD15

と同様、SR04よ り後出することは明

らかであ り、13は 混入品と考えられ

る。 したがって、遺構の時期は 14の

年代、すなわち9世紀代にまで降る

ものと考えられる。

SD27(第 l13図)

規模と形態 調査区北西部で検出し

た溝 で、南東か ら北西 にむけて走

り、北側は調査区外へと続いている。

SB10、 SD31及 び SR04と 切 り合 い

関係にある。これらの遺構 との前後

関係は、 SD27-→ SB10。 SR04。 SD31

となる。検 出 した範囲での規模 は、

長さ15.lm、 幅 30cm前後、深さ35cm

前後 を測る。溝内の埋土は、上層に

黒灰褐色土、下層に砂混 じりの灰褐

色土が堆積 していた。遺物は古墳時

代中期に属すると思われる土師器細

片が出土 している。

i考
I桑岳多ω多

く客づ
0

し
で

◎

lm

第 113図 九景川遺跡Ⅲ区SD27・ 31実測図 S=1/100、 1/50

遺構の性格と年代 SB10。 SR04と の切 り合い関係から8世紀後葉以前の遺構であることは間違い

ないが、古墳時代中期の土師器細片は混入と思われ、詳細な時期については不明である。

SD31(第 113図)

規模と形態 Ⅲ区北西部で検出した南西から北東に延びる溝で、南西側は調査区外へ延びている。

SD27と 切 り合い関係にあり、SD27よ り後出する。検出した範囲での規模は、長さ3.5m、 幅 50cm、

深さ8cm前後である。遺物は出上 していない。

遺構の性格と年代 SD27よ り後出するということ以外に現状では年代を決定する手掛かりはない。

113



(5)土器だまり

土器だまり (第 114図 )

規模 と形態 調査 区中央付近、

SB14の 東側付近で検出した土器

群である。土器だまりは南北方向

に6.4m× ■6mの 範囲で長 く拡

がつており、地山のほぼ直上で検

出した。周辺ではSB14以外には

小規模なピットを数基確認したの

みである。

遺物の出土状況 (第 l15図)土
器だまりは幾つかの小グループに

分かれているが、器種ごとの偏 り

などは認められない。器種は甕が

最も多く、高杯がその次を占めて

おり、当該期の一般的土器組成と

に大 きな違いは認められず、こ

の点で後述するSR03出 土土器群

の土器組成とは大きく異なってい

る。

土器だまり出土遺物 (第 ■6～第

l18図 )

第 116図、第 117図 1、 3、 4は

甕である。第 116図 1は 退化 した

複合口縁 を有する奏で、口縁部外

面に痕跡的な稜を残 し、やや厚手

のつ くりのものである。2はやや

小形の奏で口縁部は単純口縁で長

く外反気味に立ち上がる。3は 回
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第114図 九景川遺跡Ⅲ区土器だまり実測図 S=1/40

縁部が内湾気味に立ち上がるが、端面は内側に肥厚せず、外方にやや肥厚する。肩部にヨコハケを

施す。4は布留甕的な内湾口縁 タイプで、端面を上方に若千九 く肥厚させている。5は内面肥厚の

認められる布留系甕で灰白色を呈する。6も 同様なタイプで肩部にヨコハケを施す。

7は ほぼ完形に復元できる甕で、肩部及び胴部下半がよく張 り、胴部最大径付近が直線状をなす、

ずんぐりとした器形の甕である。胴部下半の屈曲点と内面の指頭圧痕の範囲、外面ハケロの転換点

がほぼ一致 していることから、型作 りによる製作であった可能性が高い。色調は灰白色を呈する。

9は小形の甕で退化 した複合口縁状を呈 し、肩部にヨコハケのちヘラ状工具によるランダムな単線

が認められる。11は顎部のしまりが弱 く、口縁部が厚 く外反する奏で、肩部ヨコハケは消失 して

いる。色調は橙色で胎土はやや器壁のざらついた感 じで砂粒が少ない大東式によくみられる特徴的

114



③

誂守
°

⑤

瓦麗《至:il

夕
急

∂・ 路
●・

鵬Ｍ116・ 6

ドゞ酔丁
声
Ж

『 奪l預毛訂 ヽ

第115図 九景川遺跡ⅢI区土器だまり遺物出土状況 遺構iS=1/40、 働 :S■1/12

な胎土・色調を呈する甕で―ある。第11ク 図4も ほぼ同様み器形ないしは胎土・色調を呈する奏である。

第117図 2は小形九底壼で、大東式的な胎土・色調のもので、日縁部が退化した複合日縁状を呈

する。土器だまりでは小形丸底壼はこれ―と第116図 10のみであり、SR03と は対照的な―あり方を示す。

第117図 5は直El壼で小形丸底壼を大形化し.た形状を呈している。

6・ 7はイである.。 いず|れも丸底で日縁部が内湾気味に大きく開くプロボーションをなし、この

タイブの杯としては古相に属する。7は外面に指頭庄痕を残す。8は低脚芥または蓋と考えられる力＼

低脚不とすればヽ 内湾状の器形や脚部内面に段を有する形状など、小
`谷
式的な低輝杯とはかなり様

相を異にする資料である。ただし、色調は小谷式的な―灰白色を呈している.。

第■8.図 は高郭である。とは完形に近い高杯で、杯部はわずかに外面に稜を備える。脚部等の1形
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第 116図 九景川遺跡Ⅲ区土器だまり出土遺物実測図 (1)
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(S=1:3)

第 117図 九景川遺跡Ⅲ区土器だまり出土遺物実測図(2)S=1/3

状は小谷式に近いが小谷式に特有の外部下半の刺突痕 aは認められない。

2は郭部がやや内湾 しつつ直線的に伸びる杯部を呈 し、比較的短脚の高郭である。脚部外面に縦

方向のヘラミガキが認められる。3は杯部に段を有する高郭で外面のハケを顕考に残す。色調・胎

土は大東式的な特徴を示すものの、杯部下半部がやや長 く上方へ立ち上がるなど、定型化 していな

い印象を受ける。4は杯部がほぼ直線状に開き、脚部が中実を呈する、珍 しいタイプの高郭である。

6は 口径がやや萎縮 し杯部が深 くなった小谷式的なプロポーションを呈する高杯の杯部である。色

調は小谷式的な灰白色に近い淡黄色を呈する。

7～ 9は高杯脚部である。8は杯部下半の円盤が分厚 く、やや径が大きく浅い刺突痕が認められる。

9は脚部下半が強く屈折する特徴を有する高杯脚部で、郭部 との接合の際の剥離痕が明瞭に観察さ

れる。
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第 118図  九景川遺跡Ⅲ区土器だまり出土遺物実測図 (3)S=1/3

遺構の性格と年代 当土器だまり資料は、小谷式、大東式の両者の特徴を備える土器が共存 してい

るが、出土状況は地山直上付近から比較的まとまって出上していることから、その一括性はかなり

高 く、比較的短期間に形成された土器だまりである可能性が高い。この点から当資料は両時期の過

渡的な様相を呈する資料と考えられ、現状では古墳時代中期前葉頃と考えておきたい。出上位置か

らみて、SB14と 密接な関連を持った土器群であると考えられる。

(6)自 然河道

SR03(第 119図 )

規模と形態 Ⅲ区を南東から北西へ縦断して北流する自然河道である。調査区内で検出した範囲内

での規模は、長さ38.4m、 幅 3.2～ 6.6mを測る。河道はかなり不整形な形状を呈 し、下流側の北

へ行 くにつれ、幅広となる。深さは場所によってまちまちであり、特に北半は後世の削平により本

来の深さは不明であるが、現状では25cm前後を測る。南側は河道が二股状に分かれてお り、先述

したSK15は河道東岸に掘 り込まれている。その対岸に相当する箇所には長さ7.4mに渡る細長い
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暗灰褐色粘質土 (プロック少ない)

灰褐色～オリーブ色土 (ブロック 砂泣多 し)
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■顧わ０‐ｍ・
第119図 九景川遺跡Ⅲ区SR03実測図 遺構 :S=1/200、 1/80、 遺物:S=1/12

溝状の落ち込みが認められた。遺構名称はつけていないが、人為的な掘 り込みである可能性が高い。

河道内の覆土は場所によって異なるが、南側は中世包含層と類似する黒褐色粘質土が、北側の古

墳時代中期の上器群が多量に出上 した付近の覆土は橙褐色、暗褐色系の粘質上が堆積 していた。

SR03遺物出土状況 (第 ■0～ 121図)

SR03の規模は長さ40m近 くにも及び、遺物の出土状況は地点によってかなり異なっている。よっ

て、ここでは南側から順に遺物の出土状況について述べていきたい。

SR03の最 も南偵1に相当するH7グ リッド付近はSR03が浅い三股状に分かれてお り、遺物の出土

量は乏しい。流路中及びその周辺からは土師質土器が若干出上しているのみである。これらは上層

である中世造成土である4層 中からの混入品であると考えられる (第 119図下)。
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第120図 九景加遺跡Ⅲ直SR03歯物出軸   (G5グ リッド付D 潮毒:s-1/“、翻跨!辟1/18

その北側、SK15や流路中に溝状の掘り込みが行われた箇所付近においても遺物の出土は僅少で

|あ る.。 ただし、sK15の約6m下流の淀み状の窪地から―小形丸底董7点、手捏ね土器-1点な.どが集

中して出土.し ている (第 119図上)。 後述するようにISR03出土土器群は通常の上器群に比べて.

小形丸底壷及び高杯、郭の組成比が非常に高い点が注目される.が、特にこの箇所に集中的にガヽ形丸

底重が投棄されてセヽる様相は、何らかの祭祀的行為を窺わせるのに十分な出土様態であろう。

これらの小形丸底壼集中出主点の北側、G5グリツド付通の出上状況を示したのが第120図であ―

る。この辺りは後世の削平がかなり及んでいた箇所であったが、SR03内の上器群の遺存状況は比

較的良好であつたも遺物の出上密度はそれほど高くはない力ゝ 完形品に近い資料が多い点、高不や

小形丸底壼の比率が高く、甕が比較的少ない点が注意され―る。ま.た、遺物は1河床床面から若千浮い
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第 121図 九景川遺跡Ⅲ区SR03遺物出土状況 (F4・ G4グ リ

てはいるもののほぼ同レベルで比較的まとまって出

土 していることからみて、河床が若干堆積 した段階

に一括 して投棄された遺物群である可能性が高いと

想定される。

第 121図 はその北側の F4・ G4グ リッド付近の遺

物出土状況を示 したものである。G5グ リッド付近と

は対照的に完形品は比較的乏 しく破片資料が大半で

あるが、遺物の出土密度はG5グ リッド付近よりも高

い。北端付近は後述するSR04と 切 り合い関係にあり、

須恵器はSR04か らの混入品である。組成比はG5グ

1244    1,
125‐ 10
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リッド付近と比較すると、甕の比率が高くて高杯や小形丸底重の比率が低く、通常の集落における

土器組成比に比較的近いと言える。また、出土レベルに幅があり、小破片が多くを占める点からみ

て、G5グ リッド付近のような一括性の高い集中的な投棄行為による形成ではなく、数度にわたる

投棄行為の結果、形成された遺物群である可能性が高い。ただし、後述するように時期幅について

は現段階では明確にその差を指摘することは難しい。

SR03出土遺物 (第 122図～ 127図 )

SR03か らの出土遺物は古墳時代中期前半に属する土師器が大半であるが、このほか、縄文土器

や須恵器、鉄器、石器も若干ではあるが出土している。以下、各種別・器種ごとにその概要を述べる。

A.縄文土器 (第 122図 )

第 122図 1～ 3は縄文土器片で、いずれも突帯文土器深鉢の小片である。1・ 2は 口縁部端部か

らやや下がった箇所に刻目突帯を貼 り付け、1は 口縁部端部上面をなで、2は先細り状に仕上げて

いる。3は屈曲部付近の資料と思われ、屈曲部付近に刻目を施す。

B.土師器 (第 122～ 126図 )

土師器は茎遺構出土量の990/O以上を占めており、先述のように器種構成比に際だった特徴を備

える。

壺 (第 122図～ 123図)

第 122図 4～ 19は小形丸底壷である。法量は4や 19の ような小型品もあるが、器高9cm前後の

比較的まとまった法量を示す。

口縁部はほとんどが単純口縁を呈し、12・ 19が退化した複合口縁状の形状を若干残している。

口縁部長は若干長いものも存在するが、萎縮化がかなり目立っている。形態はやや内湾気味にハの

字状に開くのを基調とするが、若干外反するもの(1動 や直立状を呈するもの (10)も 存在する。

頚部はなおよく締まる形状を残しているが、ややだれたタイプ (10・ 15)も 若干含まれる。体

部は胴部中央部付近に最大径がありやや扁平状のプロポーションを呈するタイプが多い。一方 14、

15の ような下膨れ状の形態を呈するタイプも一定量含まれている。外面調整はハケが主体で肩部

ヨコハケの資料は8な どがあるものの乏しい。器壁は比較的厚く、成形はやや粗雑でヨコナデが不

十分で凹凸感のある資料が多い。

胎土・色調は、なお小谷式的な灰白色系のものが多いが、同じ灰白色系でも小谷式段階の胎土と

はやや異なるざらつき感を呈する資料が多い。一方大東式的な橙色系のものは9。 11・ 18・ 19な ど

であるがテイピカルな大東式とは若千異なる印象を受ける。また、6及び15は焼成後穿孔らしき

痕跡が認められる。

20は 回縁部が短く内傾する形態の壷で、胴部がよく張る形状を呈する。前期段階のそれと比べ、

口縁部は萎縮し短くなっており、九みを帯びる。色調は橙色を呈し、胎土は白色砂粒を多く含む。

21も 同様な口縁部が内傾する壼であるが、便化が著しい。22・ 24は大形の直口壺である。22は頸

部がよくしまり口縁部が長くハの字状に開き、端部を先細 り状に収めている。肩部にはヨコハケを

巡らせ、淡責色で石英の多い前期的な色調・胎上の特徴を示す。

23は異形の複合口縁壼で口縁部は袋状口縁のように内湾し頸部に大型の断面三角形の突帯を貼

り付けている。管見の限り類例を知らない。胎土・色調は淡黄褐色で砂粒を多く含み、在地に通有

の特徴を呈する。第 123図 1は 中形の直口壼である。形態的には大型品と大きく変わらない。胎土・
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色調は小谷式的だが、口縁部及び肩部付近の器壁がやや厚い。肩部に細かな原体によるヨコハケを

施 している。3は 口縁部がやや短 く内湾する形態の直口壼で、灰白色を呈する。

奏 (第 123～ 125図 )

甕は大雑把に分けて四つに分類できる。一つは小谷式的な複合口縁甕であ り、第 123図 4がこれ

に相当し、甕Aと する。4は しっか りした複合口縁状を呈 した甕で、口縁部端部は九 く収める。口

縁部段部付近に沈線を巡らせ、内面ヘラケズリは頚部からやや下がった位置から行われている。色

調は灰白色を呈する小谷 3～ 4式段階の甕である。

次に口縁部段部の突出がほぼ消失し、退化 した複合口縁甕を甕Bと する。5～ 10、 第 124図 1が

これに相当する。5は 口縁部が短 くかつ厚 く、段部の稜 も鈍いが、肩部にはなお細かなヨコハケを

施 し、色調は灰白色で石英を多 く含む小谷式的な胎土の資料である。6は大形の壼または甕の口縁

部資料である。非常に分厚い作 りで端面に平坦面を有す。7は 口縁部端部が外方に肥厚するが、回

縁部段部は鈍い痕跡的な稜 となっている。色調・胎土は小谷式的な特徴を備える。

9は口縁部が短 く段部も鈍い稜 となっている。色調はにぶい橙色で胎土は表面がややざらついた、

おそらく長石と思われる白色微砂粒を含み石英が目立たない大東式的な胎上の特徴を示す。10は

口縁部がゆるやかに外反 し端部に平坦面を持つ。色調は灰白色を呈する。

甕Cは回縁部が内湾気味に立ち上がる一群で、口縁部端部に何 らかの造作を加えた資料が多い。

第 124図 2～ 10、 第 125図 1、 3、 4がこれに相当する。色調・胎土は甕 Aと 同じものが多 く、布

留式系奏の在地化 した小谷式系列下の単純口縁奏と考えられる。第 124図 2は顎部から鋭 く屈曲

し、口縁部がほぼ直線的に立ち上がる奏で、口縁部端部を内面に折 り曲げ厚 く肥厚させる。色調は

灰白色である。3は 口縁部が内湾気味に立ち上がって端部は上方につまみ上げている。肩部に顕著

なヨコハケを施す。色調は淡黄色である。4も 3と ほぼ同様な資料で回縁部端部を上方につまみ出

す。淡赤橙色を呈するが強い火を受けたかのような色調で大東式的なものではない。7は胴部上半

まで残る資料で、顎部は鋭 く屈曲し口縁部は直線状に立ち上が り、端部を上方につまみ出す。色調

は淡責色である。8はやや小形の甕で、顎部がよくしまり口縁部は内湾気味に立ち上がる。口縁部

端部は断面三角形状に若干肥厚する。2～ 6に比べて器壁が厚 く、ハケ原体が粗い。灰責色を呈す。

9はやはり内湾状の単純口縁を呈するタイプであるが、端部を肥厚させない。口縁部にヨコハケが

残 り、灰白色に近い淡黄色を呈する。10は単純口縁系の甕というよりも、複合口縁が退化 したタ

イプとしてとらえるのが適切かもしれない。内湾気味に立ち上がる口縁部端部は外反気味に収めて

いる。淡黄橙色を呈 し、大東式に近い様相を呈す。第 125図 3は底部まで判明する資料で、やや下

膨れ状の形状を呈 し、口縁部はほぼ直線的に開くが端部は肥厚 しない。肩部のヨコハケは既に消失

している。

甕Dは橙色・黄橙色系の色調を呈 し、厚手で回縁部が直線気味または外反気味に立ち上がる中期

的な奏の一群で、第 124図 11～ 15、 第 125図 5、 6な どが該当する。第 124図 11は小形の甕で肩

が張らず口縁部は厚手で上方へ直線的に立ち上がる。色調は橙色を呈す。12は やはり口縁部が厚

くやや上方へ立ち上がるが、肩部にはヨコハケを残 し、浅黄橙色を呈す。14・ 15は顕部の屈曲が

あまく、口縁部が強く外反する。色調は橙色・灰黄色を呈す。第 125図 2は口縁部がほぼ直線的に

立ち上がるが中途でやや屈折 しており複合口縁の退化 した可能性があるかもしれない。5は壼に近

い形状の甕で肩部がよく張 り、口縁部は上方へやや長 く立ち上がる。色調は灰白色を呈する。
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第 127図 九景川遺跡Ⅲ区 SR03出土遺物実測図 16)S=1/3

高郷 (第 125・ 126図 )

高郭は大きくみて杯部が段・稜をもって外反するタイプと小谷式以来のイ部が段を持たずに口縁

がゆるやかに外反するタイプがあり、法量や脚部の形態や脚部の接合法、色調や胎上でさらに幾つ

かに細別が可能である。

第 125図 7は有段タイプの高杯で、杯部下半が水平でなくやや上方に立ち上がる点に特徴がある。

郭部円盤下半に刺突痕 a(松山 1991)を 備え、脚部は脚部下半が屈曲せずゆるやかに立ち上がる。

外面の調整は不明だが郭部内面にはミガキ痕が観察される。色調は強い被熱を受けたかのような淡

赤橙色を呈す。9も 有段高郭であるが、杯部下半が短 くかつ水平に広が り、杯部上半が長 く直線的

に立ち上がる大東式タイプの高杯である。杯部下半は円盤充填であるが刺突痕は認められない。橙

色を呈する。

10は郭部に稜を有 しない小谷式的タイプの高郭で、郭部が矮小化 し脚部が長い小谷式の最末期

的な形状を呈する。色調は二次焼成による淡赤橙色を呈するが基調は灰白色である。11・ 12は 直

口口縁で浅い皿状の杯部を呈するが、11は調整が粗 く郭の可能性がある。13は無段 タイプで色調

は橙色を呈する。内外面にハケを顕著に残 し、杯部下半の接合部は脚部側に分厚 く張 り出している。

色調は橙色だが胎土は砂粒を多 く含んだ小谷式的な胎上である。
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第 126図 1は異形タイプの高郭で、郭部は口径が小さく深い椀状を呈する。脚は上半部は中実で

外面にヘラミガキを施す。色調はにぶい橙色を呈す。2は杯部が浅い椀形の形状をなす高必である。

外部と脚部の接合部は厚 く、脚は下半がゆるやかに広 く広がる。外部外面は軽 くケズリを加えたの

ちハケをかけている。3は高郭杯部または郭で外面下半にヘラケズリ痕が認められる。にぶい橙色

を呈す。4は にぶい橙色を呈する直口口縁状の杯部を備えるタイプで、接合部には刺突痕は認めら

れない。7は無段 タイプだがプロポーションは大東式に近い。灰白色を呈 し、接合部にやや径が大

きく浅い刺突痕を有する。

8は大形の直口口縁タイプの高杯杯部と考えられる資料で、橙色を呈 し砂粒が少なくざらついた

地肌の大東式的な胎土の特徴を有する。5、 9は小形化 したミニチュア状の高郭で、9は深い椀形の

杯部を呈す。色調は橙色で胎土は緻密で砂粒が少なく、大東式に典型的な胎土類型の一つである。

10は ミニチュア状の低脚杯で外面に指頭圧痕を顕著に残す。

11～ 19は 高杯脚部の資料である。11は裾にむけて直線状に開き強 く屈曲する形状をなす。12

は脚がゆるやかに広がるタイプで円形スカシを三方に穿つ。接合は脚部を郭部に差 し込む手法のも

のである。13・ 14は厚手で脚がゆるやかに開 く中実タイプのもので、13は外面に赤彩を残す。18

は差 し込みタイプの脚部で脚部上半がエンタシス状を呈する。19は脚が短 く脚裾が強 く屈曲して

開くタイプで、内面に稜を形成 している。

必 (第 126図 )

第 126図 20～ 22は杯である。いずれも口径 1lcm前後でボウル状の形状を呈す。20。 22は外面

に指頭圧痕が顕著に残っている。

手捏ね土器 (第 126図)

第 126図 23・ 24は手捏ね土器で杯または鉢のミニチュア品である。内外面に指頭圧痕を顕著に

残 し、凹凸が著 しい。

C.須恵器 (第 127図)

須恵器はいずれもSR03北端の、SR04と 交差する地点からの出上であり、SR04か らの混入品で

ある。第 127図 1は無蓋の杯で、口縁部は内湾気味でやや屈曲する。2は高杯脚部で脚端部に直立

する平坦面を形成する。

D。 土師質土器 (第 126図 )

いずれもSR03南部から出土 してお り、上層からの混入品と考えられる。第 126図 26は 杯で、

口径 14.3cmを 測る。底部は比較的小 さく、体部はほぼ直線状に開 く形状をなす。27は高台付杯で

脚端部は九 く外方へ突出する。

E.鉄器 (第 127図 )

釘が 1点出土 している。F4グ リッドからの出土であり、おそらくSR04か らの混入品と思われる。

先端部を欠損 しているが断面形は矩形を呈 し、一端をL字状に折 り曲げ頭部を形成する。

F。 石器 (第 127図)

第 127図 4は G5グ リッドから出土 した流紋岩製の敲石で、長楕円形の円礫端面に敲打痕が顕著

に認められる。5は G5グ リッドから出上 した砥石で、他の遺物の共伴関係から古墳時代中期に属

する資料と考えられる。砂岩製で平面鼓状を呈 し、小日以外の4面を使用面として用いている。各

面とも平滑で、鉄器の刃先痕が顕著に残る。6は流紋岩質凝灰岩製の砥石で、出土状況から古墳時
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代中期に属するものと考えられる。かみりの部分を久損しており本来の形状は不明だが、やや不整

形な板状を呈し、現状では表裏2面に使用痕が認められるがヽ一面は表面が平滑でなく使用頻度は

低い。

遺構の性格と年代

SR03内 の出土遺物は、SR04や上層からの若子の1爽雑物を
―
除くと、ほぼ古墳時代申期前半に限定

されⅢこの時期に機能‐埋没した小河道であると考えられる。主器群の時期幅については第9章で

再度述べるが、少なくともG5グリッド付近出土遺物は完形品が多く、廃秦時の一緒性が比較的蔦
―

い土器群であると―考えられ、小谷式的な土器群を一定量含んでいる点、大東式系土器群も高郭など

ら

13.1



になお定型化 してい

ない要素が認め られ

る点からみて、中期前

半で も比較的古 い段

階の資料 である可能

性が高いと考える。

SR03は そ の 形 状

か ら自然河道である

ことは間違いないが、

SK15や その対岸に営

まれた溝状 の掘 り込

みなどからみて、かな

り人為 的に手が加 え

られていることは明

白であ る。当河道 は

古墳 時代 中期集落の

中′とヽをほぼ縦断す る

ように北流 してお り、

そ こでの生活 と極 め

て密接 に関わつてい

た河道であった と理

解 される。SR03出 土

土器群 のすべてが祭

祀 的行為 による もの

とは考 えに くい もの

の、少なくとも小形九

底壼 を中心 とす る一

括投棄土器群や G5グ

リッ ド付近の上器群

６
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第129図 九景川遺跡Ⅲ区SR04遺物出土状況121 遺構 iS=1/60、 遺物 iS=1/18

はその土器組成からみて水辺の祭祀に関わる土器群であった可能性が高い。こうした水辺の祭祀行

為も、先に述べた集落の経営・生活と密接な関連のもつ当河道の重要性に基づいて行われた行為で

あったことは想像に難くない。

SR04(第 54図)

規模と形態 南東から北西にかけて西流する自然河道である。途中、H4グ リッド付近は後世の削

平によって失われているが、調査区をほぼ横断する状態で検出された。河道の形状はS字状にゆる

やかに蛇行し、川幅や深さは場所によりかなり異なる。また、上流の東側では河床中央に細い溝状

の掘 り込みが認められた。調査区内で検出した規模は、長さ53m、 幅は広い箇所で4m程、深さ

20cm前後を測る。西端ではSR03と 重複し、土層観察からSR03が先行する。また、先述のように
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SD15。 26は SR04の埋没後にほぼ重複 して営 まれた遺構である。

河道内の覆土は場所によって異なるが、遺物を多量に含む調査区中央及び西側の覆土は地山ブ

ロックを多く含む灰褐色系の砂質土及び粘質上であり、通常の水性堆積の様相とは大きく異なる。

古代を中心とする多量の遺物が出上している点からみても、8～ 9世紀のある段階に人為的に埋め

立て・造成された土層である可能性が高い。
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SR04遺物出土状況 (第 128図～ 132剛

SR04は 5041近 くに及ぶ遺構であるため、遺物の出土状況についてはSR03と 同様に幾つかに分

け、西から順にその概略を述べる。

Ⅲ区西端付近 (第 128図)SR03と重複する箇所であり、覆上の区別ができず部分的にSR03に伴

う遺物を当遺構出土遺物として取り上げたところがある.ェ概して遺物の出土状況は教浸であり、ま

とまった廃棄単位などは確認できる状況にはない。遺物は古代の遺物にほぼ限定されるがヽ須恵器

は|やや新しい様相を示すのに対し、赤彩土師器は青1木編年 I～ ■期に属するもので、やや年代差が

認―められる。特徴的な遺物では、内面漆付着土器が1点出上しているα

H4グリツド付近 (第 129醐

床面からやや浮いた状態であるが、比較的まとまつた状態で須恵器・土師器が出上している。須

恵器は青木Ⅲ～Ⅳ期のものが中心だ力＼赤彩土師器はやはり古いも|の を含んでおり、一括性―は低い.。

墨書土器が1点出土したほか、土錘が2点出上している。
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第 132図 九景川遺跡Ⅲ区SR04遺物出土状況 (5)遺構 :S=1/60、 遺物 :S=1/18

14・ 5グ リ ッ ド付 近 (第

130図 )SR04内 では古代

の遺物が最 もまとまって

出土している。層位的には

河道中央の床面付近お よ

びやや浮いた場所か ら出

土 している。遺物組成 は

須恵器が大半で、SR04西

側で 目立って出土 した赤

彩土師器 は少な く、煮炊

き用の甕がやや まとまっ

て出土 している。須恵器

は一部 7世紀 に属す る も

のを除けば青木Ⅲ～Ⅳ期

が中心である。特徴 的な

遺物 としては、墨書土器

の他、土錘や砥石が出土

している。

J5付 近 (第 131図 )遺

物の出土量は西側 に比べ

て減少す る。東側か ら鉄

鉢形土器が出上 している

が分布は散浸である。古

代の遺物が減少する一方、

河道床面付近か らは若千

ではあるが弥生時代前期～中期に属する遺物が出土 している。

Ⅲ区東端付近 (第 132図 )古 代の遺物は殆 ど無 く、弥生土器・土師器が若干出上 しているのみで

ある。

SR04出土遺物 (第 133図～ 137図 )

SR04か らの出土遺物は8世紀後半～ 9世紀前葉の遺物がその大半を占めている。このほか、縄

文土器や弥生土器、土師器、土錘、砥石が出土 している。以下、各種別・器種ごとにその概要を述

ノミる。

A.縄文土器 (第 133図 )

第 133図 1～ 5は縄文土器片で、いずれも突帯文土器深鉢の小片である。1は突帯を有さない深

鉢口縁部で上面を刻んでいる。2～ 4は一条突帯でいずれも口縁端部は刻まない。2は突帯下に弧

状の沈線が認められる。5は薄手で突帯の非常に高い深鉢で、おそらく砲弾型の形状をなす と考え

られる。突帯上は刻まず、外面は板ナデ、内面はミガキ状の調整が認められる。色調は灰白色を呈

し、突帯文土器としてはやや異質な資料である。
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B.弥生土器 (第 133図)

第 133図 6は弥生時代前期の奏で、胴部がやや張 り口縁部下に5本単位の沈線帯が二段にわたっ

て施文されている。7は弥生時代中期の鉢で、上半部に幅広の凹線文と連続刺突文を施し、その下

におそらく綾杉文と円形浮文による文様帯が認められる。Ⅳ-1～ 2の資料であろう。

C。 土師器 (第 133・ 134図 )

第 133図 9～ 11、 14、 第 134図 4は古墳時代中期前半に属する土師器 と考えられる。9は頚部

に突帯を備える壼で、回縁部端部はやや肥厚 し平坦面を形成する。色調はにぶい橙色を呈する。10

は内湾口縁の甕で口縁部端部内面がわずかに肥厚する。11は厚手の単純口縁の斐で口縁部は外反

する。14は退化 した複合口縁を備える甕で、やはり中期前半の資料であろう。

第 133図 12・ 13、 第 134図 1～ 3は古代の須恵器 と共伴する段階の甕である。いずれも比較的

大形で口縁部が非常に分厚 く、強 く外反 し端部を丸 く収めるものが多い。調整は口縁部はヨコナデ、

胴部外面は粗いタテハケ、内面ヘラケズリを施す。肩の張らない器形が主流だが、第 133図 13の

ようにやや肩が張 り口縁部端部を面取 りするものも存在 し、若干の時期差がある可能性がある。第

134図 1は顎部を強 く撫でた際に形成された稜が認められる。

第 134図 5～ 15は赤彩土師器であるが、赤彩が既に剥落 し認められない資料 も含む。杯の形態

は底部 と体部との境界が九みを帯び、口縁部が緩やかに外反する形状を呈する資料が多い (7～

12)。 8は底部まで赤彩が及んでおり、9は体部内外面は赤彩だが底部は意図的に炭素を吸着させ黒

色にした可能性がある。こうした特徴は青木 I～ Ⅱ期の特徴であり、先述したように須恵器の主体

的な時期とはやや年代差が認められる。この点、古い赤彩土師器がSR04で も西側に集中し、古代

の掘立柱建物もSB12な ど西側にやや古い遺構があるのと整合的である点は注意される。

一方、5、 6は底部と体部との境が比較的明瞭で、回縁部がやや内湾気味に立ち上がる点は、先

の資料よりやや後出的な要素を備えるものと考えられる。14、 15は赤彩の皿で、15は底部が九く、

底部まで赤彩が及んでおり、やはり青木Ⅱ期以前に属する資料と考えられる。

第 133図 15は製塩土器である。口径 11.Ocmを 測り、外面にユビオサエの痕跡を顕著に残す。

D。 須恵器 (第 134図～ 136図 )

蓋 (第 134図 )

第 134図 16は郭蓋で口径 12.6cmを測る。天丼部はヘラ切り未調整で段部の沈線は消失しており、

大谷 5期 (大谷 1994)に 属する。17～ 23はつまみの付くタイプの蓋であるが、つまみが確認でき

る資料はいずれも扁平な宝珠状ないしはボタン状のもので、輪状つまみはない。器形は扁平なもの

と天丼部が平坦で口縁部にむけて屈曲する器高のあるタイプが認められる。口縁部はやや下方へ折

り曲げている資料が中心で、概ね青木Ⅲ期前後の資料と思われる。17は天丼部につまみ貼付時用

の害J付線が認められる。18は墨書土器で内面に「伎」と思われる文字が判読できる。19は通常の

芥に伴う蓋ではなく短頸重などの蓋と想定されるものである。日径 13.9cmを 測り、扁平な天丼部か

ら口縁部がほぼ垂直に長く屈曲し、端部は凹面を形成する。つまみも他の扁平な宝珠形ではなく器

高の高いしっかりした形状の精美な宝珠形を呈するものである。

イ (第 134・ 135図 )

第 134図 24・ 25、 第 135図 1～ 6は無蓋タイプの郭である。型式的にはやや幅があり、第 135図 2、

4の ように底部がやや小さく口縁部が内湾し屈曲するタイプ、口縁部が内湾するがくびれが顕著で
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ないタイプ (134-24、 135-1)、 底径が大きく、体部が直線ないしはやや内湾気味に立ち上がる

タイプ (135-5・ 6)が認められる。前者は青木Ⅱ期、後二者は青木Ⅲ～Ⅳ期に属する資料 と思わ

れる。6は内面に赤漆が付着 してお り、漆紙状のものも一部認められる。

第 135図 7～ 11は 高台のあるタイプの杯である。杯部はやや深 く体部が直線的に廷び、高台は

底部タト縁付近に取 り付 く資料が主体を占める。底部は無蓋タイプと異なりヘラ切 りのちナデ調整の

ものが多 く、回転糸切痕を残すものは少ない。これらの資料は青木Ⅲ～Ⅳ期に属するものと考えら

れる。

皿 (第 135。 136図 )

第 135図 12～ 14、 第 136図 1・ 2は無高台の皿である。135-13・ 14、 136-1は底部が九み

を帯びている点で赤彩土師器の古い段階の資料に器形が類似する。底部は回転糸切のものとヘラ切

りのちナデ調整のもの (136-1)の 両者が認められる。

第 136図 3・ 4は高台皿である。3は大形品、4は通常の大きさのものだが、器形はほt射目同である。

3は内面に墨状の黒色物が付着 し、転用硯の可能性がある。青木Ш期前後の資料 と思われる。

高琢 (第 136図 )

高杯は量的に乏しく、3点 しか確認できていない。5は柱状の脚部を呈するタイプで、外面にヘ

ラケズリ痕を残す。必部を欠損するが浅い皿状のタイプになると思われる。6・ 7は脚端部の資料

でいずれも端部に面を形成する。

鉢 (第 136図 )

第 186図 8～ 10は いわゆる鉄鉢形土器で、口縁部が強く内湾し体部外面下半にヘラケズリを施す。

10は直接接合 しない 2個体を図上で合成 したもので、本来の形状はやや異なる可能性がある。

壺 (第 136図 )

11は長顎壼の肩部資料である。肩はよく張 り稜を形成する。12は短頸壼の口縁部で、口縁部は

ごく短 く外反し胴部がよく張る器形を呈する。13～ 15は壼の底部資料でいずれも高台が取 り付 く。

15の底部には焼台に使用 したと思われる甕片が融着 してお り、底部内面に自然釉が認められるこ

とから蓋がない状態で正立 して焼成された資料と考えられる。

奏 (第 136図 )

大甕片は多数出土 しているが、形態の復元できるものは乏 しい。16は頸部から肩部にかけての

大甕片である。残存する範囲では顎部には沈線等は認められない。

E.土製品 (第 137図 )

第 137図 1～ 5は土錘である。1～ 4は紡錘状を呈 しやや大振 りなタイプで、灰白色を呈 し重量

が 20～ 40g前後を測る。出土状況から8～ 9世紀に属するものと考えて問題ない。4は片面に平

滑な部分が認められ、縄 との接地痕である可能性がある。5は 円筒状の上錘で棒に粘土を巻き付け

た後両端を裁断して成形 したもので、色調や胎上が1～ 4と 異なり、別の時期に属する可能性が高い。

石器 (第 137図 )

第 137図 6～ 8は砥石である。6は疑灰岩製の砥石で直方体状をなし、4面の使用面が認められる。

7も 凝灰岩製の直方体状の砥石で 4面 を使用面として用い、鉄器による刃先痕が顕著に残る。8は

緑色凝灰岩製の大形の砥石で、形態は厚手の板状をなす。表裏 2面 を使用 している。これらは共伴

土器から8～ 9世紀に属するものと考えられる。
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9は流紋岩または安山岩製の打製石斧状の石器である。扁平な板状を呈し両端を欠損する。後述

する下層の6層からの混入品と考えられる。

遺構の性格と年代

SR04は既に述べたように堆積上の様相や遺物の出土状況からみてある段階に埋め立てられた可

能性が高いと考えられる。遺物は若千の爽雑物を除けば8～ 9世紀の遺物がその大半を占めるが、
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現状では青木Ⅱ～Ⅳ期 とかなり幅が認められる。先述 したⅢ区北東部古代建物群の年代が青木Ⅳ期

に営まれた可能性が高い点を考慮すれば、この建物群を造営する際に埋め立て・整地された可能性

が高い。これはSR04埋没後に区画溝的なSD15が存在 し、それより南に古代に属する遺構が全 く

認められない事実と矛盾 しない。

(7)Ⅲ 区包含層出土遺物

A.Ⅲ区包含層遺物出土状況 (第 138図 )

第 138図には第 67図 に示 した南西部 3層出土遺物を除 く、Ⅲ区包含層遺物 (6層 出土遺物を除 く)

のうち、主なものの分布状況を示した。

Ⅲ区において弥生時代後期～古墳時代前期に属する遺構はSK14のみであるが、その周辺では当

該期の遺物はほとんど認められない。調査区北西部のSB13周 辺から当該期の遺物がややまとまっ

＼と≧峙岳争 
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第 138図 九景川遺跡Ⅲ区包含層遺物出土状況 (南西部中世遺構面を除く)遺構 :S=1/400、 遺物 :S=1/24
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て出上 しているものの、これに伴う明確な遺構は確認できなかった。

古墳時代中期前半の遺物は、土器だまりや SR03を 除けば、量的には多 くはない。ただしこれも

当該期の包含層が後世の削平により失われたことによるところが大きく、Ⅲ区北東部ピット群中か

らも当該期の遺物が一定量出土 していることからみて、この時期の集落域はⅢ区全体に広がってい

た可能性が高い。

一方、古代の遺物は、先述のように包含層が削平されている関係でそう多 くはないが、Ⅲ区北東

部古代建物群周辺にはピット出土遺物 と同様に、青木Ⅲ～Ⅳ期の遺物が若干出土 している。 しかし

その一方で、SR04以南においては古代の遺物は殆ど確認できず、SR04及 びその埋没後に営まれた

SD15が古代集落領域の明示に何 らかの意味を持っていた可能性を示唆する。

中世の遺物は先述のとおり、Ⅲ区南西部に集中するが、調査区中央付近においても当該期の遺物

が若干出土 していることから、Ⅲ区の大部分は当該期に何 らかの利用が行われていたものと推沢1さ

れる。

Bo Ⅲ区 l～ 2層出土遺物 (第 139図 ～ 142図 )

ここで 1～ 2層 出土遺物としたものは、一部調査区南西部のものも含まれるが、その大半は後世

の大きく削平を受けた調査区北半部からの出土遺物である。これらは古墳時代中期～古代の遺構上

面に直接堆積 していた土層からの出土遺物であり、従って各時代の遺物が混在 している。

縄文土器 (第 139図)第 139図 1、 2は突帯文土器である。1は 口縁部のやや下に刻 目突帯を貼 り

付け、回縁部端部も横方向から刻んでいる資料である。2は 口縁端部にほぼ接するように刻 目突帯

を只占り付けている資料で、外面に二枚貝条痕調整が認められる。

弥生土器 (第 139図 )第 139図 3は弥生時代中期の広口壷の口縁部で、口縁部端部はやや下方に

垂下 して文様帯を形成 し、斜格子文を充填する。4は出土地点から3と 同一個体 と思われる重の顎

部資料で、顎部に断面台形の突帯を只占り付け、その上面に同様な文様を施 している。Ⅲ-1～ 2様

式に属する資料と思われる (松本 1992)。

土師器 (第 139図 )

第 139図 5～ 10は 甕で、うち5～ 8は古墳時代中期前半の資料である。5は回縁部がやや内湾

気味を呈 し、外面に痕跡的稜線を残す。色調は責橙色を呈する。6は小形の甕で、口縁部は複合口

縁の退化 した袋状口縁を呈 している。肩部はタテ後横方向のハケを施 した後、線刻状モチーフが描

かれている。灰白色で胎土は小谷式的な様相を呈する。8は肩が張らず下膨れのプロポーションを

なす茎該期では異形の甕である。口縁部は退化 した複合口縁状をなし、口縁部端部は外方にやや く

びれ丸 く収める。外面はタテハケのみの調整で淡橙色を呈する。

9・ 10は古代に属する煮炊具で、接合 しないが同一個体の可能性がある。器壁が非常に厚 く、口

縁部は短 く外反する。胴部は張 りが弱 く、外面及び口縁部内面に粗いハケメを残す。顎部には一条

の沈線が認められる。

11・ 12は古墳時代中期前半の小形九底壼・鉢で、11は やや下膨れ状のプロポーションを呈する。

12は鉢状の小形九底土器で、頸部のしまりが弱 く短 く直線的に外反する。いずれも淡黄橙色を呈

する。13～ 15は 同じく古墳時代中期前半の高杯である。13は有段高杯で杯部外面にタテハケを顕

著に残す。14は杯部が浅い椀状を呈する無段高杯でやはり内外面のハケ調整を顕著に残 している。

浅黄橙色を呈 し、やや砂粒をまじえた大東式特有の胎土パターンの一つの特徴 を備える。15は高
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第 140図 九景川遺跡Ⅲ区 1～ 2層 出土遺物実測図 12)S=1/3



杯脚部で脚裾は緩やかに開き、三方向に円形スカシを穿つ。脚部外面は縦方向のミガキ調整で仕上

げる。16は 鉢で、口縁部のヨコナデ調整が不十分であ り口縁部が波打つ。外面にはハケの他ケズ

リ調整が一部認められる。

18は移動式篭の庇部で、本体 との剥離痕が観察される。19は 甑の取手である。両者とも8世紀

代に属する資料と思われる。

須恵器・赤彩土師器 (第 140図 )

第 140図 1～ 10は蓋である。1は天丼部周辺にヘラケズリを施 し、中央付近はヘラ切 りのちな

でている。大谷 5期 に属する。

2～ 10は つまみの付 く蓋である。つまみの形状が確認できる資料はいずれも扁平な宝珠状ない

しはボタン状のもので輪状はない。器形 も扁平なタイプとやや器高が高いタイプの二種類が存在す

る。口縁部は下方に明確に屈折する資料が多いが、2・ 9は わずかに痕跡的に屈折する。

11～ 15は杯である。■ は口径 13.4cmを 測 り、立ち上が りは低 く内傾 し底部は周辺ヘラケズリを

施す。12～ 15は無蓋の郭である。12は 内湾気味に立ち上が り、口縁部は明確にくびれる青木Ⅱ期

の資料である。13～ 15は底径がやや大 きく体部が直線的に延びる。底部はいずれもヘラ切 り後な

でている。青木Ⅳ期に属する資料と思われる。

16～ 19は 皿である。16は体部が直線的に廷びる浅い皿で底部はヘラ切 りのちなでている。17

～ 19は高台皿で、底縁のやや内側に高台が取 り付 く。器形は 17が体部がやや内湾 し古い様相を残

すが、18。 19は体部が外反気味に立ち上がる。底部調整が半J明する 17・ 19は いずれもヘラ切 りの

ちナデ・軽いケズリを施 している。18は内面に火欅痕が認められる。青木Ⅲ～Ⅳ期に属すると考

えられる。

20～ 26は壷である。20は短顎壼で口縁部は直立気味に立ち上が り、口縁部外面に釉が付着する。

22は壼の肩部でヘラ記号が認められる。23・ 24は高台付壼の底部で、24は壼内面底部に自然釉が

付着 している。26は装飾付須恵器の子壼で親壼に円孔を穿った後底抜けの子壼を接合 している。

27～ 29及 び第 139図 17は赤彩土師器である。28は皿で底部は九みを帯び、口縁部はゆるやか

に外反する。赤彩は底部まで及んでお り、青木I期以前の資料である。29は体部が直線ないしは

やや外反する杯で、底部に赤彩が及ばない点から青木Ⅲ～Ⅳ期の資料 と考えられる。第 139図 17

は杯部が深 く口縁部がやや外反する器形の赤彩土師器であまり例のないタイプである。

陶磁器 (第 141図 )

第 141図 1は H7グ リッドから出土 した在地系の瓦質土鍋である。口縁部は受口状に内湾 し内

面にヨコハケ状の調整を施す。2は 中世須恵器壼の底部で底部内面に白色付着物が認められる。

3、 4、 7は太宰府分類Ⅳ類の白磁椀で、G3、 G4、 15グ リッドといつた当該期の遺構が比較的希薄

な場所から出土 している。5は灰釉系の瓶で内外面に自然釉が付着する。内面には粘土紐の輪積痕

が認められる。6は太宰府分類の白磁椀XⅢ類に属するもので、見込みに渦紋状の沈線文が認めら

れる。これらの遺物は概ね 12～ 13世紀に属する資料と考えられる。

土師質土器 (第 141図 )

第 141図 8～ 16は 土師質土器である。8は郭で口縁部がややゆるやかに外反する。9はハの字

状に開く高台を備える杯、10は無高台の郭で概ね上記の陶磁器に伴うものと考えられる。11、 12、

14は小皿である。12・ 14は底径が小 さく口縁部が長 く開く小皿で、12～ 13世紀頃のものと考え
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第 141図  九景川遺跡Ⅲ区 1～ 2層 出土遺物実測図 (3)S=1/3、 1/2
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第 142図  九景川遺跡Ⅲ区 1～ 2層 出土遺物実測図 (4)S=2/3、 1/1

表 6 九景川遺跡Ⅲ区 1～ 2層 出土銭貨計測表

図版番号 名称        初鋳年  銭径 (A)/銭径 (B)内径 (C)/内径 (D) 量 目

第 142図 1 寛永通賓 1636年   (厚雪)   23 30mm  2340mm      650mm  560mm 080´-090mm 208 g

られる。11は底径が大きく口縁部が短 く立ち上がるタイプで、底部に静止糸切痕を戎す。白枝本

郷遺跡 3層上面 1号溝資料に類似 し、17世紀後半以降に属する資料 と考えられる (島根県教育委

員会 2006)。 13、 15、 16は 高台付杯の脚部である。脚部形態はかなリバラエテイに富む。17は子

壼状の資料であるが、胎土や色調は土師質土器と酷似 している。

土製品 (第 141図 )

第 141図 18、 19は土錘である。18は G5グ リッド2層から出土 した円筒形の上錘で、砂粒を多

く含む極めて粗い胎上のもので、新 しい時期の遺物である可能性が高い。19は紡錘形のやや大型

の上錘で重量 17gを測る。時期は不明。

20は紡錘車状の資料で、G5グ リッドのSR03に 隣接する箇所から出上 した (第 138図 )。 径 44

cmの正円形を呈 し、断面形は算盤玉状を呈する点でやや特異な資料である。出土地点からみて古墳

時代中期の遺物である可能性が高い。

金属器 (第 141図 )

第 141図 21～ 23は鉄器である。21、 22は刀子である。21は ほぼ完形品で全長 15.4cm、 幅 1,Ocm

の細身の刀子で、土圧により大きく曲がっている。片関で茎は細 く短い。年代は不明。22は刀子

の切先部の破片であり、21と 同様な小形品と考えられる。23は ほぼ完形の大形釘で、全長 19。3cm

を測る。G4グ リッド中の出土で、質感からみて新 しい時期のものである可能性が高い。第 142図

4は表土中から出上 した寛永通宝で、字体から新寛永と思われる。計測値は表 6に示 した。

石器 (第 142図 )

第 142図 1は黒曜石製の楔形石器で長さ2.3cm、 幅 3.Ocm、 厚さ 1.lcmを 測る。3も 1と 同様に黒

曜石製の楔形石器でG3グ リッドから出土した。上下からの打撃による剥離が顕著に認められる。

2は緑色凝灰岩製の砥石で両端を欠損 している。やや厚い板状を呈 し四面を使用面として用いて
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第 143図 九景川遺跡Ⅲ区3層出土遺物実波j図 (1)S=1/3



お り、鉄器による刃先痕が各面に顕著に認められる。

C.Ⅲ区 3層出土遺物 (第 143図～ 146図 )

3層 は中世前半期の遺物包含層であるが、安定 して存在 していたのは調査区南西部のみで、北西

部は上下層との混在が著 しく、調査区東側は削平のため存在 しない。Ⅲ区南西部における遺物出土

状況については既に述べているので (第 67図 )、 ここでは混在する前後の資料 も含み、遺物の概略

について述べる。

弥生土器 (第 143図 )

第 143図 7は 10の高杯とともにF2グ リッド内から出上 した鼓形器台である。取 り上げ時には3

層として取 り上げたが、下層との区別が難 しく4層に伴う遺物を誤つて取 り上げを行った可能性が

高い。筒部はかなり縮約 しているものの、受部と脚部とのバランスも崩れておらず、車田5期 に属

するものと思われる。10は ほぼ同地点から出土 した高邦である。杯部が大振 りで深い特徴からみ

て 7と 同時期の資料と考えられる。

土師器 (第 143図 )

第 143図 1～ 6、 8、 9、 11～ 13は土師器で、いずれも古墳時代中期前半の資料である。

1は F4グ リッドから出土 した単純口縁甕である。やや内湾気味に立ち上が り灰白色を呈 し石英

小粒 を多 く含む。古墳時代中期前半に属する。SR03か らの混入品である。2は中形で橙色を呈す

る大東式の壺である。3は G5グ リッド出上の小形丸底重で、頸部にしまりがなく口縁部 も短い。

色調・胎土は小谷式的な資料である。SR03か らの混入品と考えられる。4は大東式の単純口縁甕で、

口縁部はやや厚 く、ほぼ直立気味に立ち上がった後強く外反し、端部は九 く収める。胴部はよく張

り最大径は中央付近まで下がっている。

5は 中形の直口壼で橙色を呈 している。4、 5は G7グ リッド出上で下層からの混入品であろう。

6は郭でやや深いボウル状を呈 し、外面を軽いケズリで仕上げ、内外面に赤彩を施 している。8、 9

は高杯である。9は杯部との接合が差 し込み式で杯部との剥離痕が認められる。

11～ 13は古墳時代後期～奈良時代に属する土師器である。11は 甑取手、12、 13は土製支脚である。

土製支脚は両者とも背面から貫通 しない円孔を斜め上方から穿つタイプであるが、穿孔位置はかな

り異なっている。

須恵器 (第 144図 )

1,2は必蓋である。1は天丼部がヘラ切 り未調整で当具痕を残す。2は段部の表現が消失 し、天

井部周辺に浅いヘラケズリを施す。大谷 5～ 6期の資料であろう。5はかえりの付 くつまみ付の蓋

で当遺跡では当該期の遺物は非常に稀である。G7グ リッドからの出土。

3、 4、 6は無蓋の郭である。6は口縁部が明確にくびれる。8は高台杯、9は皿である。8はかな

り大形の資料で高台付皿の可能性がある。10は 短顎壺で肩がよく張 り、口縁部は短 く直立 し端部

は内傾する面を備える。

陶磁器 (第 144図 )

7は灰釉系山茶碗の底部で、灰白色を呈 し断面三角形の高台が取 り付 く。内面には重ね焼きの痕

跡があり見込以外に自然釉が付着する。12世紀代に属する資料 と考えられ、県内では出雲国府跡

等でしか類例のない稀少例であるω。■ は中国産の陶器重の底部で高台状をなす。

(1)(財)京者Б市埋蔵文化財研究所 平尾政幸氏のご教示による。
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12～ 18は 白磁である。12は 皿で二次焼成を受けている。13、 14は Ⅳ類椀の口縁部である。15

はV類椀の底部と思われる。16は椀 XⅡ 類で外面に縦箆花弁文が描かれている。17は椀V類の底

部である。18は皿Ⅵ-1類である。19は 中国産の陶器盤で内面に褐釉が認められる。出土地点は、

白磁は 15が G5グ リッドの出土、7が H6及びH2グ リッド、11が H7グ リッド、19は G5グ リッ

ドの出土、その他はすべてG6グ リッドの出上で、Ⅲ区南西部調査区に集中する。

これらの陶磁器は概ね 12～ 13世紀頃のものと考えられる。

土師質土器 (第 144・ 145図)

第 144図 20～ 25、 第 145図 は土師質土器である。第 67図で示 したとお り、その多 くはⅢ区南

西部からの出土である。

第 144図 20～ 25、 第 145図 1～ 3はイである。いずれもほぼ同様な形態で、口径 14～ 15cm前

後で底径が比較的小さく、体部はほぼ直線的に延びる。外面には成形時の強いヨコナデによる稜を

顕著に残す。第 145図 1は器高がやや低 く底部が突出気味となるタイプである。

第 145図 4～ 7、 10～ 12は脚付の郭である。ハの字状に短 く外反する脚部に直線的に大きく開

く浅い杯部を備えている。13、 14は高台付杯の脚部である。

15～ 28は小皿である。底径が比較的小さく口縁部が大 きくハの字状に開くタイプと底径が大き

く口縁部が短 く直立するタイプの大きく二つに分かれるが、細かな作 りでは幾つかのバリエーシヨ

ンが認められる。これらの土師質土器は一部を除き、陶磁器 と同様に 12世紀を中心とする時期の

ものと考えられる。

土製品 (第 146図 )

第 146図 1～ 6は土錘である。平面形態はいずれも紡錘形を呈 し、大きさは長さ4.8cm～ 7.Ocm、

重量 9.9～ 32.6gと かなり幅があるが、全般的に大形品が多い。5、 6は片面に網紐の擦痕 と思わ

れる平滑面が認められる。これらは出土地点や層位から12～ 13世紀に属するものと考えられる。

鉄製品 (第 146図 )

第 146図 7・ 8、 10～ 13は鉄製品である。7は円環状を呈する不明鉄製品である。径 3.5cmを測 り、

X線写真では鍛接状の痕跡が観察される。8は棒状の鉄器で両端を欠損 しているが、比較的大形の

釘と思われる。断面は矩形を呈 し長さ9 2cmを測る。

10。 11は鉄鏃である。いずれも長頚鏃の茎部の資料で、箆被 と茎の段差が平面・側面の両者 と

も明瞭に観察される。その製作技法は、11の X線写真観察によれば、棒状の芯金に箆被部となる

部分を巻き付け、鍛打により成形 したように見受けられる。12・ 13は比較的小形の釘で、12は 一

端を折 り曲げ頭部を作出しており、長さ5,Ocmを測る。

これらの鉄器の多 くは前述の陶磁器・土師質土器に伴 うものと考えられる。

石器 (第 146図 )

第 146図 9は砥石である。凝灰岩製でかなりの部分を欠損 しているが、楕円状の平面形を呈 し、

2面の使用面が認められ、鉄器による刃先痕が顕著に残る。

Do Ⅲ区 4～ 5層出土遺物 (第 147図 )

4・ 5層 は中世包含層下で検出した中世遺構面を形成する造成土及びその下層の黒色土包含層で

ある。遺物量は多 くはないが、Ⅲ区南西部を中心に若干の遺物を検出した。

縄文土器 1は G5グ リッド出上の 1条突帯文土器で、刻 目突帯がほぼ口縁部端部に接 して貼 り付
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第 145図  九景川遺跡Ⅲ区3層 出土遺物実測図 (3)S=1/3
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第 146図 九景川遺跡Ⅲ区3層出土遺物実測図14)S=1/2、 ν3

けられ、口縁部上端 も刻んでいる資料である。

弥生土器 2は弥生時代前期土器の底部である。しっかりした平底で内外面をハケ調整を行い、胎

土は大形の石英・長石を多量に含んでいる。

土師器 3～ 7は土師器である。3は複合口縁壷で口径 15.5cmを 波1る 。形態は前期 とほぼ同じであ

るが、器壁が厚 く、口縁部段部が複数の沈線・段により形成されている点が前期のものと異なる。

4は同じ複合口縁壷であるが、口縁部段部の形骸化や顎部と口縁部との一体化が一層進行 している。

3・ 4は古墳時代中期前半に属する。5は古式土師器で口縁部端部に明確な平坦面を形成し、色調は

灰白色を呈する。当遺跡では稀有な古墳時代前期の資料である。6は中形の壼で、口縁部は直線的

に長 く立ち上が り、端部はやや受口状をなしている。7は厚手の作 りの高郭脚部である。いずれも

古墳時代中期前半の資料である。

0                      10cm

(S=1:2)

の 4
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第 147図  九景川遺跡Ⅲ区4～ 5層出土遺物実測図 S=1/3

須恵器 9～ 15は須恵器である。9は輪状つまみの付く蓋で、Ⅲ区で確認できた輪状つまみはこの

1点 しかない①10は周辺ヘラケズリを施す大谷5期の蓋で天丼部に「×」印のヘラ記号が認められる。

11～ 14は無蓋の杯である。12、 13は外面に火だすき痕が認められる。12～ 14は青木Ⅳ期以降の

新しい時期に属するものである。15は 高杯脚部で2方向の切れ込み状スカシが認められるもので、

大谷6期頃の資料と考えられる。

土製品 16は土錘で紡錘形を呈し、重量24.97gを測る。所属時期は不明。

第 4節 縄文時代遺構面 の調査

(1)調査の概要 (第 148図 )
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Ⅲ区については、当初 6層 を基盤層と認識し調査を進めていたが、調査を進めるにつれ調査区東

側では、基盤層付近からの突帯文土器・弥生時代前期土器が散見されるようになった。よって調査

区東側の5ラ イン沿いに断ち割リトレンチを設定し掘り下げたところ、縄文時代晩期の若干の遺物

とともにピットなどの遺構を検出した。このため、6層上面の調査終了後、断ち割り調査時に遺構・

遺物が検出された範囲について面的な調査を実施した。調査箇所は14・ 」4・ J5グ リッドの約 110だ

である。調査の結果、自然河道 1、 小ピット群及びこれに伴う若干の遺物を検出した。

(2)遺構の分布と概要 (第 149図 )

調査区は南東から北西にむけて緩やかに傾斜している。調査区北西部に浅い自然河道状の落ち込

みであるSR05を検出したほか、南西部から20基以上のピット群が比較的狭い範囲からまとまっ

て検出された。

(3)層位 (第 151図 )

弥生時代後期以降の基盤層となっていた6層 は3層 に分層できる。最上層の灰オリーブ色土は部

分的に黒色上が混じる土層である。その下層には黒灰褐色～暗掲色上が堆積しており、これが縄文

時代晩期の遺物包含層となっている。その下層には黄灰オリーブ色上が存在し、ここからは遺物は

一切出上していない。                        ぅ

x=75060__

x=75070__

x=-75090___

x=-75100_

承=75■0__

x=75120__

|   |   |   |   |

第 148図 九景川遺跡Ⅲ区縄文時代遺構面調査区配置図 S=1/600
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写真 66 Ⅲ区孫騒文時代遺構面

写真 67 Ⅲ区縄文時代包含層堆積状況
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第 149図  九景川遺跡Ⅲ区 縄文時代遺構面平面図 S=1/160
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第 151図 九景川遺跡Ⅲ区縄文時代遺構面

調査区付近土層図 S=1/100

第 150図 九景川遺跡Ⅲ区SR05実測図 S=1/60

ことから当該期に属する蓋然性が高い。

遺構の性格については明言できないものの、緩や

かに蛇行 している点や、遺構の位置や方向が上層の

SR04と ほぼ一致 している点からみて、縄文時代晩期

の自然河道であると考えられる。

(6)6層出土遺物 (第 152図 )

6-a・ b層 中からは若干ではあるが縄文時代晩期

の遺物が出土 している。このほか、SR04で紹介 した

突帯文土器 も当該層からの混入品である可能性が高

い。出土遺物は土器の他、石器が 2点出上 してお り、

その出上位置は第 149図 に示 した。

第 152図 1は浅鉢である。小片であるが口径を復

元すると径 37cm前後となる。色調は灰白色を呈 し、

砂壮を多く含んでいる。口縁部は「く」宇状に屈曲

し外反する。口縁部外面には1条の沈線を施した後

なでている。調整は胴部外面が横方向の板ナデまた

は軽いヘラケズリ、内面は口縁部が巻貝状工具によ

るナデ、胴部には横方向のミガキが認められる。突

帯文土器に伴う浅鉢と考えられる。

2～ 4は石器である。2は流紋岩質安山岩製の板状

の石器で上半部を欠損 している。石材は当地の縄文

時代晩期の打製石斧によく使用されるものであるが、

厚みがなくかつ幅広であり、横刃状の刃器である可

能性もある。

3は塩基性片岩製の磨製石斧である。刃部を欠損し
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てお り、使用時の打撃による破損によるもの

と考えられる。平面形は基部にむかって若干

すぼまる撥形を呈 し、断面は楕円形で厚 く重

厚な作 りのもので、重量 646.25gを 測る。表

面に敲打痕が若千認められる。

4は安山岩製のスクレーパーで、長さ3.4cm、

幅 5 9cm、 厚さ0.6cmを 測る。石材は肉眼上の観

察では金山産に似る。横長の板状剥片の四周

を両面から押圧剥離を行い、半月状の平面形

態を作出している。

第 5節 その他 の遺物

第 153図 には表土掘削時や調査区側溝掘削時における所属時期不明の遺物のうち、代表的なもの

を掲げた。

土師器 3は赤彩土師器で体部はやや内湾気味に立ち上がり、底部に赤彩は及んでいない。青木Ⅲ

10cm

(S=1:3)

0                5cm

(S=2:3)

第 152図  九景川遺跡Ⅲ区 6～ 7層 出土遺物
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写真 68 Ⅲ区縄文時代遺構面ピット群
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第 153図 九景川遺跡Ⅲ区遺構外出土遺物実測図 S=1/3
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期前後に属すると考えられる。

須恵器 4、 7～ 9は須恵器である。4・ 7は皿で 7は底部に回転糸切 り痕を残す。8は高台の付 く

杯であるが底径 7.Ocmと かなり小形のものである。9は小壼ないしは庭 と考えられる資料で、外面

に黒色付着物が認められる。

土師質土器 第 153図 1・ 2・ 5。 6は土師質土器である。1・ 2は杯で、底部が比較的小さく体部が

やや内湾気味に立ち上が り口縁部が若千外反する、当遺跡出上の中世土師質土器杯の典型的なタイ

プである。5は脚のつ く小皿で、第 145図 4の小型イとした形状のものである。6は高台付郭である。

高台が比較的低 く、皿状の杯部をもつタイプである。

陶磁器 10～ 14は 陶磁器である。10は備前の悟鉢で口縁部は直立気味に大きく拡張させ色調は灰

色を呈する。17世紀前半頃に属すると考えられる。11は肥前系悟鉢である。12は肥前系磁器皿で

で外面にハケロ状の文様が認められる。10～ 12は調査区南西部の南側側溝から出土 した遺物で、

SK08や SD18と 近い時期の遺物と考えられる。13は 白磁の椀Ⅳ類の口縁部、14は 同じく椀Ⅳ類の

底部である。

土製品 15は土師質土器皿を再加工 した紡錘車状の資料で長径 4.9cmを 測る。

鉄滓 16は椀形淳で一部に酸化 した土砂が付着 し、炭を若干噛み込んでいる。分析の結果、塊鉱

石起源の鍛錬鍛冶淳と判定されている (第 8章第 1節参照)。

石器 17・ 18は砥石である。17は やや粗い砂岩製砥石で平面正方形状を呈 し、2面に使用痕が認

められる。18は流紋岩または流紋岩質凝灰岩製のやや小形の砥石で一部を欠損 している。4面を使

用 し、研 ぎ減 りによる凹面化が著 しい。

162



第7章 Ⅳ区の調査

Ⅳ区はI区の南に隣接し、弥生時代から中世にかけての遺構・遺物を検出したが、主たる時

期は中世と古墳時代中期の二時期である。中世の遺構面では掘立柱建物 3棟を検出したほか、

多数の溝、ピット及び貝層を検出した。古墳時代中期遺構面においては竪穴住居3棟、掘立柱

建物 1棟の他、多数の溝、土坑を検出している。遺構密度や遺物量からみて、当調査区周辺が

古墳時代中期と中世の2時期における集落の中核域に相当する地区と判断される。集落自体は

一般的なものと言えるが、居住域とその周辺領域とが良好なセットとして確認できた事例は両

時期 とも県内では少なく、特に古墳時代中期前半の竪穴住居群がまとまって検出された事例は

出雲平野では初めてであり、良好な土器一括資料とともに注目される。

第 1節 基本層位

Ⅳ区はI区南側に隣接する調査区で、丘陵裾から谷部沖積地に至るまでの緩斜面上に立地してい

る。調査前までは宅地として利用されていて、その際の攪乱が著しく、南偵1で は一部地山岩盤まで

達していた。

第 155図 にⅣ区の土層を掲載した。Ⅳ区は前述のとおりI区南側に隣接する調査区で基本的な層

計

翔

第 154図 九景川遺跡Ⅳ区4層上面 (中世遺構面)遺構配置図 S=1/250
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位関係はI区 とほぼ同じであるが、基盤層で検出された主な遺構群の時期はI区 とは異なっている。

I区で検出した古代の遺構面が別に存在する可能性も想定されたが、調査時には面的に確認し得な

かった。

1層 は近現代の造成上・耕作である。2層は中世以降の堆積と考えられる灰褐色上であるが、

I区のような造成上状の締まった上ではなく自然堆積の流土である可能性が高い。

3層は黒褐色系の粘質土で中世の包含層である。粘性が高く炭を多く含む土質で、その特徴は I

区やⅢ区のそれと全く同じであり、出土遺物からも同時期に形成されたものと判断される。土師質

土器や白磁が比較的まとまって出上しており、12世紀頃を中心に形成された層と考えられる。

4層は灰褐色または暗責

灰掲色系の上で責色地山

ブロックを含む土層であ

る。中世前半期の遺構 は

この上面か ら掘 り込 まれ

ている。地山ブロックを

多 く含んでいる点から自

然堆積 による流土ではな

く当該期の造成上である

可能性がある。

5層 は黒灰褐色系 の粘

質上で、砂粒 を多 く含ん

でいる。竪穴住居 をはじ

め とする古墳時代中期の

遺構 はこの上面か ら掘 り

込 まれている。丘陵に近

a い調査区南側 においては

なお、5層中からは弥生

時代前～中期の上器 とと

もに古墳時代中期の遺物

も若干含 まれているが混
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第 155図  九景川遺跡Ⅳ区東壁土層図 S=1/100



入または取 り上げ時のミスによるものと考え

られる。

5層下の 6層 は灰褐色ブロック土の基盤層

で遺物を含 まない。6層上面については、遺

物の出土状況から調査区北半部の一部につい

てのみ面的調査を実施 し、若子のピットを確

認 した。

第 2節 4層 上 面検 出遺 構 の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 154図 )

Ⅳ区の調査面積は約 770だ である。南側に

は近現代の宅地造成時のものと思われる大規

模な攪乱坑が数力所存在 してお り、一部の遺

構が破壊されてはいたものの、安定 した遺物

包含層に保護され遺構の遺存状況は比較的良

好であった。

調査区内は丘陵縁辺部に当たる調査区南側

から北側に向けて緩やかに傾斜 し、遺構面の

高さは海抜 4.3m～ 5.4mを 測る。遺構の多

くは調査区東側に集中しており、特にピット

群は北東部に集中している。一方の西側にお

いては遺構密度は薄いものの、北西部には小

規模な貝層が点在 しているほか、土師質土器

及び砥石が一括出上 したSK17が存在する。

南西部は後世の攪乱・削平の影響 もあり遺構

は全 く検出されていない。

以上の点から当該期の主たる居住域はⅣ区

東側であったと推測され、その西側について

は貝層の存在からみて、廃棄場 としての土地

利用が行われていたと想定される。これは I

区における当該期の遺構分布状況から導かれ

た所見とも矛盾 しない。

(2)掘立柱建物

SB16(第 158図)

規模と形態 調査区北東部で検出した建物跡

で、後述するSB17と ほぼ同じ位置で重複 し

てお り、建て替えられたものである可能性が

高い。建物の南東側は調査区タヤ＼と続いている。
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第 156図  九景川遺跡Ⅳ区北壁土層図 S=1/100
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第 157図 九景川遺跡Ⅳ区4層上面ピット・溝遺物出土状況 遺構 :S三 1/200、 遺物 :S=1/12他
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建物主軸はほぼ南東一北西方向、N-48° 一

Wであり、 I区で検出したSB01及 びSA01と

ほぼ同一主軸をなす。建物の構造は梁間2間、

桁行は全容は不明だが現状では4間分が確認

できる。建物規模は梁間4,Om、 桁行 7.4mを

測る。柱間距離は梁間で 1.8～ 2.2m、 桁行で2.4

～ 2.6m前後とやや不揃いである。

柱穴は径20～ 30cmと 小規模なものであるが、

深さは35～ 40cm前後と比較的深 くしっかりし

ている。覆土は3層 と同様な黒褐色系の粘質
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上が準機していたこ

SBIG鶴土遺物
.オ

片ヽ|のため図化していないが 各ヽ柱穴内から主師器、土師費士器が出土してャゝる観

遺構ゆ雑轄と等偶 当歯構に直接伴う着千の遺物と、4-er■面で験出されたという層位的所見から

12～ 13世組の遺構造考えられる。

靱 7鱗 150醐

湧榛と酵讐 調査醸韮慕部お検出した建物跡で、先述したようにSB16と は1蟄重複しており、北西

隔柱穴の切り合い関係から当建物が後で建てられたものと考えられるi SB16と 同様に建物南東側

ほ調査区外■延ぴているため会容は不明であるが 翼ヽ間2間i稀行41H籾監ρ、SB16・とほぼ同様

認 斃韓翻

籍158図 九景川遺跡Ⅳ区SB16.鰤図 S―1/60

lGT



な離 i構造の建物である。建物主軸はN-4♂ ―VでありSttCに比べ若干時計回りに振れている。

建物規模は梁画3つ mⅢ猜行4聞分で,7 ml分を測る。注聞距離1ま楕行が1邪～わ mと は,ゴ B間

鶴 っているのに対し、梁間は1'mと 閉 mと著しく.不均等な間隔をなじ争 る`。注欠は径25～

mm前後とILa的小錫模であるが、深さは深いものでは40m近くあ―り比較的しつかりしてい.る.点

::陰暮鬱魯と

中
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第 159図 九景川竜跡Ⅳ区SB17劉図 S報鶴



④

ー

0       1m

―第 160図  九景川遺跡Ⅳ区SB18実測図 S=1/60

もSB16と 同様である。

ピットの覆土は3層系の黒褐色～黒灰色系

の粘質上が堆積 しており、北西側ではSB16柱

穴との切 り合い関係が認められた。

SB17遺物出土状況 (第 157図)建 物各柱穴

内から土師質土器及び土師器片が若干出土 し

ている。

SB17出 土 遺 物 (第 162図 )第 162図 5は

SB17柱穴内から出土 した土師質土器杯の底部

である。底径 5.4cmを 測 り、底部に回転糸切痕

を残す。

遺構の性格と年代 出土遺物や層位的所見か

ら12～ 13世紀の遺構 と考えられる。SB16と

の類似性から、同建物 と同様な性格の建物 と

想定できるが、その性格 を具体的に特定する

ことは難 しい。

SB18(第 160図 )

規模と形態 調査区南東部で検出した建物跡で

ある。検出したのは建物西側の梁間部分のみで

大半は調査区外に存在 している。

建物の構造は梁間 2間 で長 さ4.3mを 測る。

柱穴は円形で径 40～ 45cmと 、SB16・ 17と 比

べるとかなり大型のものである。柱穴内の覆土

は3層 と共通する黒褐色粘質土である。梁間中

央の柱穴には柱根が残存 してお り、長径 18cm

を測る。

SB18出土遺物 小片であるが、柱穴内より上

師器・土師質土器が若干出上 している。

土

土

質

質

土

土

粘

粘

質

質

色

色

粘

粘

褐

褐

色

色

茶

黒

褐

褐

暗

暗

黒
暗

の
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写真 70 SB16・ 17(南東から)

鯰

1 暗褐色粘質土

(炭、ブロック多 く含む)

0        50cm

―第 161図  九景川遺跡Ⅳ区Pl133実測図 S=1/30

写真 71 Ⅳ区 Pl133銭貨出土状況
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第 162図  九景川遺跡Ⅳ区ピッ

0             2cm

―

(S=1:1)

卜・溝出土遺物実測図 1～ 8:S=1/3、 9:S=1/2、 10:S=1/1

表7 九景川遺跡Ⅳ区Pl133出土銭貨計測表

P1095

図版番号 名称 初鋳年  銭径 (A)/銭径 (B)内径 (C)/内径 (D)  銭厚   量目

第 142図 1 元流通賓 (北宋) 1086年 (暦) 23 60mm 23 60mln   6 80mm 6 70mln  1 20～ 125mln 202 g

遺構の性格と年代 SBllや SB16。 17と は柱穴の様相が異なっている点から他の年代に属する可

能性も考慮されるものの、梁間中央の柱穴から比較的まとまって土師質土器が出上 している点から

考えて、中世前半期の遺構である可能性が高い。

(3)祭祀ピット

Pl133(第 161図 )

規模と形態 Ⅳ区南東部で検出したピットである。平面形は不整形な瓢箪状で二段掘状を呈 してい

るが断面観察から単独の柱穴と判断される。規模は長径 47cm、 短径 40cm、 深さ33cmを 測る。覆土

は炭・地山ブロックを含む暗褐色粘質上が堆積 しており、柱痕などは確認できていない。

Pl133遺物出土状況 (第 161図 。写真 71)ピ ット床面から銭貨が 1点出土 した。床面に貼 り付い

た出土状況からみて、流れ込みではなく意図的な配置によるものと考えられる。銭貨以外の遺物は

覆土中から釘が 1点出土 している。

Pl133出土遺物 (第 162図 )第 162図 9は釘である。完形品で長さ4.2cmを 測 り頭部に上方からの

単打による潰れが認められる。10は元流通賓 (北宋)で計測値を表 7に示 した。遺存状況は比較

的良好である。

遺構の性格と年代と年代 銭貨の出土状況から、建物を建てる際の地鎮的祭祀を執 り行ったものと
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1 暗灰掲色粘質土 (炭、焼上、
2暗 灰褐色砂質粘土

0

プロックを多く含む)

50cm

第 163図  九景川遺跡Ⅳ区SK17実測図 S=1/30

0        50cm

―第 164図 九景川遺跡Ⅳ区SK17遺物出土状況 遺構 :S=1/30、 遺物:S=1/12/・ 1/8

考えられるが、この柱穴を含む建物跡は当調査区内では復元 し得なかった。ピット内から地鎮用と

思われる銭貨が出土する事例としては、県内では出雲市渡橋沖遺跡 SB01、 松江市黒田館遺跡、同

福富 I遺跡、浜田市古市遺跡、津和野町高田遺跡などで同様な事例がある (西尾 2002)。

(4)土坑

SK17(第 163図)

規模と形態 調査区西側で検出した土坑で当遺構は4層上面遺構群の西端に位置する。サブトレン

チを兼ねた排水溝掘削中に検出したため床面の一部を欠いているが、現状では径 65cmの ほぼ円形

状を呈 し、断面形は皿形で深さ14cmを 測る。覆土は上層に炭・焼土ブロックを多量に含んだ暗灰

褐色粘質上が (写真 72)、 下層に暗灰褐色砂質粘土が堆積 していた。

遺物の出土状況 (第 164図 )遺 物は上層から出土し、平面的には南半部からまとまって出土 して

ヤヽる。

SK17出土遺物 (第 165図)SK17か ら出土した遺物は土師質土器と砥石である。第165図 1～ 5

はイである。2、 4、 5は ほぼ全容が判明する資料で、口径 14.5～ 16cm前後を測り、底部が比較的

小さく体部が直線的ないしはやや内湾気味に立ち上がる。6'7イよ小皿である。6イまやや深めの皿で

小形の杯といった方が適切かもしれない。7は浅い当該期によく見られるタイプの小皿である。

8・ 9は高台付郭である。8は高台が筒状を呈し、同タイプによく見られるような裾広がりのタイ

写真 72 SK17遺 物出土状況
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プとは異なる。杯部は非常に浅 く小皿状を呈する。10は砥石であ り、出土時は2片に割れた状態

で出土 した。凝灰岩製で平面形鼓形、断面方形をした典型的な砥石で、4面 を使用面 としている。

研 ぎ減 りによる変形・凹面化が著 しいが、自然面もかなり残っている。各面とも鉄器の刃先痕を顕

著に残す。

遺構の性格と年代 遺構の年代は土師質土器から12～ 13世紀と考えられる。遺構の性格について

は、遺物の出土状況や中世遺構分布の縁辺に位置するという立地上の特徴からみて廃棄土坑的性格

の可能性が高い。しかし、中世遺構面においては、当遺構以外ではこうした炭や焼上が詰まった柱

穴・土坑はなく、何らかの祭祀的な意味合いをもった土坑である可能性も考慮される。

0                   10cm

(S=1:3)

(S=112)

第 165図 九景川遺跡Ⅳ区SK17出土遺物実測図 S=1/3、 1/2
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(5)滞

SD32～ 37・ 39。 40(第 166図 )

規模と形態 調査区南西部で検出された小溝群である。概ね南北方向に走る溝と東西方向に走る溝

の両者が存在する。

SD32は東西に走る長 さ5.5mの やや幅広の溝で、SD33・ SD36と 切 り合い、両者に先行する。

SD33は SD32の西端を切つて営まれた南北に走る小規模な溝で長さ3.3mを 測る。SD34は溝群の

最 も南に位置する東西方向に走る溝で長さ10,9mを 測る。切 り合い関係から最も後出する溝である。

SD35は SD32の南にこれに平行 して走る溝で長さ28mを測る。

SD36は溝群東側を南北に走る溝で、切 り合い関係からSD34に先行 しSD32・ 39・ 40に後出する。

長さ7.lmを 測 り、南側は東へ振れている。溝内には樋状の木材が一部残存 していた。SD37は 溝

群東端に位置し南北に走る浅い幅広の溝である。長さ3.Om、 幅 90cm前後を測る。SD39は溝群南

側を東西に走る滞で両端をSD86。 34に切 られている。長さ4.3m、 幅 30cm前後を測る。

SD32～ 37・ 39・ 40出土遺物 SD32か ら須恵器、土師器、土師質土器、SD34か ら須恵器、土師器、

土師質土器、SD35か ら土師器、SD36・ 37・ 39か ら近世陶磁器、SD40か ら土師器がいずれも細片

であるが出上している。

留
く
ヽ
―
店

1 暗褐色粘質土

第 166図  九景川遺跡Ⅳ区SD32～ 37・ 39・ 40実測図 S=1/80、 S=1/40
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遺構の性格と年代 出土遺物や切り合いからSD32・ 34・ 36・ 37・ 39は近世に位―置づけられる。

SD35。 40は出土遺物からこれより遡る可能性はあるがイとの溝との配置から同時期である可能性が

高い。SD36で 1ま樋が戎つていたことから近世屋敷地のヲL水溝Ⅲ雨落溝的なものと想定さ―れる。

SD3S(第 157図)

規模と形態 調査1区商端の丘陵裾を東西に走る溝で東西両端とも調査区外へと延びている。調査区

内での規模は、長さ16.4m、 幅は広い箇所で1.2mを測―る。図示していないが、溝内からは18世

紀以降の陶磁器が多数出上している。

遺構の性格と年代
―
丘陵裾を切るように走る構の配置状況からみて、近世屋敷地において南側丘陵

部|か らの雨水を遮断するための排水溝的施設であつたと考えられる。
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(6)貝層

貝層 3～ 7(第 167図)

規模と形態 調査区北西部で検出した貝だまりである。貝層は若千規模に違いはあるが、径 1.4m

～ 2.5m前後、厚 さ5cm弱 の小規模で不整形な貝だまりとして検出された。その規模からみて、そ

れぞれが個別の一括廃棄単位に相当している可能性が高い。

貝類はⅢ区SX02と 同じく、その 990/Oがヤマ トシジミによって構成されている。また、これら

はすべて4層直上ではなく3層がある程度堆積 した段階に投棄されてお り、SB16。 17な どの掘立

柱建物群より若千後出するものである可能性 も考慮される。

遺構の性格と年代 先述のように3層 中に形成されていることから3層 出土遺物の示す年代、12

～ 13世紀に形成されたものと考えられる。

(7)4層上面遺構出土遺物 (第 162図 )

第 157図 に4層上面遺構から出土 した遺物の分布状況を示 した。先に述べたPl133を 除けばピッ

ト内出土遺物は調査区北半部に集中している。

第 162図 1は調査区北西部のピット内から出土 した土師器壼である。顎部は締まりなく上方へ立

ち上がる。古墳時代中期前半のもので下層からの混入であろう。4は SB16・ 17付近のピットから

出上 した土師質土器杯である。6・ 8は土師質土器小皿である。6は調査区西のやや離れた箇所から

出土 している。

7は須恵器郭で調査区南のSD33付近のピットから出土 した。底部が大きく体部が直線的に立ち

二_二三三≪   .
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第 168図  九景川遺跡Ⅳ区2～ 3層遺物出土状況 遺構 iS=1/80
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第 169図 九景川遺跡Ⅳ区2～ 3層出土遺物実測図 (1)
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第 170図 九景川遺跡Ⅳ区2～ 3層出土遺物実測図(2)1・ 2:S=1/3、 3～ 5:S=1/2

上がるタイプで、青木Ⅳ期以降に属する資料と思われる。当遺跡出上の須恵器では最 も後出的な資

料の一つであるが、当該期の遺構の様相は不明といわざるを得ない。これも下層からの混入品であ

ると考えられる。

(7)Ⅳ 区 2～ 3層出土遺物 (第 169・ 170図)

第 168図 にはⅣ区2,3層から出土 した主たる遺物の分布状況を示 した。3層包含層の主たる遺

物は 12～ 13世紀の上師質土器であり、これらが調査区北半部に集中して出土する様相はⅣ層上面

遺構群の遺物出土状況とほぼ同様であるが、分布の中心はやや西側へずれている。一方、古代に属

する遺物が調査区北東部付近に点在 している様相は注 目される。これらは明らかに下層からの混入

品ではあるが、その周辺に古代の遺構が存在 した可能性を示唆するものと想定される。

土師器 (第 169図)第 169図 1は土師器奏である。形態や調整の特徴などから7～ 8世紀のもの

と考えられる。

須恵器 (第 169図 )3～ 5は須恵器郭・盤である。5はやや古い様相を呈するが、3、 6は高台の

位置や長 く直線的に延びる外部から青木Ⅳ～V期の資料と思われる。前述のとおりⅢ区の古代集落

より後出的な遺物群が当調査区に散見される点は注 目される。

土師質土器 (第 169図)7～ 12は土師質土器杯である。7～ 10は 当遺跡出土郭の典型的なタイ

プであるが、回縁端部の処理や体部の立ち上がりに若干の個体差が認められる。一方 11は深い椀

形を呈し底部にユビオサエを行う杯で、当遺跡では稀なタイプに属する。14～ 17、 21は小皿であ

る。2層 出上の 14、 15、 21は形態や調査区南西部という出土地点からみて、近世に属するもので
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ある可能性が高い。18は異形の子壼でⅢ区 1～ 2層から出土 した 141-17と 同類のものと考えら

れるが、中実に円形孔を穿孔する点で異なる。19・ 20は高台付杯で、杯部が比較的浅 く皿状を呈

し脚端があまり張 り出さない。

陶磁器 (第 169図 )22。 23は 白磁である。22は V～Ⅶ類の椀、23はⅣ類椀である。

石器 (第 170図 )第 170図 1・ 2は砥石でいずれも凝灰岩製である。1は直方体状のもので 4面の

使用面、2はやや細長 く反るタイプで 2面に使用面が認められる。

鉄器 (第 170図 )3点 出上 している。3は刀子または刀の刀身部片、5は釘の先端部である。

第 3節 5層上面検 出遺構の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 171図 )

第 171図 は5層上面検出遺構配置図である。前述のとおり5層は黒灰褐色系の粘質上で、弥生時

代の遺物を若干含んでいた。調査区内は南西から北東へ向けて緩やかに傾斜する緩斜面上に竪穴住

居 3、 掘立柱建物 1、 溝、土坑、ピット等が立地する。竪穴住居や掘立柱建物、溝は同時期併存で

ないことは明らかであるが、建物主軸が北東―南西でほぼ統一されている点が注意される。

調査区北東部は当該期の遺構が存在しなかったため、調査日程の都合上、その他の部分と平行し

てその下の6層上面まで掘り下げている。この部分に等高線が存在しないのは上記の理由による。

※赤は4層 中で検出した違構を示す

第 171図 九景川遺跡Ⅳ区 5層上面遺構配置図 S=1/250
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また、調査区中央のS103付近は若千谷状t.こ 入り込んでおり、S103はちょうどその谷底に立地する

という時異な立地状況を呈している。また、このS103の位置する谷底を覆う黒褐色上の上面から

も多数のピットを検出しており、それらも第171図に掲載している。これらのピット群からは明確

な建物等を復元できないが、層位的関係から古墳時代後期～古代に属するものと考えられる.。

②勁モd媚

S101(第 172図)

規模と形態 調査区南東部で検出した平面プラン方形の住居跡である。後世の削平により璧がほと
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第172図 九景川遺跡Ⅳ区S101実測図 詳1/60
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第 173図 九景川遺跡Ⅳ区S101遺物出土状況 遺構 :S=1/60、 遺物 :S=1/12、 1/6

んど残っておらず、壁帯溝及びピットが残っ

ているにすぎない。また床面の約 1/3は 攪乱

により失われてはいたが、北東部には壁帯溝

がわずかに残っており、おおよその規模が復

元できる。平面形はほぼ正方形プランで一辺4.3

mを測る。

床面からは多数の柱穴が検出されたが、こ

れらの多 くは後世の上面からの掘 り込みによ

るもので、主柱穴はP16、 P18、 P20、 P10の 4

本柱構造であったと推祭される。

壁際土坑は東狽1壁 に据え付 けられてお り、

斜面上方に位置する通常の場合 と異なる。平面不整楕円形を呈 し規模は78× 72cm、 深さ25cm前後

を測る。土坑北側には当該期によく見られる間仕切り溝が土坑と接するように存在するが、南側は

攪乱のため不明である。壁帯溝は確認できる範囲では全周をめぐっている。住居東側約1.2mに は
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第 174図 九景川遺跡Ⅳ区S101出土遺物実測図 1^ン 4:S=1/3、 5:S=2/3、  6:S=1/4
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住居址 と平行するように南北方向の溝 (SD44)が走っており、住居址の外周溝である可能性が

ある。

S101遺物出土状況 (第 173図)住居址の大半は削平されていたものの、床面付近またはやや浮い

た状態で土師器・石器などの遺物が比較的まとまって出土しており、なかには完形に復元可能な個

体も存在した。上器組成は甕が大半であり、後述するSЮ2・ 03と はやや異なる。

S101出土遺物 (第 174図)第 174図 1～ 4は土師器でいずれも奏である。1は単純口縁の奏で口

径 13.6cmを 測る。口縁部はほぼ直線的に延び、端部は肥厚 しない。色調は淡橙色を呈する。2は複

合口縁奏で器壁は厚く段部は退化が進行し、口縁部端部はやや外反する。3は 1よ IF完形の単純口縁

甕である。口縁部は強く屈曲しつつ外反し内面にやや肥厚する布留系甕である。胴部は丸みを帯び

下半部もよく張る。調整は風化のため不明瞭だが外面肩部のヨコハケは確認できない。色調は淡橙

色の大東式的だが胎土は小谷式的な特徴を有す。4も 完形の単純口縁甕であるが、3と は異なり頚

暗黄褐色粘質土(黄プロック多く合む)

黒褐色粘質土防整多く含む)

暗責褐色粘質土(プロック多く含む)

黒褐色粘質土
黒褐色粘質土(プロックを含まない)

暗責灰色粘質土(フ賄ック・炭拾 む)

7 責白色土
8 黒灰色粘質土(プロックを含まない)

9 黒灰色粘質主(黄・白プロックをetF)
10 黒灰褐色粘質土
11 灰褐色粘質土
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第 175図 九景川遺跡Ⅳ区S102実測図 S=1/60



部のしまりが甘 く口縁部が強く屈曲しないタイプで、胎土・色調も大東式タイプに近い。タト面調整

はタテハケのみで肩部ヨコハケは認められない。

5は頁岩系の石材剥片で壁際土坑内から出土 した。玉作関連遺物の可能性があるが断定できない。

6は敲石で壁帯溝内から出土 した。円礫側面の四周につぶれ痕が顕著に認められる。

遺構の性格と年代 出土 した土師恭は甕のみで詳細な位置づけは困難であるが、2・ 4の ようなや

や新 しい資料がある一方、3の ようなやや首相を呈する資料 も含まれることから古墳時代中期前葉

に属する住居址 と考えられる。

S102(第 175図 )

規模と形態 S101の約 3m北側で検出した竪穴住居で、S101と ほぼ主軸を一にして位置 している。

平面形は隅がやや丸い長方形状を呈 し、東西 3.8m、 南北 47mを測る。壁は斜面上方の南西側で

高さ36cm前後を測る。

床面には多数のピットが検出されたが、P10な ど別の建物の柱穴も含まれる。主柱穴は P8、 P9

の二本柱構造で、これらの柱穴は径 30cm弱 と小振 りだが、深さは40cm前後を測 り比較的しっかり

している。床面壁際には壁帯溝が四周にめぐっている。

斜面上方の南西壁中央付近には壁際土坑が位置する。壁際土坑は二段掘で上段は一辺 84cmの不

整方形、下段は不整楕円形を呈 し、深さ18cmと 比較的浅い。土坑内の覆土は地山ブロックを含む

黒灰色粘質上が堆積 していた。また、壁際土坑からは反対側の壁に向けて床面をほぼ三分する間仕

切 り溝が認められた。壁際土坑の左右には短い小溝が平行 して配置されており、火処空間を区画す

る間仕切溝と考えられる。

覆土は床面付近にえを多 く含む黒褐色粘質上が薄 く堆積 し、その上に黄ブロックを含む暗黄掲色

粘質上が堆積 しており、遺物は主として上層から出土 した。

また、S102の周辺には幾つかの溝が存在するが、その多 くはS102と 明確な前後関係を持つもの
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第 176図 九景川遺跡Ⅳ区S102遺物出土状況 遺構 :S=1/60、 遺物 :S=1/12、 1/8
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である。ただし住居址南東壁に取 り付 く溝は

住居内への入口になる可能性も考慮される。

S102遺物出土状況 (第 176図)S102では床面

からやや浮いた状態ではあるが、比較的まと

まって遺物が出上 している。特に集中地点は

認められないが、仕切溝の南側に比較的集中

している。

遺物組成はSIOlの ような奏だけの組成では

なく、小形丸底壷、高郭の比率が比較的高い。

また、土製勾玉の未製品 (第 177図 14)は住

居址北側のP6内から出土している。

S102出土遺物 (第 177図)1～ 4は奏である。

1はほぼ完形に復元できる奏で、口縁部はやや

内湾気味に上方へ立ち上がり口縁部端部内面

は厚 く肥厚する。胴部は下半部が膨らみ、そ

れに対応するよう内面に指頭圧痕が明瞭に認

められる。肩部外面にヨコハケを施す。2も 1

と同様な布留系甕の口縁部で灰白色を呈する。

3は単純口縁甕で内湾するが口縁内面は肥厚

しない。4は口縁部ににぶい段部を有し外反す

る資料で、浅黄橙色を呈する大東式的色調・

胎土を有する。

5～ 8は小形丸底壼である。日縁部長や胴部のプロポーション、内外面の調整に若干のバリエー

ションが認められる。色調は5が浅黄橙色である他は灰白色を呈する。

9～ 12は 高杯である。9は直口口縁タイプの高郭、10は小谷式的な系列の流れをくむタイプと

思われる。9は内外面のハケ調整が顕著に残り、接合は差し込み式である。10は郭部が深く口径が

縮小し、脚が長い小谷式の最も退化した形態を呈している。色調は淡橙色を呈する。ll、 12は や

や杯部外面にわずかに稜をもつタイプである。11は杯部下半に線刻状の刺突を施し、12はイ部下

半刺突痕が認められない。11は灰白色、12は浅責橙色を呈する。

13は郭 (鉢)である。口径 16.Ocmを 測 り、体部はほぼ直線状に開く。底部は比較的小さいが表

面には剥離した痕跡が認められる。口縁部外面には指頭圧痕及び軽いケズリが認められる。底部の

剥離痕から高杯杯部の可能性も考慮されるが、調整からみて杯である可能性が高い。あまり類例の

ないタイプである。

14は 異形土製品であるが、土製勾玉未製品と考えた。長さ7.lcm、 幅 2.Ocmを 測る。土器片の研

磨は左右前後の4方向から行われ、勾玉頭部付近を作出しているものの、尾部付近は研磨が十分に

は行われず厚みを残し、また研磨が行われていない土器の剥離面を残している。頭部には両面穿孔

による径 2.5Hlmの 円孔が認められる。

遺構の性格と年代 当住居llL内 出土土器は、甕や高ネなどに小谷式的な特徴をとどめる資料が多
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写真 74 S102土層堆積状況

写真 75 S102遺物出土状況
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い点からみて、古墳時代

中期前葉に位置づけられ

る。

S103(第 178図 )

規模と形態 調査区の中

央付近、前述のように浅

い谷状地形の谷底部に立

地する住居址である。主

軸 方 向 は S101・ 02と ほ

ぼ平行 している。

平面形は方形で、南北

4.lm、 東西 3.7mを 測る。

ベースの上がややわか り

づ らかったため、北東部

は上半部を若干掘 りすぎ

ているが、残 りのよい東

側での壁の残存する高さ

は約 50cmを測る。

を目暑
gttg彗

畿 義 繁
盈難ぞ旱釘

土器だ鋤彰向

称語渥繋垂輸翌え写

含ω
 覆土は下層に炭を若千

:量保雹範憂圭
債色小プロック、炭杉徐め        罷長雹皇懐訪観瘍窪鋸

含0 含む暗灰褐色粘質土が堆
7黄 茶掲色粘質土償 プロック合J」l                      

積 し 、 そ の 上 層 に 炭 を 多

第178図 九景川遺跡Ⅳ区S103実測図 S=1/60      量に含む暗黒灰褐色粘質

上が堆積 していた。後述

する土器群の多 くは、上層 (1層 )に含まれるものである。

床面では3基のピットを確認したがいずれも浅 く主柱穴となりうるものではない。壁帯溝は南西

壁付近においては二重にめぐっていることから建て替えがあったものと想定される。拡張か縮小か

は土層観察上では確認できなかった。

壁際土坑は東壁中央部に設置されている。平面形は不整形な楕円形を呈 し、長径 1.lm、 短径 84cm、

深さ65cmの やや大型の上坑である。土坑内の覆土は炭を多量に含む黒灰褐色～黒褐色系の粘質土

が堆積 していた。また、壁際土坑からは2条の細い溝が西壁方向に若千廷びているが、壁際土坑 と

接 している点が、当該期に普遍的に認められる壁際土坑を挟んで位置する仕切溝 とは大きく異なっ

ている。また、壁際土坑の西側では1,lm× 1.lmの範囲で焼土面が広がっている状況が観察された。

S103遺物出土状況 (第 179図)S103内からは多量の上器を検出した。一部は床面付近から出土 し

ているが、その大半は住居址覆土上層から土器だまり状を呈 した状況で検出された。土器だまりは

住居主軸と斜交するように東西に長 く廷びるように分布 し、西が高 く東に向けて徐々に低 くなって

いる (写真 76)。 このことから住居址が放棄され、ある程度埋没が進行 した段階に住居址西側より

一括投棄されたものと判断される。土器組成は甕が大半を占め、高杯、小形丸底壷がこれに次ぐ。

なお、床面付近から出上した土器と土器だまり中の土器との間には明確な時期差は認められない。

186

マ
割

半



わ
B豹 輩ブイー

|― く!

18Ⅲ9 1

1 ′ ―
180‐ 6

溌均I朗

の

1           18Ⅲ l

l¬
ν
1828 1椰ュ

!下 手lく螂
遺構 :S=1/60、 遺物

17
1i｀18閉

X18H2

硬鶏

:S=1/12、  1/6第 179図  九景川遺跡Ⅳ区S103遺物出土状況

S103出土遺物(第 180～ 182図)第 180図 1'2、

第 182図 3は壼である。11よ複合口縁重である。

口縁部は比較的薄 く直線的に外反 し、口縁部

段部 も比較的明瞭である。胎土 も石英を多 く

含む小谷式的な胎上の特徴を呈す。

2は大形の直口壺で回径 18.Ocmを 測る。口縁

部は直線的に延びるがわずかに痕跡的な稜が

認められる。第 182図 3は直口壼で口縁部が

斜め上方に直線的にやや長 く立ち上が り、口

縁部内面にヨコハケ痕を残す。色調は大東式

に近いが月台ELは /」 考ヽ←式に近ヤヽ。

第 180図 3～ 8、 第 181図、第 182図 1は甕である。第 180図 3はほぼ完形に復元される甕で、

口縁部は内湾気味に立ち上が り、外面ににぶい稜が認められる。体部は下膨れ状をなし、色調・胎

土は大東式特有のものに近い。4は退化 した複合口縁を呈する甕で口縁部はかなり厚いつ くりをな

している。5は器形は布留系甕的な、頸部から強 く屈曲し内湾する口縁を呈するが、端部の内面肥

厚はない。肩部にかすかにヨコハケが認められ、色調は灰白色系だが胎土は大東式に近い。

7は奏としたが壷の方が適切かもしれない。頸部のしまりが甘 く口縁部は上方へ長 く立ち上が り、

外面に指頭圧痕を残す。8は単純口縁甕で、口縁部はほぼ直線的に開き端部肥厚はない。胴部はや

劾
曳

写真76 S103土器だまり検出状況
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0                 10cm

(S=1:3)
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第180図 九景川遺跡Ⅳ区S103出土遺物実測図(1) S=1/3



(S=1:3)

第 181図 九景サII遺跡Ⅳ区 S103出土遺物実測図 121 S圭 1/3
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や下膨れ状で肩部に径 5mmの焼成後穿了しが認め

られる。

第 181図 1は 日縁部に痕跡的な稜 を残す奏

で色調は橙色、胎土は石英 。長石など砂粒 を

多 く含んでいる。3は口縁部が短 く上方に立ち

上が りかつ厚手の大東式甕である。4は色調は

大東式であるが、胎土は小谷式に近 く、器壁

が比較的薄くかつ口縁部端部がわずかに肥厚

する。5は布留系甕の流れを汲むタイプで口縁

部端をわずかに上方につまみ上げ、肩部にヨ

コハケを一部残す。6は顎部のしまりがやや甘

く口縁部は退化 した複合口縁状を呈 し、また器壁が厚い特徴をなす。肩部ヨコハケは認められず、

色調・胎土は大東式タイプのものである。7も 顎部のしまりが弱 く口縁部が長 く上方に廷びる大東

式によくあるタイプの甕である。8は器壁が厚 く口縁部がやや長 く若干内湾気味に立ち上が り、内

面にヨコハケ痕を残す。色調はにぶい褐色を呈する。

9～ 14は単純口縁甕の口縁部資料である。形態的には幾つかのバリエーションが認められるが

基本的には口縁端部の処理を単純に収め、橙色～浅黄橙色系の色調をなす資料群で、大東式の範疇

に収まるものである。

第 182図 2・ 4・ 5は小形九底壷である。2はやや大形で器高が高いタイプで、口縁部は短 く直立

気味に立ち上がる。4は退化があまり進行 していないもので、口縁部はやや長 くハの字状に直線的

に立ち上がる。5は 口縁部が直立状に短 く内湾して立ち上がるもので、胴部は偏平でよく張る形状

をなす。胎土・色調は、2が小谷式的、4が大東式的な特徴を示す。

6は手捏ね土器または小形の杯で口径 8,Ocmを 測る。九底でボウル状に開く形状をなし、内外面

に指頭圧痕を顕著に残す。7は蓋または低脚杯と思われるが当該期に同様な事例は稀で断言できな

い。厚手で外面にハケ、ユビオサエの痕跡を残す。色調はにぶい黄橙色を呈する。

8～ 14は 高杯または郭である。8。 9は杯部の浅い直口口縁タイプである。8は色調・胎土は大

東式タイプである一方、9は小谷式的な特徴を示す。内外面にハケが顕者に認められる。なお、8

は床面出土資料である。10は郭と思われるが器形は大東式的な高杯に類似する。11は床面出土資

料で郭部に段を有さず緩やかに外反する小谷式系高郭の最終形態である。郭部口径は小形化しやや

深く、接合法は円盤充填である。色調は灰白色であるが、一部二次焼成により赤変している箇所が

認められる。

12～ 14は高杯脚部である。12は脚が長 く脚径が小さいもので小谷式的なタイプの退化形式と思

われる。13は緩やかに脚裾が広がるもので、最終のヨコナデを省略 し端部の処理を雑に仕上げて

いる。14は脚部下半が強く屈曲し広がるタイプであるが、内面に稜を形成する。

第 182図 15・ 16は石器である。15は 碧玉製の剥片で、分析の結果花仙山産と判定されている。

横長の剥片で玉作関連遺物 と考えられる。

16は 流紋岩製の打製石斧で、長さ 13.3cm、 幅 7.2cm、 厚さ■9cmを測る。平面形は四周を加工す

ることにより撥状に整えており、両面に自然面を残す。住居址に直接伴うものではなく、下層から
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の混入品である。

遺構の性格と年代 住居址内土器溜まり資料は小谷式的な資料 と大東式な資料の両者が含まれる

が、量的には後者が圧倒的に多い。S101・ 02よ りは若干後出的な様相 もあるが、現状では大 きな

時期差は考えにくく、古墳時代中期前葉に属すると考えられる。

また、当住居址はS101・ 02と は異なり主柱穴のないタイプで壁際土坑 とその周辺の溝の配置も

当該期の典型的なものとはやや異なってお り、何 らかの性格の違いといったことも考慮されるが現

0                  10cm

(S=113)

賜 る

0

吻
吻

物

笏

鬱

(S=2:3)

第 182図 九景川遺跡Ⅳ区S103出土遺物実測図 (3) S=1/3、 2/3
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状では明らかにし得なし、

o競立勘

認 19(第 183図)

規模と形態
―
調査区南東に位置し,S101・ o2と 切り合うている。SЮlと の前後関係―は、プラン検

出時の観察から.SB19が後出することは明ら|かである (写真173J。 一方S102と の前後関係について

1よ、調査当初の段階で1ま当遺構の存在を意識していなかったため、S1021プラン検出時には確認で

きていない。しかしS102は「出土達物や斑置関係からS101と 同時併存であうた
.可
能性が高く、その

侃定に基づイナばSB19が後出することになる。

建物構造は梁聞1間、精行3聞でt― 梁画がやや幅広い点はⅢ区のISBllと類似する。建物規模は、

梁間かい々 距離で梁間策m、 1桁行鬱 mを測る。また、建物主義はN一 墟°―Eで S1021の主軸―と

'ilr■

致してい.る。|

柱穴は冊形または楕H形を呈し、径60cm前後を測る。注角の1覆土は黒褐色～尿褐色系の粘質土

残斃罐綴騒土

:‰ 琶ξヶ甥算雛)

102

第183図 |九景川遺跡WttSB19笑測図 S-1./60



が堆積 してお り、一部のピットでは柱痕 ら

しき土層 も確認できた。土層観察から想定

される柱の径は20cm弱程度であったと考え

られる。

SB19出土遺物 細片のため図化 していな

いが、各柱穴から若千ながら土師器細片が

出上 している。詳細な年代は不明であるが、

胎上の特徴は大東式に特有なタイプのもの

を含むことから古墳時代中期前半頃に属す

るものと考えられる。            l
遺構の性格と年代 S101と の切 り合い関係

から古墳時代中期前半以降であることは確

実であるが、建物主軸が S101,02と ほぼ同

一方向を指向する点からみて、竪穴住居群

とあまり時期を隔てない時期に営まれたも

＼篭
e

1 暗灰褐色粘質土

や 一

黒褐色粘質土 (炭 を含む)

のと推測される。

(4)土坑

SK18(第 184図 )

規模と形態 調査区中央部付近に位置する

土坑でS103と 重複 している。S103検出面よ

りも上層の、後述するSD41・ 43と 同一面

において検出した。形態はほぼ正方形プランで、1.Om× 0.9mを測る。断面形は浅い皿形で深さ

10cmを測 り、炭を含む黒褐色粘質上が堆積 していた。遺物は出土 していない。

遺構の性格と年代 遺構の年代は、S103よ り上層、4層上面より下層で検出したことから、古墳時

代中期前半以降古代末までの幅で押さえられるが、遺物がないためそれ以上の特定は困難である。

性格は不明であるが、後述するSD41・ 43と 有機的な関係を持った土坑である可能性が高い。

(5)溝

SD41・ 43(第 184図 )

規模と形態 調査区のほぼ中央、S103検 出面の上層で検出した溝群で、先述のSK18と 隣接 してい

る。両溝は約 2.8m離れて南東から北西の方向に平行 して位置してお り、SD41南壁はS103北西壁

とほぼ一致 している (第 171図 )。 SD41東側は トレンチにより失われているが、現状での規模は

SD41が長さ48m、 幅 45cm、 深 さ6cm、 SD43が長さ2,7m、 幅 48cm、 深さ 12cmを 測る。覆土は

黒褐色～暗灰褐色系の粘質上が堆積 していた。遺物は出上していない。

遺構の性格と年代 遺物が出土 していないため、詳細な年代は不明であるが、SK18と ほぼ同時期

の遺構 と考えられる。

(6)Ⅳ 区 4層・4層上面遺構出土遺物 (186・ 187図 )

Ⅳ区 4層遺物出土状況 (第 185図)第 185図 にⅣ区4層及び4層上面遺構 (上記遺構を除 く)出

土遺物のうち、主なものの出上位置を示 した。4層 出土遺物は量的には多 くはないが、古墳時代中

‐
＼ 乾

1黒褐色粘質土

0       1m

―
第 184図  九景川遺跡Ⅳ区SK18、 SD41、 43実測図

S=1/60
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第 185図  九景川遺跡Ⅳ区4層 4層上面ピット遺物出土状況 遺構 :S‐ 1/300

期前半の資料は竪穴住居及び掘立柱建物周辺を中心に出上 している。その一方、上層の 7～ 8世紀

に属する遺物は、S103の位置する小さな谷部を中心にとして分布 してお り、先述 したS103上層遺

構群の年代の一端を示 している可能性がある。

土師器 (第 186・ 187図)第 186図、第 187図 10・ ■ は4層出上の上師器で、大半は竪穴住居群

と同じ古墳時代中期前葉に属する遺物である。1～ 4は甕である。1は口縁部外面に痕跡化 した稜

を残す甕である。体部外面に粗いタテハケを施すのみで肩部ヨコハケは認められない。2は 口縁部

がやや上方へ直線的に廷びる甕で、口縁部内面にヨコハケを残す。色調 。胎土とも大東式タイプの

ものである。3は大形の甕で全般的に器壁が厚 く、肩部が張らない。口縁部は中途で強 く屈曲して

端部を九 く収め、内面にヨコハケ痕を顕著に残す。他の上師器とは異なり7～ 8世紀に属するもの

と考えられる。

5は小形九底壼で口縁部の萎縮化が進行 している資料である。色調は浅黄橙色で胎土は白色粒子

を微量含む大東式に特有な胎土・色調を呈する。6は ほぼ完形の手捏ね土器で口径 4.4cmを測る。

7は大形の複合口縁壷である。器壁はかなり厚 く。擬口縁上に直線的に内傾する口縁を接合 し、

端部上面に平坦面を有する。胎土・色調は小谷式的な特徴を有する。8は杯である。口径 11.2cmの

やや小形のもので、口縁部は凹凸が著しい。タト面はハケのちナデ・ユビオサエにより仕上げ、内面

には赤彩が全体に認められる。9は高杯で脚柱部がやや膨 らみ脚裾が強 く外反する。色調は灰白色

であるが胎土は石英・長石が少なく表面がざらついた大東式に近い特徴を有する。第 187図 10は
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移動式篭の庇部、11は土製支脚である。

須恵器 (第 187図)第 187図 1～ 9は須恵器である。1は杯蓋で口径 13.Ocmを 測 り、天丼部 と口

縁部間の段がなく、天丼部に周辺ヘラケズリを施す。口縁部外面に何 らかの当具痕を残す。2・ 3

は蓋で偏平な器形で輪状つまみを持つ。輪状つまみはⅢ区では極めて稀な存在であり、少量ながら

当調査区内で一定量散見される点は注意される。

4～ 7は郭である。5。 6は 口縁部が内湾かつやや屈曲する点から青木Ⅱ期、7は底径が大きく体

部がやや直線的に立ち上がる点から青木Ⅳ期に属すると考えられる。

8は高杯である。杯部は稜を持たず椀形を呈 し、脚部は短脚化が著 しく、2方に切れ込み状のス

カシを穿つ。大谷 6期の資料 と考えられる。9は徳利状の小形の壼で口径 4.6cmを測る。

考煮イ

(〔
::::'ケ

)6

第 186図  九景川遺跡Ⅳ区4層 出土遺物実測図 (1)S=1/3(S=1:3)
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石器 (第 187図)第 187図 12は S103周 辺から出土 した馬璃製の剥片で、縦長剥片の側縁に細か

な加工を施す。蛍光X線分析の結果花仙山産と判定されており、古墳時代中期前半に属する玉作関

連遺物である可能性が高い。

鉄器 (第 187図)第 187図 13は錆化が著 しいが、引手状の鉄製品である。2本の鉄棒端部を円環

状に折 り曲げ連結 しているが、反対側の形状は折 り曲げているのみで円環を形成 していない。

14。 15は釘で、いずれも先端部が欠損 している。14は頭部を鍛打 し撥状に拡げたのちに折 り曲

げることによって頭部を形成 してお り、製作工程がよくわかる資料である。これらの鉄器は共伴す

る土器の様相から古代に属する資料 と思われる。

第 4節 6層上面検 出遺構 の調査

(1)遺構の分布と概要 (第 188図 )

前述のとおりⅣ区北東部においては5層上面において遺構が検出されなかったため、5層上面遺

構群の調査と平行して基盤層である6層上面まで掘り下げ、精査を行った。その調査範囲内での遺

構・遺物分布状況が第 188図である。

6層上面は南から北へ緩く傾斜しており、調査区北東部からピットが集中して検出された。ピッ

トは21基を検出したが、調査範囲内では明確な建物等を復元するには至っていない。

(2)Ⅳ区5層出土遺物(第 189図)5層中からは少量ではあるが、弥生土器。土師器が出土している(第

188図)。

第 189図 1は弥生時代前期の甕である。小片のため正確ではないが、口径 40cm前後の大型品と

考えられる。胴部は口径と同程度まで張り、口縁部はやや内湾気味に短く立ち上がって端部に刻目

を施す。顎部には4条のヘラ描沈線文を施文する。内外面はハケ調整で仕上げ、胎土は石英・長石

等の大形砂粒を多量に含んでいる。松本編年のI-4様式に属する (松本 1992)。

√娩幹干｀
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第 188図  九景川遺跡Ⅳ区北側 6層上面平面図 5層遺物出土状況 遺構 :S=1/180、 遺物 :S=1/18
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10cm

(S=1:3)

第 189図 九景川遺跡Ⅳ区5層 出土遺物実測図 S=1/3

2は土師器甕で回径 15,6cmを 測 る。顎部が よくしま り口縁部は比較的長 く、やや内湾気味に立ち

上が る。色調・胎土は小谷式的な特徴 を示す。出土位置は S103北壁付近に相当する場所で、本来

5層 に伴 うものではな く混入品か、または取 り上げ時の ミスによるものである可能性が高い。

3は弥生時代中期の甕でピット群よりも西側から出上した。口縁部は繰り上げ状にやや内傾して

短く立ち上がる。口縁部外面には凹線文を施文しているようにも見えるが風化のため定かではない。

体部は胴部中央部がよく張った均整のとれたプロポーションを呈する。調整は外面が上半部がタテ

ハケ、下半が縦方向のヘラミガキを施し、内面は上半部がタテハケ、底部付近には軽いヘラケズリ

を施す。松本編年Ⅲ-2～Ⅳ-1様式に属する資料であり、当該期の資料はすぐ北側に隣接する I

区から一定量出土している。

4は調査区東壁付近で出土した土師器高杯の脚部である。比較的脚が短く裾に向けて緩やかに広

がり、最終のヨコナデ調整が顕著でなく表面の凹凸が顕著である。砂粒をほとんど含まない精緻な

胎土で、大東式精製品の典型的な胎上である。器壁はざらつき被熱による赤変が顕著に認められる。
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0                 10cm

(S=1:3)

0           5cm
ヽ

(S=1:2)

1/2第 190図 九景川遺跡Ⅳ区遺構外出土遺物実測図 S=1/3、

古墳時代中期前半に属する資料であり、2と 同様に本来は5層 に伴 うものではなく、混入品と考え

られる。

第 5節 その他 の遺物

第 190図 はⅣ区側溝・ベルト中等から出上した層位の不明な遺物である。1は短脚の土師器高杯

で底径 10.Ocmを 測る。杯部は椀状を呈し、脚部はハの字状に広がる。2は土師質土器の高台付郭・

小皿である。杯部は非常に浅い皿状を呈し、脚部は中実で底部に回転糸切痕がかすかに認められる。

3は 白磁椀の底部である。削り出し高台で内面に円圏が認められ、太宰府分類の椀Ⅳ類に属する。

4は 3層 中で検出した貝層のいずれかから出土したと思われる棒状鉄器で、両端を欠損した鉄釘で

ある可能性が高い。12～ 13世紀に属する遺物と考えられる。
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表 8 九景川遺跡出土遺物観察表

Fセ 番号 出土地点 種 別 器種 遺存 日径 器高   底径 色 調 胎 土 焼成 備 考

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

17

17

17

17

17

17

17

17

20

20

20

20

20

20

1  象尻

2  象岳

3  象岳

4 象晟

5  象既

6  桑岳

7  ま岳

8  ま局

9  桑既

10 ま轟

n  註岳

12 訣属

13  ま晟

14 象岳

15  ま局

16  象局

17 象局

18 と岳

l SK∴ 冤層

2  象晟

3  訣屍

4  象馬

5  乱孟

6  象島

7  乱岳

8 Pl臨

l sぎ鍵

2 Nぎ 陥

3 sぎ 確

4 齢醜

5 sぎ 陥

6 N〒 野層

土師質土器   杯    完形

土師質土器   杯    完形

土師質土器   杯    完形

土師質土器   不    完形

土師質土器   杯    完形

土師質上器   杯    完形

土師質土器   杯   1/2以 上

土師質土器   杯   1/2以 上

土師質土器   郭   1/2以 上

土師質土器   イ   1/2以 上

土師質土器   坪   1/2以 上

土師質土器   杯   1/2以 上

土師質上器   杯   1/4以 上

土師質土器   不   1/2以 上

土師質土器   郭   1/6以 上

土師質土器   不   1/2以 上

土師質土器   イ   1/4以 上

土師質土器   杯   1/2以 上

青磁    皿   1/2以 下

土師質上器   14・   1/2以 上

土製品   土錘  1/2以 上

弥生土器   壷    小片

弥生土器 壺・甕底部  小片

土師質土器   不   底部完形

弥生土器   甕    小片

弥生土器   甕    小片

弥生土器   甕    小片

土師器    養    小片

土師器  小形丸底三  小片

須忘器    蓋   1/6以 上

弥生土器   蓋   ほぼ完形

土師器   甑把手   小片

5 1 cr1  3 4 cll 外 :黄色 25Y3/6

5 2cn  3 2 cll 外 ,黄色 25Y3/6

4 9 cm  3 2 cll 外 :浅黄橙色 10YR3/4

5 1 cll1  3 6 clll 外 ,浅黄橙色 10YR3/4

51孟 54  3 0 clll 外;黄橙色10YR3/6

輛 3 11 cDl外 ,猛
sサ恵髄

5 0 cm  3 1 clll 外 ,浅黄橙色 10YR8/3

5 0 cn  3 6 cll tt i浅 黄橙色 10YR3/4

(50)cm  3 1 clll tt i浅 黄橙色 10YR8/3

5 0 clll (31)cl l 外 ;浅黄橙色 10YR8/4

5 2 cll1  3 2 cll 外 :黄橙色 10YR8/6

5 0 cn  3 3 cll 外 ,浅黄橙色 10YR8/4

蛹 蝕 輛
外 ,伝

s扮彦
橙色

5 4 cll1  3 2cm 外 ,灰 白色 10YR7/1

5 0 cI1  2 7cm 外 ,浅黄橙色 10YR8/4

5 2 cll1  3 1 clll 外 ;灰 白色 10YR7/1

外 ;にぶい黄橙色
10YR7/2

外 ;浅黄橙色 10YR8/4

4 9cm 釉 ,明オリーブ灰色 N7/1

5 8 cll 外 ,淡橙色 5YR8/3

巾 ,2 4cn厚 ,2 4 cll外 ,黒褐色 25Y3/1

外 :灰 白色 10YR

(73)cll 外 ;浅黄橙色 7 5YR8/4

5 4 clll 外 ;淡橙色 5YR8/4

外 ,灰 自色 10YR8/2

外 :浅黄橙色 7 5YR3/6

外 ,明褐灰色 7 5YR7/2

外 ,明褐灰色 7 5YR7/1

外 ,浅黄桂色 7 5YR8/4

外 ;明紫灰色 5P7/1

外 ;灰 自色 7 5YR8/2

外 ;明褐灰色 7 5YR7/2

10 5 clll

10 2 cHl

10 6 cm

10 5 cal

10 3 cn

10 5 cEl

10 4 clll

10 6 cm

10 1 CFl

(98)cll

10 1 CDl

10 4 clll

9 4cm

l10 clll

(103)clll

10 0 cal

(107)cnI

(106)cl l

l lall以下

黒色粒子 微量含む

l uul以 上

黒色粒子 微量含む

1 4ul以 下

白色粒子 微量含む

l DIl以 下

黒色粒子 微量含む

l lull以下

白色粒子 微量含む

l le ll以 下
黒色粒子 微量含む

l aul以 下

自色粒子 微量合む

精良

精良

精良

精良

l EEl以 下

白色粒子 微量含む

l H ll以下

白色粒子 微量含む

精良

l alL以 下

白色粒子 微量含む

精良

精良

精良

精良

l IIu l以 下

白色粒子 微量含む

l Eul以 下

白色粒子 微量含む

1411以 下
石英 長石 若千含む

4 DIIIメ 下
石英 長石 多く合む

l Hul以 下

石英 若千含む

4 ntll以 下
石英 長石 多く含む

l H ll以下

石英 長石 多く含む

l Hul以 下
石英 長石 若干含む

2 4ul以 下

石英 長石 若干含む

l Hul以 下

石英 長石 若千含む

精良

2 Elll以 下 石英 長石

白色粒子 多く含む

1 41al以下 石英 長石

やや多く含む

良好

良好

良好

良好 禽:量舞鍬ぢ

良好

良好 禽:量舞盪′

良好 禽:量甕鍬′

良好

良好

やや不良

良好

良好  外 ,黒斑あり

やや不良 外 ;黒斑 ?

やや不良

良好

やや不良

やや不良

良好

良好 命千qぐ
類

良好

やや不良 重量 ,1055g

良好  口縁都 ,凹線文

良好  外 ;煤痕 (一部)

やや不良

良好  口縁 ,凹線文

良好

良好

良好

良好  大谷 5期

やや不良 弥生前期か

良好

長 ,2 3cn

(278)cll

(266)clll

(173)cm

(160)clll

9 4 cm

12 3 cll

5 2cn
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F竜 番号 出土地点 遺 存 日径 胎 土 備考

20   7

20   3

20   9

20   10

20   11

20 B Nゴ 陥

20整
sぎ 晃

20 b sぎ 醜

20“
Nぎ 醜

2017sぎ に

20弼
sぎ 是

2019sぎ 陥

2020sぎ R
20別 wI健

2022sげ 醜

2023Nぎ 醜

2024Nぎ 確

2025sぎ是

2026sギ 醜

2027 sぎ 確

20 28 wI健

20 29 EI健

2030Nぎ (
21 l Nギ 子層

別 2 sぎに

笈 3 sT醜

加 4 sぎ 鑓

別 5 sぎ k
別 6 sI健

217 Nぎ 陥

片
　
　
片
　
　
片

抗
　
　
椀
　
　
椀

磁
　
　
磁
　
　
磁

白
　
　
自
　
　
白

小 片

/卜斤

区
襲

　

区
層

　

区
襲

　

区
堤
　
　

区
鵡

Ｉ

ＳＥ

　

Ｉ

３

　

Ｉ

ＳＥ

　

Ｉ

ＮＥ

　

　

‐

ＮＥ

白磁     椀   1/4以 上

外 ;灰 自色 5Ⅵ″  離 微量合む

外 ,灰 白色 瑚 2 
習習筵ξ 微量含む

外 :灰 白色 5Y8/1   精良

外 ;灰白色 2評腑  離 微量含む

09)cl l 外 :灰 白色 5Y8/1   
鷲留麹旱 微量含む

外 ;灰 白色 5Y8/1    
聟留窪ξ 微量含む

外 ;灰 白色 5Y8/1    
鸞習筵ヨ 微量含む

外 ,自色 該 当なし   精良

外 ;灰 白色 10YR3/1  精良

外 :淡橙色 評 W4 
智習筵ξ 微量含む

外 ;灰 白色 10YR8/2  
響 冒石 若干含む

外 ,馬ぶ
サ

黄橙色

    磐喚 長石 若千含む

外 ,浅黄橙色 10YR8/4 
賛嶋

雰
ぞ干含む

芥 ;浅責橙色 7 5YR7/3 
箸映争督石 若干含む

外 :浅黄橙色 Ю町 4箸
美 長石 若千含む

外 ,浅黄橙色 7 5YR3/3 
署娑争督石 若干含む

外 ,灰 白色 10YR3/2  
智習麹阜 若干含む

外 ;灰 白色 7 5YR3/1  
を実 若干含む

外 ;浅黄橙色 7YR3/4  
智習進ξ 微量含む

外 ,浅黄橙色 7 5YK8/4 
響斐 若干含む

外 〕こぶい髄 5Y R 74猥
長石 粁 含む

外 ;明褐灰色 5YR76 
智習趣二 若千含む

外 :灰 白色 ЮYRν2 
智習筵旱 微量含む

外 ;浅黄橙色 mYRy3響
慣 石 若干含む

(174)cm

(180)cll

(122)clll

(166)cm

良好 ズ望拝雰碧Ⅳ類

良好 て箪痛雰黎Ⅳ類

良好 禽:報 1査襟!

良好 禽界言窺
文

V・ Ⅶ類

外 ;釉 (一部)

良好  内 ;釉 (全体)

太宰府分類Ⅳ類

内 ,櫛 目文

勁 禽:鞘 逐謝
太宰府分類V類

外 ,釉 (一部)

良好  内 1釉 (全体)

太宰府分類Ⅳ類

財 貧:鞘 逐謝

やや不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

鍛錬鍛治岸

鍛錬鍛冶津

層

区

３

Ｉ

Ｗ (62)c ll

自磁

青 白磁

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質上器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

鉄器

鉄器

鉄器

鉄器

鉄器

鉄津

鉄滓

椀   1/4以 上           (75)cIE

皿  5警         ●④伽

イ  1/4以 上 15 9 cm  5 4cm  7 6 cll

杯   壁 誓     6 5 cll

郭  5ピ  172伽  67伽  41伽

イ  1/6以上 16 0 cll

杯  5Y     65∞
杯   底完形       6 4 cll

郵  号で     87伽
坪   底完形       5 8 cm

イ   底完形       5 6 cll

高台付杯  小片            (46)clll

皿  ち止g         45伽
高台付杯 底完形            4 3 cn

高台付雰 取ピ         4 4cm
小皿  1/2以 上  8 7 cl1  3 9 cm  2 1 clll

高台付皿 5上
4

郭  5で         4 4cm

釘   1/2以 上 長 ;(47)cll巾 ,1 0cm厚 ;0 75 clll

釘    小片  長 ,(52)cm巾 ,0 8 cn厚 ,0 7 cll

釘    完形  長 i35 cll tt i 1 0 cm厚 ;0 2 cll

釘       長 ,(42)cn巾 ,0 9cm厚 ,0 45 cm

不明鉄片  完形  長 ,8 3cm巾 ,2 0cm厚 ,0 35 cm

鍛治津      長 ;5 3 cll巾 ;5 4cm厚 ,1 9cn

粒状滓   完形  長 ,2 5 clll巾 ,2 7cm厚 ;1 8 cm
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Flg番号 出土地点 遺存   口径    器高   底径 月台土 備 考

馴 8 sぎ
陥  土製品  土錘  V4以 上 長 ;⑫ Ocn巾 ,■ 8伽 厚 ;■ 6廼 外 ,灰黄色 Z5Y6/2 

習習筵子 微量含む  良好 重量 ;■ 25g

狙 9Nぎ
確

製 品 卸 聰 以上 長 沖 D枷 巾 � m厚 ■ 6卿 外 却こぶい橙色 棘 74建
幹上蕨ぎ啓3髄 麟 重量 ‖ ηg

れ 10Nゴ
陥  石器  楔つ箸器  完形 長 ,20 cn巾 ,歩 6伽 厚 ,多 0伽 外 ,赤色 10R4/8           チャートまたは玉髄

21■  I区 3層  石器   剥片  完形 長 ,■3銀 巾 ,2 2cn厚 ,16 cn外 :暗オリーブ色 5Y4/4         
肇辱葛連資料

29 1  $岳   弥生土器   甕   1/6以 上  33 4 cm          外 :灰 白色 10YR8/1  
饗堵生憲蓄ぎ承

石英  良好  雲観秀 目突帯

閉 2 
乱 屏  上師器  甕  V6以 上 路■卿      外 ,浅黄色 と5YRν3 

響 資を 若千含む 良好

29 3  
乱 岳   土師器   甕   1/4以 上  35 6 cll          外 :浅黄橙色 10YR8/3 

箸映争冒石 若千含む  良好  外 ;黒斑 (一部)

29 4  
乱 岳   土師器   奏   小片  (163)cln          外 ,灰黄褐色 10YR6/2 

智習窪ヱ 若干含む  良好

29 5  
乱 岳   土師器   甕   小片  (318)cm          外 :浅責橙色 7 5YR3/4 

鴛せ蓼曜霊藤
長石  良好

29 6 
乱 馬  土師器   甕  1/4以 上 la8伽         外 ;猛

識 亮

橙色

   智習筵旱 若干含む  良好 外 ;煤痕

29 7  
お 岳   土師器  土製支脚 1/4以上           80c皿  外 ,浅責橙色 10YR8/3 

箸映争督石 多く含む  良好

29 8 sDO'馬
監溝  土師器    皿   1/4以 上  13 4 cl1  2 7 cll      外 ;浅黄橙色 7 5YR8/6 

智習筵子 若千含む  良好  貧 :索彰 |三獣;

29 9  
乱 屏   土師器   高不   小片                外 ,浅黄橙色 10YR8/3 

箸映午督石 若千含む  良好  内 ,赤彩 (一部)

29 10  
乱 馬   須恵器   杯   ほtゞ完形  12 3 cm  8 5cn  4 9 cll 外 ;明青灰色 5PB7/1  

聟留窪阜 薯詔ぎ姦  良好

29 11  
乱 岳   須恵器   杯  1/4以 上  13 4cm  8 4cm  4 3 clll 外 :明青灰色 5PB7/1  

饗吟 若千含む    良好

29 12  
誌 岳   須恵器   杯   1/2以 上  14 3 cl1  7 6cm  4 4cn 外

`明
青灰色 5PB71  

贅鴇4憲千含む    良好

29 13  
乱 屏   須恵器   横瓶   小片  (13 0 clll          外 ;青灰色 5PE16/1   

鸞晋窪ξ 微量含む  良好  カキメ

29 14  
乱 岳   須恵器   不   小片  (11 6cm)         外 す青灰色 5PB6/1   

智督筵阜 微量含む  良好  大容 5期前後

29 15  
乱 岳   鉄器   刀子  1/4以 上 長 ,(75)cll巾 ,1 8cm厚 ,0 45 cll

29 16  
乱 5   鉄器    鎌   小片 長 ,(55)clll巾 ;2 7 cll厚 ,0 4cn

飢 l sぎ
醜  縄文土器  深鉢  小片          外 ,灰黄褐色 ЮYR5/2 

絆

々

象 S窓
白色

ゃゃ不良 縁帯文土器

雛 2 Nぎ
陥  弥生土器  底部  V6以 上       蒟 8伽 外 ,浅黄橙色 盈5YR8/4著

娑争督石 多く含む  良好 弥生前期

阻 3 sぎ
R 弥生土器  重  小片          外 :黄橙色 ■5YR8/8 

離 多釜 む  良好 課塗寄期

説 4 Nざ
確  弥生土器  鉢  小片          外 ;灰 白色 盈5YR8た  智習筵旱 若干含む  良好 外 ,黒斑

31 5   :暑
  弥生土器   底部  1/4以 上            9 8 cll 外 ;責橙色 7 5YR8/8  

著映午督石 多く含む やや不良 弥生前期

税 6Nギ
陥

弥生土器  甕  打叶  Q■ 0伽      外 ,灰 白色 ЮYR8/2 
箸狭4葺石 多く含む

やや不良

31 7 N〒
τ層  弥生土器   甕   小片  (175)cl l           外 ;浅黄橙色 10YR8/3 

箸映争督石 若千含む  良好  外 ;凹線文

凱 8 Nぎ
陥

弥生土器  甕  76以 上 2&7 cm      外 ,灰 白色 ■5YR8れ
 響 1冒石 多く含む  良好 外 ;凹線文

凱 9 sぎ
陥  弥生土器  甕  ν2以 上

“

2伽       外 ,明灰褐色 5YR7/2 
箸喫4葺石 多く含む  良好 外 i煤痕 幹 部)

凱 Ю I区 4層 弥生土器 訪 V4以上     m6伽 外 ,灰 髄 枷 珀
堵狭争葺石 若干含む  異雙

文・沈線文 刺

31 1l Nギ
野層 弥生土器  把手   小片              外 ,浅黄色 25釈5/3  

箸呉争督石 多く含む  良好

31 12 Nギ
野層  土師器   奏   小片  (177)cn           外 ,明褐灰色 5YR7/2  

箸映筆督石 若干含む  良好
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Fig番 号 出土地点 種別 器種 遺存 日径 器 高 底 径 色調 胎 土 焼成 備 考

31 13 N干
晉層  土師器    甕   1/4以 上  14 7 cll           外 ,にぶい橙色 5YR7/3 

箸娑争督石 若干含む  良好  外 ,黒斑一部

凱 堕
s♂ 晶  土師器  高イ            外 ,橙色 5YR7/6  精良    やや不良 胎土 ,大東A類

雛 蒟 sぎ 陥  土師器  高郭  V6以 上       Hお 伽 外 ;浅黄橙色 ЮYR8/4 
磐娑咎督石 若干含む 良好 胎土 ,大東B類 ?

凱

“
 sぎ 晃

弥生土器 ? 重  ガサ  住刑 c皿       外 ,灰 白色 ЮYR8れ  著娑4督石 多雀 む
やや不良

凱 W sぎ
陥  石製品 有孔円盤  完形 長 汗粗 伽 巾 ;&1伽

厚さ
孟

α45外
,暗青灰色 5YB4A         

倉璽馨璽

32 1  1区   土師器  高不  俄 警  190m        外 ,浅黄橙色 7 5YR8/6 
暑揆争督石 若干含む  良好  月台土 ,大東B類

32 2 
詈  土師質上器  不  底完形        62伽 外 ,黄橙色 ■5YR8/8 精良     やや不良

32 3 
詈  土師質上器  イ  底完形       a4血 外 ;浅黄橙色 ЮYR3/4 精良

32 4  南溝  上自π質土器  皿  ほぼ完形  8 2 cШ   5 1 cl1  2 8 clll 外 ;にぶい橙色 5YR7/4 
雪 普迩阜 若干含む  良好  李捏身霧貢怠望

32 5 注記なし 上師質土器  不 ?  5で          46∽  外 ,浅黄橙色 10YR3/3 
盤 慧

〔

督石 若干含む  良好

32 6 
ビ  土師質土器  邦  V2以 上       ■4伽 外 ;淡黄色 ケ5Y8/3 精良     やや不良

32 7 
締  白磁   椀  76以 上       いつ 伽 外 ;灰 白色 ■5YR8/2 

離 微量含む  良好
禽 :報 t丞漂 |

認 8表
錦 」時

餓  椀 V6姓 丘 5伽     外 ;灰 白色 7 5YRν2吉
跳 塩 量含む 鋭

魁 靱 Ⅳ類

能 9 
美辱  誡  椀  樹 Qω  m    外 ,障 色 猜 Y71 繰    鏃

Ⅷ Ⅳ類

躍 Ю
締

磁  椀 枡 に 0蝕   柳 色 躙 れ 習留筵阜 微量含む  ざ髯拷彊|

35 1 
Л♂ 斃  土製品 土製支脚 ワ2以上    

“

1蝕    外 ;淡黄色 25Y7/4 
箸映4冒石 多く含む  良好

352 
Л汗 斃  土師器  甕  V4以 上 n5cm      外 :明褐灰色 ■5YR7/2磐

映4冒石 若干含む 良好
貧 :矮彊

353 
Л汗醜  上師器  甕  ガ叶  Q4の 処      外 ,灰 白色 ■5Y8れ  磐臭4冒石 若千合む 良好

354 
Л汗陥  土師器  土製支脚            外 ,淡黄色 身5Y8/4 

響 安 訂

長石  良好

40 1  
ま 岳  弥生土器   重   底完形           8 9 cll 外 ;灰 白色 5Y8/2   

署娑4督石 多く含む  良好  外

質啓各 霧

)

43 1  
品 馬  弥生土器   甕   1/6以 上  18 0 cll          外 ,淡黄色 25Y8/3  

碧娑咎督石 若干含む  良好  只悸産が イ査深)

42 
品 馬

姓 齢  甕  枡 ∞ Ol cn   外 :灰 白色 射 η l 
撃 て 議 甲

簸
呼 養農只輪 )

43 3 sD品
焉 層 弥生土器   壺   1/6以 上  11 6 clll           外 ,灰 白色 N     

智智窪阜 微量含む   良好  日縁部蓋綴孔あり

48 1  
ミ 乙  ELH下 器   甕   小片  02の cm        外 ,伝

斜 1房
橙色

   暑映争冒石 若千含む  良好

48 2  
贔 脇   土師器   甕  ラよ伊下・

0の 伽         外 ,にぶい黄色 10YR7/3を
美子督石 若干含む  良好

43 3  
品 展   上師器   高不  1/4以 上           10 3 cln 外 ;灰 白色 25Y8/2   

暑映争冒石 若干含む  良好  外 ;一部赤彩

48 4 
品 展  土師器   高イ  5警          88倣  外 :淡黄色 25Y8/4  

埋 孝

(督

石 若干含む
やや不良

衡 :奈彰 i三獣!

48 5  
贔 脇   土師器   高杯  1/2以 上  16 4 cln           外 ;淡黄色 25Y3/3   

智習窪旱 若千含む  良好  禽 :奈彰 i査篠|

48 6  
贔 脇   土師器   高不  1/4以 上           8 4 clll 外 ;淡黄色 25Y6/2   

智普迩阜 微量含む  良好

48 7  
贔 屍   土師器   高14N  1/4以 上           10 5 cll 外 :にぶ

′
責橙色

    磐娑争冒石 微量含む  良好

48 8  
品 展   土製品  手捏ね上器 ほぼ完形  5 4 cl1  5 0 cl1  4 0 clll 外 ,浅黄橙色 7 5YR8/6 

箸婆咎督石 多く含む  良好  外 ,黒斑

48 9 Ll『
野層  須恵器    蓋   1/6以 上  14 7 cll           外 :明青灰色 5PB7/1  精良        やや不良
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Fig番号 出土地点 器 種 澄存 侑 考胎 上日径

48 10  
贔 脇   須恵器   不身  ほぼ完形  12 1 cll1  5 6cm      外 :灰 白色 75Y8/1   

箸喚争督石 微量含む
やや不良 大谷2期

48 H  
贔展   土師器   イ   小片  (140)cm           外 ;灰 白色 2 5YR7/1  

箸狭4督石 若干含む  良好  禽 :奈彰 i全篠 ;

48 12 sR罷
猛 層  土師器    不   1/6以 上  14 3 cm           外 ;灰 白色 10YR8/1  

暑喚4督石 若干含む  良好

50 1 Ll汗
野層  弥生土器   底部  1/6以 上            6 6 cE 外 ,灰 自色 25Y8/2   

署映争督石 多く含む  良好  弥生前期

50 2 Kl子
野層  土師器   甕   1/6以 上  19 5 cla          外 ;灰 白色 25Y8/1  

著狭争督石 若干合む  良好

503 
Л汗醜  土師器  養  V4以 上 1■ 8伽       外 ,灰 自色 側YR3/2 

署映警督石 若干含む 良好 外 ,煤痕

醐 4K活
層 土師器  甕  76以 上 弼 4 cm     外 ;淡責色 歩5Y8ハ

 響 督著 者干含む
良好 胎土 ;大東螂

50 5 Kl汗
野層  土師器  小形丸底重 1/2以上  8 6 cm  82伽       外 ,灰 白色 7 5YR8/1  

箸狭争督石 若干含む  良好  盆生F宋谷式的

50 6 Kl∫
野層  土師器   甕   小片  Q00例         外 ,浅黄橙色 10YR3/3 

暑映争督石 若千含む  良好  慾上骨冥養百智

50 7 Kl『
野層  上師器   甑把手   小片                 外 ,淡黄色 25Y8/3   

箸映争督石 若干含む  良好

50 8 Kl『
野層  土師器    甑    小片  ⑫7の cla           外 ;灰 白色 10YR8/2  

箸快争督石 者干含む  良好  外 ,黒斑

50 9 Ⅱ

亀 増

0'11 
土師器   高不  1/4以 上               外 :橙色 5YR7/6    精良        やや不良 胎土 ,大東A類

50 10 Kl『
野層  土師器   高郵   小片                 外 ;淡黄色 25Y7/4   

暑臭争督石 若干含む  良好

拗 H 
� 腎 層

土師器  高イ  枡       外 ;灰 白色 Юtty2 
恕

『

節
朗 外 :癖 唸 n

醐 ワ
Ы『 晉層

鰤 器  杯  枡 mO伽     外 ;厳 橙色 棘 y6智
習筵旱 微簸 む

期
禽 1奈彰 庫 認

呻
∬ 健

珊 訪 枡    疵 帖 W鴎
若帝 む

餅

縫 影 ば皇鐸

50望
Л汗 確  須恵器  イ  76以 上 Ю 7伽       外 ;明青灰色 5PB7/1 精良     良好 大容 1期

50 15 Kl『
野層  須恵器    杯    小片  (118)cla           外 ,明青灰色 5B7/1   

智智筵手 微量含む   良好

Ⅱ区
m“ Lぜ

ぎ

1 須恵器  杯  V4以 上 Hお ∝  45伽  ■5硼 外 ;青灰色 5B6れ  智留筵阜 微量含む  良好 大谷 6期

50 17 Kl『
野層  須意器   高杯  1/4以 上  14 7 cn           外 ,青灰色 5PB6/1   

賛堵
必
ぞ干含む   やや不良 2方向スカシ

50 18 LS島 1  須恵器   高杯  1/4以 上           9 7 cln 外 ;青灰色 5B6/1   精良        やや不良 4方向方形スカシ

3層

51 l Kl汗
野層  土製品  土製支脚 1/2以 上                外 ;浅黄橙色 10YR3/4 

箸映争督石 多く含む  良好  外 ;媒痕 (一部 )

51 2 Kl∫
野層  上製品  上製支脚 1/4以 上                外 ,灰黄色 25Y7/2   

箸映争督石 多く含む  良好

斑 3m汗
子層 土製品  ELa V2以 上 長 ;a5蝕

径
ュま温

×
  薄黄 白色    催繁鍮 籾   良好

登奮 :!ず ド g

磁 1北
越 そ 層

縄文土器  深鉢  小片        外 ,浅黄橙色 ■5YRν3醜
く含む  やや不良 突帯文土器

52 2 Kl∫
野層  弥生土器   甕    小片  (120)clll           外 ;灰 白色 10YR3/2  

箸映争督石 若千含む  良好

52 3 Kl∫
野層  土師器    甕   1/6以 上 22 0 cll           外 ;灰 白色 25Y8/2   

響 督石 若干含む  良好  胎土 ;小谷式的

52 4 Kl汗
晉層  上師器   高杯  1/4以 上  16 8 clll           外 :灰 白色 10YR8/2  

署映争督石 若千含む  良好  外 ;赤彩 (一部 )

磁 5 
粗 子詈層 土師器  高杯  オヽ片         外 ,褐灰色 ЮYR6ん

 聞

粒子  良好 刺突痕 a

V6q汗
野層 石器  砥石 V2以上 長 ぷ60伽 巾

"Ю
蝕 厚 拇 つ釦            望宣計靴 g

53 1 
毛最  縄文土器  深鉢  小片         外 ,灰 白色 25Ⅵ/2 

糾 て́ 厖 亀 予  良好
裔東手渡君 ← 綱

53 2 K10Ⅱ
烏 レト 土師器   高杯  1/4以 上         38c皿  外 ,伝

識 売
橙色   精良      やや不良
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FIg番 号 出土地点 種別 器 種 遺 存 日径 器高 底径 色調 胎 土 焼成 備 考

53 3  
妻屋   土師器    甕   1/4以 上  14 8 cal           外 ;浅黄橙色 10YR8/3 

解 督石 若干含む  良好  外 ,媒痕 (一部)

53 4  
罠屋  土師質土器  イ  5ピ          5 2cm 外 ;灰 白色 25Y8/1  精良      やや不良

53 5  
乳岳  土師質土器   イ   底完形            4 0cm 外 ;灰 白色 25Y8/1   精 良         良好

53 6  
異量   須恵器    邦   1/4以 上            86伽  外 ,青灰色 5B5/1    

智習筵子 微量含む   良好

53 7 
トレリ号 1  須恵器    蓋   小片  (13つ cll           外 ;灰 白色 75Y8/1   

響

た

督石 若干含む
やや不良

53 8  
善屋   土師器   甑把手   小片                 外 :灰 白色 25Y3/2   

暑婆争督石 微量含む  良好

53 9  
毛岳   土製品   土錘   完形  長 ,8 0cm巾 ,2 5 cll厚 ,2 7 clll外 ;浅黄色 25Y73   

岩狭争督石 若千合む  良好  重量 ,5062g

61 1  
品 岳   須忘器   蓋   1/2以 上  12 0 cln  4 0cm      外 ;青灰色 5PB6/1   

箸映争督石 若干含む  良好  尖蓉轟身

付着物

61 2  
品 亀   土師器   高郭   小片                外 ,灰黄色 25Y7/2  

箸映争督石 若干含む  良好

61 3  
品 亀   上師器   甕   小片                外 :浅黄橙色 7 5YR8/4 

響 督石 若干含む
やや不良

埋き患 辮

子

側 4 
品 岳  土師質上器  不  小片        60伽 外 :橙色 5YR7/6  

壕愁 傘
褐色粒子   良好

61 5  
品 勇   土師器   甕   1/6以 上  15 1 cll          外 ;淡黄色 25Y8/4  

響 督石 若干含む  良好

61 6 
品 氏   白磁   椀   厄也蟄         ■6 cn 外 ;灰 白色 2 5GY3/1 

鷲習盗鼻 微量含む  良好 冥釜驀舞磐〒磐

)

61 7  
品 氏  土師質土器  邦   小片               外 ,浅黄色 25Y7/3  

暑映争ぞ千含む    良好

61 8 
品 憂  ■H下質土器  杯 ?  

猛止♂         56伽  外 :にぶい橙色 7 5YR7/4貿
習盗ヱ 継  良好

61 10  
品 屍   陶磁器   鉢   小片  (278)cШ           外 ,青灰色 5PB6/1   

智習窪ξ 微量含む  良好  東播系須恵器

61 11 
品 玩  土師質土器  杯   5ぜ          61卿  外 ;灰 自色 7 5YR3/1 

智習亀旱 微量含む

61 12  
品 風   土師器   甕   1/6以 上 20 4 cn          外 :灰 白色 25Y3/2  

暑映争督石 若干含む  良好  外 ,煤痕 (一部 )

飩 B競 姓 土器 変 76以上 丘 0卿    外 ,灰 白色 2518ρ
鍛 甲

節
跡

騨 後書 渥 と

'

61 14 
品 発  須忘器   イ   ち止♂         94蝕  外 ;青灰色 5P86/1  

智習筵二 微量含む  良好

66 1 sx謬
名 層 須恵器   嘔  1/6以 上            外 ;青灰色 5PB6/1  

智習起子 微量含む  良好  沈線間刺突文

66 2  
最 岳  製塩土器  製塩土器  小片  (100)cm          外 )浅黄橙色 7 5YR8/6 

響
1督石 若干含む  良好

66 3 sx居
氏 層

土師質土器  不・皿  5∵          68∝  外 ,浅黄橙色 7 5YR8/4 
盤 撃 督石 微量含む  良好  底部焼成前穿7L

∞ 4ョ
浮をみ

F土 師質土器 不
留   

鰤 外→橙色 帥  繰   麟 外i黒色 働

66 5  
最 展  土師質土器  郭  1/4以 上 15 2 cn 40伽   64c取  外 ;猛

識 罠

橙色

   智習筵旱 微量含む  良好  禽 :晨着 i三球 |

66 6  
最 脇  土師質上器  杯   5ピ  12 8 cm     66伽  外 :浅黄橙色 10YR3/4 

智習筵阜 微量含む  良好

66 7  
晏 馬  土師質土器   イ   B5雰  14 1 cm  5 0 cD1  7 4 cln 外 ,淡黄色 25Y8/4   

堵映争督石 微量含む  良好

66 8 sttν
私7土 師質土器  杯  底完形        ■5 cm外 ;浅黄橙色 ■5YR3/6 

契習窪子 馨 毛 憩  良好

66 9  
晏 晟  土師質土器  杯   イよば完形  9 1 cl1  3 3 cll1  4 6cn 外 ;黄橙色 7 5YR7/8  

智習筵手 微量含む  良好  内 ,黒斑 (一部 )

66 10  
晏 晟  土師質土器  皿   1/6以 上  8 1 cl1  1 8 cll1  4 3 cll 外 ;黄橙色 7 5YR7/8  

智習筵阜 微量含む  良好

66 11 
最 岳  土師質土器  皿   完形  92伽   20伽   50伽  外 ,浅黄橙色 lllYR8/4 

碧喚争督石 若千含む  良好  禽 :量鍵 (堂詔

66 12  
最 脇  土師質土器  皿   完形  9 1cm  1 7 cl1  3 7cn 外 ;橙色 7 5YR7/6   

撃留蓬阜 継
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Flg番号 出土地点   種別    器種 遺存 口径 器高 底径 色調 胎 土 焼成 備 考

66 13  最岳

66 14  最晟

6615 鑑

66 16  最乙
^ミ
ノント

66 17 sx腸監A

66 18  最脇

6619ど隆

66 20 sx語 蜀層

66 21 sx腸 焉層

66 22  最脇
Ⅲ区

66 23 SX02貝 層
トレンチ

66 24  設馬

66 25 sxど名層

73 1  品岳
PIt195

Ⅲ区
78   2    S806

Pit405

Ⅲ区
73  3    SB06

PIt350

Ⅲ区
73   4     SB06

PIt321

Ⅲ区
73   5    SB06

Pit321

Ⅲ区
73   6    S806

Pit327

Ⅲ区
73   7    SB06

PIt361

Ⅲ区
73   8    S806

Pit361

褐 9 賠1

Ⅲ区
73  10    SB07

PIt409

Ⅲ区
73  1l    SB08

PIt357

Ⅲ区
73  12    SB08

Pit357

801 1脇

802J4賜
2

803 1臨

80 4 
爵 島

805 1脇

土師質土器 高台付不  取 坐
2

土師質土器 高台付邦 底完形

陶磁器   鉢   小片

4 9 cll 外 :浅黄桂色 10YR3/3 精良         良好

4 4 cm 外 ,黄橙色 10YR3/6  
管理窪二 微量含む  良好

外 ,明青灰色 5PIE171  
智留窪手 微量合む  良好  東播系須忘器

外 ;灰 白色 5GY8れ  習瞥趣子 微量含む  良好

質乙再雰類XI類

外 ,明オリーブ灰 5GWれ
鸞習筵阜 微量含む 良好 内外 ;釉

b■ 倣      外 ;明緑灰色 ■5G湘れ
量理窪二 微量合む  良好

冥雀海雰類Ⅳ類

■2伽 外 ,明オリーブ灰 5GY碗
鸞習窪阜 微量含む  良好

貪≧露要曇酵磐

畑

■2蝕 外 ;明オリーブ灰 5GY独
翼瞥迩二 微量合む  良好

全≧隷ズ曇酵愁

灼

長 ,5 9 cI 巾 ;1 85 cll厚 ,1 85 cll外 :灰 白色 lllYR8/1  
客憲

長石 やや多く  良好  重量 ,1487g

長 ,525伽 巾 ,18銀 厚 ,17伽 外 ;猛
識 亮

橙色

   暮春
長石 やや多く 良好  重量 ,1427g

白磁 椀

白磁   椀・皿   小片

自磁    椀    小片

白磁    椀   1/6以 上

白磁   椀  5警

白磁    椀   底完形

土製品 土錘

土錘

完形

完 形土製品

鉄器

鉄器

須恵器   蓋  1/6以上

須忘器   郵   底完形

刀子 ? 1/2以 上 長 ,(60)clll巾 ,0 8 cln厚 ,0 4cl

釘   1/2以 上 長 :(29)cl l巾 ;0 8 cll厚 ;0.4伽

小片

17 8 clll

10 3 cl1  4 5 ol1  7 3 crl 外 :青灰色 5PB6/1   白色粒子 黒色粒子   良好

15 6 clll

7 9 cll 外 :青灰色 5B7/1

外 ;青灰色 5PB6/1   
暑映争督石 微量含む  良好

l nua以 下

須恵器

須恵器

須忘器

杯   1/6以 上

杯   1/4以 上

皿   1/6以 上

須恵器    杯   1/6以 上

須恵器  皿・盤  5警

須恵器    イ   1/6以 上

土師器    皿    小片

土師器    皿   1/6以 上

土師器    皿    小片

須恵器  皿・盤  5暫

土師器    重   ほぼ完形

土師器   甑把手   小片

土師器    不   1/6以 上

14 7 cI

12 0 cm

微量含む

外 ,にぶい橙色 7 5YR7/3磐
映争督石 微量含む 酸厄屋成

白色筵ヨ 微量含む   良好

(158)cll1 2 4 cll

外 ;灰 白色 2 5GY8/1  
署映争督石 若干含む 霰花盗晨

外 :引青灰色 5PB7/1  
智習奄阜 微量含む  良好

14 0 cm 外 ,明青灰色 5PB7/1  
暑映争督石 若干含む  良好

96伽  外 ,明青灰色 5PB7/1  
響 督石 微量含む  良好

(122)cl l外 ;にぶい橙 7 5YR7/3 
暑映咎詈石 微量含む

やや不良

2 5 cl1  8 0 cll 外 :灰 白色 7 5YR8/2  
智巻粒子 微量含む やや不良 内外面赤彩?

舒4倣 Qα D蝕 外 ;明褐灰色 ■5YRЙ
磐資 長石 若干含む

やや不良
禽 :索影 庫 認

14 0 cm 外 :青灰色 5PB6/1   
響 督石 若干含む  良好  禽 :炎壌 i三黙 |

ワ4∝ おЮ伽    外 ,髄 ■5YR76 
製 堰 石 若帝 む

財
解 無 謬

)

外 :灰 白色 19YR8/1  
響 督石 若干含む  良好

朽Юm     tt i明 褐灰色 名5YRЙ
桜砦黙

白色粒子 不良
赤彩 ?

Юお蝕 22伽  &6伽 外 ,褐灰色 盈5YWl 精 良    良好 禽 :後覆 :魂 打

着物

外 ,青灰色 5PB6ん  鷲習筵阜 鶏  良好

12 0 cm

(148)cm

土師質土器

須恵器

皿  1/4以 上

把手   小片
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Fig番 号 出土地点 器 種 遺存 口径 胎 土

80 6  
鑑  土師質土器   杯   底完形            3 9cn 外 ;にぶい橙色 7 5YR7/4,皇

‡

(督

石 若干含む  良好

調 7艦  土船  皿  村 い Om mm ψ 内 外 却こぶい髄 榊 73堵
映争督石 微量含む 瘍 屋成

内 ;媒痕 卿

拗 8艦  土船  皿  y6以 上 httm 2 11 cm呻 Ш 外 ,褐灰色 碑 ∽
族些厨

鼈 併
醐 ヒ焼成

靭
'赤

彩 卸

80 9 
辞 島   須恵器  短頸壷  小片  Q00伽         外 ;青灰色 5PB6/1  

智習筵子 微量含む  良好

鮒 Ю
鑑

須謡  蓋 V4以 上 ■ 4卿 獅   外 ;灰 白色 瑚 2 
躍 駐 若干含む 錫 屋成

鮒 H鵬  須謡  蓋  村       外 :青灰色 P団九  智習筵阜 微量含む
麟

80 12 
ギ 元   須恵器   蓋  1/6以 上 15 2 cm        外 ;明青灰 色 5PB7/1 

智習筵阜 若干含む  良好

80 13 
爵 晶   須恵器   蓋  1/4以 上 138側         外 ;明青灰色 5PB7/1 

堵映争督石 微量含む  良好

80 14  
照 、  須恵器    蓋   小片                 外 ;明青灰色 5PB7/1  

箸映争冒石 微量含む  良好

80 15 
評 晶   須恵器   蓋  1/6以 上 14 0 cm        外 ;明青灰 色 5B7/1  

智習進ヱ 微量含む  良好

駒 硝
鵬  須謡  蓋 ν6以上 mm   外 :青灰色 ″B6/1 

鷲習筵學 継
麟

翻 W艦  須忘器  杯  村     t40伽 外 ,明褐灰色 榊 72暑
臭4冒石 微量含む 扉 屋成

帥 略
艦  須辞  不 76以 上 鬱 負 m   外 ;明青庭 朗 れ

建摯イ覆暫審鞣
髄

やや根

80 19 
辞 晟   須恵器   高杯  イ叶             外 ,明青灰色 5PB7/1 

磐映T督石 若千含む  良好

80 20  
島 員   石器   砥石   完形  長 ,6 6 clll tt i 5 7 m tt i 2 6 clll外 ;灰色 75Y4/1                

望⊆輸 42g

雛 1加
≒雪

2緻 齢  深鉢  け の D卿     外 ,灰 飽 瑯 力

 會

習窪ヨ 罠轟 ち柔魯 良好
鰈 隻笙曇

84 2 
加士蜃 2  土師器   養   1/2以 上  15 4 cm           外 ,浅黄橙色 10YR8/3 

箸映4督石 若干含む  良好  理魂 交聟島罫

子

阻 3加
ヒ巨 2帥 器  甕  呪 警

h6伽     禽 :得
誘 郎

力

 響 岳 多く含む
朗

慇こ昂懃 輩

割 4加
士量 2 土師器  養  74以 上 望Ю∽      外 ,こぶい黄橙色 ■5YR74智

習筵ξ 若干含む  良好 胎土 ;大東醸 ?

84 5 
加と量 2  土師器    甕   1/6以 上 (160)cn           外 :灰 白色 5Y3/1    

穀  (督石 若千含む  良好  胎土 :小谷式的

M6加
と蜃 2・ eT器  甕  V6以 上 ヱ 2伽     外 ,灰 白色 歩Ⅳ y2 

署映4葺石 若干含む
良好

省上骨呆谷式的

艶 7加 l畳 2部 下器  壺 蜘 新 丘 2伽    外 ,灰 自色 Ю瑚
壌 忌

破
跡

鑑 鵬

M8加
と風 2・ eT器  甕  碧曇夢

22 3 cm   外 ,灰 白色 Z瑚
 慾 甲

節
麟 8空T万、燃 的

割 9加
と蜃 2 ・

HT器  重  V4以 上 略 8 cm     外 ;浅責髄 ■5Y田海
暑呉争冒石 若干含む

良好 胎土 ;小谷式的

雛 側
加士蜃 2 土師器 小形丸底重 V6以上 Ю O伽 姥 5 cln   外 ,灰 自色 25璃ρ  響 督著 若干含む 良好

泉謬呈念貧費婚

弘 H加
と最 2帥 器  重 74以 上 ′

『
伽     外 ;淡艶 Ⅳ 73 

ギ畷 訂

節
財

縫 争呆恐奨潮

雛 乾
加士蜃 2 土師器  イ  76以 上 QZO伽  38伽  OD卿

貧 :鯖 色 夕評 息チ〕 暑婆争葺石 若干含む
良好 内外 ;黒班

中
加l量 2螂 郭 婢 輸 輸  禽 :得

 
習

力

智習迩子 微筆 む
財

倉孝F秦美餐安磐監

箭 1加
盟 2 土師器  高不 V2以 上 硝Юm     

禽 :膏
色 5YR78  

鰐 P(多く繁

髄  良好
盆生号笑愛5ぎ

)

85 2 
茄と騒 2 土師器   高イ  1/4以 上        11 2 cm外 ,灰 白色 75Y8/2  

鵬 繁

白色
ゃゃ不良 胎土 ,小谷式約

35 3 
加士量 2  上師器   高杯   底完形  15 8 cn  H 8cn  10 8 cm 外 ,明褐灰色 7 5YR7/6 

磐映争詈石 若干含む     禽 :奈彰 t丞漂;

Ⅲ区
箭 4報

干籍  
土師器  高不 76以 上 硝Ю伽      外 ;灰 白色 ЮYRν 2 

禦 爆 撃 ‰  良好 8上咎原な異譜
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Fig番 号 出土地点 胎 土日径遺存 器 高 底 径 備考

85 5 カ農騒2

85 6 加と最2

85 7 カ農最2

H52層

開 1カ∫と写員4

弱 2カ汗と:邑4

認 3カ∫壬f望4

餡 4ヵ∫壬f監4

路 5カ∫と写邑4

謎 6ヵ鵡 3

弱 7カ∫子写邑4

鶴 8カ眠 4

鶴 9カ鵬 4

謗 1カ鵬 4

謗 2カ鵬 4

削 3カ鵬 4

調 4カ鵬 4

翻 5カ巖 4

鵠 6ヵドと:監4

91 1  最岳

912 齢

91 3  最亀

914 賜

91 5  最協

916 鑑

98 1  最岳

982 鑑

105 1  品岳

1052 駈

105 3  品焉

1054 新

103 1  品岳

1082 品岳

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

高杯   小片

高不 らで

低脚杯  底完形

甕  賜r 150伽
甕  1/6以 上 12 0 cn

甕   1/6以 上  18 6 cm

外 :浅黄橙色 7 5YR8/3

10 2 clll 外 ,浅黄橙色 7 5YR8/3

5 7 clll tt i灰 白色 25Y8/2

外 ;浅黄橙色 10YR8/3

外 ,灰色 10YR8/7
内 ;灰色 10YR8/7

外 :橙色 2 5YR6/8

外 ,淡黄色 25Y8/3

外 ,にぶい黄橙色
10YR7/2

外 i灰 白色 10YR3/2

外 :灰 白色 25Y8/1

外 ,浅黄橙色 7 5YR3/4

外 ,淡黄色 25Y8/8
内 ,灰 白色 25Y3/2

外 ;橙色 5YR7/6
内 ;浅黄橙色 7 5YR3/3

外 ;橙色 7 5YR7/6

外 ;灰黄色 25Y7/2
内 ;淡黄色 5Y8/3

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/4
内 ,浅黄橙色 7 5YR8/3

外 ;浅黄橙色 7 5YR8/3
内 i浅黄橙色 7 5YR8/4

外 ;浅黄橙色 7 5YR3/3
内 ,浅黄橙色 7 5YR3/4

外 :明青灰色 5B7/1

外 ,灰 白色 25Y8/2

外 ;灰 白色 5Y8/1

外 ;灰 白色 10Y8/1

外 :灰黄色 25Y6/2

外 ,灰 白色 25Y8/2

外 ;灰 白色 25Y8/1

外 ;灰 白色 25Y3/2

外 i青灰色 5PB6/1

外 ;青灰色 5PB6/1

外 ,青灰色 5PB6/1

外 :灰 白色 7 5YR3/2

外 ;淡黄色 25Y7/3

l Hll以 下

白色粒子 若干含む

l Dul以下
石英 長石 若千含む

l aul以下
石英 長石 若千含む

2 Eul以 下

白色粒子 若干含む

2 ntll以 下

白色粒子 若千含む

3111以 下

長石 若干含む

2 DIl以 下 石英 白色

粒子 多く含む

l nlal以下

白色粒子 微量含む

l a ll以下
石英 長石 若干含む

lll以 下

白色粒子 若千含む

l alal以下
石英 長石 若千含む

l llll以下

白色粒子 微量含む

2 au以下
石英 長石 微量含む

14111以 下

白色粒子 微量含む

l dul以下
石英 長石 若干含む

l nll以 下

石英 長石 微量含む

l lul以 下

白色粒子 微量含む

l alll以下

石英 長石 微量含む

l nll以 下

自色粒子 微量含む

3al以下

長石 やや多く含む

2Hl以下
石英 長石 若干含む

l alal以 下

黒色粒子 微量合む

l HIn以 下 雲母 石英

長石 若干含む

l altl以下 石英 長石

やや多く含む

2 Eul以 下 雲母 石英

長石 若千含む

1 4ul以 下
石英 長石 若干含む

l Dul以下

白色粒子 微量含む

l Eul以 下

自色粒子 若干含む

l lul以 下

白色粒子 微量含む

l lwl以下

白色粒子 微量含む

2 tral以 下 石英 長石

やや多く合む

胎土 1大東B類

内 ,黒斑 (一部 )

胎土 ,小谷式的

胎上 ;小谷式的

外 ;煤痕 (一部 )

胎土 ;大東B類

胎土 ,大東B類

外 ;黒斑 (一部)

胎土 i大東A類

外 :煤痕 (一部)

焼成後穿孔

胎土 ,大東B類

内外 ,煤痕

外 ;黒斑 (一部)

胎土 ,大東B類

胎土 ;小谷式的

胎土 ;大東B類

外 ,煤痕 (一部 )

胎土 ;大東B類

胎土 ,大東B類

胎土 ,大東B類

円形スカシ 3

胎土 ;大東A類

胎土 ,大東B類

宝珠つまみ

内外 ,細
太宰府分類Ⅳ類

内 ;煤痕 (一部 )

外 ;煤痕 (全体 )

外 ;羽状文

ノ字刺突文

スギ材

良好

良好

良好

良好

餅
衡 :奈彰 途 網

良好  外 i煤痕 (一部)

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

土師器    甕   1/2以 上  17 6 cm

土師器    奏   1/4以 上  16 8 cm

土師器  小形丸底重 1/4以上  6 8 cl1  9 7 cm

土師器    甕   1/2以 上 (158)cn

土師器    重   1/6以 上  15 6 cll

上師器    三   1/6以 上  12 2 cal

土師器    高不  1/4以 上  20 0 cm

土師器    高不  1/6以 上  19 0 cШ

土師器 高不 itt 182cn

土師器    高イ  1/6以 上            16 4 clll

土師器    高14N  1/2以 上            12 0 clll

土師器    高邦   1/2以 上            15 4 cln

須忘器    蓋    小片

土師器    甕   1/2以 上  31 4 clll

弥生土器   甕    小片  (128)clll

白磁    枕   1/6以 上  16 0 cm

土師質土器   杯   1/4以 上  14 0 cl1  4 2cn  4 8 clll

土師器   甑・養  1/4以上  27 4 cll

弥生土器   壷    小片

金墨S到 物桶 胞 上 長 � O伽 巾 那 伽 厚 押 7伽

土師器    養   1/2以 上 (122)cl 1  15 0 cll

須恵器    TTN  1/4以 上  14 6 cll

須恵器   高台付不 1/4以上  15 0 cll1  7 1 cl1  9 0cn

須恵器    蓋   1/6以 上  13 8 cm  2 2 cal

土師器    杯   1/4以 上  14 7 cn  3 1 cll1  10 0 cm

土師器    甕   1/6以 上  21 2 cll
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Flg番 号 出土地点 種別 器種 遺存 日径 器高 底径 色調 胎 土 焼成 備 考

108 3  品亀

108 4  品岳

108 5  品岳

108 6  品岳

108 7  品岳

1088 品岳

108 9  品岳

H61」三甘留サ:ミ美り

出 2土撃耀毯り

■63土撃裾uり

H64土翠握毯り

1165土娘 り

出 6土壌耀毯り

n67上器尾り

H68土禦握羞り

1169撃隆り

11610土撃握毯り

■6n土器たり

H71土翼裾毯り

1172盤鳥り

町 3上撃握毯り

H74」二甘せ

':ヽ

主り

■75響尾り

W6土撃鳴毯り

■78」三せ:;:ミ美り

1181土撃躍毯り

1182土撃彊とり

■8 3 土器だまり

出 4土撃握毯り

■85土峯唱謹り

H86土磐墨り

土師器

土師器

土師器

須意器

須恵器

須恵器

上師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

甕   1/6以 上  19 6 cll

甕   1/6以 上  33 4 cll

甕   1/6以 上  42 6 clll

蓋   ほぼ完形  14 0 cm

蓋   1/4以 上  16 2 clll

郷  5Y 142蝕
土製支脚 1/2以上

甕  1/6以上 22 3 cll

甕  1/6以 上 146釦

甕  1/2以 上  18 4 cm

甕   1/2以 上 14 4 clll

甕  1/6以 上 17 0 cI

甕  1/4以上 15 6 cll

甕  1/2以上 18 4 cll

上師器    甕   1/6以 上  14 8 cm

土師器    甕   1/4以 上  12 4 clll

土師器  小形丸底壺 1/6以 上  8 4 cll

土師器    甕   V4以 上  15 0 cl

土師器   蓬   私 警  240廻

土師器  小形丸底壺 ほぼ完形  9 0 cll

土師器  養  ほ思量杉
柄ユ伽

上師器    甕   1/2以 上  13 0 clll

土師器   直 日壼  1/6以上  11 4 cm

土師器    不    小片  (114)cl l

土師器    杯   1/2以 上  12 6 cm

土BT器   低脚イ   小片

土師器   高杯  1/4以 上  19 0 cm

土師器   高イ   1/2以 上  15 8 cm

土師器    高杯  1/6以 上  18 0 cn

土師器   高郵  1/2以 上  16 4cm

土師器   高杯

土師器   高杯   小片  (190)cm

外 ;灰黄色 25Y7/2

外 ,灰黄色 25Y8/4

外 ,淡黄色 25Y8/4

外 ;青灰色 5PB6/1

外 ;明青灰色 5PB71

外 ;淡黄色 5Y8/3

外 ;淡黄色 25Y3/4

外 ,にぶい黄橙色
10YR7/2

外 ,灰 自色 25Y8/2

外 ,淡黄色 25Y3/3

外 ,にぶい黄橙色
10YR7/2

外 ;灰色 25Y8/2
内 ,灰色 25Y8/2

外 ,にぶい黄橙色
10YR7/2

外 ,灰 白色 25Y8/2

外 ,灰 白色 25Y8/2

外 ;淡黄色 2 5YR8/3
内 :灰 白色 25璃/2

外 ;淡黄色 25Y3/3
内 ,同

外 ;浅黄橙色 7 5YR3/6
内 ,橙色 5YR76

外 ;浅黄橙色 7 5YR8/3
内 i灰 白色 10YR8/2

外 ;浅黄橙色 7 5YR3/6
内 ,浅黄橙色 10YR3/4

外 :浅黄橙色 10YR8/3
内 ;灰 白色 25Y8/2

外 ;橙色 5YR7/8
内 ;同

外 ,橙色 5YR6/8
内 ;同

外 ;灰 白色 25Y3/2
内 ,淡黄色 25Y3/3

外 ,灰 自色 25Y8/2
内 ;淡黄色 25Y8/3

外 ,灰 白色 25Y8/2
内 ,同

外 ,灰色 2 5YR3/2
内 ,同

外 ;橙色 2 5YR7/6
内 ,同

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/4
内 ,にぶい橙色 7 5YR7/3

外 ,黄橙色 7 5YR7/8

外 ,橙色 5YR7/8
内 ,同

外 :淡黄色 25Y3/3
内 ,同

2 1ull以 下 石英 長石

やや多く含む

2 Hul以 下 石英 長石

やや多く含む

1411以 下 石英 長石

やや多く含む

211111以 下 長石 白色

粒子 若干合む

l DIl以 下

白色粒子 若干含む

2 a ll以 下
石英 長石 微量含む

2 Hul以 下 石英 長石

やや多く含む

2 ntll以 下
石英 長石 微量含む

2 Dllll以 下 石英 長石

やや多く含む

l nll以 下 石英 長石

やや多く合む

2 4ul以 下
石英 長石 多く含む

2 nll以 下
石英 長石 若千含む

l alll以下
石英 長石 若干含む

2 uldl以 下 石英 長石

やや多く含む

l lul以 下

白色粒子 若干含む

l Hul以 下 石英 白色

粒子若干含む

l a ll以下

白色粒子 若千含む

2 Hul以 下

白色粒子 若干含む

2 4ull以 下 石英 白色

粒子 微量含む

l Hul以 下

白色粒子 微量含む

1 4ul以 下
石英 長石 若千含む

l Hul以 下 石英 長石

白色粒子 微量含む

l alal以下
白色粒子 若干含む

l Hu以 下
石英 若干含む

l altl以下

石英 長石 若干含む

l Hull以下 石英 白色

粒子若干含む

lnH以 下

白色粒子 若干含む

l Hll以下 石英 白色

粒子 若干含む

lEE以 下

自色粒子 微量含む

2111以下
石英 長石 若干含む

2 HE以下 石英 白色

粒子若干含む

l Hul以 下
石英 若千含む

良好

良好

良好

良好  墨書 「中」

良好

不良

良好  黒斑

良好 慾二今兵奏轟g)

良好 懲生尋宋谷式的

良好 8全 :祭碁奨正愁
)

い

良好  懲生悸示な夏配
)

良好  胎土 ,小谷式的

良好  胎土 ;小谷式的

外 :媒痕・黒斑

良好  内 ;煤痕

胎上 ,小谷式的

財 禽:籐 珊

良好 属型十祭谷式的

良好  胎土 ,小谷式的

良好  念上骨兵養五慰

)

良好  胎上 ,大東B類

外 ;赤彩 ?
胎土 ,大東A類

良好  窓生今示な夏譜
)

良好  俗と号癸東A類

良好 愁生今兵蘊類

良好  外 ,黒斑

良好  胎土 ;小谷式的

良好  胎土 :小谷式的

良好 8三尋な谷式的

良好 8全 :兵賽B類 ?

良好 8全 :兵賽畿

鏃 脇鵡 類

良好  胎土 ,大頁B類

良好 愁窒ξホ谷式的

2 2 cII

2 1cm

4 6 cII  H 2 cll

30 0 cll

8 7 cIB

5 4 cll 絢 3 0 clll

(35)cm

13 1 ca1   10 6 cll

10 2 cl1   11 2 cn

209



F竜 番号 出土地点 種別 器 種 遺 存 日径 底径器 高 色調 胎 土 焼成 備考

H87饗最り

■88却鳥り

■89却農り

ワ2 1 s鵡覧4

122 2  贔岳

122 3 s鵡覧4

122 4  贔属

122 5  贔昂

122 6  品島

122 7  品風

122 8  品岳

122 9  墨孟

ワ2 Ю s鵡孔5

乾2 1l s鵡亀6

ワ2姥 饂

122 13  品馬

122 14  贔岳

122 15  畢属

122 16  品属

ワ2 W s鵡覧5

122 18  贔孟

ワ2 Ю s鵡覧5

122 20 よ盈路4

122閉 s鵡亀5

姥222s言陥吼

122 23  品岳

12224 饂

1231 
饂

123 2  贔孟

姥3 3 s鵡孔5

123 4  畢尻

123 5  贔島

Q・①伽禽:静
蜘海

外 ;淡黄色 25Y8/3

10 2 clll 外 :淡黄色 25Y3/3

外 :灰黄色 25Y7/2

外 ;灰黄色 25Y6/2

外 i灰 白色 25Y7/1

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/3

外 ,橙色 7 5YR7/6

外 ;にぶい橙色 5YR7/4

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/4

外 ;にぶい橙色 5YR7/4

外 ,橙色 7 5YR7/6

外 ;淡黄色 25Y8/3

外 :黄橙色 7軒R7/8

外 ,灰 自色 10Y8/2

外 ;浅黄控色 7 5YR8/4

外 ,淡黄色 25Y8/3

外 ;浅黄栓色 7 5YR5/4

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/3

外 ;浅黄色 25Y8/3

外 ,浅黄橙色 7 5YR3/6

外 ,橙色 5YR7/8

外 :橙色 5YR7/6

外 ;橙色 7 5YR6/6

外 ,淡責色 5Y8/3

外 :黄灰色 25Y5/1
内 ;浅黄桂色 7 5YR8/5

外 ;淡黄色 25Y8/3

外 ,淡黄色 25Y8/4

外 ;橙色 5YR6/0

外 ,灰 白色 7 5YR8/2

外 ;灰 白色 25Y8/1

外 :灰黄色 2 5YR7/2

l DIIl以下

白色粒子 若千含む

l DII以 下 石英 長石

白色粒子 若干含む

l BIl以 下

石英 長石 若千含む

3 DIIl以 下 雲母 石英

長石 多く合む

石英 長石 多く含む

14111以 下

自色粒子 微量含む

l Hul以 下
石英 長石 若千含む

2 mal以 下

石英 長石 若干含む

l lIIn以 下
石英 長石 若干含む

2 Hul以 下
石英 長石 多く合む

2 4ul以 下

自色粒子 多く含む

l Hul以 下
石英 長石 若干含む

l Hlll以 下
石英 長石 若干含む

l BIl以 下
石英 長石 若干含む

l EIIl以下
石英 長石 微量含む

l aul以 下

白色粒子 微量含む

2 HIIl以 下
石英 長石 若干含む

3 nll以 下

長石 石英 若干含む

l HIE以 下

白色粒子 若干含む

l Dlll以下

白色粒子 若干含む

l ulll以下
石英 長石 若千含む

精良

石英 長石 若千含む

2 HE以下 石英 長石

やや多く含む

2 1wll以 下
石英 長石 多く含む

3 Hul以 下 石英 長石

やや多く含む

l DIl以 下
石英 長石 若千含む

l alll以下
石英 長石 若干含む

1 4ul以 下

長石 やや多く含む

2 Hul以 下
石英 長石 若千合む

2 Hull以 下

石英 長石 若干含む

2HE以下

石英 長石 若千含む

良好  胎土 ;大東A類

良好  胎土 ,小谷式的

良好  胎土 ,小谷式的

不良  突帯文土器

不良  突帯文土器

良好  尖暮餐⊆革

全体)

良好  胎土 ;小谷式的

良好 盆生尋宋谷式的

胎土 ;小谷式的

良好 慇全:景蓉式的

良好  胎土 ,小谷式的

良好  胎土 ;大東B類

良好  胎土 ,大東A類

良好 盆上号笑東A類

良好  胎土 ,大東B類

外 :黒斑

胎土 ,大東A類

良好 省上尋癸東A類

良好 徳壁争宗恐式的

良好 盆上尋笑東A類

良好 俗上F笑東A類

良好  胎上 ,大東A類

良好  胎上 ;大東A類

良好  胎土 ,大東A類

良好 8空 :突餐B類

良好  胎土 ,小谷式的

良好 慾生号笑東B類

良好  胎土 ,小谷式的

良好 慾主写宋谷式的

良好  胎土 ,大東B類

外 ,煤痕 ?(一 部)

胎土 ,小谷式的

良好  胎土 ,小谷式的

良好 8全 :景蓉式的

土師器  高イ (脚部)小 片

土師器    高不

土師器    高杯  1/6以 上

縄文土器   深鉢   小片

縄文土器   深鉢   小片

縄文土器   深鉢   小片

土師器  小形九底壺 ほぼ完形  6 2 cal

土師器 小形丸底壷
喉 警

上師器  小形九底壺  完形   7 9cm

土師器  小形丸底壺 ほぼ完形  8 3 crl

上師器  小形丸底重 ほば完形  9 5 clll

土師器  小形九底重 1/4以上  8 4 cll

土師器  小形丸底重 1/2以上  6 6 cm

土師器  小形丸底壷 ほぼ完形  8 3cm

土師器  小形丸底壷 ほぼ完形  8 7cn

土師器  小形丸底壺 1/6以 上  9 1 clll

土師器  小形丸底三
暇 ピ  83伽

土師器 小形丸底重
月

賭
&6硼

土師器  小形九底重 1/2以 上  10 0 cll

土師器  小形丸底壷 1/2以上  8 8cm

上師器  小形九底壷 1/2以上

土師器  小形丸底壷 1/2以上  9 4 clll

土師器    重   1/6以 上  9 6cm

土師器    壼   1/6以 上  9 0cm

上師器    壼   1/6以 上  16 4 cll

土師器    三   1/6以 上  12 2 cm

土師器    重    小片  (180)cll

土師器    重   ほぼ完形  15 1 clll

土師器    甕   1/4以 上  14 4 cll

上師器    壼   1/6以 上  13 4 cm

土師器    甕   1/4以 上  21 8 clll

土師器    甕   1/6以 上  226伽

6 3 cln

10 3 clll

9 8 cln

9 0 cll

8 3 clll

8 9 cln

8 0 cm

11 0 cII

7 8 cm

18 7 cn
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F竜 番号 出土地点 口径

123 6  呂馬

123 7  品岳
Ⅲ 区

123 8 Gが;跳・
F4

123 9  黒風

123 10  呂局

124 1  品属

124 2  贔島

鯰43 s鵡亀4

1244 s品亀4

124 5  贔風

124 6  品孟

124 7  品属
C4

124 8  品属

124 9  諷岳

124 10  品属

乾4 1l s鵡覧4

12412 鑑

124 13  贔昂

124 14  呂岳

124 15  贔岳

125 1  墨孟
G4・ F4

125 2  贔属

125 3  贔岳

125 4  品風

125 5  品島

1256 
縣

125 7  贔風

125 8  課岳

1259 
饂

姥5 10  贔属

甕   1/6以 上  28 7 clll

密   1/6以 上  25 3 cn

甕   1/6以 上  19 6 cll

甕   1/4以 上  22 6 cll

甕   1/4以 上  17 8 cn

甕  盪で 250廻

甕   1/4以 上  16 1 crl

甕   1/2以 上  15 6 clll

甕   1/2以 上  15 8 cll

甕   1/4以 上  16 6 clll

甕   1/4以 上  17 6 cll

甕  喉で 172伽

甕   小片  (148)clll

甕   1/4以 上  16 9 cll

甕   1/2以 上  174∝

甕   1/2以 上  14 6 cll

甕   1/2以 上  16 2 clll

甕   1/6以 上  15 0 cm

甕   1/4以 上  13 4 cn

三   1/4以 上  14 4 cm

甕   1/6以 上  16 6 cll

甕   1/4以 上  16 0 cll

甕   1/2以 上  15 6 cll1  21 5 cm

甕   1/4以 上  19 8 cll

甕   1/4以 上  14 4 cll

姿   1/4以 上  14 1 cll

高杯   完形   24 2 ca1  17 4 clll

高杯   小片  (194)cl l

高年   1/6以 上  23 4 clll

高不  1/4以 上  15 2 cl1  13 2 cll

良好  俗生ξ宋谷式的

良好  胎土 ,小谷式的

良好 喉致嶺箸
谷式的

良好  慾二管兵東B類

良好 懲生悸示谷式的
良好 慇空:笑餐B類

良好 俗主悸瑕谷式的

良好 ぞ全:禁懸式的

良好 8空 :禁懸式的
被熱痕顕著

良好  胎土 ,小谷式的

良好 8全 1景蓉式的

良好  胎土 ;小谷式的

良好  慾生倖県谷式的

胎土 ,小谷式的

良好  8全 :笑賽B類

やや不良
俗上咎褒東A頚

良好  胎土 ,小谷式的

良好

良好  胎土 ,大東A類

良好  省二倖兵東A類

良好  搭二悸示谷式的

良好  省上午兵東B類

良好  慾二等原谷式的

良好  胎土 ,小谷式的

良好  慾三悸示谷式的

良好  外 ,媒痕

内外 :黒斑

良好  胎土 ;大東B類
被熱痕顕著

良好  胎土 ,小谷式的

外 ;黒斑、

良好 8主ξ臭東B類
円盤充填

外 :黒班

良好  胎土 ;小谷式的

被熱痕顕著

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

上師器

土師器

土師器

土師器

外 ;灰難 獅 力  慧 畷 黙

断

外 ,淡黄色 25Y8/3   石英 長石 若千含む

外 ,橙色 5YR76  
響 督著 若干含む

外 ,にぶい橙色 7 5YR7/4箸
映争督石 若干合む

外 ;浅黄色 夙5Y73 
響 置著 若干含む

外 ;灰 白色 25Y7/1   
習習森尾 微量含む

外:灰髄痴Ⅵカ ギ畷訂
断

外 ,淡黄色 25Y8/3   
堵喚争督石 若千含む

外 :淡赤橙色 2 5YR7/4 
箸臭4冒石 若干含む

外 ;灰 白色 25Y7/1   
堵映争督石 含む

外 ;灰 白色 25Y8カ
 響 督著 者干含む

外 :淡黄色 25Y8/2  
箸映争督石 若千含む

外,灰黄色25Y7/2  建攣争履暫ぎ愁白色

外 ,淡黄 25Y8/3    
解 督石 若千含む

禽:甕憂儀舒:礫:チ: 怒野|ぞ毬
白色

外 ,橙色 5YR7海
 智習筵阜 微量含む

外 ;浅黄橙色 75Y8/3 
箸婆争督石 若干含む

外 )淡黄 25Y8/4    
雙堵

雰
ぞ干含む

外 i橙色 2 5YR6/6   砂粒含まず精良

外 ;灰黄 Z留72  
智習筵子 微量合む

外 ,灰 白色 25Y71   
署映争督石 微量含む

外,桂色榊76 恕 甲
蔀

外 :灰 白色 5YR8泡
 鍛 甲

節

外 ,灰 自色 5YR珀
 響 賓著 微量含む

外 :灰 白色 5Y8/2   
箸映争督石 微量含む

外 ;淡黄 射 鴇 73 
ギ畷 甲

蔀

・
硫 m貧

:験奈縫 鰯 先 農 黒

髄

外 ;にぶい橙色 7 5YR7/4箸
映争督石 若千含む

外 ,橙色 5YR6/6    1 Dlll以下
内 :黒色 7 5YB2/1   石英 長石 若干含む

9 8 clll 外 ;淡赤橙色 2 5YR7/4 
椴 1冒石 若干含む

９
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F嗜 番号 出土地点 種別 器 種 遺存 日径 器 高 底 径 色調 胎 土 焼成 備 考

125 ■  贔孟

125 12  品岳

125 13  呂属

126 1  品属

126 2  贔風

126 3  贔属

126 4  品風

126 5  品岳
G55層

126 6  贔岳

126 7  贔孟

126 8  贔属

126 9  品岳

126 10  品岳

乾6 1l s品発4

126 12  呂島

126 13 sR居 号層

126 14 sR耐号層

12615 s鵡亀6

126 16  呂属

126 17  呂尻

126 18  品属

126 19  品岳

126 20  贔孟

姥621 s鵡亀5

126 22  品岳

126 23 sR∬毛5

126 24  1岳

126 25  品馬

126 26 sR沼野層

126 27  贔昂

127 1  罷属

127 2  贔温

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

高杯   1/4以 上  13 4 clll

高郭  1/6以 上  15 6 clll

高郷  ほぼ完形  18 5 cll

高杯  ほぼ完形  12 4 cm

高不  ほぼ完形  19 2 cll

高邦  1/6以 上  13 5 clll

高杯   1/4以 上  17 0 cll

土師器   高杯 ? 1/4以 上  13 0 cFl

土師器   高イ  1/6以 上  16 3 cm

土師器   高不  1/4以 上  16_6 clll

土師器   高不  1/6以 上  32 0 cll

上師器   高杯  1/4以 上  H4∞

土師器 倫璧嬰多 )完 形  a8m

土師器   高杯  嗽坐
4

土師器   高杯   1/2以 上

土師器   高不   1/4以 上

土師器   高郭   小片

上師器   高杯  1/4以 上

土師器   高杯   小片

土師器   高杯   小片

土師器   高イ   小片

土師器   高イ   1/4以 上

土師器    不   1/2以 上 (117)cIB

土師器    杯   1/4以 上  107∞

土師器    郭   ほぼ完形  9 6 clll

土師器  手担ね土器  完形   4 8 clll

土師器  手捏ね土器 ほぼ完形  6 4 cll

上師質上器   不   底完形

土師質上器   イ   1/4以 上  14 3 cm

上師質土器  高台付不 1/4以上

須恵器    杯   1/6以 上  14 2 clll

須忘器   高イ  1/6以 上

12 9 cn  9 6 clll 外 ;にぶい橙色 5YR6/4 精 良

14 8 cl1  12 5伽  外 :にぶい橙色 7 5YR7/6岩
狭争督石 若千含む

外 ,にぶい橙色 7 5YR7/3暑
娑争督石 若干含む

外 〕こぶい橙色 5YR74解
置を 若干含む

外 ;橙色 7 5YR6/6   
署狭争督石 若干含む

外 :橙色 5YR7/6

外 ,橙色 5YR7/6

13 5 cn  H 5 cll 外 :橙色 5YR6/6

2 alll以 下
石英 長石 微量含む

l alll以 下

石英 長石 若千含む

l null以 下
石英 長石 若干含む

やや不良 胎土 ,大東B類

やや不良 胎土 ;大東B類

良好  8主 F宋谷式的

内外 ,黒斑

良好  胎土 ,大東A類
被熱痕顕著

良好 慾上尋宋谷式的

良好  胎土 ;小谷式的

良好 ぞ全:景蓉式的

良好  胎土 :大東A頚

4 1cm     8 6cm

9 8 cll

10 4 cm

12 2 cII

10 6 cIIl

(115)clll

(116)cm

(108)cl l

10 2 cll

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

やや不良

良好

やや不良

良好

胎土 ;小谷式的

刺突痕 a

胎土 ,小谷式的

胎土 ;大東A類

胎土 :大東A類

胎土 ,大東A類

刺突痕

胎土 :大東B類

内外 ,黒斑
3方円形スカシ

胎土 ,小谷式的

外 :赤彩

胎上 ;小谷式的

胎土 ,小谷式的

胎土 ;大東A類

胎土 ,小谷式的

外 ,黒斑

胎上 ,大東B類

胎土 ,大東A類

内 ,黒斑

胎土 ,大東A類

胎土 ,小谷式的

外 ;黒斑

胎土 ;小谷式的

内外 :黒斑

胎土 ,大東A類

外 ;黒斑

胎土 ;大東A類

外 ,橙色 5YR7/8    
暑娑争督石 微量含む  良好

外 ;灰 白色 25Y3/2   
磐狭争督石 若干含む  良好

外 ;橙色 7 5YR7/6   
智習麹ξ 微量含む  やや不良

外 ,橙色 2 5YR7/6   精良        やや不良

外 ;栓色 5Y鱒海  智習筵阜 微量含む  良好

外 ,橙色 2 5YR7/6   
磐娑争督石 微量含む  良好

外 ,明青灰色 2 5YR7/1 
聟留窪阜 秩萱瞥み   良好

外 ;灰 白色 25Y8/2   
箸娑争督石 若干含む

外 :浅黄橙色 10YR3/3 
暑狭争督石 若干含む

外 ,黄橙色 10YR3/4  
磐快争督石 若干含む

外 ;橙色 7 5YR6/6   
智習窪ξ 若干含む

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/3 
箸映争督石 微量含む

外 :浅黄橙色 7 5YR8/4 
智習筵子 微量含む

外 ,浅黄橙色 ■5YRν3雹
堆肇T微竃ζガ

褐

外 ;浅橙色 5YR8/4   
解 督石 微量含む

外 ,灰 白色 75Y8/7   
離 微量含む

外 ;灰 髄 ■5YR82 
躍 賓著 多く含む

外 ,巌 髄 ■5YRν4肥
経 微筆 む

外 :浅黄橙色 7 5YR8/3 精良

外 ;髄 瑚 6 
避摯名履』審鞣

髄

外 ;浅黄橙色 7 5YR8/3 
岩狭争涙量含む

外 ;灰 髄 λ5Ⅵ力  響 督著 微量含む

外 ,オリーブ灰色 25GYν2智
習進阜 微量合む

外 ,青灰色 5PB∽  智習筵子 微量含む

3 7 cll

3 7 cll

5 8 cm

5 2 cm      4 4 cll

7 5cm

4 1cn     10 1 cll

9 0 cla
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Fig番 号 出土地点 遺存   口径   器高   底径器 種

127 3 殻ミ4

127 4  贔岳

127 5  品属

127 6  贔孟

R31 sttJ5

博3 2 sttJ5

133 3 sSFL

133 4 s證
4ゝ

133 5  贔晟

133 6  贔晟

138 7  呂晟

133 8  贔晟

133 9  品展

133 10  品晟

133 H  品晟

133 12  累晟

133 13  品晟

133 14  贔晟

133 15  贔晟

134 1  課晟

134 2  贔晟

134 3  贔屍

134 4  贔晟

134 5  贔晟

134 6  贔晟

134 7  品展

134 8  贔晟

134 9  品晟

134 10  品展

134 11  贔孟

134 12  品晟

134 13  贔屍

釘
　
　
鱒
　
　
肺

端
　
　
器
　
　
器

1/4以上 長 ,(31)clu巾 :0 8cm tt i 0 6cll

1/2以上 長 ,(76)cDl巾 ,4 4 clll厚 :3 9 clll外 ;灰 白色 N8/1

1/2以上 長,(141)cl l巾 ,77cm tti47cn外 :明褐灰色 5YR7/1

1/2以上 長;(13 0 clll巾 ,7 8 cm厚 ,6 7 cll外 ,灰 白色 75Y8/1

流紋岩

重量 15668g

砂岩

重量 67505g

外 ,煤痕

流紋岩質疑灰岩

重量 65502g

外 ,灰 白色 25Y8/2   
離 微量含む   良好  日唇刻 目

外 ;灰 白色 25Y7A 
智撃 象 含む   良好 一条刻 目突帯文

外 :灰 白色 10YR8/2  
箸映争督石 多く含む やや不良 一条刻 目突帯文

外 ,灰 白色 ЮYWl 
酬 爆 肇 算

やや不良 二条突帯I」―器

外 ;灰 白色 25Y8/2  
贅堵4憲千含む    良好  突帯文土器

外 ,灰色 254/2    
恕 甲

長石  良好  多条沈線文

外 :淡黄色 歩5YR3/1 
年伴珍罵含亀

'粒

子

   管彰蓬隻

刺突文・

石器

縄文土器   深鉢   小片

縄文土器   深鉢   小片

縄文土器   深鉢   小片

縄文土器   深鉢   小片

縄文土器   深鉢   小片  (226)cl l

弥生土器    甕    小片

弥生土器   鉢    小片  (222)clll

土師器   甑把手   小片

上師器    重   1/4以 上  27 2 cln

土師器    甕   1/6以 上  17 4 clll

土師器    甕    小片  (206)cn

土師器    甕   1/4以 上  32 2 cm

土師器    甕   1/2以 上  30 6 cn

土師器    甕    小片  (112)cll

上師器  製塩土器 1/4以上  11 0 clll

土師器    甕   1/6以 上  38 8 clll

土師器    甕   1/6以 上  30 2 clll

土師器    甕   1/6以 上  30 4 cm

土師器   高杯   小片

土師器    杯   1/6以 上  12 6 clll

土師器    不   1/4以 上  12 2 cn

土師器    皿   1/6以 上  16 4 cln

土師器    杯   1/4以 上  12 8 clll

土師器    杯   1/6以 上  14 0 cll

土師器    皿   1/6以 上  14 7 cll

上師器    皿   1/6以 上  14 2 cll

土師器    杯   1/6以 上  13 4 cm

土師器    杯   1/6以 上  16 6 cll

外 ;淡黄色 歩5Yν 3 
碧美 長石 多く合む

外 ,にぶい橙色 5YR7/3 
箸映争督石 若干含む

外 ,浅黄橙色 7 5YR8/6 
暑映争賓石 若干含む

外 ,灰 白色 7YR3/2   
磐映争置石 若干含む

外 ;橙色 7 5YR7/6   
箸喚争冒石 若千含む

外 ,にボい橙色 ■5YR7/3窯
伴珍爾合亀争

粒子

外 ;灰黄色 25Y7/2   
を喚争督石 微量含む

外 ,橙色 7 5YR7/6   
箸娑争督石 若干含む

外 i淡橙色 5YR8/3   
審臭争督石 多く含む

外 ,灰 自色 5YR3/2   
箸喚争督石 若千含む

外 ;灰 白色 7 5YR3/2  
箸狭争督石 若干含む

外 :浅黄橙色 10YR3/3 
署喚争督石 若千含む

3 8 cl1   9 2 cll 外 ;灰 白色 25Ⅵ/1   精良

3 2 cm  8 2 cll 外 ;浅黄橙色 7 5YR3/4 精良

外 ;灰 白色 25Y8/1   精良

3 6 cln  10 5 cll 外 ;灰 自色 25Y8/1   精良

3 5 cm      外 ;灰 白色 25Y8/1   精良

外 :灰 白色 25Y8/1   精良

2 8 cm  10 4 cn 外 ;灰 白色 25Y8/1   精良

外 :灰 白色 25Y8/1   精良

外 ,灰 白色 25Y8/1   精良

良好

良好  胎土 ;小谷式的

良好

良好  外 ;煤痕

良好  外 :煤痕

良好

良好  内 :煤痕

良好

良好

良好

良好  怒奎ξ臭東B類

良好  内外 ,赤彩

良好  内外 i赤彩

良好  内外 ,赤彩

やや不良 内外 i赤彩

やや不良爆筆薫甕
彩

やや不良 内外 ;赤彩

良好  内外 ;赤彩

良好  内外 i赤彩

良好  内外 :赤彩
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Fig番号 出土地点 種別 器 種 竜存 日径 器高 底径 色調 胎 土 焼成 備考

硝4 M s歳
4

134 15 s認肝14

134 16  贔晟

134 17  晶屍

B4弼 stt」4

134 19  贔猛

硝4別 饂

134 21  罷晟

134 22  贔猛

134 23  課晟

134 24  課晟
」4・ 14

184 25  品晟

135 1  贔晟

135 2  呂晟
J4・ 15

135 3 贔&監5

135 4  呂晟

135 5  品晟
14・ 」4

135 6  呂晟

側57饂
135 8 s認

『 μ

135 9  品猛

B5Ю 饂

13511 饂

13512 ミ洗亀4

135 13  品展

135 14  贔晟

136 1  贔晟

136 2  呂晟

136 3  贔晟

136 4  課晟

136 5  品脇

土師器

土師器

須忘器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須忘器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須忘器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

17 4 clll

17 8 clll

12 6 cll

14 6 cll

15 4 cHl

13 9 clll

14 9 cHl

13 9 clll

15 4 cll

14 9 clll

12 4 cll

12 3 clll

12 3 clll

15 3 cll

12 4 clll

12 6 cll

13 6 cm

12 5 cll

14 1 cn

14 9 clll

17 6 cll

13 1 clll

14 6 clll

16 0 cll

13 4 cII

24 0 cll

(150)cm

3 0 cll

4 3cm

2 8 cm

3 0 clll

2 3cn

皿   1/6以 上

皿   1/4以 上

蓋   1/4以 上

蓋   1/6必 上

蓋   1/6以 上

蓋   ほぼ完形

蓋   1/4以 上

蓋   ほぼ完形

蓋   ほぼ完形

蓋   1/2以 上

杯   1/4以 上

不   犠 ピ

イ   1/2以 上

杯   1/6以 上

杯   1/4以 上

杯   1/2以 上

杯   1/4メ 上

杯   ほぼ完形

イ   1/4以 上

杯   1/4以 上

不   1/2以 上

杯   1/4以 上

杯    完形

皿   1/4以 上

皿   1/4以 上

皿   1/6以 上

皿   1/6以 上

皿    小片

4 6 cl1  7 8 cm 外 ;明青灰色 5PB7/1

外 :青灰色 5PB6/1

缶7伽  ■4伽 外 却こぶい赤褐色 ■訳 73智
留窪阜 若干含む

4 0 clll

4 8 cll

9 4 cll 外 ,青灰色 5PB5/1

4 7 cl1  7 8 cll 外 ;明緑灰 10G7/1

外 ,灰 白色 25Y3/1

外 ,灰 白色 7 5YR8/1

外 ;青灰色 5P86/1

外 ;責橙色 10YR3/6

外 ,灰色 2 5CY8/1

外 ,青灰色 5P86/1

外 :明青灰色 5PB7/1

外 ,黄橙色 10YR8/0

外 ;青灰色 5PB6/1

外 ;明オリーブ灰色
2 5GY7/1

8 7 cll 外 ;淡黄色 75Y8/8

14111以 下

白色粒子 微量含む

精 良

l Hull以 下

白色粒子 若千含む

2 11 tll以 下

石英 長石 若干含む

2 41al以 下

石英 長石 若干含む

l DIl以 下

白色粒子 微豊含む

2 alll以 下

石英 長石 若千含む

2411以下
石英 長石 若干含む

2 DIIl以 下
石英 長石 若千含む

l all以 下

石英 長石 若干合む

lHE以下

白色粒子 若干含む

l HIl以 下
石英 長石 微量含む

1 4ul以 下

白色粒子 微量含む

l llu l以 下
石英 白色粒子 微量

含む

1 4ul以 下

白色粒子 微量含む

やや不良 内 ;赤彩 (一部)

良好  内外 :赤彩

やや不良 大谷5期

不良 天丼部つまみ接合
酸化焼成 都割付ライン

良好  内 ;墨書「伎」

良好  短頸壷用蓋

やや不良

不良 駿化焼成

良好 覇萎栞羅
書?

不良

不良
一部酸化

焼成

やや不良

やや不良

良好

良好

やや不良

不良

やや不良 内面漆痕

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好  内外 ,火欅痕

不良

酸化焼成

良好

良好

内 ,墨状黒色物

良好    付着

外 ,火欅痕

良好  内外 ;火欅痕

良好

皿
　
　
訪

1/2以上 22 2 cln

らピ 171伽

小片

14u以下

白色粒子 微量含む

1 4ul以 下

白色粒子 若千含む

2 4ul以 下

白色粒子 若干含む

l Hul以 下

白色粒子 若干含む

l u llメ 下

白色粒子 微量含む

2 Hul以 下

白色粒子 微量含む

l Hul以 下

自色粒子 若干含む

l Hul以 下

白色粒子 微量含む

1411以 下

白色粒子 微量含む

l DIIl以 下

白色粒子 微量含む

l Dul以 下

白色粒子 若干合む

l Hul以 下

白色粒子 若干含む

1 4ul以 下

白色粒子 微量含む

l aul以 下

白色粒子 微量含む

l II I以下

石英 長石 微量含む

4 2 cm  9 0 cll 外 ,明青灰色 5PB7/1

4 5 cm  10 6 clll 外 ;青灰色 5PB5/1

4 8 cll1  8 9 cll 外 ,明青灰色 5PB7/1

5 2 cll1  9 8 cll 外 ;明青灰色 5PB7/1

6 7 cll1  8 9 cm パ ;青灰色 5PB6/1

6 4 cl1  12 8 cE 外 ;青灰色 5PB5/1

5 3 cl1  8 6cm 外 ,青灰色 5B6/1

24伽  ЮO伽 外,響戻彊鳥辞【イ上部)

2 2 cll1  12 4 cn 外;明青灰色5BG7/1

歩9倣 24蝕 儲:響震雹:部【

3 6 cl1  21 4 cn 外 ,灰 白色 N7

2 0 cll (110)cll 外 ,明青灰色 587/1

3 4 cl1  13 2 cll 衡:謁喜優雹::影rl

27伽  囲伽待:石鋲詈聯ケt

外 ,灰色 75Y3/1
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Flg番号 出土地点 種別 器 種 遺 存 口径 器 高 底径 色調 男合土 焼成 備考

B66s議 4須 辞  訪 76以上     ■ 6伽 外 ,青庭 5PB6れ
 智習奄ヨ 微量含む

期

136 7  
贔 晟   須恵器   高rTN  1/4以 上            8 2 cll 外 ;青灰色 5PB6/1   

智習窪阜 微量含む   良好

136 8  
贔 晟   須恵器   鉢   1/6以 上  21 0 clll          外 ;青灰色 5PB6/1   

貿晋迩ヨ辮   良好  鉄鉢形土器

136 9  
贔晟   須恵器   鉢   小片  (184)clll          外 ,青灰色 5PB6/1   

智 旨筵旱 微量合む  良好

B6Ю  s展 ぽ毛4 須恵器   鉢   小片  910∝         外 ,青灰色 5P37/1  
智習途二 微量含む  良好 鉄鉢形土器

13611 
呂 晟  須恵器  長頸主  ∈地争            外 ;青灰色 5PB6/1  

智習途尋 若干含む  良好

136 12  
贔 屍   須恵器    重   1/4以 上  10 8 cll           外 ,青灰色 5PB6/1   

智習筵阜 若干含む  良好  自然釉

13613 
贔 &  須恵器   重   取 r         82伽  外 :粥青灰色 PBG7/1 

智留筵阜 微量含む  良好

136 14  
品 展   須恵器   壷   1/4以 上           12 6 cll 外 ;明青灰色 5PB6/1  

智習筵阜 多く含む   良好

13615 
呂 屍  須恵器   重   5暫          H8卿 外 ;明青灰色 5PB7/1 

智留筵阜 若干含む  良好  窪尋屋碁籍薯

136 16  
品 晟   須恵器   甕   小片               外 :青灰色 5PB5/1   

響  (督石 微量含む  良好

137 1  
昌晟   土製品   土錘   完形  長 ;5 3 cFl巾 ;2 1cn厚 ,2 0cm外 ;灰 自色 7 5YR3/1  

磐映争督石 微量含む  良好  重量 ,22788

137 2  
呂 晟   土製品   土錘  1/2以 上 長 ,(66)cm巾 ,3 2 cll厚 ,(29)cl l外 ,灰 白色 25Y8/1  

Ψ ぞずき 詠

石英  良好  重量 ,4017g

137 3  
品 晟   土製品   土錘   完形  長 i54 cll巾 ,2 5 cll厚 ,2 2 cm外 :灰 白色 7 5YR3/2  

智習麹手 微量含む  良好  重量 ,3106g

137 4  
贔 晟   土製品   土錘   完形  長 :4 9cm巾 ,2 3 cn厚 ;2 1 cll外 ;灰 自色 7 5YR3/2  

贅瑳4ぞ輩ぎ歌

石英  良好  昴景族饗

75g

137 5  
贔 晟   土製品   上錘   完形  長 ,3 7 clll巾 ,1 8 cll厚 ,1 7 cn外 ;灰色 5Y5/1    

智習迩子 微量含む  良好  重量 ,1313g

137 6  
贔 晟   石器   砥石  1/2以 上 長 ,(7 0 cll巾 ,39cm tti3 5cm外 :灰 白色 N8/1                

畳査呈 877g

137 7  
品 晟   石器   砥石   完形 長 ,12 3 cll巾 ;4 9 cll厚 ,4 3 cIH外 ,灰 白色 N8/1                

督畳亀 034g

137 8  
品 晟   石器    砥石   完形  長 ,14 5 cm巾 ,12 0 cm厚 ;5 1cm外 ,灰 自色 N8/1                  

雪畳撃最気 2g

爵79 
饂  石器  lTR石 斧 V2前後 長 ,OD∞ 巾 ;&0卿 厚 ,■ 0蝕 外 ,緑灰色 ЮG6れ

        塗誓毛姦寵よ

岩

B91 
ぎ 晃  縄XEL器  深鉢  ガヽ片         外 ;暗灰黄色 25Y72 

智聖窪ヨ 微量含む  良好 一条刻 目突帯文

139 2  
ぱ詈指  縄文土器  深鉢   小片                禽 :擬星雹 a:穏チ:  碧娑争督石 若千含む  良好  一条刻 目突帯文

“

98 Pk 弥生土器  童  イサ  02か 伽       外 ,灰 自色 25Y8/2 
響 冒石 若干含む    日縁部 ;斜格子文

B94 
ぎ 陥

弥生土器  童  小片          外 ,灰 白色 25Y8/2 
智造窪ξ 微豊含む    再昇 :会雷

子文

お95 
ポ 斃  土師器  養  V4以 上 圏 ∽      外 ,黄橙色 ■5YRν3 

著映争葺石 多く含む  良好 内外 ,煤痕

四 61ぎ
詈摺

郵 艦  甕  村 い 0伽    禽 :優 目を 〔鵡 碧狭筆督石 若干含む
麟

融 :捺懇式的

B97 
ぎ 陥  土師器  甕  V2以 上 朽 1伽       外 1橙色 ■5YR7/6  

著狭争冒石 若千含む 良好 胎土 ,小谷式的

博98 
ポ 陥  土師器  甕  嶋 r6 

“

2蝕       外 ;淡橙色 5YR8/2  
響 督石 若干含む  良好

B99Gが
著整  土師器  甕  V6以 上 躍Ю伽     外 ,灰☆色 ZttW2 

鍛 琴

長石
良好

隠9Ю
飩 堤  土師器  甕  V4以 上 %Ю ぬ     外 ;灰黄色 25Y暫″ 鍛 が

長石
良好

愕9 H Hが
確  土師器 小形九底壷 V2以上 &4伽  &7倣

   禽 :嵩
責橙色 7 5YRν 3辞

蓼 く舗

髄  良好 胎土 ,大東頭

博9ワ
H評 晃  土師器  ガ形 壷 V4以 上 110伽       禽 :脅

黄橙色 ЮY田/3 1懇
巖 薯盈Ⅲ

子  良好

215



FIg番 号 出土地点 器 種 遺存 口径 器 高 底径 胎 土 備考

愕9硝 G計斃 土師器

硼 盟 I躍 部磯

憾9朽 Hヂk 上師器

硝9硝 Fttk 土師器

お9 W H評晦 土師器

醐 略
Iが著者 上朧

139 19 ♂詈摺  上師器

“
01 ぱ詈篭 須恵器

140 2  渉馬  須恵器

Ⅷ 31デ詈摺 須謡

H04 」が隠 須恵器

剛 51ヂ詈摺 須謎

里06 協堤  須恵器

140 7 Ⅲ区2層  須恵器

140 8 1『 .角属 須忘器

里0945.督 須恵器

140 10  11馬   須恵器

隧011 誤晃 須恵器

140ワ GメR 須恵器

望O H Hが完 須恵器

里0望 K「K 須恵器

m“
Iが著摺 須辞

140 16 び詈摺  須意器

140 17 ぱ詈摺  須恵器

m tt J計ザ摺 須器

盟0円 Hが確 須恵器

里0閉 ポ陥 須恵器

堕0狙 H評陥 須恵器

剛 筋
Iが著者 須器

μ023 H「晃 須恵器

剛熟 院 須謡

墜025 Hヂ庵 須恵器

高不  1/4以 上  18 6 cm

高杯   1/6以 上  17 4 cm

高郭   1/4以 上

鉢   1/4以 上  14 8 cn

杯   1/6以 上 (166)cm

竃    小片

甑把手   小片

蓋    小片

蓋   1/4以 上  13 8 cn

蓋    小片  (■ 2)clll

蓋

蓋   1/6以 上  14 9 cn

蓋    小片

蓋   1/4以 上  13 5 cll

蓋   1/6以 上  15 0 cln

蓋    小片   14 2 clll

蓋   1/4以 上  14 4 cn

杯    小片  (134)cll

不   1/6以 上  13 4 cm

杯   1/2以 上  12 6 cln

杯    小片  (117)cm

杯   1/4以 上  12 0 cll

皿   1/6以 上  14 0 cm

皿   1/2以 上  16 2 cll

皿    小片  (177)cm

皿   5警  19 0 Cm

三    小片  (104)c ll

壷    小片

壷    小片

主    小片

三   1/4以 上

重   1/6以 上

5 6 cll (134)伽

外 ,明褐色 7 5YR5/6

外 ;浅黄橙色 7 5YR8/3
内 ;灰白色 7 5YR3/2

外 ;灰 白色 25Y8/2

外 ,にぶい黄橙色
10YR7/4

外 ;灰 白色 7 5YR8/1

外 ;淡責色 25Y8/3

外 :灰白色 25Y8/2

外 ,明褐灰色 5PR7/1

外
`明

青灰色 5PB7/1

外 ;明青灰色 5PB7/1

外 ;明緑灰色 10G7/1

外 ;明青灰色 5PB7/1

外 ;明緑灰色 10G7/1

外 ,明青灰色 5PB7/1

外 ;灰白色 N8/1

外 ,青灰色 5PB6/1

外 ;明青灰色 5PB7/1

外 ,明青灰色 5PB7/1

外 ;明青灰色 5PB6/1

外 ,明緑灰色 5G7/1

外 ;灰白色 N8/1

外 ,明青灰色 5PB7/1

外 ;明青灰色 5PB71

外 ,明青灰色 5PB7/1

外 ,明青灰色 5PB71

外 ,明青灰色 5PB7/1

外 ;灰白色 N8/1

外 ;吻緑灰 7 5GY8/1

外 ;青灰色 5P86/2

外 ,暗青灰色 5PB4/1

外 ,明青灰色 5PB7/1

外 ,明青灰色 5PB7/1

lEE以下
石英 長石 微量含む

l null以 下

石英 長石 微量含む

l DIIl以 下 石英 白色

粒子 若千含む

2 Eul以 下 石英 長石

やや多く合む

2 all以 下

石英 長石 微量含む

l lwll以 下
石英 長石 若干含む

l alll以 下
石英 長石 若干含む

l altl以下

白色粒子 若干含む

1 4ull以 下

白色粒子 微量含 む

l all以 下
白色粒子 若干含む

l aull以下

白色粒子 若干含む

l EUll以 下

白色粒子 若千含む

lEE以下

白色粒子 微量含む

1 4ul以 下

白色粒子 若干含む

2 Hul以 下

白色粒子 若千含む

l nlal以 下

白色粒子 微量含む

l Hul以 下

白色粒子 若千含む

2 all以 下

自色粒子 若干含む

2 DIl以 下

長石 微量含む

141以下

白色粒子 若干含む

l EI以 下 白色粒子

黒色粒子若千含む

1 4ull以 下

自色粒子 若干含む

2 Hul以 下

白色粒子 若千含む

6 alal以 下

白色粒子 微量含む

1 4ul以 下

白色粒子 微量含む

l Hul以 下

自色粒子 微量含む

精良

l Dul以 下

白色粒子 微量含む

l Hul以 下

白色粒子 若千含む

l Hull以 下

黒色粒子 微量含む

l aul以 下

白色粒子 微量含む

l Hull以下

自色粒子 微量含む

良好  胎土 ,大東A類

良好  胎土 ,大東B類

脚部 ,3方 円孔

良好     スカシ

胎土 ;小谷式的

良好  胎土 ,小谷式的

やや不良 内外面赤彩

良好  庇部分

良好

良好  大谷 5期

良好

良好  外 :火欅痕 ?

やや不良

良好

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好

良好

不良

やや不良 外 ,火欅痕

良好  外 i火欅痕

良好 禽:査竃写

良好  内 ,火欅痕

良好  内 ,火欅痕

やや不良 内外 ,火欅痕

良好  外 ,自 然釉

良好  外 ,自 然釉

良好  外 ;ヘラ記号

良好

良好  内面底 ,自 然和

良好

13 4 cll

2 9 cn

2 0 clll

(30)cm (60)c ll

4 1 cl1  9 1 clll

4 2 cll1  8 0 cll

4 9 cll (80)cl l

4 5 cl1  86伽

1 9 cl1  11 5 cll

2 3cm     12 6 cll

2 5 cl1  13 6 cll

2 8 cll1  14 0 cm

(124)cn

8 0 cll

8 4 clll
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F屹 番 号 出土地点   種別 遺 存 口径 底径 胎 土 備 考

望026 」∬晃 須忘器 小壷

閲"碓 土船 杯

140 28 Gl亀 4  上師器   皿

望0 29 HΓ 陥 土師器  イ

141 l H″陥 瓦質土器 鍋

望12 Hヂ確 中世須恵器 壺
H42層

盟13 G=確  自磁  椀

141 4 ざ詈摺  白磁   椀

望1 5 ザ詈指灰釉系陶器 瓶

望16 五
ⅢR 白磁  椀

盟17 G′陥 白磁  椀

141 8 H7乳冤層土師質土器  杯

m9 H#夢
蓬

土頗 搬  イ

m Ю H#テ 蓬
土HTR齢  杯

141 1l H71亀 層 土師質土器  小皿

愧1ワ  H#陥 土師質土器  小皿

μl側  H井 陥
土師質上器 高台付杯

Щ  X F「
テ蓬 土幡  /1NIL

望115 
ぎ 陥

土師質土器 高台付イ

Щ  tt」
が 見

土師質土器 高台付郷

Ш  V凸 却 層質土器 範

望1硝  G「 陥  土製品  土錘

μl D ざけ篭 土製品  土錘

“
1 20 Gttk 土製品 聯

里1別 ポ確 鉄器  刀子

小片                 外 ,明青灰色 5PB7/1  
智習迩阜 微量含む

V2以上 乾■伽  28伽  弘2伽
貧 :蓬雹犠 紗:YR8海 智』窪阜 微量含む

1/2以上  17 2 cl1  2 8 cll      tt i灰 白色 5Y8/1(素 地)i鉄
撃密阜 若干含む

1/6以上  13 1 cn  3 0 cm  8 5 cll 外 ;灰 白色 7 5YR3/1  
智習窪ξ 微畳含む

小片  (202)cll           外 :灰色 N6/1

ν4以 上      盟おm外 ,青灰色 螂 れ  智習筵阜 若千合む

小片  (188)clll           外 ;灰 白色 75Y3/1   
習習筵阜 微量含む

小片  (181)clll            外 ,灰 白色 10Y8/1

頸 1/4             外 :灰 自色 75Y7/2
以上                内 ,灰 白色 N8/

6警         72蝕 外;灰白色10Y8/1

小片  Q40 cm       外 ,明オ

ヶ

ブ灰色

  習留筵手 微量含む

1/4以上 里 0伽       外 ,橙色 5YR7/6  
智習窪ξ 微量含む

1/6以上            7 2cm 外 ,浅橙色 7 5YR8/6  精 良

底完形            5 1cn 外 ;灰 自色 25Y3/2   
智習筵ξ 微量含む

ほぼ完形  7 8 cll1  2 0 cl1  56伽  外 ,浅黄色 25Y8/4   精良

1/2以上  8 7 cl1  2 2 cl1  3 9 cm 外 ,浅黄橙色 10YR8/4 
贅拷乳涙量含む

底完形       48倣 外 ;灰 白色    智習筵阜 微量含む

V2以上 儀2∽  歩2蝕  43蝕 外 ;淡黄色 25Yν4 
離 微量含む

底完形       48廻 外 ;淡黄色 歩5Y8/3 
智習筵手 微畳含む

5ピ          48伽  外 ,浅黄橙色 7 5YR3/6 
磐喚争冒石 微量含む

外 :浅黄橙色 7 5YR3/3 
智習趣阜 微量含む

ほぼ完形 長 :僻 D伽 巾 ,29伽 厚 ,2 7cn外 ,黒褐色 ■5YR3/2 
卸 蝕尾端

子

完形  長 :4 4cn巾 ,2 1cШ 厚 ,1 9 cll外 ;灰黄色 25Y7/2   
智習筵阜 若干含む

ほぼ完形 長 ,4 4 cll巾 ,4 8 cll厚 ;1 8 clll外 :淡黄色 25Y8/3  精良

ほぼ完形 長 ,15 4 cm巾 ,1 0cm厚 ,0 2cm

良好

良好  内外 ;赤彩

良好  内外 i赤彩

やや不良
案省経奮

彩 (範醒

やや不 良 在地系

良好

良好 突雀驀雰類Ⅳ類

良好 冥釜府齊類Ⅳ類

良好

良好 冥峯癬赤類XⅢ類

良好 冥雀府殊類Ⅳ類

良好

良好

良好  外 ,黒斑

良好

良好

やや不良

良好

良好

やや不良

良好  晟

持壺の子重に類

やや不 良
是曼代祭f4g

良好  重畳 ,1701g

麟 窒藝骨尻∞g

Ⅲ区
141 22 H42層   鉄器    刀子  1/2以 下 長 ;(43)cl l巾 ,0 85cm厚 ,0 2 cll

m tt Gが
完  鉄器  釘  完形 長 が 3 cn巾 ,1 3cm厚 :H伽

142 1  i晴
搭   石器   楔形石器  完形  長 :2 3 cll tt i 3 0 cll厚 ;1 lcШ

聰22G7∵
亀 層

石器  砥石  V2以 上 長 ,6D蝕 巾 ,■ 7伽 厚 ,21伽
外 ;盪

苑豚

灰色

阻23 G」
確  石器  楔形石器  完形 長 :&0側 巾 :25m厚 :■ O伽 外 :黒色

隧31 F「
是  土師器   甕  V6以 上 硝 2伽       外 ,灰 白色 25Y8/2

隧32 
評 確  土師器   甕  V6以 上 乾 2伽       外 ,橙色 ■5YR7/6

黒曜石製

重量 795g

緑色疑灰岩製

重量 10364g

黒曜石製

重量 558g

響  (葺石 若千含む  良好  俗上骨環谷式的

箸娑筆督石 若干含む
やや不良 凋台土 ,大東B類
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Fセ 番号 出土地点 器種   遺存 日径 胎 土

143 3G5冴
民 層  土師器  小形丸底壷 1/4以上  9 6 clll

望34 G#亀
 土師器   養  V2以 上 V6伽

1435 G#確
 土師器   三  V4以 上 ワ 8 cm

盟36 
謂 醜  土師器   杯  小片  l130蝕  ■3伽

望37 F/亀
 弥生土器  器台  V2以 上 242∽  硝 8 cm

里38 
♂ 陥  土師器  高不  72以 上

隧39 
翠 醜  土師器  高杯  lμ ダ上

愧3 Ю Fダ 確  弥生土器  高イ  オヽ片 ⑫aの 如

盟3H 
ぎ 亀  土師器  甑把手  小片

盟312 H″
醜  土師器  土製支脚 V2以上

H3硝  G評 亀  土師器  土製支脚 V2以上    高 ;望 1伽

盟41 
♂ 陥  須恵器   蓋  小片

望42 
ぎ 確  須恵器   蓋  74以 上 1■5m

隧43 
ぎ 是  須恵器  イ  1/6以 上 硝 0伽

望44 G″
確  須忘器  杯  ν6以上 側 5 cm

望45 Gヂ
確  須恵器  蓋  V4以 上 Ю 8cn

望46 Gが
確  須恵器   不  V4以 上 ワ 4伽

整47 
ご 虻

灰釉系陶器 山茶碗  5ピ

望48 G「
確  須恵器  杯  我 ぜ

144 9 Ⅲ

亀 ず
層  須齢   皿   1/6以 上  14 6 cI1 3 8 cll

里4Ю
ぎ 確  須恵器  重  V4以 上 粥 8伽

堕4■ ♂K 陶磁器 壼 残ピ

盟4ワ  G評 確  白磁   皿  小片  02つ cm

望4鶴
ぎ 亀  白磁   枕  76以 上 朽 0硼

144望  ぎ 健  白磁   椀  V6以 上 硲 2 cm

И4b G計
鑓  白磁   椀  底完形

盟4“ G評亀 自磁  椀 取警

盟4 V G評
晃  白磁   椀  5Y

H4略  G評 陥  白磁   皿  5警

盟4Dぎ
鍵  陶盤  壺  塩止♂

秘420G♂
確

土師質土器  杯  V4以 上 μ 8伽  a2伽

外 ,灰 白色 75Y3/2

外 ;浅黄橙色 10YR3/3

外 ,橙色 7 5YR7/6

⑩ 硼
外 ;猛

s→摩
橙色

22 2 clll 外 ;灰 白色 10YR8/2

12 3 cm 外 ;淡黄色 25Y7/4

10 2 clll 外 :浅黄橙色 10YR8/4

外 ;灰 白色 25Y8/2
内 ;同

外 ;灰 白色 25Y8/2

外 ;淡黄色 25Y8/3

外 ,にぶい橙色 10YR7/4

外 ;青灰色 5PB6/1

外 ;明青灰色 5P87/1

外 ;青灰色 5PB6/1

外 ,青灰色 5PB6/1

外 :青灰色 5PB6/1

外 :明緑灰 10G7/1

7 7 cll 外 :明青灰色 5PB7/1

12 4 cm 外 ,明青灰色 5PB7/1

9 6 cll 
外 ;明オリーブ灰色

外 ;明 青灰色 5PB6/1

8 4cm 外 ;赤灰色 75R6/1

外 :灰 白色 N8/

外 ;灰 白色 10Y8/2

外 ;灰 白色 250F8/1

6 6cm 外 ,浅黄色 75Y73

7 4 clll 外 ,灰 白色 N8/1

6 8 clll 外 ;灰 白色 2 5GY3/1

4 0 cIH 外 ,灰 白色 250F8/1

10 2 cll 外
`明

緑灰色 7 5CY8/1

5 2 cll 外 :橙色 5YR7/8

1 4ul以 下
石英 長石 若千含む

24111以 下 石英 長石

白色粒子 多く含む

l Hlll以下
石実 長石 若干含む

2 DIIl以 下

白色粒子 若干含む

l Hal以 下 石英 長石

やや多く含む

2 ml以下
石英 長石 若千含む

2 Du以下
石英 長石 若干含む

l Dul以 下 雲母 石英

長石 若干含む

l Hul以 下
石英 長石 若千含む

2 Dlal以 下
石英 長石 若干含む

2 Eul以 下
石英 長石 多く含む

34111以 下

白色微粒 微量含 む

l HIl以 下
石英 長石 微量含む

l aul以 下

自色粒子 若干含む

l HIIn以下

白色粒子 微量含む

l Hul以 下

白色紅子 微量含 む

l Dul以 下

白色粒子 微量含む

精良

1 4ul以 下

石英 若干含む

l lttl l以 下

白色粒子 微量含む

I nll以 下

白色粒子 若千含む

2 1ttl l以 下

白色粒子 微量含む

l nll以 下
黒色粒子 微量含む

l Hul以 下

黒色粒子 微量含む

l Hll以 下
黒色粒子 微量含む

l DIl以 下

黒色粒子 微量合む

精良

14u以 下

黒色粒子 微量含む

lEE以 下

黒色粒子 微量含む

l lul以 下

黒色粒子 若千含む

l Hal以 下

白色粒子 微量含む

良好 念生号宋谷式的

良好  外 ;煤痕

良好

良好  内外 ,赤彩

良好 讐省:録
痕

良好

良好

良好 聖奮ξ島

良好

良好  外 ;煤痕

良好

良好  天丼 ;当 具痕

良好  大谷 5期前後

やや不 良

良好

良好  大谷 6期

良好

良好 2亀暴チ以
外釉

良好

やや不 良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

外 ;自 然釉

中国製陶器壺
12～ 14世紀

表面二次焼成痕

内外 ;釉
太宰府分類Ⅳ類

内外 ,釉
太宰府分類Ⅳ類

内外 ;釉
太宰府分類V類か

内外 ,THI

外 ,縦箆花弁文
太宰府分類XⅡ類

外 :釉 (一部)

内 ;釉 (全体)

太宰府分類V類

外 ,釉 (一部)

内 ,釉 (全体)

太宰府分類皿Ⅵ l

内 ,褐和
中国産陶器盤

好

　

　

好

良

　

　

良
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Flg番 号 出土地点 種別 器種 口径 器 高 底 径 色調遺 存 胎 土 焼成 備 考

盟4別 G評陥

隧422 ぎ確

H423♂確

嵐424ぎ亀

愧425 ぎ鍵

μ51 ぎ醜

望52 Hぎ鑓

整53 G♂確

里54 G#亀

1455 ぎ確

整56 G」陥

H57 ぎ陥

μ58 ぎ陥

望59 ♂確

盟5 Ю G♂確

望5H ぎ鍵

単5ワ G評陥

盟5 B G評確

H5盟
H″亀

望5蒟 H″確

盟5お H評醜

望5 V G井鑓

単5憾
H井亀

H5的 G「陥

H520 ぎ陥

望521 ぎ亀

望522♂亀

望523 ぎ確

望524 ぎ醜

拠525ぎ亀

盟526 ぎ醜

望527 G♂陥

上師質土器  14  1/2以 上 15 4 cm  5 0 cm

土師質土器  不   底完形

土師質土器  杯  1/2以上 15 6 cl1  4 4 cll

上師質土器  不  5警

土師質土器  イ  1/2以上 140c1  5 0 cll

土師質土器  杯   底完形  15 0 cl1  4 3 cn

上師質土器  不  取 警

土師質土器  不  1/6以上  16 0 clll

土師質土器  杯  1/6以上 15 8 cm  5 0 cll

土師質土器 高台付不  小片

土師質土器  不  1/2以上 15 6 cm  5 3 cHI

土師質土器  皿  1/6以上  15 4 clll

土師質土器  杯   底完形

土師質土器  イ   底完形

土師質土器  杯   小片

上師質土器  不   5上
2

土師質土器 イ  我ピ
土師質土器 高台付不 取 暫

土師質土器 高台付イ 底完形

上師質土器  小皿  底完形  8 1 cll1  2 1 cll

土師質土器  小皿  1/2以上  8 7 cl1  2 2 cll

土師質土器  小皿  1/2以 上  7 4 cll1  1 8 cII

土師質土器  小皿   完形  7 1cn  1 9 cm

土師質土器  小皿   完形  10 1 cl1  2 5 cll

土師質土器  小皿  ほぼ完形 88伽   2 0 cm

土師質土器  小皿  1/2以 上  9 3 cll1  2 0 cll

土師質上器  小皿  1/2以上  8 9 cl1  1 7 cal

土師質土器  小皿   完形  8 6 cl1  2 0 cll

土師質土器  小皿   完形  8 1 cl1  2 0 clll

土師質土器  小皿   完形  9 0 cl1  2 1 cll

土師質土器  小皿  1/4以 上  8 7cm  1 9 cll

土師質土器  小皿  底完形  8 3 cm

4 9 cm 外 :浅黄橙色 7 5YR8/6 
智留筵阜 微量含む

5 8 cla 外 ;橙色 5YR7/8    精良

αO伽
禽 :湊薔雹働 評 胡琴

ん

智避筵手 微量含む

51蝕 外 却こぶい橙色 ■5YR74智
習筵手 微量含む

,0伽 外 ;浅黄橙色 ■5YR3/4智
習窪阜 微量含む

5 4 clll 外 ,浅橙色 7 5YR8/6  
磐映争冒石 微量含む

外 ;浅黄橙色 10YR3/3 
鷲習窪ξ 脇

5 3 cll 外 ,橙色 5YR7/6 精 艮

良好  外 ,黒斑

良好

良好

良好  内外 :黒斑

良好

良好  外 ,媒痕

やや不良

良好

良好  内外 ;黒斑

良好

良好

良好

やや不 良

良好

良好

良好

良好

良好  外 ;黒斑

良好

良好

やや不良

良好

良好

良好  外 ,煤痕

良好

良好

良好

良好

良好  内外 ;煤痕

良好

外 ;淡橙色 5YR8/3   
離 微量含む

6 9 cll 外 ;橙色 5YR6/8    
碧映争督石 微量含む

外 ,淡黄色 25Y8/3   
智習窪阜 微量含む

6 2 clll 外 :灰 白色 25Y8/2   精良

4 4 clll 外 ,灰 白色 7 5YR8/3  
贅堵

雰
履量含む

7 8 clll 外 ,淡橙色 5YR3/4   
智習筵写 微量合む

5 8 clll 外,淡橙色5YR3/4   鷲督窪ξ敦竃警已

外 ;浅黄橙色 監留 酪 れ
智習筵阜 若千含む

外 :灰 白色 ЮY硝力  智習筵學 微量含む

外 却こぶい橙色 ■5留 海
智』筵子 微量含む

外 :橙色 7 5YR7/6   
智習筵手 微量含む

外 ,にぶい橙色 7 5YR7/3智
習窪二 微量含む

5 0 clll 外 ;明褐灰色 7 5YR7/1 精良

6 1 clll 外 ,浅橙色 7 5YR3/6  精良

45伽 外 ,浅黄橙色 ■5YR3/6盤
獣

々

嗽 量含む

4 9cm外 ;黄橙色 7 5YR3/8 
贅堵乳霰暫ぎ承

石英

外 ,橙色 ■5YR76 
磐快争督石 微量含む

外 ;浅橙色 7 5YR7/6  精良

外 ;橙色 5YR7/6    
智習筵ξ 微量含む

外;黄髄 榊78経摯堅厭暫暮承
髄

7 6 cll 外 :浅羮燈色 10YR8/4
t alll以 下

自色粒子 微量含 む

l Dlal以下

石英 長石 微量含む

l IIH l以 下 白色粒子
ごく微量合む

l all以 下

自色粒子 微量含む

8 0 cII

4 6 clll

4 9 clll

3 9 cll

4 5 clll

4 0 clll

3 8 cll

3 8 clll

3 9 clll

3 6 crl 外 ,桂色 5YR78

4 8 clll tt i浅 黄橙色 10YR3/3

3 8 clll 外 ,浅黄橙色 10YR8/3
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FIg番号 出土地点 遺存   口径   器高   底径 胎 土 備 考

盟528 ぎ陥 土師質土器

狸61 Fが確 土製品

盟62 Fが確 土製品

望63 G評陥 土製品

盟64 ぎ( 上製品

望65 ぎ醜 土製品

盟66 ぎ亀 土製品

H67 H″確 鉄器

望68 F「k 鉄器

盟69 F「確 石器

盟6 Ю Gヂk 鉄器

望6 1l cr亀  鉄器

望6 W Fが確 鉄器

14613 F「鍵 鉄器

盟71 G評確 緻齢

盟72 FダK 弥生土器

望73 G評確 土師器

147 4 H7号 孔層 土師器

147 5 H7号 民層 土師器

望76 Gが確 土師器

望77 ぎ確 土師器

里78 ぎ確 土師質土器

147 9  晋『    須恵器

147 10G6腎 島層 須恵器

147 1l G6T島 層 須恵器

14712 G#亀  須恵器

整7 B If干曜 須恵器

147 14G6冴 島層 須恵器

147 15G6冴 為層 須恵器

И7“ G評籠 土製品

b2 と が堤 縄文上器

152 2  ∬菅指   石器

/1ヽ 皿

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

土錘

環状鉄製品

釘 ?

砥石

鉄鏃

鉄鏃

釘

釘

深鉢

甕

重

壼

甕

三

高邦

/1ヽ 皿

蓋

蓋

不

イ

イ

杯

高郷

土錘

浅鉢

打製石斧

V2以上 ЮЮ倣  別 銀  &8伽 外 :浅黄橙色 75Y田た
智督筵阜 微量含む

完形  長 ,7 0 clll巾 ,1 3 clll厚 ,1 8cm外 ;灰 白色 25Y7/1   
響 1置石 若千含む

完形  長 ,6 6 cln巾 ,2 4 clll厚 ,2 3cn外 ,灰 白色 25Y8/2   
岩婆争督石 若千含む

完形  長 ;6 4 cll巾 :2 3 cm厚 ,3 3 cll外 ;灰黄色 25Y7/2   
暑映争冒石 若干含む

ほぼ完形 長 ,6 0 clll巾 ,1 7 cll厚 ,1 7 cll外 ,1こぶい橙色 7 5YR7/4翼
留窪阜 瘍健 発 乙

1/4以上 長 ;0の cl l巾 ,1 8 cll厚 ,1 7 clll外 ,浅黄橙色 10YR3/3 
箸映争督石 多く合む

完形  長 ,4 8cm巾 ,1 7 cll厚 ,1 5 clll外 ;浅責橙色 7 5YR8/4 
署映争厭量含む

完形  長 ,3 5cm 巾 ,1lcm厚 ,1 0 cnI

1/2以上 長 ,(92)cl l巾 ,1 0cm厚 ,0 4 cEl

小片  長 ,(95)clll巾 ,6 0 cn厚 :(285)cl l外 ,灰 自色 N8/1

1/4以上 長 ,(45)clll tt i 1 0cm tt i 0 9 cll

1/4以上 長 ,(47)cm巾 ,1 05cm厚 ,0 8 cm

完形  長 i50 cll 巾 ,0 5cm厚 ,0 5 cll

小片  長 ,(31)c ll巾 ;0 5cm厚 ,0 4 cll

良好

良好  重量 ,2141g

良好  重量 i3264g

良好  窒藝争綸民 g

良好  重量 ,1299g

良好 窒宣争総乳

良好 窒動

小片

1/6以上

1/2以上 15 5 cll

1/4以 上 18 0 cm

1/6以 上  16 0 cn

1/6以 上 H2cl l

1/6以 上

1/2以 上  8 2 cll

小片

小片

9 4 cII

1 7 cll1  3 8 cll

8 5 cll

7 5 cll

疑灰岩製 刃先痕
重量 15968g

良好  突帯文期浅鉢

流紋岩質安山岩製
重量23754g

1/6以上  13 9 cl1  4 0 cll

1/4以上  12 4 cn  4 0 clll

1/6以上  12 4 cll

収 で  134枷  43伽

1/4以上

禽:優目を夕:濃チ4 長石粁含む  良好奥暮餐星器
10 2 cll 外 ;灰 白色 25Y8/1   

署臭争督石 多く含む やや不良 弥生前期

外 ,黄橙色 10YR7/8  
箸映争督石 若干含む  良好

外 :淡黄橙色 7 5YR8/4 
署娑争督石 微量含む  良好

外 :灰 白色 10YR3/1  
賛堵乳巖ずき愁

石英  良好 胎土 ,小谷式的

外 ;明赤褐色 5YR5/8  
箸娑争督石 多く含む やや不良 胎土 ;大東B類

外 ,淡黄色 25Y7/3   
躍 督石 若千含む  良好

外 :にぶい褐色 7 5YR6/3智
習筵阜 若干含む  良好

外 :青灰色 5PB∽  智習奪旱 微量含む 良好

外 ,青灰色 5P86A 
督晋趣ヱ 微量含む  良好

尖本↑罪
号「×」

外 ,明青灰色 5PB6/1  
智習恋阜 微量含む  良好

外 ;橙色 7 5YR7/6   
箸映争督石 若千含む 酸厄尾成

内外 :火欅痕

外 ;明青灰色 5PB7/1  
智習筵二 若千含む  良好  外 ;火欅痕

aO例 外 ;明青灰色 ″Wl 
智習窪子 若干含む

やや不良

儀6m外 ,青灰色 5PB6れ  際 微量含む
やや不良 二方スリット状スカシ

1/2以上 長 :● O cll巾 ,2 5 cll厚 ,2 3 cll外 ;淡黄色 25Y8/3  
を映争冒石 微量含む  良好  藝藝奪躯 7g

小片  (372)cm 外,灰白色25Y8/2  Ψ 多く含む
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Flg番 号 出土地点 種 別 器 種 遺存   日径   器高 底 径 色調 胎 土 焼成 備 考

脱 31梅 裕 融 稀 ψ 以上 見 け D釦 巾 れ 硫 n厚 れ 8m外 ;明青灰色 聞 A     
畳藝 鉱 亮ぞ

b24 Hヂ
醜  石器 スクレーパー 完形 長 ;&4伽 巾 れ 9C皿 厚 ,α 6伽 外 ;青灰色 5PB5れ          塗艶 緩弛

“

31引
森 伊〉チ

土師質土器  不  底完形 お 2伽  生8伽  a4伽 外 ;橙色 5YR7/8  
智習奄阜 微量含む  良好

153 2 EW諺
ンチ

土師質土器  不  1/4以 上 151伽  50伽   50伽  外 :黄橙色 10YR3/6 
盤 獣

々

督石 微量含む
やや不良 外 ,黒斑

153 3H4ち
承 溝  土師器   皿  1/2以 上 136伽  25伽   98伽  外 :灰 白色 7 5YR3/1 

習習途ヱ 嘉撞甚琵: やや不良
課ら '赤

彩 は 部

153 4.4ち
象 溝  須忘器   皿  1/4以 上 153伽  21ω  12 5 cn外 :灰 白色 N8/   

盤 撃 督石 若千含む  良好

153 5  
善最  上師質土器   皿   底完形  7 7 cl1  2 7 cm  5 2 cll 外 ;にぶい橙色 7 5YR7/4智

習筵二 微量合む   良好  凸 :煤痕

153 6  
吾曇  土師質土器 高台付杯 1/2以 上  9 0 cln  3 3cn  4 6 cn 外 ;橙色 7 5YR7/6   

解 督石 微量含む  良好

153 7  
乳曇   須忘器    皿   1/6以 上  22 2 cШ   3 1 clll  W 6 cll 外 ,明青灰色 5PB6/1  

普習筵阜 若千合む   良好

153 8  
号F   須忘器    イ   1/2以 上            7 0 cll 外 ;青灰色 5PB6/1   

智習奄阜 微量含む   良好

153 9  
署最   須忘器    壺   1/2以 上            4 7 cn 外 ,青灰色 5PB5/1   l a ll以 下 精良     良好  外 ;黒色付着物

153 10  
善憂   陶磁器   信鉢   小片  (26 0 cn          外 ;灰色 N6/     

智 聟趣阜 微量含む     傷毛 紀前半～

柄3H署
最  雌 器  紳

臀     
■ 6伽 外 却こぶい赤褐色 25Y5ん 白色粒子 若千含む 財

特鞠 誰 ～

“

3姥
署岳  雌 器  皿 1肌 ′ 4伽 m蝕  御 m外 ;賄 色 剛 れ  絶 勝 健 含む 鋭

愕Ⅷ

蒟3博
15イ酔己 レト 白磁   抗  小片  Q&め 蝕       外 ,灰 自色 ЮY8ぬ   黒色粒子 微量合む  良好 冥攀鳥舞類Ⅳ類

蒟3盟
表鶴 」後

醸  椀  5ピ     腐 伽
禽 :優 目鎚 朋

1 
を離 琉 量含む 鏃

貪≧需要曇酵と

巧3朽
 署曇  土製品 有孔 円盤 完形  癌 亀  癌 観

厚 ,α 4蝕 外 ,淡黄色 歩5Y8/3 
智習蓬ヨ 微量含 む  良好

宣暫 最言岳]

蒟3硝 F4脇 溝
鉄津  椀形津  完形 長 那 伽 巾 押 マcm厚 ;歩0伽            蟹暫鞍線鬼

蒟3V 
号

『
 石器  砥石 V4以 上 長 X60廼 巾 ■ 0蝕 厚 ;&Om外 ,灰 艶 N8/1        

督査点穀 ∞ g

流紋岩又は流紋岩

ヽ3略  l肝  石器  砥石 V2以上 長 れ 0伽 巾 理 伽 厚 ツ ■∞ 外 :灰 白色 ЮWl       
聯

製

重量 4098g

“

21 
則 島  土師器  甕  小片 Q■ 0伽      外 ;浅黄橙色 ЮYR8/3智

習筵旱 微量合む  良好 内外 ;媒痕

162 2  
話 島   上師器   壺   1/2以 上  14 2 cm           外 :灰 白色 25Y3/2  

署娑争督石 若干含む  良好  内外 ;赤彩

162 3  
話 島   土師器   高郭  1/6以 上  17 3 cn           外 ;にぶい橙色 7 5YR7/4ヱ

尋子

κ

督石 微量含む  良好  胎土 :小谷式的

“

24 
翌 乳

土師質上器  邦  底完形 硝?m 43蝕  a8伽 外 ;灰 自色 ЮYR8/2 
智避筵阜 微量含む  良好

硲25脇 鰤 質土器 必 V2以 上     &4蝕
禽 :掻昌程ざ 鶏 影3響 督 石 軒 含む

朗 靭
'煤

痕

162 6  
鑑  土師質土器   皿   底完形  10 0 cl1  1 9 cll1  4 0 cm 外 ,にぶい橙色 7 5YR7/4智

習迩子 微量含む   良好

162 7 
黒 晟   須恵器   邪   5で  108伽  49∽   66伽  外 ;浅黄橙色 7 5YR8/4 

磐映4督石 微量含む  不良 酸化焼成

162 8  
評 品  土師質土器  おNllll  オ叶  O④ 伽  17伽   律 21伽 外 ,淡橙色 5YR3/4  

智習窪阜 微量含む  良好

162 9 
肥 亀   鉄器   釘   完形 長 ,■ 2m巾 ,α 7蝕 厚 ;α 5伽

165 1  
翌 岳  土師質上器  杯   取 上

4 122伽  5 6 cn  72伽  外 ,淡橙色 5YR3/4  
鯉 襲 犀 微量含む  不良

165 2  
翌 岳  土師質土器  不   5警  15 0 cn 47∞   58伽  外 ;淡橙色 5YR3/3  

智督筵阜 微量合む やや不良
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Fig番号 出土地点 種月
'j

器 種 遺存 口径 器 高 底径 色調 胎 土 焼成 備 考

と65  3

165  4

と65   5

餃 岳  土師質土器  杯   1/4以 上  14 6 clll           外 ,にぶい橙色 5YR74 
磐娑争督石 微量含む  不良

餃 岳  土師質土器  杯  厄也蟄  お 2m 51枷   ■2伽 外 ぅにぶい橙色 5YR7/4 
暑臭イ督石 微量含む

やや不良

I岳  土師質土器  IITN  1/2以 上  14 6 cm  5 5cm  6 6 cll 外 ;橙色 5YR7/6   
智 陽 撃 ユ 微量含む  やや不良 内 ,煤痕

蚤 岳  土師質土器  小皿  1/6以 上  9 3 cI1  2 5 cn  5 6 clll 外 ,橙色 5YR7/6   
智 圏 撃 ユ 微量含む  やや不良

課 岳 土師質土器  イヽ皿  底完形  凱4伽  ■8伽  ■O cm禽
:壌懸雹亀 株 DT8/6智 督迩子 微量含む  良好

墨 岳  土自下質土器 高台付郷 1/2以 上  8 6cm  2 9 cm  4 5 cll 外 ,淡橙色 5YR8/4   
留 聟筵阜 微量含む  不良

課 岳  土師質土器 高台付杯  底完形           4 7 cn tt iに ぶい橙色 5YR74 
智留迩阜 微量含む  不良

齢  器  随  ほぼ効 長 ■れ m巾 れ 発m厚 ,鶴伽
外 ,托

裁 銹

髄

         墜 ■ 2g

E」鍵
土師器  甕 賄 姓 協 8蝕

   含 1旨

S紛憲
髄

 磐娑咎督石 若千含む
朗 靭

'媒
痕

ぎ 確  土製品 土製支脚 V4以上       外 ;灰 自色 み5Y3/2 
智習筵子 肇 蘇

良好

ぎ k 須恵器   盤  取 管         
“

6伽 外 ;青灰色 5P醗海  智習恋阜 微量含む やや不良

Ettk 須恵器  イ  ツ2以上 望 2 cn 47 m 7 8cn禽
:膏

色 25YR7/6  
箸映4督石 若干含む 不良 縁花焼成

E干確  須忘器  杯  磯 Y 鬱 3枷  &9伽  al卿 外 ;青灰色 5PB6た
  智習筵子 微量含む  良好

EIR 須意器   杯  V4以 上 b9cm 6 5cm 00蝕 外 :青灰色 5PB6れ
  智督筵阜 微量含む  良好

ぎ 醜
土師質土器  イ  底完形  朽 1伽  a4伽  a8枷 外 :橙色 7 5YR7/6  微量合む    やや不良

マーブル胎土

E干是
土師質土器  杯  5管  阿 cm 48蝕  α2cШ 外 ;浅黄橙色 ■5釈8海

智習恋阜 微量含む
やや不良

DI醜 土師質土器  郵  V4以 上 1■ 2伽  ■9廻  a3伽 外 ,橙色 ■5YR7/6 
箸映争督石 微量含む 不良

∬ 確
土師質上器  イ  ほぼ完形 爵 9m 49倣  59 cm外 ,浅黄橙色 ■5YR8/3尭

留

(冒

石 微量含む
やや不良

ぎ 陥
土師質土器  杯  ほぼ完形 1&4伽  a8伽  60伽 外 ,淡黄色 歩5Y3/3 

智習趣阜 微量含む
やや不良

Eざ確
土師質土器  挙  5r      ・

Om外 ;淡黄色 5Y8/3 
響 置を 4-T含 む

やや不良

cy陥 上師質土器  杯  底完形        ■8伽 外 ,淡黄色 み5Y3/3 
箸娑争督石 若干含む 良好 外 ;黒班

∬ 陥
土師質土器  州NIllL V2以 上 ■2m i4 cn &4 cm外 :浅黄橙色 ■5YR8/6:罪

輻 轟

石英  良好

cざk土 師質土器  オN llt V2以 上 72伽  ■7廼  aO伽 外 ;浅黄橙色 ■5YR8/6精 良     やや不良

E5了島 層
土師質土器  小皿  1/4以 上  8 6 cl1  1 9cn  3 9 cll 外 ;浅黄橙色 7 5YR8/3 

智督筵阜 微量含む  良好

EざK土 師質土器  川NIll V2以 上 92伽  み0伽  45∽ 外 ,淡橙色 5YR8/4 
箸映生履量含む  やや不良

Dざ確  
土

螺写
土  小壼  小片          外 ;浅黄橙色 ■5YR8/6精 良     不良

♂ 陥
土師質土器 高台付イ V4以上 Ю 5銀  &3伽  48伽 外 ,橙色 5YR7/6  

暑呉堅冒石 若干含む
やや不良

DI確 土師質土器 高台付イ  完形  a3蝕  35伽  44伽 外 ;馬
s,房

橙色

  智習筵旱 微量含む
やや不良

cざ陥
土師質土器  刀NIll ほぼ完形 7 3 cm i4伽  a3伽 外 ,淡黄色 み54/3 

離 微量含む  良好

ぎ 確  触  椀  村 仰 。 伽
   禽 :疫 目を ,撃秘先     朗

詐

献 類 V～Ⅶ

Dざ確  白磁   椀  小片  は ①伽       外 ;灰 白色 ЮY8A  
習習筵阜 微量含む  良好 冥雀府碧類Ⅳ類

cI庵  石器  砥石 V2以 上 長 や つ ∞ 巾 ;予 0倣 厚 ,&2伽 外 ,灰 白色 NV         
雪畳雹昇 跨 g

169   4

169   5

169   6

169  7

169   8

169   9

169  10

165

165

165

165

165

6

7

8

9

169   1

169

169

169

169

169

169

12

169  17

169  18

と69  19

２ ３

　

　

　

‐

169  22
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FIg番 号 出土地点 口径   器高   底径 胎 土

W02ぎ
に  石器  砥石  完形 長 ,お 0蝕 巾 ,40伽 厚 ;25伽 外 ;明オリーブ灰 Z5GYЙ

       雪畳壕針 20g

W03 Dざ
確  鉄器  刀子・ 刀  小片 長 ,①O伽 巾 ;Z2蝕 厚 ,α 7伽

V04 Dざ
陥  鉄器  不明鉄器  小片 長 ,律 D伽 巾 ,■ 8 cШ 厚 ,⑩ の伽                刃部の有無は不明

170 5 D6ザ
島 層  鉄器    釘   小片 長 ,(54)clll巾 ,0 6 cm厚 ,0 6cm

W41Ы
評 野層 土師器  甕  V4以 上 硝お卿       禽 :塗蟹程暫 η 魏 8/4暑 映4冒石 多釜 む  良好

搭二号策谷式的

W42 
創評 野層  ・

師器   養  72以 上

“

Om       
禽 :糧色 :蒋 チ:  箸映争督石 若干含む  良好 8全 1笑賽B類

1743Ы
評 亀

珊 甕 勒 的
  貧 :裟蟹患督 理 偽 海 解 ち衰苔量〒

颯 ま目笞全

餐爵

W44罰
活 層

土師器  甕  完形 柄ワ卿 %お 伽   禽 :糧雹4筆島/fYⅣ
μ

鰐 似 繁

白色
良好

然二咎兵東B類 ?

W45 
ЫH考 1関 運遭腸 ? 剥片  完形 長 :&6伽 巾 ;歩4伽 厚 ,H卿 外 ;灰 白色 751/8/1        

畳書玲品せ

W46 S掃  石器  敲石  完形 長 ,Hお ∽ 巾 ;Ю憾伽 厚 ;44伽 外 ,灰 白色 N         
査畳

'恐

磁 g

W71 Stt ■BT器  養  V2以 上 囲 伽 郷 8 cn  外 :淡黄色 歩5Yy4 
智習迩ξ 導秦瑳晶『

良好
慾主尋宋谷式的

W72 3縁  土師器  甕  V6以 上 硝Ю伽      貧 :優曇謬 線 ζ/3躍 督石 粁 含む
跡 胎土 )裕 軸

い  路  部 下器  甕  村 い 0蝕     外 ,浅責橙色 Юttν 3幾
黒

穣
財 内 :嫌

Ⅳ区
177 4  

ダ普生   
土師器    甕   1/4以 上  18 6 cm           外 ,浅黄橙色 10YR8/3 

磐喚そ督石 若千含む  良好  俗二号発東B類

177 5 sIど
野層  土師器 月彰 丸底壷

戦 ピ  9 0 cm 95廻     外 ;浅黄橙色 10YR8/3 
辮 寄 軍  良好  俗上号癸東 B類

附 6 
篭  ■ET器 小形丸底壺 V4以上 a8卿  Юマ伽   外 ;灰 自色 ЮY躙力  智習迩阜 若干含む  良好 胎土 ;小谷式的

W77 
∬縁  ■ET器 小形丸底重 完形  &0∞  &2廻  20伽 外 ,灰 白色 ЮYW2 

智習筵子 確 軍
良好 8全 1兵贅B類 ?

W78 
∬儲  tET器 小形九底壼

暇 Y        外 :灰 白色 25Y眈
 継 経 若干含む  良好 8全 :贔蓉式的

W79 S縁  土師器  高杯  脚完形 V4cm 硝▼廻  H8cm禽
:擬昌雹 夕評 誘  磐婆争冒石 微量含む

良好 胎土 ,小谷式的

177 10  g居    土師器   高不  ほぼ完形  13 0 cl1  12 4 cll1  9 2 clll 
禽 :畜

橙色 5YR8/4   
箸娑午督石 若干含む  良好  胎土 ,大東B類

口7H 
∬厩  土師器  高イ ほぼ完形 WЮ 伽      外 ,灰 白色 25Y8カ  暑嬰争冒石 多く含む  良好

ぞ全 :暴恋式的

W7ワ  晋腸  ■HL器  高杯 74以 上

“

Юm     
禽 :壌嚢糧雹 孔評 隠 チB智 習筵學 若千含む  良好 胎土 ,小谷式的

W7博
床 ぎ浄近 

土師器  鉢  V2以 上

“

Ю伽  &0蝕    禽 :鐘憂懲雹 招環 :チ:肥 爆 微鈴 む  麟

177 14  
∬忌   土製品  土製勾玉  完形  長 ,7 1 cll巾 ,2 0cn厚 ,2 4 cll外 ;淡黄色 75Y8/4   

賛機生暮ギ啓忌

石英  良好  未製品

180 1 
Ы〆 野層  土師器   重  1/6以 上 20 6 cm        外 ;浅黄橙色 7 5YR3/3 

響 畦 緊 軍 賛
長石  良好  佑上号策谷式的

略02 
∬厨  土師器  重  V2以 上 略Юm    外 ;淡黄色 25Ⅵた  智習迩阜 異碧薬晃

『
良好

盆I尋葉東B類

略03 S厨  土師器  甕  V2以 上 略 2伽 246伽    貧 :旨

ぶい橙色 ■5Y7/4蝦
訂

長石 良好
搭主F笑美鶴霞

硝04床
き極上 ・

RT器  甕 V4以 上 nttm    
含!罐 せ弓見亀 /3 箸映4冒石 多く含む 良好

ぞ全 :祭懸式的

略05 3層  土師器  甕  76以 上 蒟 6 cn     外 瀾こぶい橙色 ■5YR73箸
娑4冒石 多く含む

やや不良
窓全 :突餐B類 ?

憾06 S岳  土師器  甕  V4以 上 W6∞      外 ,橙色 ■5YR76 
響 堤 解

長石
ゃゃ不良 胎土 ,大東頭

憾07 8厨  ■RT器  甕  V2以 上 鬱■蝕
     禽 :彊憂雹 夕:¥子チ: 継 経 多く含む  良好

慇全 :突餐B類

憾08 
∬岳  土師器  奏  V4以 上 巧 6伽      衡 :喬

黄橙色 ■5YR76響
頻 ε摩

長石 良好
窪炭矮曇完

大東頭
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Fig番号 出土地点 種別 器種   遺存 口径 器高 底径 色調 胎 土 焼成 備 考

皿 1床
謬普上 

土師器  甕  ν4以上

“

Ю廻      外 ;橙色 7 5YR6海  箸撲4冒石 多く含む
やや不良

紺二年兵東頭

皿 2 
監  ELHn器  甕  76姓 里Ю伽      外 ;沸難 絶 ■5YRV3怒

撃 睾 堪 患

髄  鏃 内外 ,球

皿 3 S岳  土師器  甕  ツ2以上 おワ銀      外 ;明黄褐色 ЮYR76理
疑 ♂

長石
ゃゃ不良 胎土 ,大東B類

181 4  
ざ居   土師器    甕   1/6以 上  15 2 clll           外 ,浅黄橙色 7 5YR8/6 

響 督石 多く含む やや不良 外 ;黒斑

181 5 
Ы〆 斤層  ELH頭

器   甕   私 ピ  164伽         禽 :険憂舒 :¥:チ:  鍛 軍 賛
長石  良好 盆上尋棄東B類

血 6 縣 鰤器 甕 V2姓 B2伽     貧:騒騒 癬罵尤肥経肇軍 財 絶号笑東B類

181 7  
晋層   土師器   甕  1/6以 上 144伽          外 ;猛

報 亮

橙色

   箸婆争葺石 若干含む  良好  外 ;黒斑

131 8 
Ы〆 野層  土師器   甕  1/4以 上  14 0 cЩ         外 :にぶい褐色 7 5YR6/3箸

映咎督石 多く含む  良好  外 ;煤痕

皿 9 
∬麗  ・

BT器  養  V6以 上 隅 伽      禽 :挨憂琶 孔謡 チ4 習習筵ξ 肇 黙
良好 胎土 ,大東B類

硼 Ю  tt ・
ET器  甕  V4以 上 WЮ 伽      衡 :雁封 蓬 畳 需 詈子チ4猥 娼 石 軒 含む

跡 8全 :無 B類

m H 
∬厨  土師器  甕  ν2以上 酎 ∝      外 ;浅黄橙色 7 5YR8/4慇

甲

長石 良好 胎土 ,大東頭

血 乾
創ご 野層

土幡  甕  76魅 望Ю伽     禽 :騒 器 賜 : 肥 経 肇 算
やや不良

純 骨兵東B類

皿 鰐  斬居  ・
RT器  甕  V6以 上

“

4卿      外 :浅黄橙色 ■5YRν4第
解 督石 多く含む  良好

ぞ全 :景恋式的

皿 И  ∬岳  ・
eT器  甕  V4以 上 お■伽      外 ,橙色 ■5YRν6 

響 奴 爾

〔 長石
ゃゃ不良 胎土 ,大東頭 ?

硝21 w 土師器  甕  V2以 上 ワ 0蝕
      禽 :喬

自色 歩5Ⅵ/2 
堵映筆葺石 若干含む 良好

愁生咎祭谷式的

弼22 
∬居  土師器 小形丸底壷 V2以上 aO蝕      外 ;灰 白色 と5YV2 

製 奴 露

〔 長石 良好 胎土 ,小谷式的

配23 3厨  ■fIF器  重  V4以 上 乾 6 cn     外 :橙色 名5YR6/6 
響 奴 野

〔 長石  良好 外 ;媒痕

硝24罰
賠 層

土師器  重  ほぼ完形 Ю4伽     外 ,浅黄橙色 ■51/R8ん
智督窪阜 肇 軍

良好 胎土 ,大東頭

182 5  S岳    土師器  小形九底壼 1/2以上  72伽             外 ,灰 白色 25Y8/2   
響  (冒石 微量含む  良好  内外 i煤痕・黒斑

182 6  
∬居   上師番  手捏ね土器 ほぼ完形  8 0 cll1  3 8 clll      外 ;淡黄色 25Y8/3   

智留筵手 若干含む   良好

略2 7  
ざ岳   土師器  低脚イ ? 

軽た『  80蝕         外 ;馬
識 亮

橙色

   智習窪阜 若千含む  良好 窓全 :突餐B類

配28 晋厨  土師器  高杯  V2以 上 盟4∝      外 :橙色 5YR76  石撃 冒石 やや多く 良好 窓全 :笑餐昔爾

斑

床面直上                                            含む            被熱痕顕著

182 9  
晋層   土師器   高不  1/4以 上  14 8 cm          

禽 :溌言畳 夕:穏チ〕  響

た

冒石 若干含む     胎土 ,オ 谷ヽ式的

略2Ю
創肘 層

鰤 器  イ  村 帥 Ol cm   
禽 :溌盲雹 a翻

 ゴ

智筵阜 長轟 壕柔魯 良好 靭 ;黒斑

略2H床
き極上

卸 器  前 V4以上 丘 2血    外 ,灰 髄 郷 力

 警懲Ⅲ
督石 やや多く 麟

縁 1翌絨

18212 
Ы評 野層  土師器   高不  牧 ピ          84卿  外 :浅黄橙色 10YR3/3 

智習趣阜 確 壕 写  良好  月合土 ,大東B類

18213 
晋厨   土師器   高イ  牧 ピ         10 8 cm外 ,淡黄色 25Y3/3  

盤 撃 督石 多く含む  良好 被熱は り赤変

18214 S厨  上師器  高イ  盤地『       128伽 外 ;浅黄橙色 10YR8/3岩
狭争督石 若干合む

良好 胎土 ,オ 谷ヽ式的

硝2“  S層  関遥磐物
碧玉製剥片 完形 長 ,&6伽 巾 ;歩4m厚 ,α8卿 外 ,暗緑灰 色 ЮG“         藝藝 :馬壱

玉

弼2硝  ∬居  石器  打製石斧 完形 長 i愕 3m,■ 2伽 厚 ■ つ伽 外 ;灰 白色 wYγl        
窒誓壕母 18g

博61 F評
陥  土師器   竃  V6以 上 お 0倣       禽 :虐雹晃 新 :YR3/4禦 要 甲

長石  良好 胎土 ,大東B類

憾62 
ぎ 晦  土師器   甕  74以 上

“

8 cm      外 ;淡責色 と5Y3/3 
蹴 甲

長石  良好
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